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ローレン編　第一一話






「ようやく、宏ひろし君の誕生日パーティができるよね」

　ドルテ島での一件が終わり、ルーフェウスの工房に戻って二日後の朝。

「別に無理に誕生日なんざ祝わんでもええやん」

「前にも言ったけど、宏君はもう、それが許される立場じゃないんだよ？」

　食事を終えてすぐ、微妙に面倒くさそうにそんなことを言い放った宏に対して、春はる菜ながやけに気合いの入った表情で宣言する。もっとも、立場云々が口実なのは、春菜の顔を見れば一目瞭然ではあるが。

「で、結局いつなんよ？」

「明後日あさって。昨日、力尽きる前に仕事終わったってオクトガル経由で連絡入れておいたら、さっきそう決まったって連絡をオクトガルが持ってきたの」

「えらい急やな？」

「私もそう思ったんだけど、あまり後ろにずらすといろいろうるさいから、できるだけ急いだほうがいいって結論だったみたい。他にもいろいろ事情があるみたいだけどね」

「あ～……」

　春菜の説明に、思わず納得してしまう宏。個人的なものとはいえ、西部三大国の王が集まるパーティだ。政治には何の関係もないと言っても誰も信用しないだろうし、仮にそれを信用したところで、王達の個人的な集まりに参加できるという価値は微み塵じんも揺るがない。

　宏の誕生日にそういう余計な要素を持ち込ませないためには、日程をできるだけシビアにした上で、パーティの存在をぎりぎりまで伏せておくに限る。

　そこまでして祝わなくても、と祝われる本人は呆あきれているが、アズマ工房の価値はすでにそこまでになってしまっているのだ。外野に余計なことをさせないために、牽けん制せいとしてこれぐらいのことは必要なのである。

　無論、三人の王もレイオット達も、本気で宏の誕生日を祝いたいと思っているのは間違いない。ただ、そのためにはどうしても面倒な要素が付いて回るし、王達が祝わなくても政治的な問題は付きまとう。だったら、祝われる当人に面倒をかけるという本末転倒には目をつむって、余計なちょっかいを出したら自分達が出てくるとはっきり内外に示すのが大国の王として一番の贈り物になる。王達はそう判断したのだ。

　本来なら、宏の誕生日は日本人メンバーと工房で直接雇われている人間に、せいぜいエアリスやアルチェムを加えた程度の人数でやる予定だった。だが、今や西部三大国家にとって最重要人物となり、また各国の王とも個人的に親しくなっている以上、身内だけでやることはできない。

　結果として、三大国家から王と幾人かの王族が出席することになり、それと同時にオルテム村や神殿関係からも多数の参加者が集まるという、非常に規模が大きなものになってしまったのだ。

「で、春菜さんの方はいけるん？」

「うん、大丈夫。準備自体は、あとは前日とか当日に調達したほうがいい食材を確保するだけだし、場所はウルスの工房だからいつでも問題ないし」

「さよか。それやったらええねんけど」

　春菜の返事を聞き、とりあえず納得してみせる宏。今まで気の乗らないような態度を見せていたが、別にパーティがいやなわけでも格好つけているわけでもなく、春菜達の負担が増えるのがいやだっただけだ。王族だの国家だのの関係がちょっと面倒くさいとは思っているが、誕生日を祝ってもらうこと自体は普通に嬉うれしいのである。

「あと、ドルテ島の事件、亡くなった人達の遺体回収も身元確認も終わって、生存者の体調もある程度戻ったから明日国葬だって」

「それ、うちらはどうなん？」

「今回は、直接身内が亡くなった人だけにしてほしいって。だから、私達は事前に献花を届けて終わり」

「なるほど。まあ、大規模災害で亡くなった人の葬式に、ボランティアで炊き出し手伝うた程度の人間が押し掛けたら顰ひん蹙しゅく買うわなあ」

「そういうことだろうね」

　春菜からもたらされた例の事件の追加情報に、妙に納得してみせる宏。

「まあ、そういうわけだから、ちょっと仕入れと仕込み、始められるものは始めちゃうよ」

「そこは任せるわ。今回は手出しできんやろうし」

「祝われる本人が手を出したらいろいろな意味で台無しだから、今回は諦めてね」

「分かっとるって」

　春菜に釘くぎを刺され、苦笑しつつ一つ頷うなずく宏。やって許されるのはせいぜい、釣りなどで得た食材を保存庫にこっそり追加する程度だろう。

「まあ、今日明日は完全に手ぇあいてもうたことやし、釣り竿ざお新調して釣りでもしてくるわ」

「師匠、新調するってどの素材で？」

「微妙に余ったアミュオン鋼がな、釣り竿と包丁二本作るんにええ感じなんよ」

「おい待てこら……」

　いきなり突っ走ったことを言い出した宏に、思わず即座に突っ込みを入れる達たつ也や。

「ええやん。釣り糸が霊糸になるんは今に始まったこっちゃないんやし、釣り竿もこれぐらいのスペックで問題あらへんで？」

「つうか、その二つに使う材料合わせたら、まともな刀か何かが一つくらい作れるだろうが……」

「今のと比べて意味ある武器作ろう思ったら、ちょっと在庫が微妙でな。作れる武器やと戦力向上っちゅう面では微妙やし、ちょうど包丁新調したい感じやったから、そっちに回すことにしてん」

　宏の返事に、どこから突っ込むべきか悩む達也。達也の突っ込みが途切れたところで、真ま琴ことが口を挟む。

「ねえ、宏」

「何やのん？」

「別に包丁新調するのは反対しないけど、前にオリハルコンで新しいの作ってなかったかしら？」

「まあ、作ったんは作ったで？」

「だったらなんで……」

　オリハルコンで新品を作ったことを確認し、なのにさらに上位素材で新しい包丁を作ろうとしている理由を確認しようとしたところで、真琴の中で何かが引っ掛かった。それを確認する前に、春菜が答えを告げる。

「あ、最近ちょっと強いモンスターを料理することが増えたから、包丁の消耗が激しいんだよ。手入れはしてるけど、なかなか切れ味が戻らなくなってきててね」

「その強いモンスターって、ベヒモス？」

「メインはその辺かな？　ガルバレンジアとかも、地味に結構包丁が傷むし」

「あ～、そういうことね」

　春菜の申告に、心底納得してしまった真琴。宏達ですら解体に割と手間取ったモンスターだ。調理だってそれ相応の器具がないと厳しいのだろう。

「まあ、そういうわけやから、解体用も合わせて作れるだけ作っとくわ」

「うん、お願い」

　それで話がまとまってしまい、突っ込みのタイミングを失ってしまう達也。結局、釣り竿についての追及をし損ねたことに気がついたのは、宏が加工を終えて釣りに出たあとであった。




　　　　☆




「まったく、無事に帰ってきてくれたからよいようなものの、正直肝が冷えたぞよ」

「本当に、申しわけない」

「まあ、ローレン王が関与していないことは分かっておるが、さすがに少々迂う闊かつだったのは間違いなかろう」

「ダールのもフォーレのも、まだ実権を委譲されたばかりの若いのをあまり責めなくてもよかろう？　我らとて通った道だし、代替わりして三年やそこらでは、そういった情報をすぐに調査して止めに入ることも難しかろう。第一、やらかしたのはローレンのではなく元々別組織である冒険者協会で、しかも窓口の職員達が切羽詰まって独断で先走ったのが原因。協会の上層部も冷静な判断ができない状況となれば、情報など王のところまですぐには上がってこんよ」

「そうは言うがの、ファーレーン王よ。これが工房主殿だから帰ってこれたが、そうでなければどうなっていたか」

「確かにそうではあるが、協会に対する処罰も協会内部の処分も済んでいるし、そもそも我らでも今回のようなことでもなければ軽々しく介入できん組織なのだから、これ以上の追及は筋違いではないかね？」

　ウルスの時間で午前十時過ぎ。アズマ工房ウルス本部では、宏とレラ以外が準備に追われて不在の隙すき間を利用して、ひそかに四カ国会談が行われていた。内容は見てのとおり、冒険者協会の行動を止められなかったローレン王の吊つるしあげである。

　もっとも、吊るしあげているのはダールのミシェイラ女王とフォーレのゴウト王だけで、ファーレーンのレグナス王はどちらかというと擁護に回っている。今回の一件に関しては、直接関わってこそいないがいくつか自身にもミスがあり、とてもローレンの若き王・アレクセイを責められないと考えているのだ。

　特に、宏が魔改造品の特大ポメを攻撃手段として使っていると知っていながら、他者が似たものを作る可能性について何一つ想定していなかったのは痛恨の極みで、己の迂闊さに歯は嚙がみしている。

　たまたま宏達が滞在しているよその国で事件が起こったために、自国で同様の事件が起こる前にある程度の対処が可能だったが、立場が逆だとどうにもできなかっただろうという自覚があるため、女王やフォーレ王ほどは言えないのである。

「確かに、新王殿が未熟なのは仕方のない事実じゃ。公王制というシステムと引き継ぎの都合から、新王殿が王としてまともに活動し始めたのが事実上今年から、というのは十分に情状酌量の余地があろう。公王制の欠点として、どうしても後ろ盾が弱くなりがちじゃというのも分からぬではない。じゃが、それを考えても、あまりにも基盤が弱すぎはせんか？」

「うむ。王というのが絶対的な権力者ではないのは事実だが、それと下を統制できておらぬことは別問題だ。若いからといって、状況は待ってはくれぬぞ？」

　あまりにも権力基盤も諜ちょう報ほう能力も弱いローレン王を、先輩の立場として厳しく叱しっ責せきする女王とフォーレ王。二人とももっとえげつない修羅場を乗り越えてきただけあって、若いローレン王の頼りなさに腹が立つやら心配やらで気が気でないらしい。

　しかも悪いことに、諜報能力だけで言えば、もっと若く王でもないレイオットの方がはるかに上、という事実もすでに証明されている。レイニーのような見せ札兼切り札と各地に潜り込ませている本命を巧みに使い分け、複数の筋から確固たる情報を確保して、それに応じて平気で国益のためにあくどい真似をするレイオットは、すでに世界中からある種の恐れを抱かれ始めている。

　権力基盤が弱いとか、国内が硬直しているとか、そのあたりはレイオットとローレン王でさほどの差があるわけではない。それなのに、ここまで能力の差がくっきり出ているのだから、女王やフォーレ王が若き王を厳しく叱責したくなるのも分からなくはない。

「まったくもって我ながら情けない話だが、いまだに先代が築き上げた諜報網すら掌握できていない。それどころか、まともに情報を上げてくれる人間など、辛うじて宰相と外部組織のトップぐらいだ。あまりにも情けなくて、王と名乗ることすら恥ずかしい。ここまで突き抜けてしまうと、レイオット殿下の力を借りてしまったことを恥じる余裕すらない……」

「王たる者の言葉とは思えんのう。妾わらわが言うのは筋違いじゃろうし、恐らく自覚しておろうが、このままではお主、誰かに殺されるぞ」

「むしろ、そもそも公王選で私を選んだことが間違いだ。私が殺されたとすれば、その犯人の方が正しいだろうさ」

　暴走する一部貴族に命令を出して止める以外、実質的にまだ何もしていないというのに、投げやりな態度を取るローレン王。

　無責任な態度を取るローレン王に対し女王とフォーレ王の怒気が膨れ上がるのを感じ、これ以上はいろんな意味で誰のためにもならぬと判断して仲裁に入るファーレーン王。

「ダールのもフォーレのも、そこまでにしておいたほうがいい。ローレンの。まだ始まったばかりなのだから、そんなに投げやりな態度を取るのは感心せんよ」

「不快な気分にさせたのは謝罪する。だが本来、国益のことを考えれば私が王を続けることは百害あって一利なし。法による拘束がなければ、とっとと王座を返上してこの首を差し出すものを……」

「ローレンの。あまりそういうことを言ってはいかんぞ」

　自身の長男であるアヴィンと大差ない年齢のローレン王を、必死に窘たしなめるファーレーン王。ここまでのローレン王の態度にはいろいろと引っかかるものを感じるが、情報が足りなさすぎて判断がつかない。

　このローレン王が有能か否かと言われれば、間違いなく現段階では無能だ。他国の王相手にこんな泣き言を言っている時点で失格である。部下の掌握ができているかどうか以前の問題だろう。

　だが、台詞や雰囲気とは裏腹に、ファーレーン王にはこのローレン王が、言動ほど無能な人物には見えない。そもそも、無能な王や有害な王を弾はじくための公王制である。こんな言動をして、しかもそれに説得力を感じさせる無能が王として選ばれるようでは、公王制を行う意味はない。

　このあたりの違和感が、どうにもローレンという国ののっぴきならない事情につながっていそうだが、そこをこの場で追及するのは、特大ポメをまとめて市街地で爆発させるようなものだ。

「皆様方には申しわけないことだが、今回の一件で、私の実権はほぼ全てなくなった。島を一つ壊滅させ、騎士団と民間人に多数の犠牲を出し、しかも強権をもってランクの低い冒険者を無理やり事件現場に送り込んだのだ。わずかにでも従っていた者達も、これで完全に離れるだろう。いや、それ以前に、ローレンの法に則るなら、私はいつ処刑されても文句は言えない」

「……さて、それはどうかな？」

「実績のない王が初めて強権を振るった結果がこれだ。実際には何一つ強権を振るったわけではない、などとは言い訳にもならない。これで、実績を焦って被害を拡大した愚王の名声は不動のものになったさ」

　何かを諦めきった、いっそさばさばしたローレン王の言葉に、どうしても危ういものを感じざるを得ない三国の王達。

　確かに結果だけを見れば、彼の言うとおりだ。だが、発端が船一隻予定どおりに戻ってこなかったという、本来現場レベルで全て完結し、下手をすれば国王には大まかな結果の報告も上がらない種類の事件である。誰がトップであっても、解決までの被害はほとんど変わらなかっただろう。

　そもそも、報告にあった邪教の施設は追加調査により、下手をすれば先々代の頃から存在したものだということが判明している。その施設が起こした事件なのだから、現王の責任を追及するならば、即位前に発見、対処できなかった先代以前の無能も追及されねばならない。

　それ以前に、亜種のポメがまき散らす状態異常自体、宏の作る薬や道具がなければ防げない代物だったのだ。最初期にアズマ工房を動かせなければ、どれだけの人員を送り込んだところで被害を拡大するだけで何の解決にもつながらない。

「ローレンの。あの事件は我々にとっても他ひ人と事ごとではない。そもそも、我が国でもヒロシが似たようなことをしておったのに、似たようなことが起こる可能性を想定すらしておらんかった。この件に関しては余もお主を笑えんよ」

「だが、あなたならもっと早期にアズマ工房に協力要請を求めることができただろう？　事件の兆候を摑つかむにしても、最初の調査隊が行方不明になった時点で、いずれかのルートから手元に情報が上がってきたはずだ」

「情報がどうであれ、騎士団の被害度合いの軽重ぐらいしか差はなかろう。結局誰がやっても島一つ壊滅していたであろうことは変わらんよ。そこはダールのもフォーレのも認めるだろう？」

「確かに、否定はできんがのう」

「うむ。フォーレで似たような事件が起こったとして、船が予定どおりに戻ってこなかった、程度の情報だけではアズマ工房に支援要請を求める発想にはいかん」

　ファーレーン王に言われ、女王もフォーレ王もその一点は素直に認める。

「と、まあ、それなりに権力を握っていて経験と実績がある人間でも同じ判断をするのだから、ローレンのが一人で責任を負わされるのをよしとはできん。その観点からも我らはお主を支援するつもりだから、早まったことを考えてはいかんぞ？」

「さすがに、まだ自害する気はないさ。暗殺されそうになったとしても抵抗はしないが」

「それを、早まったことと言っておるのだ」

　とことんまで危ういローレン王に、ローレン上層部の状況を否が応でも察してしまう三人の王。本来、他国の王に言ってはいけないことをぺらぺらと話す彼を見ていると、改革の目途が立ったルーフェウス学院や商業ギルドなどと違い、ローレンの政府はかなり危険なことになっているようだ。

「ローレンとしては、賢王と名高かった先代に瑕か疵しがあってはいけないらしい。それにそもそも私は、全ての公王家にとって都合がいいからという理由で選ばれたようなものだ。罪を押し付けるにはうってつけだろう」

　ローレン王の言葉が、ファーレーン王達三人が予想した今のローレン上層部の状況を、ほぼ肯定してしまう。諜報員達が拾ってきた情報より、はるかに状況が悪くなっているのは間違いない。

「せめて、捨て石ぐらいになれればいいのだが……」

　投げやりな口調で、何もかもを受け入れたように物騒なことを言い続けるローレン王。その目はもはや絶望や諦めを通り過ぎ、ある種の悟りに至った人間のものになっている。すでに自身の命も名声や権威も、何もかもがどうでもよくなっているのが、手に取るように分かる。

　極端な理想主義者達の派閥争いとそれによる暴走、対立によって硬直化する議会。ローレン王が止めても誰も聞き入れず、そのくせ、暴走によって出た被害は全て王が命令したということにされて責任を取らされる構図。今回の事件は、現在ローレンが抱えているその問題を、決定的な形であぶり出したと言える。

　それでも、無力なりにローレン王はどうにかバランスを取り、好機をうかがい、状況を改善しようとひそかに手は打っていた。

　だが、邪神教団摘発による司法の浄化でパワーバランスが変わる兆しが見え、それにより一部の派閥の人間が焦って先走り始めた。その結果として今回の事件では誰も命令していないのに宏を無理やり引きこんだ挙句、おそらく必要なかったであろう追加人員を出して大きな被害を出してしまったのである。

　これで全ての責任を押し付けられるのなら、誰が王になっても同じ。どうせどう転んでも愚王として、ローレンの国家としての名声ごと自身の名を貶おとしめるなら、せめて自身の無能さを口実に外部から圧力をかけさせよう、もしくは諸外国が余計な被害を受けぬよう情報を提供しようとしたのが、今回の会談での投げやりな態度なのだろう。

　本来最高権力者であるはずの王をここまでないがしろにし、許可も得ずに勝手にやったことの責任を全て押し付ける。ローレンはファーレーンやダールほどは腐敗しやすくない国だと思っていたが、認識を改めなければならない。

「……分かった。どうやら、現状ではそなたを叱しかるのは筋違いのようじゃな」

「だが、できれば助けてやりたいところではあるが、儂わしらも他国のこととなると直接口を挟むことはできぬ。残念ながら、ローレンのことは、お主が自分でなんとかせねばならん」

「気になさらずに。皆様は、この愚かな若造に巻き込まれぬよう、それだけを考えてくださればいい。どうせ首を差し出さねばならないのだから、せめて何か一つぐらいは道連れにしてみせる。それに心配せずとも、工房主殿とライム殿の誕生日ぐらいまでは、どうにか大きな問題を起こさぬように抑えるぐらいはできると思う」

　やけに朗らかに言い切ったローレン王の態度に危険なものを感じ、早急に手を打つことを決める三人の王。もはや、他国だから口を挟めない、などと寝ぼけたことを言うわけにはいかない。この手の問題は、まず間違いなく関係国家全てに飛び火する。

「それで、そのような状況であれば工房主殿の誕生日パーティに出席するのは障さわりがありそうじゃが、どうするのかえ？」

「どうせ無能なのだから、外交ぐらいはきっちりやってこいと言われている。実のところ、今は決裁印を押す以外の権限は凍結されているから、私がいても何も変わらないのだがね」

「そ、そうか……」

　その後、あれこれ検討しておきたいことをいったん棚上げし、表面上は和やかに宏の誕生日をどう祝うかを話し合う王達であった。




　　　　☆




「はりきって、いっぱい集めるの！」

「きゅっ！」

　ルーフェウス近郊にある湖畔の森。採取籠かごを背負ったライムが、頭上のひよひよと一緒に気勢を上げていた。

　ルーフェウス学院の方は何やら宏の講義の影響でいろいろ再編が発生しているらしく、付与魔術や生物学を中心に、結構な数の講義が休講になっている。

　アズマ工房の職員が受けている講義で休講にならなかったのは、元々編入生向け短期講座の歴史くらいで、それも前回の講義で一区切り、別の講師にバトンタッチというタイミングだったため、年に何度かある新入生受け入れ期間まで休みが入る。

　結果として全員手が空いており、丁度いいからと久しぶりに皆で採取に来たのだ。

「ライム、ひよひよ。あまり遠くへ行っちゃダメ」

「このあたりのモンスターは、まだちゃんと把握できていないのです。ジノ達の面倒もみなければいけないので、できるだけ大人しく採集してほしいのです」

　気合いが空回りしがちなライムを窘めながら、萎縮している新米達に視線を向けるテレスとノーラ。ウルス近郊であれこれやらかした経験のある新米達は、新たな土地で採取となるとどうしてもビビってしまうのだ。

　正直なところ、ウルスだろうがダールだろうがルーフェウスだろうが、大都市の近郊にある森や草原で、命にかかわるような凶暴なモンスターなどそうそう出てこない。

　それ以前に、積極的に人間に攻撃してくる生き物自体、そう多くはいない。採取などの時に間違って刺激を与えたりしない限り、普通は反撃を食らったりはしないし、食らっても等級外ポーションでも飲めばすぐに治る程度の怪我をするくらいである。

　それでも萎縮してしまうあたり、ジノ達新人組がどれほどやらかしたか想像できよう。

「それにさ、ライム。アタシ達が採れるような素材だと、親方が喜ぶようなレベルじゃないんじゃない？」

「そんなことないもん！」

　姉から言われた否定的な一言に、力いっぱい反発してすぐ目の前のしげみに突撃するライム。自分の一言で突っ走り始めたライムを、大慌てで追いかけるファム。

　だが、そんなファムの気持ちをよそに、すでに何かを見つけていたライムは手早く根っこを掘り返して、何かの草を一株丸ごと回収する。

「これ、じょういへんかんで三級のポーションに使える材料なの!!」

「きゅっ！」

　胸を張って堂々と宣言するライムに、小さくため息をつくテレスとノーラ。

　ライムが見つけたのは、セルファ草の希少品種であった。通常のセルファ草に混ざって生えているもので、その割合は百株に一株未満といったところ。知識があっても見た目に区別できるような差がほとんどないため、特別な名前は特につけられていない。

「……いきなりレア素材とか……」

「……まあ、予想はしてたのです。してたのですが……」

　ひよひよと一緒に行動するようになってから、ライムのレア発見率はさらに上昇している。もはや、発見しているというより引き寄せていると言ったほうが正しいほどだ。だが、いかにレア素材といえども、所しょ詮せん、見た目はただの草だ。それを次々と発見できるということは、ライムはそれだけの知識をちゃんと身につけているということでもある。

「どんどんいいの集めるの！」

　初手からレア素材を確保したライムが、さらに気合いを入れてしげみの中をあさり始め、そのまま次々とレア素材を発見し、枯渇させない程度に回収していく。

「……ノーラ達は、普通の素材を回収するのです」

「レアなのはライムに任せておけば十分集まるだろうしね」

　ものすごい勢いで貴重な素材を回収していくライムをファムに任せ、新米達の指導も兼ねて普通の素材を採取していくテレスとノーラ。

　レア素材は基本的に、素材ランクより上のものが作れたり適正ランクのアイテムの品質を良くしたりはするが、採集の腕を上げるという観点では、普通の素材となんら変わらない。腕の伴わない新人を鍛えるなら、ごく普通の素材を倒れるまで採取させるほうが早いのだ。

「あの……」

「質問なのですか？」

　早速採取に入った新人達。しばらくして落ち着いたところで貧乏貴族の双子の片割れ、兄のジェクトが恐る恐るノーラに声をかける。

「さっき、ライムが採ってたのって、どういうものなんですか？」

「あれはセルファ草の希少種なのです。主な使い道は、六級から五級のポーションなのですが、早はや生なりのティムベリーと混ぜて錬金術で上位変換すると、三級のポーション素材その他に使う、ウィロートという物質になるのです。もっとも、ウィロートは他の組み合わせでも作れるので、希少種セルファ草にこだわる必要はないのです。というより、無駄に難易度が上がるので、その手の材料は適正素材を反応させて作るのが普通なのです」

　ノーラの解説に、ほへ～、という擬音が聞こえてきそうな表情を浮かべるジェクト。まだ等級外ポーションもまともに作れない彼からすれば、そんな高度な素材をあっさり発見できるライムも、用途を普通に解説できるノーラも、すごすぎて反応に困るのだろう。

「正直に言うのです。早生りのティムベリーはまだしも、希少種セルファ草はまだまだノーラ達の手には余るのです。その上のウィロートなんて、それを使ったアイテムをいつ作れるようになるのか想像もできないのです」

　ジェクトの表情に苦笑を浮かべながら、自分の技量を正直に白状するノーラ。

　ノーラもテレスもファムも、六級は成功率が三割に届くか届かないかである上に歩留まりが悪すぎ、安定したという七級ですら実は九割前後の成功率であるため、なかなか腕が上がらずに足踏みが続いているのだ。

　もっとも、学院の教授や学生に言わせれば、一年未満でそのランクに到達するほうがおかしい、ということになるのだが。

「とりあえず、真面目に一生懸命やれば、等級外ポーションぐらいすぐに作れるようになるのです。ジノだって、まだ一カ月は経ってないのです」

「そのために、まずは自分で使う材料は自分で集められるように鍛えること」

　ライムにいろいろ度肝を抜かれて、微妙に動きが悪くなった新人達に喝を入れるノーラとテレス。テレス達三人にも、同じような時期があったのだ。惰性で毎日こつこつやっているうちに、いつの間にかここまで腕が上がったにすぎない。

　ものづくりは、慣れと根気と諦めと惰性なのだ。

「いっぱいとってきた！」

「きゅっ！」

　しばらく新米達を指導しながらよく使う素材を集めていると、ライムが嬉しそうに戻ってきた。その頭上では、ひよひよがドヤ顔で胸だと思われる部位を張ってみせている。

「……で、これを誰が使うの？」

「分かんない！　でも、そざいはあればあるだけせんたくしが広がるの！」

　元気いっぱいに山盛りのレア素材を見せびらかすライムに、呆れたように肩をすくめるテレスとノーラ。確かに高度なアイテム作りに使うものばかりではあるが、春菜や澪みおはともかく、宏が使うには物足りないものばかりである。

　これでは、使いきるのになかなか手間がかかりそうだ。

「それで、ジノ達はどんな感じ？」

　ライムに呆れるテレスとノーラを放置し、新米達に現状の成果を確認するファム。自身の出自もあってか、新しくできた後輩に対し、早く食っていけるだけの腕を身につけさせたい、と、ある種の使命感を抱いていたりする。

「えっと、こんな感じです」

　ファムに促され、ほぼ満杯になった籠の中身を見せるジノ。その中には、最高クラスの品質を誇る素材が何種類も入っていた。実に丁寧に採取されており、仕分けも完璧に行われている。三週間前は採取しながらの仕分けなんて考えもしなかったのだから、成長すればするものである。

「たくさん採れるようになったんじゃない？」

「そうですか？」

「うん。前は半日やっても、この半分も採れてなかったじゃん」

　ジノの成果を見て、そう褒めるファム。

　実際、丁寧に作業して二時間で籠をほぼいっぱいにするというのは、なかなかの作業速度だ。他の新人達は三人合わせて籠半分というところで、ウルスでファム達と一緒に採取している人間でも、これほど丁寧な仕事をして二時間で籠をいっぱいにできる人物はあまりいない。

　もっとも、それが、ジノのポジションを浮かせる原因になっているのは皮肉な話ではあるが。

「じゃあ、そろそろ戻ってご飯、かな？」

「今日は親方が釣りでいないので、誕生パーティに出す料理の試作品にすると言っていたのです」

「そりゃ、絶対気合い入ってるよね」

　ノーラからもたらされた情報に、期待半分、不安半分という感じでファムがコメントする。春菜にとって、恋い焦がれる男に対する数少ないアピールの機会だ。気合いの一つや二つを入れたところで、まったく足りないだろう。

　問題なのは、その結果何を食わされるか分からないことだ。春菜の料理は何でも美お味いしいが、残念ながら彼女自身は、食って死なない、病気にならない、倫理的に食うのに拒否感がない、食うことが苦行にならない、という条件が揃そろっていれば何でも食べる人種である。

　それこそ人型をしているレベルの拒否感がなければ、食えないほど不ま味ずくなく、かつ毒などの健康被害的な問題がない限り、ゴキだろうがダイオウグソクムシだろうが平気で食う春菜が、これ以上ないほど気合いを入れて創作料理に励む。彼女の技量や味覚は信用できるため、出てくるものは間違いなく美う味まいだろうが、その分何が材料になっているかが予想できないのが怖い。

　深海生物クラスの不気味さを持つ生き物も勘弁だが、ベヒモスのような生き物として隔絶した存在の肉をふんだんに使っていたりするのも勘弁願いたいところである。特に後者に関しては、美味すぎてしばらく他のものが食えなくなるという、非常に贅ぜい沢たくな悩みが発生するのもつらい。

「まあ、いろんな意味で覚悟決めるしかない、かな」

「美味しいものを出されて文句を言うのは、間違っているのです。それがたとえ、イビルタイガーだろうがヘルハウンドだろうがベヒモスだろうがマナイーターだろうが、ノーラ達が文句をつけていいことではないのです」

「というわけだから、皆も覚悟しておくように」

　テレスとノーラの言葉を引き継いで、ファムが新米達に覚悟を促す。ライムは覚悟も何も、食事の基準が春菜に近いので何が出てきても大喜びだ。

　そんなこんなで、職員一同は期待と不安を胸に工房へと帰っていくのであった。




　　　　☆




「さて、ここいらでええか」

　昼時。一時間ほど前に王達を送り出し、食材その他を調達しに出ていた春菜と澪が帰ってきたのを見届けた宏は、作り上げた釣り具一式を手に、ルーデル湖の中心付近にある、直径四キロほどの全体がほとんど平地になっている島に上陸していた。昼食は上陸前に、潜地艇の中で済ませている。

　ルーデル湖は地球でいうカスピ海を超える面積のある湖だ。大部分が淡水であることと、ルーフェウスがあるあたりの河がルーデル湖から流れ出ていること、そして所在地が内陸部であり知の神・ダルジャンが湖だと言い切らなければ、その広大さと深さ、獲れる魚の大きさなどからルーデル湖ではなくルーデル海と呼ばれていた可能性が高い、そんな湖である。

　当然、湖には無数の島があり、大都市と呼んで差し支えのない規模の都市を築き上げている島もあれば、今宏が立っている島のように、面積は割と大きいのになぜか無人島、という島もある。

　もっとも、宏が釣り場として選んだこの島に関しては、周辺の水域に妙に巨大な水すい棲せいモンスターが多く、気象状況によっては完全に水没してしまうという、無人島になる明確な理由がある。潜地艇で水中を進んできたから分かりづらいが、島を取り巻く水面近くの水の流れも割と不自然で船を動かしづらい。

　そのため、このあたりを通る船はほとんどおらず、無茶な釣りをするには絶好のポイントとなっていた。

「このあたり、えげつないほど水深深いみたいやし、岸から距離取って釣りしたほうがええやろな」

　潜地艇の水深計を思い出して、方針を決める宏。条件のいい島を探すためそんなに深くは潜らなかったが、魚群探知レーダーなどの数値を見るに最低でも七百メートル以上、恐らく千メートルを超える深さはあるはずだ。

　陸が水面すれすれなのでまだマシだが、水面下は少なくとも水深三百メートル付近まではほぼ九十度の崖となっており、潜地艇の探知機能では正確な深さが判断できないほど深いため、落ちたら這はい上がるのはなかなか難しそうな気配がする。

「仕掛けはこんなもんとして、大物狙うんやったら餌はやっぱりこれやろう」

　荷物からベヒモスの脂身を取り出し、人の顔面より巨大な針にさしながら宏が呟つぶやく。本日狙うのは、水深千メートル以上の水底に棲むと言われている、アクアドレイクと呼ばれる水棲レッサードラゴンの最上位種。雑食で何十メートルという体を持つそのドラゴンは、釣り人にとっては最上級の目標である。

　そんなでかいものを人間が竿で釣れるわけがない、という常識は、ゲームで実際にゲーム最強の釣りバカプレイヤー（釣りスキルはカンスト、ただしエクストラスキルは未習得）が釣り上げたという現実の前には無力である。

　狙う獲物が獲物であるため、限界まで強度を強化したアミュオン鋼の竿と巨大な針を用意し、さらに釣り糸は霊糸を特殊加工して伸縮自在にしたものをわざわざ作っている。さらに、獲物のサイズを考慮して、生身で投げても最大で百メートル以上の飛距離が出る仕掛けも仕込まれており、糸が霊糸でなくワンランク下の金属ワイヤーだったことを除けば、当時釣りバカが使っていた釣り具とまったく同じだ。

　というのも、ドラゴン釣りチームに宏も関わっており、釣り竿を作るのに協力していたのだ。

　ただし、ゲーム内で製造チームを組んで作ったのが一年以上前なので、同じ作り方をしても性能はこっちの方が二割ほど上ではあるが。

「さて、何が釣れるか勝負行くで！」

　仕掛けを組み立て、餌のセットを終えたところで、顔を一つ叩たたいて気合いを入れる宏。そのまま、水辺から十メートルほど離れた場所から針を投げ入れる構えを取り、

「そおい!!」

　釣り竿を全力で振り抜く。

　その威力にあわせて竿の先が一気に伸び、湖岸から約百メートルくらいで餌が湖に落ちる。湖に入った瞬間に錘おもりの重量が一気に増え、凄すさまじい勢いで湖底目指して餌を沈めていく。

「フルプレートモード、展開や！」

　目測で糸の長さが五百メートルを超えたところで、フルプレートモードを展開していろいろなことに備える。環境が環境で、餌が餌だ。何が食いついてきても不思議ではない。

「そろそろ、糸の長さが一キロ超えるな」

　湖の水深としては恐らくほぼ上限であろう深さ。それを過ぎてもまだまだ伸び続ける糸を不審に思いながら、竿にかかる手応えに集中する宏。延々と糸が伸び続け、その長さが三キロを超えたあたりで強烈な、という表現が生ぬるいほどの衝撃が竿全体にかかる。

「ヘヴィウェイト！　スパイク展開！」

　体を持っていかれないように固定し、踏ん張りながら糸を巻き上げては緩めを繰り返す。

　アミュオン鋼の釣り竿でも油断すればへし折られそうな圧倒的なパワーを前に、宏は繊細な糸の操作を地道に続ける。

　宏が簡易エンチャントで耐久性を強化していなければ、竿か靴のスパイクかのいずれかがへし折れて終わっていたであろう圧倒的なパワー。熟練度が最大まで育っていて、かつメイキングマスタリー上級によってがっつり強化された釣りスキルの補正がなければ、いかな宏の筋力でも初手で間違いなく竿を持っていかれていた。

　その事実から、最低でもアクアドレイクの一番大きなサイズのものなのは確定である。

「なんか、島でも釣っとるような感触やな……」

　どちらかといえば土木作業の時に感じるような手応えに、思わずそんなことを呟く宏。

　引きずり込もうとする衝撃が波打つように断続的に、かつ四方八方にランダムにかかることから、間違いなく釣り針に引っかかっているのは生き物ではあろう。その矛盾した感想に、背筋に少々冷たいものが走る。

　動き方こそ生き物的だが、その実、宏に伝わってくる振動や衝撃は、震度でいえば六はくだらないであろうものだ。水面の波打ち方も尋常ではない、というより、半ば津波と呼んでいい規模のものが何度も襲いかかってきている。

　さすがにそのままでは宏も竿も、それどころか島そのものすら怪しいため、集中力と技を総動員して衝撃をいなし、水面や島への影響を普通の釣り程度に抑えているが、そうでなければとうの昔に湖に引きずり込まれて終わっていたであろう。

　いったいどんな大物がかかっているのか想像もつかないが、正直言って釣れる気がしない。

　もしこの時ステータス画面を見ることができたのならば、未収得であった釣りのエクストラスキルを習得していることで、一体何を釣り上げようとしているのかがすぐに分かったであろう。そのエクストラスキルが現在進行形でものすごい勢いで上昇していることが、絶対の確信を与えていたに違いない。

　だが、残念ながらこの世界はゲームではなく、必然的にステータス画面を見ることなどできない。結果として、やめ時を見失った宏は延々と釣りを続けることになる。

「とりあえず、かかっとんのは間違いなくアクアドレイク程度のちゃちな生きもんやないな……」

　今更竿を手放す判断もできず、かといってこのまま続けても釣れる気がしない。そんな理由でうだうだやりながら、ひたすら繊細な動きで竿を振り、糸を操り続ける。

　フルプレートの男が巨大な竿をちまちま動かしながら糸を手繰る。知らぬ誰かが見ていれば、どこから見ても不審者にしか見えない光景が三時間ほど続き、宏もそろそろ惰性でこの勝負を続けることを疑問に思い始めたところで、無尽蔵とも思える体力で暴れていた島ほどの大きさの何かの動きが、急に衰えを見せ始める。

「何や、いきなり弱なってきおったな……」

　手応えが弱くなったことに首をかしげつつ、とりあえずまた復活されてはたまらないと糸を巻き上げる宏。弱くなったといったところで並のフォレストジャイアントではびくともしないほどの重さなのだが、今までが今までだけに非常に落差が大きく感じられる。

「なんぞ、嫌な予感しおんで……」

　巻き上げているうちに完全に抵抗が止まり、何とも嫌な予感を受ける宏。何が嫌かって、完全に抵抗が止まってなお、島でも釣っているのではないかという感触が消えていないことだ。

　それこそ、小島ほどの大きさの亀でもひっかけたのではないか、そんなことを考えているうちに、再び水面が津波のように荒れ狂い始める。

「まだあと五十メートルぐらいあるっちゅうのに、この騒ぎか。マジでなに釣ったんや？」

　あまりの水面の状況の派手さにビビり、今まで以上に巻き上げ速度を落としてゆっくり繊細に獲物を引っ張り上げる宏。そのままさらに二時間ほどかけて、全身に波を浴びてずぶ濡ぬれになりながら、ついに獲物の一部を水面まで引っ張り出すことに成功する。

　引っ張り出された獲物は、顔の面積だけでも一万平方メートルはあろうかという、ドラゴンのような頭部を持った巨大な蛇であった。

「何でこんなところにこんなもんがおんねん……」

　竿とスパイクを外し、島の中心部まで移動しながら思わずぼやく宏。

　このサイズ、この顔、間違いない。釣り上げたのは、いわゆるリヴァイアサンと呼ばれる生き物だろう。ゲームの時は運営からスクリーンショット付きで存在が明言されていたが、結局こちらに飛ばされる直前の時点でも所在不明のままのボスモンスターである。

「急に抵抗が弱なったんは……、ああ、なるほど。首に糸が絡んで窒息したんか……」

　首に何重にも絡まった釣り糸を見て、そんな風に結論を出す宏。厳密には、霊糸の持つ特性で魔力や瘴しょう気きの循環が狂って意識を保てなくなっただけなのだが、結果としてはあまり変わらないのでそれほど問題はないだろう。

「胴まわりはだいたい直径八十メートルぐらいか？　全長は……、この島が大体直径四キロぐらいやから、二千メートル以上三千メートル未満っちゅうとこやな」
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　魚拓を取ろうにもばかでかすぎて不可能な生き物を、妙に冷静に観察し続ける宏。サイズを見極めるのに、神の城のスキルを利用しているのはここだけの話だ。

　宏達が仕留めた同じ神の食料品シリーズであるベヒモスに比べると桁違いのサイズだが、意外にもゲームの時は戦闘能力自体はベヒモスと大差ない、と運営が明言していた。

　もっとも、ゲームの時と単純に比較できることではない上、そもそも宏達が仕留めたベヒモスとこのリヴァイアサンではサイズが違う。ゲームの時ですらサイズによる補正が存在していたのだから、より現実的な物理法則に縛られているこの世界では参考程度にしかならないだろう。

「とりあえずまだ生きとるし、とっとと止とどめ刺してばらすか……」

　腹を上にした状態でまだぴくぴく動いているリヴァイアサンを観察して、そう結論を出す宏。実際、息を吹き返して動き出されると洒落しゃれにならない。

「とりあえず新作の包丁使わんと無理やな……」

　霊糸のロープで要所要所を固定したあと、来る前に打った二本の包丁のうち、出刃包丁型の一本を取り出してモードチェンジで刃渡り一メートルぐらいまで伸ばす。マグロなどの大物を解体するのに使うモードだが、むろんその程度ではリヴァイアサンを解体するどころか、止めを刺すのも不可能だ。

　その長い包丁をリヴァイアサンの頸けい動どう脈みゃくがあるあたりに食い込ませ、刃の八割ほどを潜り込ませたあたりでさらにモードチェンジ、刃の長さを百メートルオーバーまで伸ばす。そして、

「ふんはあ!!」

　柄を持って全力で包丁を押し込みながら五十メートルほど全速力で走って、一気に刃を引く。その一回で頸けい椎ついを断ち切った感触が手に伝わり、首が六割ほど切り落とされる。その際に一度意識を取り戻したリヴァイアサンの尻尾が大きく跳ねそうになるが、気にしている余裕などない。

「もう一丁！」

　包丁を押しこんで元に戻し、さらにもう一度走って完全に首を切り落とすと、包丁を元の長さに戻して距離を置き、死後痙けい攣れんが収まるのを待つ。いかに完璧に固定していて暴れることはできないといっても、サイズがサイズだ。単に痙攣するだけでも島全体が揺れるほどのエネルギーがある。

　余談ながら、普通ならまだ生きているリヴァイアサンの頭部を、単なる包丁でこんなにあっさり切り落とすことなどはできない。解体スキルは本来、ちゃんと止めを刺した相手にしか効果を発揮しないからである。

　ただし、釣り上げた魚を料理スキルを持っている人間が捌さばく場合に限り、生きている相手に対して解体スキルが効果を示す。その際、ゲームの時は一から十まで全て手動で作業するマニュアルモードと、通常の獲物の解体のように解体用ナイフか料理用の包丁を突き立てるだけで完全に素材に分解されるオートモードから選択できるのだが、この世界ではそもそも、解体作業自体が一から十まで全部自分の手で行わなければいけないので、マニュアルモードも何も関係ない。

　もしオートモードがあったならば、このサイズのリヴァイアサンですら、ナイフを突き立てて三十秒ほどで全て素材に変わるのだが、現実はそこまで甘くはない。

「とりあえず、次は胴体開くか」

　切り落とした頭部に血抜きする魔法をかけ、折角だからと超大容量タンクにつながった袋に血を流しこみながら次の工程を決める。本来なら胴体からも血抜きすべきだろうが、サイズがでかすぎるので開いてからにする予定である。

　こうして、宏ですら三時間以上かかるという想像を絶する手間をかけて、リヴァイアサンは大まかなブロックごとに解体されてしまうのであった。




　　　　☆




「師匠、遅い」

「本当、何釣ってるんだろうね？」

　宏がリヴァイアサンの解体に手こずっていた頃、釣りに出たまま一向に帰ってこない宏を、澪と春菜が心配していた。夏だというのにすでに日もとっぷり暮れ、ライムの就寝時間まであと何時間もないのにまだ戻ってこないとなると、いくら宏が頑丈だといっても、心配の一つもしてしまうのである。口には出さないが、達也と真琴もかなり気になっているようだ。

「ちょっと連絡取ってみたら？」

「そうだね」

　真琴の提案を受け、春菜が冒険者カード（許可を取って改造済みのため、長距離通信も可能）のパーティチャットで宏を呼び出す。もし取り込み中だったら悪いと思って控えていたのだ。

『宏君』

『あ、春菜さんか？　悪い、ちょっと解体に手間どっとって、連絡すんの遅なったわ』

『無事ならそれはいいんだけど、手間取ってるって、何釣ったの？』

『それはまあ、倉庫見てもろたほうが早いんやけど』

『倉庫？』

　宏に言われ、倉庫のリストを確認する春菜。

『……』

『まあ、そういうことやねん。全長が二キロ近ちこうあるもんやから、まだ解体が半分ぐらいしか終わってのうてなあ……』

　リストを見て絶句する春菜に、どことなく申しわけなさそうに宏が告げる。確かにこれなら、帰ってくるのが遅くなるのも当然であろう。

『……釣れたんだ……』

『釣れてしもてん……』

　ようやく絞り出した春菜の言葉に、苦笑がちに宏が答える。その二人の会話を黙って聞いていた他のメンバーが、倉庫の収納品リストを確認し、同じように絶句する。

　何しろリストの中には、〝リヴァイアサンの血液：三万トン〟、〝リヴァイアサンの卵：一万トン〟、〝リヴァイアサンの白子：一万トン〟など、なんじゃそりゃと叫びたくなるものがずらずらと並んでいたのだから。

　なお、血液が妙に少ないのは、解体の最中に壮大に無駄にしているからである。出た血で身体が流されそうになるのも、リヴァイアサンの解体が進まない理由だろう。

　そもそも、腹の上に乗るだけで高層ビルの屋上ぐらいの高さになるのだから、解体スキルの補正がなければ上に登るだけでも一日がかりになるだろう。その高さを五、六歩で登れるのだから、解体スキルさまさまである。

『というか、よく倉庫に入ってるよね……』

『拠点ごとに収納庫とか倉庫とか増設しとってよかったわ、本気で』

『さすがに何万トン単位になるとねえ……』

　ベヒモスの時に空き容量を食いつぶしそうになった反省から、スティレンの拠点やルーフェウスの拠点に関してはかなりの容量の倉庫を作ってあり、オルテム村にも一つ大きな蔵を作らせてもらっている。それら全てを合わせれば、もう一匹ぐらいベヒモスあたりを仕留めても辛うじて余裕がある。

　が、今後も何を仕留めるか分からないとなると、さすがにいろいろと心もとないものはある。リヴァイアサンの魚肉は明らかに消費しきれないのが分かりきっているのだから、なおのこと容量には注意が必要になる。

『正直、半身ぐらいはほってもうてもええとは思うんやけど、ものがものだけに放置するが怖いねんわ』

『だよね』

『まあ、そういうわけやから、こっちはまだまだかかりそうや』

『了解。手伝いに行こうか？』

『解体に使える包丁がこれしかないから、春菜さんらは待っとってくれたらええわ』

『あ～、そっか……』

　宏に言われ、待機するしかないと判断する春菜。その時点で、重大なことに気がつく。

『もしかして、包丁作ってなかったら……』

『多分、こいつ止めも刺さんとここに放置やったな……』

『うわあ……』

　最悪なことを言う宏に、思わずうめく春菜。達也達三人の顔も引きつっている。

『まあ、そういうわけやから、飯とか済ませとって』

『了解。宏君の分も、食べやすいもの何か作っておくよ』

『助かるわ』

『気にしないで。とりあえず気をつけて、無理しないでね』

『分かっとる』

　そう言って、会話が途切れる。会話の最中にも解体の手を止めていなかったのは、中身が増えている倉庫のリストや会話中の騒音から、この場にいる全員が察している。それゆえに春菜が無理しないでねと言ったのだが、恐らく聞きはしないだろう。

「まあ、そういうことなんだけど……」

「怒るべき、なんだろうがなあ……」

「本人の口ぶりからも、これが予想外の状況なのは事実みたいなのがねえ……」

　春菜に話を振られ、どうにも判断に困る、という表情を浮かべる達也と真琴。わざわざアミュオン鋼の釣り竿と釣り針を作っていくあたり、最初から常識外れの大物を狙っていたのは間違いない。だが、さすがにこんなものが釣れるとは予想していないのも、これまた間違いない事実であろう。

　恐らく、狙っていた獲物はクラーケンとかそのあたりの分かりやすい大物か、その上でもせいぜいアクアドレイクあたりの水蛇系の大物で、いいところ全長で五十メートルに届かないぐらいのものだっただろうとは予測できる。水蛇系はどいつもこいつも水から出れば極端に戦闘能力が落ちるし、タコイカ系は実は調理技能と包丁の組み合わせが天敵なので、さほど心配は必要なかった。

　それが、蓋ふたを開けてみればこの始末。無事だったのはいいが、そもそもかかった時点で釣ろうとせずに諦めてリリースしてしまえ、と言いたくなるのは人間として当然であろう。

「まあ、誕生日だし、今回ぐらいはいいんじゃないかな？」

「達たつ兄にい、真琴姉。ここは無事を喜ぶところ」

「……まあ、そうだな。連絡一つよこさなかったことだけはしっかり絞り上げるとしても、無事だったのは喜んでおくか」

「そうね。だけど、せめて連絡はするように締め上げておかないとね」

　春菜と澪の意見を受け入れ、方針を決める達也と真琴。結局、宏が帰ってきたのが二時間後だったこともあり、軽い説教で終わらせることになるのであった。








ローレン編　第一二話






「ようこそ、イグレオス神殿へ」

「お世話になります」

　宏ひろしの誕生日パーティ前日。エアリスはとあるアイテムの準備のため、アルチェムとジュディス、サーシャを伴って早朝からイグレオス神殿を訪れていた。

「そうそう、忘れていた。ジュディス、エルザ様の巫み女こ就任、おめでとう」

「ありがとうございます、ナザリア様」

「様は必要ないよ。巫女に就任した以上、私と君は同格なのだから」

　ナザリアにそう窘たしなめられ、恐縮するジュディス。

　貴族的なあれこれで実家にとどめられていた姉・プリムラと違い、ジュディスは物心ついた時からイグレオス神殿のダール分殿に預けられている。イグレオス神殿のシステムや慣習の問題から、見習いとして修業を始めたのは今のエアリスより大きくなってからではあるが、それでも生まれてからの大部分を神殿で暮らしているため、イグレオスの巫女といえばどうしても崇あがめ奉る対象という意識がぬぐえないのだ。

　しかも、ジュディスがエルザの巫女として選定されたのは先週で、現在はまだ先代から力の移譲を済ませ、なじませ終えたばかり。巫女としての本格的な教育はこれからとあっては、見習い意識が抜けないのも当然といえば当然であろう。

「それにしても、ザナフェル様とイグレオス様の巫女になれる資質があったとは聞かされていたが、エルザ様の巫女となれるだけの素質もあったとは、少々意外だったよ」

「私もです。エルザ様によると、どうもある種の突然変異みたいなものだそうですが……」

「まあ、君のように二柱も三柱もの神に仕えられる素質の持ち主が、そう簡単に何人も生まれてきてはたまったものではないがね」

「私もそう思います」

　ナザリアの遠慮のない物言いに、苦笑を浮かべて同意するジュディス。

「それに、なってみて分かりました。私程度ではエアリス様やアルチェムさんと同じ立場に立つのは難しそうです。もっと言えば、ハルナさんの歌う浄化の歌が、いかにとんでもないものかも分かってしまいました。どう頑張っても、あれだけの浄化能力や神々との親和性は……」

「彼女こそ例外中の例外だよ。いかに知られざる大陸からの客人とはいえ、何をどうすればあそこまで全ての神との親和性が高い人間が生まれるのか、想像もつかない」

　春はる菜なのことに言及したジュディスに、ナザリアが複雑な表情で告げる。

　イグレオスの巫女としては、ナザリアの素質は歴代屈指の低さだ。資質を計る指針となる神との交信に関しても、神殿の外に出ると不可能になるレベルである。それでイグレオスがどうこうすることはないが、春菜以外にもエアリスやアルチェムのような化け物じみた素質の持ち主が揃そろっているこの時代に、ナザリア一人が神殿の外では交信もできないというのは精神的につらい。

　もっとも、王家の血によって安定して力の強い巫女を輩出しているアルフェミナ神殿と違い、他の神殿は敷地内での交信どころか、辛うじて必要な祭さい祀しができるだけという人物が巫女をやっていた時期もそれほど珍しくない。

　それから比べれば、神殿の敷地内にいれば顔を合わせずともイグレオスと会話できるナザリアは、低いといってもアルフェミナの姫巫女を除く歴代の巫女全ての平均ライン近辺にはいるのだが。

「ハルナ様に関しては周囲にもっとすごい方がおられたようで、いろいろと能力面で異常なのはそこに起因しているようです。あの方よりすごい人材がごろごろしている、という環境がどうにも想像できませんが、その環境に慣れてしまってなのか、どうしてもご本人の自覚が薄いですね」

　常日頃から春菜が周囲に話していることを持ち出し、困ったものだとばかりに春菜の特異性に言及するエアリス。

　春菜はこの世界に来る前からハイスペックすぎるほどハイスペックだが、この世界に飛ばされることで得た能力を踏まえてなお、彼女がかすむほどの実力を持つ人材が周囲にごろごろいた。

　そんな環境に身を置き続けた結果、自分が平凡な女だという勘違いこそしてはいないが、特別な能力の持ち主だとも思っていなければそうなろうとも思わないという、十代らしからぬ枯れた考えになってしまったのが今の春菜だ。

　宏に恋をしたおかげで、宏の特別になりたいという年頃の乙女にふさわしい野心を持つようにはなったが、それでもなお、いまだに自分がオンリーワンだともオンリーワンになれるとも思っていないのは本当に困ったものである。

　もっとも、春菜のそのあたりの問題を、『困ったものだ』程度で済ませてしまうエアリスも、大概普通から外れた能力と感性の持ち主ではあるが。

「えっと、ハルナさんのことは置いておくとして、儀式には時間がかかりそうですから、早く始めたほうがいいのでは？」

　どうにも春菜の話で盛り上がりそうになっているのを見て、アルチェムが本題を引っ張り戻す。

「そうだね。作るものが作るものだけに、手順もややこしければ必要な準備も洒落しゃれで済まない。イグレオス様に直接補助していただかなければ、私の素質ではそもそも最後の儀式まで到達できないだろうしね」

「私も、アルフェミナ様に降りてきていただかなければ少々厳しいところです」

「そもそも、アルフェミナ様とイグレオス様が直接協力してくださることが確定していて、五大神の巫女が二人とダルジャン様の巫女がいる、という条件が揃っていなければ、試すまでもなく失敗するような代物だからね。アルフェミナ様に降りてきていただかなければ厳しい、なんていうのは当たり前の話だよ」

「ダルジャン様の巫女として断言します。神々の直接的な協力なしで作り上げるなど、最初から不可能です。むしろ、本殿から離れているのにアルフェミナ様をその身に降ろせるエアリス様がいるからこそ、儀式が成立するのです」

「と、いうか、アルチェム殿もいるんだから、むしろ私はいなくてもいい気がする。オルテム村の神殿でやればアルフェミナ様とアランウェン様の力を最大限に生かせるのだから、四人でやっても十分なのではないかな？」

　巫女としては自己評価の低いナザリアが、冗談交じりに腰が引けたことを言い出す。それに対して、サーシャが即座に突っ込みを入れる。

「それでは属性が足りません。ナザリア殿が巫女としての己に自信がないのは知っていますが、この状況で腰の引けたことを言うのは感心しませんよ」

「分かっているさ。そういう意味では本来なら、ここにレーフィア様かソレス様の巫女がいることが望ましいのだが、どちらも本殿がおいそれと連絡を取れる場所ではないのがね……」

　サーシャに言われたことを、苦笑しながら肯定するナザリア。その二柱に仕える巫女に関しては滅多なことでは表に出てこないこともあり、代替わりしたばかりだったり神殿から簡単には動けなかったりするこの場の巫女達には、連絡を取る手段がない。

「とりあえず、時間もそんなにありませんし、早く儀式に入りましょう」

　またしても横道にそれそうになったナザリアとサーシャに対し、釘くぎを刺して話を元の流れに戻すアルチェム。エロトラブル要因とオクトガルが存在しなければ、基本的にものすごくまともなエルフである。

　さすがにここからはナザリアもごねるような態度を取ることはなく、ようやくここ十年ほどで一番大きな儀式が始まるのであった。
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『とりあえず、現時点で報告することはこんなところ』

　昼過ぎ。レイニーはレイオットに最新のローレン王宮の内部状況を報告していた。

『すまんな、助かった』

『私もあの国王陛下は嫌いじゃないし、ハニーの助けになるなら問題ない』

『面識があるのか？』

『学食の時にちょっと』

　やけにローレン王に好意的なレイニー。その理由を聞き、一応納得するレイオット。あの頼りない王は、あれで意外と人たらしだ。それも、宏やレイニーのような、ある種の癖の強いタイプに人気が出やすい人物である。

『それにしても、見事にローレンの公王制の欠点が浮き彫りになっているな』

『今のローレン王宮には、王を補佐して自分の実績を作る視点がない』

『元暗殺者ごときにそれを言われるあたり、いろいろと終わっているな。しかも、私の目から見ても否定の余地がまったくない事実だというのが、救いようがない』

　レイニーの厳しい一言に、さらにえぐりこむようなコメントを重ねるレイオット。それくらい、今のローレン王宮は終わっていた。

『そもそも解せんのが、現王に実績がないことを口実に、諜ちょう報ほう部隊がまともに働かんことだ。ローレンの場合、即位三年目の王には基本的に実績などないし、これまでの調査報告を信じるなら、少なくとも彼かの国王陛下が諜報部隊をないがしろにした過去はなかったと思うが……』

『王さまサイドには、原因になりそうな要素は見つからなかった。そもそも、即位するまで隊員と接点なかったし。だから、もしかしたら、部隊丸ごと、どこかに抱きこまれてるのかもしれない』

『だとしたら、とんだ売国奴どもだな』

『おかげで、いろんな意味でフリーパス』

　レイニーの一言に、ローレンの未来の暗さを思って小さくため息を漏らすレイオット。カウンターインテリジェンスすらまともに行わない諜報部隊など、何の存在価値もない。

『諜報部もだが、他の連中も大概醜いな。自分達で選んでおきながら実績を理由に何一つ指示を聞かんくせに、失敗したり問題が起こったりするとトップの責任論にすり変えて国王に全部を押し付ける。こんなことを続ければ、民からの信頼を失って早晩国が崩壊することも分からんらしい』

『実際、仮にも国の顔に自分達の失敗をなすりつけるとか、現場の人間からはかなり反発買ってる。そのやり方も、責任論にして王さまの失敗扱いにしてるんじゃなくて、明確な理由で王さまや議会から止められてるのに強行して、失敗したのを王さまの指示だったことにしてる』

『それで、実際に彼の国王陛下が直々にやらかした失点にされてしまっているのが、なお解せんな。ローレンでは責任の所在をはっきりさせるために、一部の緊急時を除いて口頭での指示は無効という扱いだったはずだ。それとも王の命令は例外扱いになったか、明確な証拠として命令書が出てきているのか？』

『どっちも違う。法制局が王さまがやったと認定し、現場や実行犯をおとがめなしにした。むしろ、王さまからはちゃんと禁止命令が出てるし、その命令書もある』

『なるほど、な。邪神教団の影響で足を引っ張られたか』

『因ちなみに島の件は、前例踏襲だって。邪神教団に思考誘導されてた頃の悪い前例でも、前例は前例だから、って言ってた』

　レイニーの報告を聞き、深々とため息をつくレイオット。裏事情を全て察してしまったのだ。

　恐らく、命令無視をした人間をおとがめなしにしたのは、王が私利私欲のために圧政を行おうとした時の対抗措置として設定された条項を、そのまま適用したのだろう。

　国を守るために必要な条項ではあるが、王に正当性がないと断言できる状況でのみ適用するよう、厳密に運用しなければ国の秩序の崩壊につながる条項でもある。それを、恐らく今の法制局は自身の独善的な考え方で恣し意い的な運用をしているのだろう。

　ドルテ島の事件に関しては、現在機能不全を起こしている司法では、間違っていると分かっていても前例を踏襲するしかないようだ。そんなことをしていれば、機能不全から回復する頃にはその問題の多い判決が正しいことになってしまうのだが、それが分かっていてもどうにもできない状況になっているらしい。

　現王にとっては、ある意味最悪のタイミングで島の事件が起こったと言えよう。国家を転覆させるという目的を、自分達がほぼ駆逐されたあとで達成しそうになるあたり、ローレンの邪神教団は有能なのか無能なのか判断に困るところだ。

　もっとも、宏以外は誰もやろうとしなかったポメの魔改造をある程度成功させ、自滅したとはいえローレンに大きな被害を与えたのだから、まったくの無能というわけではないだろう。

　何にせよ、不可抗力による避けられない被害や現場の勝手な暴走を、全て王一人の責任にして弾劾する現状は論外だ。現場の暴走を止めることができなかったトップが全責任を負うべき、という考えもあるだろうが、それでも暴走した現場にもちゃんと処罰は必要である。

　それすらできないようであれば、現場はしたい放題になり、秩序も何もなくなってしまう。原因が圧政であろうが王権の弱体化であろうが関係なく、誰かの極端な暴走を止められなくなった時点で、国の滅亡は確定するのだ。

『しかし、この報告書が正しいなら、我々はまだ、下手に手を出さんほうがいいな』

『うん。ハニーを引っ張りこんで、邪神教団に侵食されてた司法の清浄化とルーフェウス学院の改革を成立させたことはちゃんと大きな実績として認定されてるし、新しい司法の長官は、今まで王の責任とされていた事件について、内容を精査したうえで判決を破棄して、本来の責任者に責任を問う方針だって言ってた』

　全部実際にやったのは宏かレイニーなのだが、そもそもアズマ工房と友好的な関係を結んで頼みを聞いてもらえたのは、今の王の功績だ。少なくともレイニーは、自分の成果が国王の功績になることに対して、まったく不満はない。

『なら、やるとすれば新しい司法の長官が害されぬよう、西部の人間でひそかに護衛をするぐらいが妥当か』

『あとは、王さまが早まったことをしないように注意するのと、すっかり存在意義をなくした諜報部隊を作りなおす手伝いあたり？』

『そんなところだ。彼かの陛下が早まったことをしないように、というのは特に注意しておいてくれ』

『了解』

　レイオットの指示に頷うなずき、通信を終えようとするレイニー。そこに、忘れていたことを伝えようと声をかけるレイオット。

『ああ、すまん。明日のヒロシの誕生パーティだが、羽目をはずしてヒロシを襲おうとしないのなら、参加しても問題ない。今回はそれくらいの実績は積んでいるし、ハルナ達からも許可は出ているからな』

『いいの？』

『ああ。功績には報いんとな』

『……嬉うれしい……』

　思いがけず参加が許された宏の誕生日パーティ。そのことに、心底感激してみせるレイニー。基本かなりの変態だが、意外と純粋に恋する乙女もやっていたりする。

『明日の晩まで、仕事頑張る』

『ああ、頼む』

　やけに気合いの入ったレイニーの言葉に、仕事に打ち込んでくれるのはありがたいと思いつつも、宏に迷惑がかからないように本番ではきっちり手綱を握らねばと覚悟するレイオットであった。
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「とりあえず、試食のためにリヴァイアサンをお造りにしてみたんだけど……」

「トロに赤身、白身まではまだ許せるとして、何でホタテとかシャコガイの貝柱みたいなのまであるんだ？」

「分かんないけど、倉庫の表示はまぎれもなく〝リヴァイアサンの貝柱〟だったよ？」

「一体どういう生態してんだよ……」

　レイニーが報告をしているのと同じ頃。ウルスの厨ちゅう房ぼうでは、春菜がリヴァイアサンの各部位を刺身にしてテーブルに並べていた。

　なお、宏が容量拡張を行った時点で、倉庫のリスト表示がなされるようになっている。だが、ここまでわけの分からない名前の付いた素材は今回が初めてだったため、いろんな意味で困惑する達たつ也や。因みに命名基準は不明。宏達が勝手に付けた名前でもそのまま表示されるあたり、かなりアバウトな仕様になっていることだけは確かだろう。

「なんかこう、海鮮丼が作れそうなラインナップね……」

「それは私も思ったよ。今回は純粋に味見だからやらなかったけど」

　赤身も白身も複数の種類があるリヴァイアサンの刺身を見ての真ま琴ことの感想に、春菜が真顔で同意する。鮮度ばっちりの魚肉だ。海鮮丼にすればさぞかし旨うまかろう。

「このラインナップだと定食で試食したいけど、春はる姉ねえ、赤だしは？」

「用意してるよ。ちょっとまだ解体が甘いからあら汁にはできなかったけど」

「むしろ、師匠一人でここまで解体してるほうが驚き」

「だよね」

　倉庫に入った素材の量だけで分かるほど、何もかもスケール違いの生き物に、ありきたりの感想しか出てこない春菜と澪みお。そもそもが釣るのを成功している時点でおかしいのだが、異世界で部分的に物理法則とかが違うから、の一言で納得することにしている。

「まあ、折角やからはよ食おうや」

「そうだね。はい、宏君」

　宏に言われて、用意した赤だしを配っていく春菜。宏の元に赤だしを置いた際、その距離は約七十五センチ。かつては配膳のためであってもその距離では身構えていた宏だが、今回は特に目立つ反応を見せなかった。そのことに内心、やっとここまで来たかと感慨深いものを覚える春菜。

　生物学的に女性である人物で、この距離に入って警戒されずに済むのは春菜とエアリスとライムのみ。宏の膝に座れるライムは別格としても、次点の真琴と澪ですらまだ九十センチの壁を突破しきれていないことを考えれば、春菜とエアリスはかなり特別な立場にいるといえる。

「それにしても、やっぱテレス達にゃまだ、生魚食わすんは無理やったかあ……」

　今日の昼は別のものを食べると力強く断言したテレス達を思い出し、思わず苦笑する宏。今頃は自分達でも調理できるトロール鳥か、ちょっと背伸びしてロックワームあたりを使った料理を作っているはずである。

　なお、ひよひよは生魚を食うのに特に抵抗がなかったからか、調理中の春菜から各種一切れずつ刺身をもらっている。ライムも好奇心はあったようだが、姉を含む数名からかなり強く制止され、試食するのは諦めていた。

「そこはもう、文化の違いだもの」

「まあ、そうやねんけど、基本何食わせても平気そうな顔しとる春菜さんが言うても、あんまり説得力ないねんなあ」

「二人で一緒の部屋にいた時は、割と食材の見た目に引いてたと思うんだけど？」

「確かに見た目が原因で引いとったけど、あんとき春菜さん引いとったんって見た目の問題っちゅうより、日本人のうちらが食うて体に害がないかどうかっちゅう方面やったやん」

　本能では大丈夫だと分かっていても、理性が未知の病気を警戒してしまう。それぐらい、ウルスの夏野菜は妙な色合いや形のものが多かったのである。結局、達也達と合流するまでの一カ月ほどで、本能が大丈夫だと判断したものは絶対大丈夫だとの確信を得たため、今では家族や親戚に鍛え上げられた悪食を発揮して何でも食べている。

「毎度のことながら宏、あんたそういうところはよく見てるわねえ……」

「身の安全のために、危険生物をよう観察するんは当然やん」

「危険生物って……」

　かなり改善してきた様子はあるが、相変わらず宏にとっては女性は危険生物らしい。そんな様子に、分かっていながらも微妙に落胆を隠せない真琴。

「師匠、春姉、真琴姉。早く食べる」

「せやな。ほな、いただきます」

　宏の宣言にあわせて、全員昼食を食べ始める。

　リヴァイアサンの刺身は、どれも極上品であった。

「一体の生物からこんだけいろいろ取れるってのが理不尽だが、さすがにどれも美う味まいなあ……」

「うん。白身も赤身も貝柱も、全部それぞれの特徴が一番良くなる形で出ててすごく美お味いしい。これだったら明日のパーティ、魚のメインはリヴァイアサンに決定だよね」

「肉のメインがベヒモスで魚のメインがリヴァイアサンって、どこの神の食卓だよ……」

「本気で料理のエクストラスキルとか生えてきそうなメニューね……」

　宏の誕生日に出されるメニューを聞き、本気の呆あきれをにじませてそんな感想を口にする達也と真琴。全部自分達が狩ったり釣ったりして調達したものとはいえ、そんなとんでもない食材で誕生日を祝われるとか、宏はいったい何者なのかという感じはする。

「だといいけど、多分生えてないかな？」

「せやな。多分生えてけえへんな」

「うん。ボクも生えてこないと思う」

　そんな達也と真琴の台詞を、生産組が否定する。あまりにきっぱり否定するものだから、どうにも理由が気になってくる年長組。

「その根拠は？」

「食材のバランスの問題。獣肉と魚だけ突出して価値の高いものになってて、鳥肉と野菜が普通の範囲に入っちゃってるから、どうしてもアンバランスになるんだよね。特にベヒモスの肉料理に添えるつけあわせが痛いよ」

　真琴の問いにそう答える春菜。その理由に、年長者二人も納得せざるを得ない。

　実際、春菜の卓越した技で味のバランスを取っているが、それでも存在感という面ではどうしても肉や魚料理に比べ、野菜中心の料理が大きく負けてしまう。

「とりあえず、午後からはそのあたりの研究かな。それにしても……」

　食事を終え明日の料理を頭の中で検討しつつ、そろそろ見過ごせなくなってきた問題に少しばかり悩ましそうな声を漏らす春菜。その次に来るであろう言葉を予想し、少々気まずそうにそっと春菜から視線をそらす宏。

「さすがに各部位が何万トンとかの単位になってくると、百人とか二百人で食べても何十年単位になるんだけど、どうしようか？」

「てかそれ、ベヒモスの肉の時点でいつ食い終るか分からなくなってただろう？」

「うん。そこに追い打ちかけちゃったのが、ね……」

「腐らねえのが救いとはいえ、さすがに倉庫の圧迫が洒落にならねえわなあ……」

　いろいろ合わせて容量の九割強を食いつぶしてしまった現在の倉庫事情は、いろんな意味で心もとない。しかも、そろそろ容量拡張を重ねがけして誤魔化すのも限界が近い。

「とりあえず、倉庫の容量に関しては考えとることがあるから、最悪どうにかなるにしても、や。肉の消費は厄介な感じやなあ」

「不可抗力とはいえ、ほぼお前のせいだぞ？」

「分かっとるよ。せやけど、調子に乗りすぎたベヒモスん時はともかく、リヴァイアサンはあんなもん釣ったまま放置もできんやん」

「まあ、分からんではないがなあ……」

　開き直った宏の一言に、渋い顔をする達也。当初の予定のアクアドレイクぐらいなら、せいぜい二カ月もあれば料理と薬と錬金術で消費しきれる予定だったのだ。アクアドレイクも巨大ではあるもののベヒモスに遠く及ばないのだから、それなりに目途は立てられる。

　だが、各素材が万トン単位になるリヴァイアサンは、宏の生産能力をもってしてもそうそう使いきれない。調理にしても、リヴァイアサンやベヒモスをまともに扱えるのは、現状では宏と春菜のみ。澪ではメイキングマスタリーの補正が入ってなお若干足りないため単純に焼くぐらいしかできず、それとて焦がしたり生焼けにしてしまったりとなかなか成功しない。

　そんな状況であるため、今回に限っては屋台で売るという方法も現実的ではない。そもそもリヴァイアサンなどという大それた存在を屋台なんかで売ってよいのかという話もあるし、極上食材を安価で振る舞えば付近の飲食店にも迷惑がかかるだろう。何よりたかが肉の消費のためだけに、調理担当として宏と春菜が駆りだされてしまうのが厳しい。

「まあ、どうせ腐らへんから、ちょっと開き直ってテレスらがそのうち調理できるようになるやろう、ぐらいで済ますか？」

「その間にもう一匹釣ったりしないよね？」

「あり得へんとは言い切れん。そもそも、何で湖にリヴァイアサンがおんねん、っちゅう話やし」

　春菜に突っ込まれて、渋い顔でその懸念を肯定してしまう宏。実際、いかに巨大な湖とはいえ、淡水湖に全長がキロ単位の生き物がいること自体がおかしい。湖なのに、リヴァイアサンが食いつくまでに三キロ以上の糸の長さが必要だったのも気になるところだ。

　これについては、ちょうど宏が釣りポイントにしたあたりの底が、異界化してダンジョンになっていた、というのが実のところである。つまり、このリヴァイアサンはダンジョンボスだったのだ。

　ただし、ダンジョンに入るためには水深一キロぐらいまで潜る必要があるため、潜水艇の類たぐいがないこの世界では発見されていないのだ。潜地艇を使ったとはいえ、宏が進んだのは一番深い場所でもせいぜい水深三百メートル付近。当然ダンジョンの存在には気がついていない。

　もっとも、そもそも釣りスキルでダンジョンの外まで引っ張り出されるダンジョンボス、というのも非常にシュールな話ではあるが。

「あと、船の素材に骨と皮使うから、何十トンかはすぐに減らせんで」

「船？」

「いわゆるファンタジー的な飛行艇作るつもりやねん。動力の目途さえ立てば、他の材料は何とかなりそうやし」

「前に言ってた飛行手段って、それ？」

「せやで。いわゆる神の船、っちゅうやっちゃな」

　春菜の問いかけに答える形での宏の宣言に、微妙に顔を見合わせる一同。それを作るということはすなわち……、

「そっか。長距離の移動はワンボックスじゃなくなるんだ」

「空を行くってことは、南部大街道ぐらいの距離じゃ一日はかからない、ってことか？」

「南部大街道ぐらいやったら、一時間もいらんやろ」

　ということになる。

「ただまあファルダニアやったら、一回は普通の船で行く必要あるんやけどな」

「ファルダニアって、遭難して救助されたケース以外、一度は公的な船で公式の航路を通って入国しないと入れてくれないんだよね、確か」

　宏の指摘に、そういえばという顔で頷く春菜。海洋国家であるファルダニアは、入国管理の厳しさで有名だ。建国当時、海を渡ってきた犯罪者の集団密入国にいろいろえらい目にあわされたため、自衛手段として必然的に航路や入国の管理が厳しくなったのである。

　そんな国に空飛ぶ船で侵入などした日には、それこそ大騒ぎになり総攻撃を受けかねない。

「まあ、何にしても、船作るんは最短でも禁書庫関連が終わってからやけどな」

「そうだね。さて、倉庫の問題はここで話してても解決しないし、少しでも中身減らすために、ちょっと料理の開発を頑張ってくるよ。焼け石に水でも、やらなきゃ絶対減らないし」

「せやな。こっちも肝とか骨とか胆石から、素材になるもん取り出せんか頑張ってみるわ」

「おう。俺達は今日は大人しくしてるわ」

「じゃあ、ボクは春姉のお手伝い」

　とりあえず味だけは極上だったリヴァイアサンのお造り定食を平らげ、決めた予定にあわせて行動する宏達であった。




　　　　☆




　そして、パーティ当日。

「今日はもう人数が多いから、立食形式にしたよ。給仕する人もいないから、王室の皆様には申しわけないけど、自分で好きな料理を勝手に取ってね」

　参加者が三十人を超えるとあって、早々にいろいろギブアップした春菜が、会場に料理を並べてそう宣言した。人数が人数だけに、会場もウルスの工房ではなく、本日の営業を終えたルーフェウスのアズマ食堂を利用している。会場設営はレラ達管理人組がやたら気合いを入れて全力で行ったため、営業時間終了後の短時間で仕上げたとは思えない立派なものができあがっていた。

　何しろ、今回はアズマ工房所属の人間だけでも、日本人チームに新人含む職員達と管理人で十八人。そこに各国の王室関係者として、ファーレーン王室からレグナス王とレイオット、エレーナ、エアリスが、ダール王室からミシェイラ女王とジャハンナム王太子、マグダレナ王太子妃が、フォーレからゴウト王が、ローレンからはアレクセイ王が参加する。

　神殿関係者としてはアルチェム、プリムラ、ジュディス、サーシャが、オルテム村からゴヴェジョンとフォレダンが、さらに特別許可の枠としてレイニーまで参加するのだ。

　その錚そう々そうたる面々にビビって、参加を見合わせたメリザ親子や何組かの冒険者達も来ていたとしたら、五十人の大台に乗っていた可能性もある。仮にレラ以外の管理人に給仕をやってもらったとしても、正直手が回るとは思えない。

「ルーフェウスで広い場所押さえとって、助かったやんなあ」

「本当だよ。ウルスの工房はいい加減、そろそろ拡張スペース怪しくなってきてるし」

　給仕はしないと宣言しておきながら、宏のためにせっせと自信作を盛りつけていく春菜。その様子を微笑ほほえましそうに見守る年長者達。使う皿がアズマ食堂の安物である点はご愛あい嬌きょうだろう。

「全員飲み物とかは行きわたったかな？」

「主役が面倒な挨拶とか嫌いだから、さっさと始めるぞ。春菜」

「あ、うん。宏君、いろいろあって遅くなっちゃったけど、誕生日おめでとう。それから、私達と出会ってくれてありがとう。乾杯！」

　達也に振られて、万感の思いを込めてそう祝いの言葉を告げ、乾杯の音頭を取る春菜。

　その一言にあわせ、参加者全員がグラスを掲げて乾杯の挨拶を唱和し、極上の酒と料理、そして珍しいソフトドリンクが揃った、ファーレーン王でも経験したことのない贅ぜい沢たくな宴うたげが始まった。

「ヒロシ様、おめでとうございます」

「おう、ありがとう」

　乾杯が終わって、早速エアリスが宏のもとに祝いの言葉を述べに来る。そのエアリスに、実に嬉しそうに礼を告げる宏。春菜同様七十五センチ。宏がプレッシャーを感じないぎりぎりの距離をきっちり守ってニコニコと微笑むエアリスに、周囲の人間も自然とさらに顔がゆるむ。

「それでヒロシ様。五つの神殿の巫女、および神殿関係者全員で共同という形になってしまいましたが、プレゼントを用意しました。受け取っていただけますか？」

「そら当然やで。面倒やったやろうに、ありがとうな」

「いえいえ、用意するのは当然のことです。むしろ、受け取ってくださりありがとうございます」

　自分のような面倒な人間にプレゼントを用意し、しかも受け取ることに対して感謝するエアリスに、思わず涙がこぼれそうになるほど感激する宏。向こうの世界で関わった女性の大多数と比べて、エアリスのなんと善良なことか。

　そんな宏とエアリスの様子を慈愛に満ちた瞳で見守り、宏とエアリスのやり取りやその距離感、そこに含まれる奇跡を自分のことのように喜んでいる春菜。

　もはや、春菜やエアリスが向けてくる気持ちを欠片かけらたりとも疑っていない宏ではあるが、疑っていないことと受け入れることは別問題だ。理性でも本能でも感情でも春菜達は大丈夫だと分かっているのに、魂の奥底では彼女達を受け入れることができない。

　一時期派手に血迷っていた春菜も最近は安定しており、以前よりも付き合いやすさを感じてはいるが、それでも物理的な接触はまだまだ難しく、全身を恐怖が支配する。

　こんな自分を丸ごと受け入れ、心の底から祝ってくれる少女達のためにも、今日だけはその申しわけなさを封印して、宏は素直に全力でプレゼントを喜びパーティを楽しむことにした。

「それで、何やえらいエネルギー量やけど、何くれたん？」

　渡された、とんでもない量のエネルギーを放出する箱を手に、首をかしげながらそう質問する宏。

　その質問に、エアリスが満面の笑みでとんでもない答えを返した。

「森羅結晶です。予行演習で作った小さなものと、本命の大きなものが一つずつ入っています」

「……マジで？」

　エアリスから告げられた言葉に硬直し、その後、絞り出すように確認の言葉を漏らす宏。

　森羅結晶。森羅万象の力を凝縮し、結晶化した究極のエネルギー源。森羅万象の力を常に取り込んで凝縮するため、世界が滅びぬ限りはエネルギー切れを起こさない、ある種の永久機関。

　これがあれば宏が作ろうとしている神の船、その動力部は完成したも同然である。

「はい。今日いらっしゃることがかなわなかったナザリア様のお力も借りて、みんなで頑張って作りました」

　ニコニコと微笑みながら、宏からの問いかけを全肯定するエアリス。慣れたものが見れば、微妙に褒めて褒めてというオーラが漏れていることが分かるだろう。もし仮に彼女が長い尻尾を持つタイプの獣人だったら、その尻尾は大きく左右に振られ自己主張していたに違いない。

「これ、むっちゃ助かるわ。ほんまありがとう」

「喜んでいただけて、何よりです」

　褒めてオーラが幸せオーラに変化するエアリス。まだまだ長い時間触れあうことがかなわぬ現状でのこういった感謝の言葉は、恋する乙女にとって何よりのご褒美なのだ。

「親方～、ライム達、いっぱい集めてきた！」

「きゅっ」

　エアリスのプレゼント贈呈が終わったのを見て、ライムが駆け寄ってきてリストを渡しながらそう主張する。

「お～、ほんまやな」

　ライムから手渡されたリスト、そこに並んでいる素材を見て素直に感心する宏。どれもライム達の力量では採取に若干不安が残る素材で、技量の問題がなくても集めづらいものばかりだ。しかも、八級ぐらいの下級アイテムから一級や二級の高性能品にまで幅広い用途があり、今後消費量が跳ね上がることが予想される。

　特に詳しく教えたわけでもないのにこのチョイス。恐らくそういう考察が得意なノーラか、やたら勘がいいライムかのどちらかが主導したに違いない。

「これもいろいろ助かるわ。ありがとうな」

「うん！」

　宏に礼を言われ、満面の笑みでしがみついてぐりぐり頭をすりつけるライム。こういうスキンシップが取れるのも、無邪気なライムならではである。

「ヒロシさん、おめでとうございます」

「ヒロシさ、おめでとうだよ」

「んだ、めでてえべ」

　工房代表のライムの後は、オルテム村代表のアルチェム、ゴヴェジョン、フォレダンの三人だ。

「おう、ありがとう」

「巫女としてはエアリス様が代表して贈り物をしましたので、こちらはオルテム村として持ってきました」

「この時期の特産野菜と果物だべ」

「食いきれねえ分は、食堂の食材にでも使ってけんろ」

「サンキューな。肉は種類あるんやけど、野菜類はあんまりバリエーションないから助かるわ」

　オルテム村からの贈り物に、これまた非常にありがたそうに礼を言う宏。

　使うのは宏より春菜の方が多くはなるだろうが、彼女の機嫌がいいのは宏にとってもありがたい。別に不機嫌を周りにぶつけたりはしないが、それでもそういう感情はどうしても周囲に伝わる。そうなると、宏は自分が悪いわけではないのに、妙に圧迫感を感じる羽目になるのだ。

　春菜としても、そういった部分を気にしており、極力不機嫌を工房に持って帰らないようにしたり、持ち込んだとしても理由をはっきりさせ、気分転換などしてすぐに発散させるよう心掛けている。が、そこは人間のやることなので、完璧というわけにはいかないのだが。

　因みに余談だが、春菜が日頃行っている新作料理の開発は、そういった気分転換としての意味合いが強かったりする。

「誕生日おめでとう。自分達が扱いきれないものを厄介払いするようで申しわけないが、我々はこんなものを用意してみた」

「いろいろと悩んだのじゃが、工房主殿ならこの手の珍しい素材が一番じゃと判断して、三カ国合同で用意したのじゃ」

「儂わしとて、もしお主ほどの腕があったなら、この鉱石に寝食を忘れて挑む自信がある。お主なら、宝石だの権威付けの宝飾剣だのよりこちらの方が嬉しかろう？」

　その後、かつて数百年前にオリハルコンの精製に使う炉で精錬できなかった複数の謎の鉱石を三カ国の王からプレゼントされたり、

「おめでとうございます。お酒ぐらいしか用意できなかったので、妹の贈り物と違ってヒロシ殿にはまったく恩恵がないのが心苦しいのですが、何もしていないのに神殿枠という理由で手ぶらで来るのも心苦しくて……」

　プリムラから達也や真琴が喜びそうな少々珍しいお酒をもらったり、

「ヒロシさん、おめでとうございます。この会場の準備を、私達に任せてくださってありがとうございます。ヒロシさんにはファムとライムのことも含めて、どれほど感謝してもしきれません。これからもよろしくお願いします」

　レラを筆頭に管理人達からお祝いとお礼の言葉をもらったり、

「宏ちゃん、おめでとうなの～」

「遊びに来たの～」

「ライスシャワー～」

　オクトガルが遊びに来たりと、和やかで嬉しい時間が過ぎていく。

「ハニー、ハニー」

「おう、レイニーか。今日は大人しいやん」

「本当は飛びついて押し倒してペロペロしながらおっぱい揉もんでもらいたいけど、それすると出禁になるから我慢する」

「……相変わらず、ブレへんなあ……」

「ハニーへの愛が原動力」

　プレゼント攻勢が収まったところで、特別許可枠のレイニーがようやく宏に挨拶をする。

「ハニー、誕生日おめでとう」

「ありがとう。そういや、レイニーの誕生日って、いつになるんやろうなあ？」

「知らない、どうでもいい」

「……まあそうかもしれんけど、もうちょい気にしてもええやん」

　あまりに自分のことを気にしないレイニーに、なんとなく苦笑する宏。レイニーにとって、自分のことで気にする必要がある内容はあくまで任務と宏に関係する要素だけなのだろう。以前の体重関係も、究極的にはその二つの理由から気にしていただけで、多分諜報員という仕事をしておらず、変態的とはいえ宏への恋心がなければ、どれだけ太ってもまったく気にしなかったのは間違いない。

「すまんな。矯正どころか、一般常識を身につければつけるほど、なぜかお前のことに関してだけは、逆に悪化していく感じでな……」

「まあ、今更普通になられても、それはそれで、ものっそい違和感ありそうやけど……」

　いろんな意味であまりにぶれないレイニーについて、保護者として申しわけなさそうに謝罪するレイオット。宏が絡まなければ本当にまともになってきているだけに、その落差は非常に頭が痛い。

「そうだ、ハニー。ローレンの王さまは好き？」

「さいころの神様に愛されとるし、あの人自身はごっつ真面目でええ人やからな。嫌う理由が特にないで」

「だったら、ハニーへのプレゼントとして、あの王さまがやりやすいようにいろいろ頑張る」

「ほどほどでええで、ほどほどで」

　やる気なのか殺る気なのか分からない種類の気合いを入れるレイニーに、苦笑しながら釘を刺す宏。完全に止めようとしないのは、政治的なことに興味がない宏ですら、今のローレン王宮に対していろいろと思うところがあるからなのだろう。

　現に、このパーティに出席しているローレン王の様子が、なんとなくおかしい。祝いの場である以上、突っ込んだことを聞いても答えてはくれないだろうが、漏れ伝わってくる彼かの王を取り巻く状況を考えると、どうにも気になるところである。

　故に、宏はレイニーの気合いを窘たしなめる気がなく、レイオットも特に何も言わない。

「それにしても、毎度のことながらお前達の作る料理はどれも美味いな。肉類はベヒモスとして、この魚肉の煮つけのようなものは何だ？」

「ああ、それリヴァイアサンや。一昨日釣れてんけど、魚肉が万トン単位であって、どない消費すればええか悩んでんねん」

「伝承にある大きさが正しいとすれば……よく釣り上げるのに成功したな……」

「マジで、よう釣り上げたもんやと思うで」

　半ば絶句しながら感心して見せるレイオットに、しみじみとそう答えるしかない宏。

　そもそも、解体途中でも切り分け方が大雑把すぎると重すぎて運搬できず、百トンから二百トンぐらいのブロックに切り分けて収納していたのだ。普通に考えて、それより何千倍、下手をすると何万倍の重さがあるものを陸まで引っ張り上げることなんて普通はできるわけがない。

　恐らくスキルの恩恵が物理法則を超えたのだろうが、まったくもって恐ろしい話である。

「主役がこんな隅で何してるの？」

「ヒロシさん、楽しんでいますか？」

「何や、エレ姉さんとアルチェムとは珍しい組み合わせやな」

「でもないわよ。アルチェムは基本的にエアリスにくっついてるのだから、私と行動する機会もそんなに少なくはないのだし」

　その後もレイニーがやきもちを焼くまで宏とレイオットが話し込んでいると、なぜかアルチェムを伴ってエレーナが顔を出す。よく見ると、アルチェムはまだ体がやや不自由なエレーナを、さりげなくサポートしているようだ。

「そういや、今ちらっとレイっちから話聞いとったんやけど、エレ姉さん、ユーさんと結婚するんやって？」

「まだ確定ではないのだけどね。話自体はもう五月頃には出ていたのだけど、フェルノーク家の当主がなかなか首を縦に振らなくて」

「なるほどなあ。ユーさんのおとんやったら、多分ごっつ頑固やろうからなかなかやろうなあ」

「そうなのよねえ……」

　結婚の障害として、親の反対はどこの世界でもよくあるものだが、王族が臣下に娘を嫁がせるのですら、親に阻まれるというのは少々意外であった。

「そういや、エレ姉さんはユーさんでよかったん？」

「恋愛感情を持てるかどうかはともかく、ユリウスを嫌がる理由が特にないもの。それに、他の相手を探してたら間違いなく行き遅れになるし」

「なるほどなあ。国全体で言うたらどういう空気なん？」

「フェルノーク伯爵以外、どこにも反対する人間はいないな。むしろ、頑固者のフェルノーク伯爵を説得しているところだ」

「せやったら、時間の問題やな」

　国全体で頑固者一人を説得している、となると、それこそ時間の問題だろう。

「ほな、僕も早いとこ材料揃えて、エレ姉さんのその後遺症抜かなあかんか」
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「別に、急がなくてもいいと思うのだけど？」

「いんや、いい加減長いこと不便させすぎや思っとったし、丁度ええきっかけや。ベヒモスとリヴァイアサンのおかげで、必要な材料もあとは知れとるし」

　無理をする必要はないと言わんばかりのエレーナに対し、きっぱりそう告げる宏。元々作る予定だったのだし、残りの材料を集めに行くのも、神の船を造ってしまえばそれほど負担でもない。

「ヒロシさん、私に手伝えることはありますか？」

「ハニー、必要なことがあったら何でも言って。おっぱいお化けだけにいい格好はさせない」

「お、おっぱいお化け……」

　少しでもいいところを見せようとアピールしてきたアルチェムに、レイニーからの横やりが入る。そのあまりにストレートでひどい言い分に、思わず納得しつつ苦笑を漏らす宏とレイオット、エレーナの三人。

「レイニー、あれはパイ拓とるか、もぐのがいいと思う」

　近くで会話を聞くともなしに聞いていた澪が、唐突に余計なことを口走る。どうやら、料理を食べ歩いているうちにここまでたどり着いたようだ。

「パイ拓？」

「おっぱいに墨汁を塗って半紙を押し付けて写し取る伝統美術」

「それ、自分のでやったらハニーにアピールできる？」

「レイニーは……、丁度境界線上の微妙なライン？」

　そのまま、こんな場所でそんな話をするなと言いたくなる会話に移る澪とレイニー。その内容が以前エアリス相手にやった会話と全く同じネタであるあたり、どうやら澪はパイ拓という単語に並々ならぬ執着があるようだ。

「宏君、ずいぶん話し込んでるけど、ちゃんと食べてる？」

「ご飯食べるの～」

「お腹がすくとイライラするの～」

「イライラすると胃が悪くなるの～」

「胃が悪くなるとご飯が食べられなくなるの～」

「食べないと餓死するの～」

「遺体遺棄～」

　ずっとレイオットと話し込んだまま、これといって食べている様子を見せない宏を見とがめた春菜が、何体かのオクトガルとともに宏達のところにやってくる。エアリスは、姉でダール王太子妃のマグダレナに近況報告をしているようで、こちらに来る様子はない。

　なお、オクトガルの連想ゲームが遺体遺棄につながるのはいつものことなので、今回は全員完全にスルーだ。

「まあ、ぼちぼち食うてんで」

「だったらいいけど」

　と言いながらも、綺き麗れいに料理を盛りつけた新しい皿を宏とレイオットに差し出す春菜。彩りも栄養バランスも味のバランスも完璧なそれを受け取り、特に文句を言わずに食べ始める二人。そこそこ食べていたとはいえ、若い胃袋を満たすほどしっかり食べていたわけではないので、春菜が持ってきてくれた料理は結構ありがたい。

　なお、春菜がレイニーに持っていかなかったのは、レイニーがこういう場での食べすぎを気にしていることを知っているからだ。運ぶ手が足りないぐらい、春菜にとってはカバーできない問題ではない。こういう細かい気配りができるあたり、澪やアルチェムが春菜に勝てないという意識を持ってしまう原因であろう。

「……おっぱいお化けもう一人」

「春姉のは、いつかもぎたい」

「こらこら、物騒なこと言わないの」

　登場を確認すると同時に物騒なことを言うレイニーと澪を、困った顔で窘める春菜。だが、ここまでの会話でいろいろと温まっていたレイニーと澪は、ここでブレーキをかけたりはしなかった。

「ミオ、いつもぐ？」

「今でしょ」

　わけの分からないノリで、突然行動を開始するレイニーと澪。春菜とアルチェムに襲いかかり、

「わわっ!?」

「きゃっ！」

　不意打ちを成功させて乳房をわしづかみにする。

「痛い痛い痛い痛い!!」

「やめて痛いやめて！」

　わしづかみにした乳房を、冗談で通じない力で引っ張り始めるレイニーと澪。さすがにもげることはなさそうだが、かなり痛そうだ。

「いい加減にしろ！」

「ヒロが怯おびえるから、こういう時にそういうネタで暴れるな！」

　本気でもぎにかかるレイニーと澪に、レイオットと状況に気がついて止めに来た達也が一撃入れて力技で引き剝はがす。

「さすがにびっくりしたよ……」

「痛かったです……」

「すまん、対応が遅れた」

　胸をかばいながらため息交じりに漏らす春菜とアルチェムに、深々と頭を下げるレイオット。案の定、宏は怯えており、テーブルの下にもぐっている。

「と、とりあえず、ハルナ。ちょっと気になってたことがあるのだけど、いいかしら？」

「何ですか？」

　空気を変えるために、エレーナが春菜に質問する。がっつり説教を食らっているレイニーと澪、それから便乗してセクハラ攻撃を入れまくっているオクトガル達は完全放置だ。

「あなた達は、ヒロシに何をプレゼントする予定なの？」

「結局いいのが思いつかなくて、一週間自由にものづくりをしていい権利にしたの」

「また、思い切ったわね……」

　春菜の回答に、思わず遠い目をするエレーナ。そんな彼らの様子を、

「俺達、本当にとんでもないところに雇われてるんだなあ……」

「ジェクトはまだいいよ。俺なんて正真正銘、庶民の出だぜ……？」

「ジノ、こっちだって貴族の出ってだけで、王族と直接話したことなんてないのよ……？」

「私達は、あとどれぐらいこういうことで驚かされればいいんでしょう……」

　新人達が死んだ魚のような目で見守るのであった。

　なお、余談ながら、ローレン王がプレゼントを用意していなかった件については、ドルテ島の一件などでそんな余裕はなかったことを全員が認識しており、特に誰からも追及されることはなかったことを記しておく。








ローレン編　第一三話






「さて、いろいろやることも終わったし、ライムの誕生日までに禁書庫を突破しないとな」

　宏ひろしの誕生日パーティが終わった翌日。達たつ也やがそんな宣言をする。

「それに異存はないんやけど、突破できる目途とかあるん？」

「とりあえず、サーシャさんに調べるべき場所の目星はつけてもらってある。ただ、何度も出入りするってのはいろいろ問題があるから、一度入ったら調査を終えるか最初からやり直す時以外、外に出られない、という前提でいてほしいそうだ」

「それも問題あらへんけど、入っとる間、安全に休める場所とかあるん？」

「それも自力で何とかしなきゃいけないらしい。ただ、普通のダンジョンと違って、一度制圧した本棚のあたりならアクティブモンスターが唐突に湧いてくることはないから、ある程度は安全になる、とも言ってたな」

　宏の質問に対して達也の口から飛び出した、もはや図書館の書庫を調べに行くとは思えない表現のオンパレード。それらの内容に嫌な予感が止まらない春はる菜なと真ま琴こと。

「何度も出入りするのに問題があるって、許可的な意味で？」

「そっちは問題ない。問題になるのは、特定の条件を満たさない限りは、一度出たら調査度合いやら何やらが全部リセットされることなんだとさ」

「リセットって、本棚の位置や中身が変わらないんだったら、調べたところまで戻るのは……、ってもしかして!?」

「ああ。どうやら一度中の人間がいなくなると、配置やら中身やら全部ランダムに入れ替わるらしい。ついでに言えば、中に入っている人間のうち、一人でも外に出たら全員追い出されるんだと」

「うわあ……」

　サーシャからの受け売りを淡々と話す達也に、思わず乾いた声が漏れる春菜。図書館なのにランダム配置で全部リセットとか、本気で泣きたくなる仕様だ。

「本棚を制圧するって、どういう意味よ？」

「詳しくは聞いてない。ただ、禁書庫に突っ込まれた本は、ほとんどが普通の本じゃないから、いろいろちょっかいかけてくるらしい、とは聞いている」

「あ～、なんとなく読めたわ……」

「お前さんが想像してる内容で多分正解だとは思うが、先入観を持って突入するのはやばそうだから断言はしない」

　達也から次々ともたらされる碌ろくでもない情報に、どうしても渋い顔になってくる一同。

「っちゅうか、リセットされてランダム配置やったら、どうやって調査する場所の目星なんざつけたん？」

「一つだけ法則があってな。配置されている本は、人間が持ち運びしない限りはフロアを越えて移動することはない。つまり、記録をたどって、ここにあったと確定しているフロアを調べれば、調査の時間は短縮できるってことだ」

「移動が記録に残ってへんかったらアウト、っちゅうわけやな」

「そこが問題なんだが、まあ、俺達が調べようとしてる本は、余程の物好きでもない限りは命がけで禁書庫に潜ってまで調査をしない類たぐいのものだから、動かされている可能性は低いようだがね」

　これまで出てきた情報の中で、初めてポジティブな内容を持つその達也の台詞に、少しだけほっとした様子を見せる一同。サーシャの調査に漏れがないという前提ではあるが、調べる階層が確定できているのはありがたい。

「ライムの誕生日パーティ、準備を考えたらタイムリミットは一週間。間に合う？」

　澪みおが、ある意味最も重要な問題について確認を取ってくる。準備だけでなくプレゼントも、となると、冗談抜きでそれぐらいまでに終わらせなければいけない。

「まあ、無理そうだったらさっさと引き上げて、パーティ終わってからリトライでいいと思うぞ」

「やりなおしっちゅうパターンやと、今度は澪の誕生日に引っかかってきおんで？」

「あ～、そういやあ、そうだったな……」

　宏の指摘に、達也が頭をかく。当初の五人だけの時はまだしも、現在は人数も増えており、どうしても誕生日が密集する時期が出てくる。

「ボクは後ろにずらしても大丈夫」

「いや、個人的にそれはどうかと思うんだが……」

「本音言うと、この短期間で三回目は面倒」

「お前なあ……」

　非常に身も蓋ふたもない本音を言い放った澪に、達也が全力で呆あきれる。

　確かに、一カ月ちょっとで誕生パーティが三回というのは多い。宏のが一週間ほど後ろにずれた結果とはいえ、正直祝う側も祝われる側も飽きが来そうな間隔だ。しかもその後にファムと達也の誕生日もあるのだから、七月末から十月中ぐらいまでは非常に過密になる。

　なお余談ながら、テレスとノーラの誕生日は、当人達が覚えていないと断言しているので、とりあえず工房に来た日で祝おうか、という話になっている。テレスは誕生日を祝わなくなってから五十年以上たっているためうろ覚えになっており、ノーラはそもそもモーラ族がそういうことを気にしない気質であるため、身内を含め誰も知らなかったりする。

「まあ、やらないのはいろいろ気を使わせるから、ファムと一緒でもいい」

「いや、来年こっちで祝うことがあるか怪しいから、ここはちゃんとやっておくべきだろう」

「そうだよね。来年以降は状況次第としても、今年はちゃんとやっておきたいよね」

　まるで宏のようなことを言い出す澪に対し、達也と春菜が窘たしなめるように予定を決める。その言葉に、ちょっと面倒くさそうな、それでいてどことなく嬉うれしそうな表情を浮かべる澪。

　元々の表情の変化の乏しさに加え、思春期特有の素直になれない心の動き、それも中学一年二年という一番周囲に攻撃的になりやすい時期なのも手伝って、澪は嬉しければ嬉しいほど簡単に喜びを表に出せない。

　だが、まだまだ思春期真っ盛りのはずの春菜も含め、澪の周囲にはそういう時期を乗り越えて真っ当に育ってきた人間が多い。澪程度のツンデレを受け止めるぐらいはお手のものだ。

「誕生日関連はそれでええとして、禁書庫はすぐ潜りに行くん？」

「準備が整ってるなら、さっさと行っちまいたいところだが、どうだ？」

「島では思ったほど薬使わんかったからな。安全圏が確保できるんやったら、薬は野営の時にでも調合すればいけんで」

「お弁当作る時間だけくれたら、私の方は問題ないよ」

「ジノ達への指導、丁度一段落してる。あとはテレス達に適当に監視させればいいと思う」

　達也の確認に、準備面では特に問題がないことを告げる面々。元々依頼を受けなければヒマな真琴は、現時点では何も予定が入っていないので、今から思い立ったように突入しても特に問題はない。

「じゃあ、春菜が弁当作ったら、さっさと突入するか」

「せやな。で、何やかんやでうやむやになっとんやけど、結局兄貴の調査結果、現状はどないなってんの？」

「詳しくは移動しながら説明するが、恐らくゲームから飛ばされた連中は全員特定できたってとこだな。ただ、そいつらが結局どうなったかが確定しきれてねえから、禁書『フェアリーテイル・クロニクル』で確認する必要があるんだよ」

「なるほどなあ。そこを調べんと、アランウェン様が言うとった全員帰還を望んでへんけど最終的には全員帰った、っちゅう話の意味は分からんか」

「調べてもはっきりとは分からねえ可能性もあるが、そこまで調べておけば残りの情報をダルジャン様に聞くこともできるだろう」

　達也のその言葉に頷うなずく宏。サーシャによると、ダルジャンから情報を貰もらうには、神でなければ分からないようなこと以外は全て自力で調べきる必要がある。ダルジャンが代理で伝えてくれるアルフェミナからの情報に宏達の欲しいものがない可能性を考えると、どうあっても禁書『フェアリーテイル・クロニクル』を探し出しておく必要はあるだろう。

「で、調べんのはそんだけ？」

「そのつもりだが、ヒロは何かあるのか？」

「エクストラスキルがらみで、ちょっくら気になることがあってな。ただ、禁書庫で手に入るとは限らん情報なんが痛いっちゃあ痛いんやけどなあ……」

「そっちは後回しだな。さすがに時間がない。神獣がらみも今回は後回しだ」

「せやな。見つけたらついでに、ぐらいでええわ」

　そんな感じで調査方針を決める宏と達也。こういうケースでは大抵方針どおりにはいかないのだが、その可能性からはあえて目をそらす一行であった。




　　　　☆




　宏達が禁書庫の調査へ向かおうとしていたその頃、ローレンの議会は大混乱に陥っていた。

「へ、陛下……？　もう一度お願いできますかな？」

「聞こえなかったか？　この国は王制を廃止、全ての権限と責任を議会に移した上で、私はこれまでの件と今後起こるであろう混乱の責任を取って自害する、と言ったのだ」

　やけにきっぱりと言い切った国王の言葉に、驚きのあまり出席者全員が完全に沈黙する。その沈黙を最初に破ったのは、若きローレン王の後見人とも言える、ルーフェウス学院学院長であった。

「陛下、この老いぼれに一言の相談もなくかような大事を決定なさった理由、お聞かせいただけますかな？」

「誰かに漏らせば、止められた上でまた余計な責任を押し付けられるだろう？」

「今の議会の体たらくを考えれば、まったく否定の余地はありませんが、それはこちらが求めていた回答とはちとずれておりますな。王制を廃止するところまで一足飛びに進めようとする理由、察するところがないわけではありませんが、陛下の口からお聞かせ願いたい」

「知れたこと。王がいれば、こいつらは己の成した愚行を永久に自覚せぬまま、国に害を与えるようなことを繰り返し、人に責任を押し付け続けるであろう」

　捨て身となったローレン王の断罪に、議会の出席者達がようやくざわめき始める。王の言葉と顔に、まぎれもない本気を見み出いだしたのだ。

　あまりの王の本気度合いに一度考えをまとめなおそうと沈黙した学院長に代わり、一人の貴族が翻意を促そうと口を開く。

「……なにも、王制の廃止までは必要ないのではありませんか？」

「言ったであろう？　王に権限と責任を預けている現行の制度では、ここまで王の力が弱くなってしまっている以上、いいように使われるだけだ。王を無用の長物だと行動で示したのは貴様らだというのに、その口で王制を維持しろというか？」

「そういう問題ではございません!!」

「そうか、そんなに自身の責任を追及されるのが嫌か」

　王が言い放ったその一言に、思いとどまらせようとしていた貴族が顔を真っ赤にする。

「侮辱なさるおつもりですか!?」

「私は事実を言っただけだよ。それとも、ワレリー村の農地改革の件、私が忘れたとでも思っているのかね？　ナジェック卿」

「私は国がよくなるように動けという陛下の指示に従っただけだ！　言いがかりと責任転嫁はよしていただきたい！」

「私の指示に従った、か。ここに中止命令の命令書控えがあるのだが、それでも私の指示に従っただけと言い張るのか？」

「捏ねつ造ぞうだ!!」

　淡々と責任追及を行う国王の言葉に、ナジェックが叫ぶ。だが、そのナジェックに対し、裏切り者が現れる。

「残念ながらナジェック卿。某それがしの手元にも同じ命令書がございましてな。これほどまでに明確な命令違反で、なぜ反逆罪による処罰が行われておらぬのか、常々疑問でございまして」

　ナジェックと同じ派閥にいると認識されていた軍務関係の貴族が、派閥にとって都合の悪い証拠を提示しながら、ナジェックにそう疑問を告げる。

　だが、その疑問に答えたのは、ナジェックではなくローレン王であった。

「法制局によれば、命令を無視される無能な国王が悪いそうだ。実績がなくて無能なのは反論の余地がなくてな」

「その言い分が通ってしまうようであれば、軍の指揮系統など無茶苦茶になってしまうのですが」

「そこまでは知らん」

　身も蓋もない国王の返答。それに思わず苦笑するナジェックと同派だった貴族。一見すると王側に寝返ったように見えるが、自身の理想だけで暴走する連中に掣せい肘ちゅうを加えるため、あえてどちらにもつかない態度を取り続けてタイミングを見計らっていただけ、というのが本当のところであろう。

「どちらにせよ、今のこの国では王の命令書など紙くずとしての価値すらない。私が何をしようが好き勝手をするのであれば、せめてそのリスクぐらいは背負ってもらわなければな」

「でしたら、王制の廃止だけで問題なかろうかと思うのですが？」

「他の王制を敷いている国が、私の首なしではいそうですかと納得するものか。それにな、そこで必死になって責任回避しようとしている連中も、私がのうのうと生き延びていることを我慢できるとは思えん。ならば、国のために命を差し出したという美談を作り上げたほうが、逆恨みで暗殺されるよりはるかにましよ」

　いろいろと投げやりな口調の王が放つ、妙な眼力。その迫力に押されて、その場を再び沈黙が支配する。学院長をはじめとした王の命だけでも救いたい一派と、今の状況を維持したい一派が無言で牽けん制せいしあう。

「そうそう、いいことを教えておいてやろう」

　その様子に、妙に上機嫌な国王が追い打ちに入る。

「私を廃して新たな王を選ぼうとしても無駄だ。貴様らの行動ぐらい、公王家は全てお見通しでな。どうせ責任を押し付けられて使い捨てられると分かっていて新たな王に立候補するような野心家は、どこの家にもおらんよ」

「そ、それは、どういう意味ですかな？」

「今の公王家の、王として適齢期以下の人間は全員、揃そろって継承権を放棄したよ。立候補するのは皆、年齢が最低でも五十より上の連中だけだ。もっとも、彼らもわざわざ晩節を汚すような真似をするとは思えんが」

　国王の言葉に、その場の全員が顔色を失う。ローレンの法では、こういう状況はまったく想定されていなかったのだ。

「もはや、貴様らの思惑も私の進退も関係ない。すでに王制は事実上廃止されているのだ」

「で、ですが、アルレッド公王家には、公妃様のお腹にお子様がおられます。さすがに生まれていない方の継承権は放棄できないはずです」

「確かに、彼もしくは彼女が生まれれば、現時点では唯一の王位継承者となるだろうな。その子が立候補可能な年齢になるまで、私が在位していればの話だが」

　起死回生を狙ったとある貴族の一言は、ローレン王にあっさり潰つぶされる。

「それまで在位して、というのは無理な話だ。貴様らは都合よく忘れていたようだが、本来なら私はすでに退いていなければならんのだ。貴様らの命令違反で、すでにそれだけの実績を積んでいるのでな」

　知の国・ローレンにおいては、国王に対する法の縛りはファーレーン以上に厳しい。どうなれば退位させられるか、その条件は明記されており、すでに王はその条件を満たしている。

　止とどめとなったのはドルテ島の一件だ。ルーフェウス学院の改革と問題人物の排除、即位してまだ三年目という酌量の余地を加味しても、どうにもならないところまできている。

　そもそも前提となっている失点自体が法的に正しいかどうかの観点で問題があり、新たな法制局長が中心となって王に対する処分を凍結させているからこそまだ在位しているが、本来ならすでに退位して新たな公王選の準備に入っていなければならない状況なのである。

「仮に候補者不在と判決破棄を理由に在位を伸ばすとなったところで、貴様らはこちらを甘く見て命令違反を繰り返すだろう？　命令違反の全責任を問われることはないとしても、やはり回数を重ねれば退位に追い込まれる。結局は時間の問題よ。それに、貴様らが今日この場でやろうとしていたこと、私が知らぬとでも思ったか？」

　国王の止めの一言に、もはや事態は覆しようがないところまで来ていることを自覚する反国王派の貴族達。

「あの、陛下。やつらが行おうとしていたこと、とは？」

「しらを切られると面倒だ。私が死んだあとにでも、本人に聞け」

「……では、恐らく聞く機会はありませんな」

「そうか？　ここまで国を混乱させたのだから、処刑をまぬがれたところで自害をせずに収まるとは思えんが？」

　比ひ喩ゆではなく本当に死ぬ気でいる国王に、もはや彼の説得が自分達ではどうにもならないことを思い知らされ、派閥に関係なく顔を青くする議員達。

「よかったな、反乱が成功して」

「は、反乱など！」

「なんだ、知らなかったのか？　諫かん言げんもせずに単に自分の望むことと違うからという理由で命令無視を繰り返すのは、普通の国では反乱と扱われるのだぞ？」

　国王のその言葉に、自分達がどう見られていたかをやっと認識する反逆貴族一派。その様子を白けた目で見ながら、彼らを止められず、王をここまで追い詰めてしまった自分達のふがいなさや実績を理由に手出しを控えていた判断ミスを悔やむ国王派の貴族達。

　双方ともに深く悔いながらも、どうにか王を説得してこの場で結論を出すことだけは阻止し、風前の灯ともしびながらもローレンの王制はどうにか首の皮一枚でしばらくは維持されることになるのであった。
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『何か思いつめている様子があったから心配しておったが、よもやここまで思い切ったことをするとはな……』

『ごめん、陛下、殿下。こんな大きな動きを、まったく察知できなかった』

『いや、仕方あるまい。そもそも、各公王の領地で活動している者達ですら、この動きを摑つかむことができなかったのだからな。むしろ、お主がそこに忍び込んで一部始終を伝えてくれなければ、それこそローレン王が位を退いて自害してから話を知る、という致命的な事態になっていた可能性があったぐらいだ』

『でも、ハニーと約束したのに、このままだと……』

『もはや、よその国の人間がどうこうするのは難しい情勢だ。余でも対応に悩んでおるのだから、レイオットやお主が動けんのも仕方あるまいて』

　会議終了後、ファーレーン王とレイオットが、ローレンの非常に厄介な状況に頭を抱えていた。

　緊急連絡という形でこっそり忍び込んで中継していたレイニーのおかげで、いち早くこの情報を得ることに成功したのが不幸中の幸いではあるが、この状況は非常に扱いに困る。

『とりあえず、まずはこの情報をダールやフォーレと共有だな。彼かの王の目もく論ろ見みどおりに話が進んでしまうと、ファーレーンやフォーレはまだしも、ダールは相当まずいことになる』

『そのあたりは父上に任せる。私は集められるだけ情報を集める。レイニー、お前はまず、政府内のお前の協力者と接触し、各々がどう対応するかを確認。その後、現法制局がこの件についてどう考えているかを調べて報告してくれ。それが終わったら、今回の会議の内容がどの程度一般人に広まっているか、その速度と浸透度合い、それからこの話を聞いた一般人がどういう意見を持っているかの調査を頼む』

『了解』

『それにしても、よくこの会議に忍び込んで、我らに全てを聞かせてくれたものだ。どれほど感謝しても足りん』

『私はこれが仕事だし、元々どの勢力も、動くとしたらハニーの誕生パーティが終わってからだと思ってたから、最初から忍び込んで情報収集するつもりだった。陛下達に緊急連絡を入れたのは、単なる勘』

『その勘に救われたのは事実だ』

　ファーレーン王とレイオットからの感謝の言葉に、どうにも居心地が悪そうなレイニー。工作員としては特別なことなど何もしていないので、ここまで褒められると反応に困るのだ。

『それはそれとして、ハニー達はどうするの？』

『それをどうするか決める前に確認だが、お前はどれぐらいで連中の耳に入ると思う？』

『ハニー達が禁書庫に入ってるんだったら、最短でも多分三日、最長で一週間は大丈夫。そうでなかったら、噂うわさの広がり具合にもよるけど、遅くても明日いっぱいあれば誰かの耳に入ると思う』

『そうか。だったら、禁書庫に入っていない場合は、お前から正確な情報を全て伝えてくれ』

『了解』

　不正確な情報を知られるぐらいなら、と、宏達にはレイニーから情報を渡すことにするレイオット。

　錬金術で金を作ることができる男が工房主だと知れ渡ったこともあり、ローレンでもアズマ工房の評価と影響力は急上昇中だ。そんな背景から、場合によってはローレン王より発言力や影響力が強くなる可能性もあり、宏の一言が世間にどう影響するか予想できないのである。

『どう転ぶにしても、ローレンの内部では粛清の嵐が吹き荒れるだろうな』

『この件は余が全て対応する。レイオットは情報収集とヒロシ達のサポートに専念せよ』

『分かっているさ、父上』

　無能扱いで舐なめられきっていた若き王の、捨て身の反撃。それは周辺諸国の上層部も巻き込んで、なかなかの騒ぎとなるのであった。
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「お待たせいたしました」

「いや、こっちこそいきなり無理を言って申しわけない」

　朝の会議の余波で各国の上層部が忙殺されているその頃、宏達は大図書館の受付でサーシャと合流していた。

「いよいよ禁書庫だが、念のためにもう一度注意事項を頼みたい。説明を聞いたのが俺だけだし、俺もちゃんと把握できてない可能性がある」

「そうですね。では、簡単に説明させていただきます」

　達也の要請を受け、サーシャが移動しながら禁書庫についての説明を開始する。サーシャが語った禁書庫の仕様は、次のようなものだった。

　禁書庫は、特別書庫同様異界化した空間の中に無限ともいえる広さで広がっている、広大な書庫である。そこは取りたてておかしなことはないが、その中に世に出すわけにはいかない危険な書物をこれでもかと詰め込んだため、中がきっちり変質していろいろおかしなことになっているのだ。

　その中でも最も重要なのが、入るたびに配置や構造が変わるという特徴であろう。幸いにして二つある出入口の位置、および蔵書の内容はフロアごとに固定ではあるが、図書館という固定観念を持って突入すれば、いろいろと面めん喰くうことになるだろう。

　もう一つの重要な要素として、アクティブモンスター的な存在が中を徘はい徊かいしている点が挙げられる。一般のダンジョンと違い書物が作り出したものなので行動範囲が限定され、その範囲の外にいる対象に攻撃を仕掛けてくることはない。だが逆に、仕留めたところで即座に新しく作り出され、素材が得られるわけでもない。発生を止めるには作り出している本をどうにかしなければならないため、相手をするにしても必要最小限にとどめるよう考えて行動する必要があるのだ。

　そして最後に、恐らく今回はあまり影響してこない重要な要素として、エリアごとに禁書庫の本を統括する守護者のようなものが存在する点がある。守護者に勝つか認められれば、その守護者が統括するエリアの本が全て大人しくなる。

　守護者が束ねるエリアの割り当てについては、現時点でははっきりした法則は分かっていないが、大体五から六のフロアごとに一体の守護者がいる。それぞれにややこしい特殊能力を持ち、面倒な性格をしているため、ここ五十年ほど、彼らをどうにかできた人間はいないとのことである。

「あと、基本的に出入りはエリア単位になります。入りたいエリアの指定はできますが、フロアの指定まではできません。また、出入口付近は安全ですが、エリアに移動した際にどのフロアに出るかと、隣のフロアがどのフロアかは移動してみなければ分かりません。それから、すでに誰かが入っているエリアには入れず、中にいるグループのうち誰かが外に出れば全員が追い出されます」

「なるほど。グループの判定はどういう基準なん？」

「移動するエリアを指定した時点で、禁書庫の入口フロアに待機していた人間全員をグループと判定し、指定エリアに転送します」

「っちゅうことは、一回のグループは最大で三十人ぐらいか？」

「そんなところですね。調査という観点で見ても、一つのフロアにそれ以上の人数は過剰ですし」

　サーシャの説明を聞いて、いろいろ納得する宏。宏だけでなく全員が納得したのを確認し、他の質問を促すことにする。

「他に質問はありますか？」

「守護者って、見てすぐに分かるの？」

「見て分かるかどうかはともかく、行動パターンなどが違うので少し長く接すればモンスターとの区別はつくそうです」

「なるほど。あと、火気厳禁って注意がなかったけど、火を使っちゃって大丈夫なの？」

「特別書庫ならともかく、禁書庫にある本はそもそも、中に収められた時点で破損しないようになっています。ですので、ヘルインフェルノだろうがタイタンクエイクだろうが、好きなようにお使いください」

　春菜の問いかけに、非常に物騒な回答をするサーシャ。なのに、その回答にどこか納得した様子を見せるあたり、日本人一行はいろいろと染まっている気がする。

「他になければ該当エリアに移動しますが、何かまだ質問はございますか？」

「ん～、そうね。他のことに関しては、疑問が出たらでいいんじゃないかしら」

「ボクもそう思う」

　サーシャの確認に、現段階では特に疑問がないことを告げる真琴と澪。達也と春菜も特に何もないらしい。宏だけが、何か考え込んでいる。

「ヒロ、何か気になることがあるのか？」

　考え込む宏に気がついた達也が、何かまずいことでもあるのかと宏に確認を取る。その達也の確認に、情けないヘタレた表情で一つため息をつくと、正直に思うところを言う。

「ん～、あるっちゃあるんやけど、自分でも何が引っ掛かっとんのかが分からんで、上う手まいこと考えがまとまらんねん」

「そうか。思いつくまで待つか？」

「……いんや、ええわ。それこそ中うろうろしとったら思い出すかもしれんし」

「なら、行くか」

　その返事を聞き、行動を開始するか聞いてきた達也に頷く宏。話がまとまったのを見て、サーシャが最後にもう一度探す書物を確認する。

「それでは、移動の前にもう一度確認しておきます。探す書物は禁書『フェアリーテイル・クロニクル』で間違いありませんね？」

「おう」

「では、該当エリアに移動します。少々空間状態が怪しい場所に転移しますので、転移酔いにご注意ください」

　そう告げると、転移システムを起動するサーシャ。

　宏が作った転移陣などと違い微かすかな空間のねじれを伴って、システムは宏達を禁書『フェアリーテイル・クロニクル』の存在するエリアに運ぶ。

「サーシャ様、サーシャ様はおられますか!?」

　宏達が移動した直後、禁書庫の入口フロアに若い女性神官が駆け込んでくる。

「サーシャ様なら丁度今、アズマ工房の皆様と中に入られましたが……」

「一足違いでしたか……」

　禁書庫の門番代わりである担当司書にそう告げられ、がっくり肩を落とす女性神官。

　ローレン全土を揺るがす一大事。ダルジャン神殿の神官がそれをサーシャに伝えることはできないのであった。
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「実に面白い連中じゃ」

　霊界。ようやく出番が近くなってきたダルジャンがいつでも降臨できるようにスタンバイしながら、これまで観察した宏達の行動について、そう正直な感想を漏らす。

　知の神という肩書にそぐわぬマッシブな肉体とつるりと禿はげあがった頭は、むしろ僧兵を守護する神と言われたほうがしっくりくる。別の理由により同じ場所で待機しているイグレオスと並ぶと、暑苦しいことこの上ないビジュアルとなる。そこに、その二柱の仕事を補佐するために来ていたアランウェンが並ぶと、非常に胡う散さん臭い集団が完成してしまう。

　今回イグレオスがここで待機しているのは宏達とは直接関係がない事情であり、アランウェンにしても単なる補佐であるため、どちらもダルジャンと一緒に降臨する予定はないのは、不幸中の幸いと言えよう。

「これまでに何度も異世界から来た連中を観察したが、ここまで見事に脇道にそれたり余計な事件に巻き込まれたりする連中は、実に珍しいのう」

「それゆえに、吾わが輩はい達の目をもってしても、いまいち行動が読めないのであるが」

　ダルジャンの言葉に、イグレオスが己の感想を告げる。実際イグレオスは、女王と一緒に砂漠のど真ん中にある本殿を訪れるところまではある程度予想していたが、その前に大地の民と接触することは想定していなかった。

　ザナフェルのこともあるので、状況次第ではイグレオス自身がある程度誘導して宏達を大地の民と接触させることも考えていたが、そういった思惑を完全に蹴散らして、思いつきだけで乗り物まで作って地底の遺跡に突入するのは、神といえども想定するほうが難しい。

「だが、行動原理自体は一貫している」

「確かに、確かに」

「飯と素材最優先の姿勢は、確かにどこまでも一貫しておるのう」

　行動が読めないと面白がっているダルジャンとイグレオスに対し、アランウェンがある種の否定をぶつけてくる。そのアランウェンの指摘に、素直に同意するダルジャンとイグレオス。

「行動原理に忠実に動きすぎるから状況に対して行動が読めなくなるだけだと考えれば、連中のこれまでの動きは必然だろうな」

「うむ。それがやつらの宿命じゃな」

　アランウェンの必然という言葉を、ダルジャンが妙な方向に言いかえる。知の神が宿命などという言葉を使うのは。自身の存在意義を怪しくしそうなものだが、この場にいる神は誰も気にしないらしい。

「それにしても、彼らのこれまでの軌跡をたどると、面白いくらいに本来無関係であるはずのトラブルに巻き込まれるか、そのままでは事件にもならぬはずの火種を掘りあてているのである。ここまでくると、ダルジャンではないが宿命と言いたくなるのである」

「アルフェミナの巫み女この救出劇からして、普通ではあり得ない確率の組み合わせだったからな。行動原理から考えて、蜘く蛛もの群生地に糸を取りに行くところまでは予想の範囲内だが、そこで罠わなにはまってピアラノークに捕まっていた姫巫女一行と遭遇するなど、もはや奇跡の領域だ」

　宏達がやらかしてきたあれこれを確認しながら、感心したようにしみじみと語りあうイグレオスとアランウェン。これを偶然で済ませるのは、いくらなんでも無理がありすぎると言いたくなる話が実に多い。

「儂わしからすれば、それこそ宿命じゃがな。確か春菜といったか？　アルフェミナが禁書を通じて秘術を授けたあの娘、ある種の特異点のようなものでのう。あの娘、もしくはその一族が関わると、事象の確率がいろいろと狂うのじゃ」

「そうなのであるか？」

「ああ。恐らくじゃが、先祖に人外の、それこそ儂らに近い存在が混ざっておる可能性が高くての。もっとも、儂らが嗅ぎ分けられん以上、混ざっていたとしても相当昔であろうから、もはや限りなくただの人と同じではあろうがな」

　ダルジャンからもたらされたその情報に、少し感心してみせるアランウェンとイグレオス。本人に直接会ったこの二柱が気がつかなかったというのに、単に観察しているだけのダルジャンがそれを見抜いたのには、驚き感心するしかない。

「よく気がついたな。私もイグレオスもまったく気がつかなかったぞ」

「なに、儂はデータベースじゃからな。あの娘が生まれた世界のデータを検索すれば、この程度の情報はすぐに調べがつく。もっとも、余程妙なものか高位のものかが混ざっておるようで、データをどれほどたどっても明確に何かが混ざっておるという根拠までは見つけられなんだ」

「ダルジャンがたどれなかったのであるか？」

「規格が違う異世界のデータとなると、さすがにいろいろ難しくての。事象の発生確率を狂わせるとなると、むしろアルフェミナの方が詳しい可能性があるぞい」

　ダルジャンの説明に、なんとなく納得するアランウェンとイグレオス。ダルジャンはこの世界で起こったことや存在したものについては全てを知っているが、違う世界となるとそうはいかない。

　そもそも、単なる舞台装置である彼らの場合、違う世界に干渉したり、その情報を集めたりするのは簡単なことではない。情報処理に特化したダルジャンだから春菜の情報を調べることもできるが、世界の運営という観点では事務方に当たるアランウェンやイグレオスだと、基本的に他の世界の情報など調べようがない。

「しかし、見直せば見直すほど面白い連中じゃのう。特に、この女性恐怖症の小僧が面白い」

「その意見は認めるのだが、ダルジャンの視点で面白がるような要素を持ち合わせているとは思えないのである」

「そうでもないぞ？　確かにこの小僧は、女性恐怖症になった経緯を横に置けば、この世界に引きずり込まれた時に得たゲームと同じ内容の能力以外には、これといって特に見るべき特徴のない人間ではあるが、あの娘と一緒に行動すると、特異点であるあの娘の影響をさらにおかしな方向に増幅する傾向があっての」

「言われてみれば、確かにそうであるな」

「恐らく娘単独であれば、事象の発生確率を捻ねじ曲げたところで、常識的な判断に従って行動するがゆえに、さほどおかしなことにはならん。小僧単独なら、そもそもここまで確率を無視して事件に巻き込まれたりはせん。また、小僧の発想もなぜそれを思いついたかはともかくとして、基本的に己ができることをやっているだけじゃ。そうであるのに、圧倒的な技術力によって事象をおかしな方向に転がしておる。そのことが常識的なはずの娘の判断にも影響を与えており、実に面白い」

　言いたい放題のダルジャンの言葉に、だがイグレオスもアランウェンも特に否定はしない。現実問題、宏の行動でおかしな方向に進んだケースは多いが、根本的にやらかしたこと自体がおかしいのは、各国ごとに見てもせいぜい一つか二つ程度である。

「もっとも、本当に面白いのはそこではないんじゃがな」

「ほう？　何を面白がっている？」

「秘密じゃ。下手に口に出して、言こと霊だまとなってしまっては面白うない。まあ、恐らく儂が面白がっている方向に進むだろうとは思うがの」

「そう言える根拠は何だ？」

「それがあの小僧の宿命じゃ」

　明らかにイグレオスとアランウェンをからかう気満々のダルジャンに、どことなく面倒くさそうにアランウェンが肩をすくめる。

（あの小僧、普通ならあれだけの力を後付けされれば、仮に精神力自体が極度に底上げされたところで、普通に生き物として壊れそうなものじゃがのう。ほんに、此こ度たびの客人達は面白い）

　宏という、春菜とは正反対の意味でのイレギュラーについて、そんなことを考えるダルジャン。

　元々生まれ持ったポテンシャルや育った境遇的に、強大な力というものに対して心身共に耐性がある春菜ならともかく、完全に一般人の宏がまともなままであることは、今までの事例と照らし合わせても普通にあり得ない話だ。

　しかも本来ならば、卒業まで親しくなる確率も、卒業後に関わり合う確率も完全にゼロであったはずの宏と春菜。そんな二人がこちらに来てからいろんな意味で深い結びつきを得たことも、ダルジャンにとっては興味が尽きない点だ。

　いかに春菜が確率を狂わせるとはいえ、違う世界からの干渉でも受けなければ、起こる確率がゼロの事象を起こすことまでは不可能なのである。

　実のところ、宏と春菜が同じ時間、同じ場所に飛ばされてくる確率自体、本来はゼロであった。それが、春菜がこちらに来た時に様々な因子が影響して、起こりえないことでも起こるようにその体質がパワーアップしてしまったらしい。

　結果として不可能を可能にしてしまい、その上で己の恋愛観に一番ピッタリの相手と仲よくなって神でも予想できない出来事をいろいろ起こすあたり、どこまでも興味深い。

「ほんに、ここまで本来起こりえぬことを起こすとなると、まさしくそれが小僧と娘の宿命だとしか思えんのう」

　イグレオスとアランウェンに気づかれぬよう、そんな呟つぶやきを漏らすダルジャン。そのまま黙って、またしても確率を覆すであろう一行を観察するのであった。




　　　　☆




「……予想はしてたし、覚悟もしてたんだが……」

「……さすがに、これはないわよね……」

　禁書庫に入った瞬間、目の前に広がった光景に達也と真琴が呻うめく。

　そこは、書庫というイメージとはまったくかけ離れた空間であった。

「ふむ。どうやら比較的当たりと呼べる状況を引いたようですね」

　同じ光景を見ていたサーシャが、事もなげに断言する。

「これが当たりって、どういう意味よ？」

「少なくとも、見える範囲に攻撃的な存在は湧いてません」

「……そういう基準なの……」

「ええ。ひどい時は、見える範囲で常に噴火や流星雨、猛吹雪などの天変地異が絶え間なく発生し、その隙すき間まを縫って正体不明の何かが攻撃してくるという、とても調査どころではない状況に放り出されることもあります。それに比べれば、少なくともある程度安全に調査ができそうなので、今回は当たりと言えます。むしろ、そういうひどい目にあう確率が低いのですから、一発目としては大当たりだといってもいいかもしれません」

　真琴の苦情に対し、大真面目にサーシャがそんな主張を繰り広げる。その物騒な内容に、完全に絶句する真琴。

「まあ、安全なのはいいとして、肝心の書物がどこにあるのかがよく分からないのが、ちょっと困るかな？」

「何をおっしゃるのです、ハルナ殿。目の前にたくさんあるではないですか」

「目の前にたくさんって、まさか……？」

「ええ。これだけ広く種類も豊富ならば、よりどりみどりですね。どれがどんな書物なのか、ぱっと見てまったく分からないのがネックではありますが」

　春菜の疑問にも、自信満々で答えるサーシャ。

　彼女の言葉から、この後の作業の多難さを理解し、

「あ～、太陽が西から昇ってらあ」

「そもそも、書庫の中だってのに太陽があるあたり、芸が細かいわねえ」

　現実逃避するように周囲の、それもあまり意味のない要素を観察する達也と真琴。

「達たつ兄にい、真琴姉。諦めて現実直視」

「せやで、兄貴、真琴さん。本の内容の確認作業も作物の収穫作業も、面倒くささのレベルはそないに変わらんやん」

　このままだと話が進まないと見て、宏と澪が年長者二人を現実に引き戻す。

　何を隠そう、実は彼らが足を踏み入れたフロアには、見渡す限りに見事な田園風景が広がっていた。よく見ると、農家が何軒かあって、幾人かの農民がキャベツっぽい野菜の収穫作業を行っている。蝶ちょうがひらひらと舞い、トンボが川面を飛んでいるあたり、実に芸が細かい。

「そんで、あの蝶とかトンボが襲ってくるっちゅうことはあるんかいな？」

「恐らく、現時点では見た目どおりでしょう」

「ほな、あの農家の人らがやばそうやな。ちょっと挨拶してくるか」

　あっという間に状況に馴な染じみ、すべきことをてきぱきと決めていく宏。神の農園スキルを持つ彼にとって、農作業とは数あるホームの一つにすぎないのである。

「ちょっちすんません」

「ん？　なんだべ？」

「ここの作物ん中に探しもんがあるんですけど、それ探すために農作業手伝わせてもらうてえですか？」

「探しもん？　なんだべ？」

「本が一冊、作物に化けおったらしいんですわ。これがまた上手い化け方しとるみたいで、収穫してみんと作物なんか本なんかが分からんらしくて」

「……よく分からねえだが、別に収穫したもんさ全部持っていくってわけでねえんだらば、好きにすればええだ」

　唐突に声をかけてきた宏を胡散臭そうな目で見ながら、特に困ることもないかと許可を出す農夫。

「どうもありがとうございます。ほな、収穫した分で目的のもん以外は、全部こっちに持ってきますんで」

「別に気にすることはねえだ。どうせここの作物は、収穫してもすぐ実るだでな」

「そらすごい。せやけど、いくらなんでも取り放題で取ってそのまま持ってくんは、泥棒と変わりませんやん」

「泥棒なら、わざわざおら達に断ったりはしねえだよ」

　などと、妙に馴染んだ感じで話を進めていく宏と農夫。そのまま友好的な空気を崩すことなく、農作業を始める許可をもぎ取る。

　因ちなみに、ここの作物は収穫した端からすぐに実るため、少々ネコババされてもダメージはない。

「とりあえず許可貰もろうたから、端の方から収穫やな」

「うん、頑張ろう」

　首尾よく許可を取ってきた宏の宣言を受け、一斉に農作業を始める。その時、

「……じー……」

　田園風景に存在するには明らかに浮いた格好をした女の子が唐突に出現し、宏を真正面から凝視し始める。

「えっと、何か用かいな？」

「……じー……」

「いや、凝視されても困るんやけど……」

「……じー……」

「何なんよ、もう……」

　どう声をかけても擬音を口にするだけでこれといった反応を見せない少女に、思わずがっくりしながら手を止める宏。正直、真正面に立たれると収穫作業どころではない。

「どうしました、ヒロシ殿？」

「いや、この子がな……」

「……ヒロシ殿、大丈夫ですか？」

　茫ぼう然ぜんと立ちすくんでいた宏の様子を見に来たサーシャが、彼の目の前に立つ少女を見て表情を変える。

「大丈夫って、なんかあるん？」

「その方はこのエリアの守護者ですので……」

「はあ？」

　どうやら、初しょっ端ぱなから別の意味での当たりも引いたらしい。

　その事実に、全員揃って動きが止まるアズマ工房一行であった。






ローレン編　第一四話






「……また、面倒なことになっているのです」

「とりあえず、ハニーが戻ってきたら伝えておいて。念のため、書面も用意しておいた」

「分かったのです」

　宏ひろし達が禁書庫に入ったのと同じ時間帯。ウルスの工房で仕事をしていたノーラ達のもとへ、レイニーがローレンでの一大事を伝えに来ていた。

「あと、殿下から連絡。三日ほど、ルーフェウスには出ないように」

「言われなくても分かっているのです。迂う闊かつにローレンの偉い人に捕まって、ノーラ達の発言が工房の発言扱いされたらたまったものではないのです」

「アタシ達は単なる職人だから、政治に巻き込むなら責任者だけにしてほしいよ、まったく」

「単なる感想ですら政治利用されかねないなんて、私達どこで道を踏み外したのかな……？」

　レイニーから告げられたレイオットの言葉に、三者三様のぼやきを返す。

「何にしても、まだしばらくは講義も休みなんだよね？」

「ハニーの講義の影響もあるけど、そもそも学院全体が夏季休暇に入ってる」

　どことなく残念そうなファムに対して、レイニーが伝える。長期休暇というものに縁がなかったファム達は、普通にその事実を忘れていたようだ。

「それにしても、昨日のパーティでの様子は確かにおかしかったのですが、そこまで思いつめていたとは誤算だったのです」

「私も気にはなってた。だから今日すぐにいろいろやるつもりだったけど、相手の方が行動が早かった」

「……これだから、追い詰められた人間は厄介なのです……」

　ノーラのぼやきに、あまり表情を動かさずに深々と頷うなずいて同意するレイニー。

　何も間違った判断はしていないのに、命令無視した連中のやらかしたことまで責任を背負わされ続け、挙句に先代の頃からすでに進んでいた問題の、誰が指示を出していても防げなかったであろう被害についてまで全面的に追及されれば、自や棄けも起こそうものである。

[image: ]

　もっとも、ドルテ島の事件に関しては国王が責任をとるのは自然な流れではある。場当たり的な対処を許してしまったことに対してか、情報の分析評価を誤って被害を大きくしてしまったことかという違いはあれど、宏達を早期に動かせなかった時点で、被害の拡大は確定していたのだから。

　責任を取らされる、といっても、九割がたは先代以前の責任もしくは不可抗力なので、本来ならそこまで致命的なことにはならないはずだった。そこに、それまで奸かん臣しんどもが好き放題やってきたことを誰も止められなかったツケが回り、もはや本来なら現王を処刑する以外の選択肢がない状況になっていることが現状の厄介な点である。

　春はる菜な達が例のごとく寄り道を重ねて邪神教団をあぶり出していなければ、今頃すでに王は独善による独裁の罪で処刑されていたであろう。

　現王の処刑が確定した時点でどの公王家も継承権を放棄する予定だったとのことなので、新たな公王選が成立しないだろうという点は今と同じである。が、現状と違って王位が完全に空位となってしまい、国が大混乱に陥って周辺諸国までさまざまな被害が及んでいたであろうことは、想像に難くない。

　現在、新たな法制局長が現王に対するありとあらゆる罪の認定と責任の追及を止めているから、即大混乱につながることはないが、それでも一歩間違えればローレンという国は滅ぶ。いかにローレンが知の国といったところで、普通選挙による民主主義に一足飛びで移行するにはまだまだ国民の意識が低いし、世界全体も民主主義という概念に理解がない。

「正直、大おお事ごとにならなければいいんだけど……」

　現状が割と世界中の国の政治システムにダメージを与えかねないことを理解し、渋い顔でテレスがぼやく。そのテレスに対して、レイニーが容赦なく追い打ちをかける。

「今の時点で、どっちに転んでも大おお事ごと。最低でもローレン内部で粛清の嵐が吹き荒れるのは確定」

「血なまぐさいのは勘弁してほしい……」

「恐らくほぼ確実に、王さまの処刑は却下される。ただ、王制の維持と次の候補が育つまで現王さまが在位してくれるかは微妙なライン。少なくとも、公王制自体はいろいろ変わらざるを得ないと思う」

「私達は、少しでも穏便に決着してくれることを祈るしかないか……」

「その願いがかなうように、私も陛下も殿下も、できる限りのことはする。でも、情勢はとても微妙」

　真剣なテレスの言葉に、レイニーが正直にそう告げる。テレスの本気の願い、それは今回の事態を知り、影響を受けることが確定しつつも何もできない人間全員の本音であろう。

「とりあえず、今の時点で私から話せる話はこんなところ。これからいろいろ調査してくるから、内容のうちそっちに関係しそうなことは随時報告に来る」

「分かったのです。こっちは巻き込まれないように、しばらく総出でクレストケイブの鉱山に掘りにでも行ってくるのです」

「ん。了解。殿下にはそう連絡しておく」

　ノーラが告げた予定に、小さく頷くレイニー。とりあえず、工房職員が巻き込まれる可能性は、ある程度回避できたのであった。




　　　　☆




「……飴あめちゃん食うか？」

　じー、っという擬音を口に出して言いながら、自分を凝視してくる少女。守護者だとサーシャが告げた彼女の存在に困った宏が、とりあえず子供といえば飴ちゃん、という思いつきでポシェットから飴玉を取り出す。

「……飴ちゃん？」

「こいつや。とりあえず、今引っ張り出したんはミカン味とイチゴ味やな」

「……どんなもの？」

「砂糖とか果汁とかその他もろもろ煮詰めて固めたお菓子、っちゅうところやな。包み剝はいだら中身がこんな感じで、口ん中に放りこんで、なくなるまで舐なめるんよ」

「……飴玉？」

「せやで。っちゅうか、知ってるやん。赤いのがイチゴでオレンジのがミカンやけど、どっちにする？」

　宏に問われて、とりあえず赤いほうに手を伸ばす守護者。それを見て、残ったほうを口に入れる宏。

「師匠、折角だからボクらも貰もらっていい？」

「好きに食うたらええやん」

　あからさまに乙女心を理解していない発言をする宏に対し、微妙にがっかりしながら自分で飴玉を選び始める澪みお。そんな澪の様子を不思議そうに見守りながら、飴玉を舐め始める守護者。

「甘い」

「まあ、飴ちゃんやからな」

「思ったより複雑な味」

「単純に甘いだけっちゅうのんもあるで」

「味覚を使ったの初めてだから、この気持ちや感覚を表現できない」

「もの食うたん、初めてなんや？」

　宏の問いかけに、真顔で守護者が頷く。聞くところによると二千年を超えるという大図書館の歴史を考えると、何かしら食べる機会がありそうなものだが、どうもそうでもないようだ。

「禁書庫に来る人間、年に三組程度。そのうちこのエリアに来る人間、一割前後。こちらと接触する人間、その中でも一握り。こちらの人格が非戦闘的な確率は約三割。結果として、そもそも交渉が成立する条件で接触できる機会は、百年に一度あるかないか」

「なるほどなあ。けど、交渉前提で接触できた連中から、なんぞ食わせてもろうたことはないん？」

「人間、食料そんなに余裕ない。人間、禁書庫にいる存在は生き物じゃないことを知っている。結果、食料品を差し出した者は今まで一人もいない」

「典型的な学者馬鹿が揃そろっとったわけか」

「返す言葉もございません」

　宏のコメントに、苦笑が漏れるサーシャ。

　現実問題として持ち込める食料には限りがあるわけで、相手が食べなくとも問題ないと分かっているのならば、禁書庫の探索者としては少しでも食料を温存したいと考えるのは当然だろう。

「で、これまでに交渉成立した件数は？」

「このエリアだと、二千年の間に三人。ただし、うち二人は他のエリアで失踪、一人もこのエリアに来たのは交渉成立後五回程度」

「なるほどなあ。折角交渉に成功したんやから、ここの本全部研究したらよかったのに」

「残念ながら、失踪した二人の求めている資料や書物はここには少なかった。失踪しなかった人間も、その五回で必要な資料や情報は全部回収できたらしい」

「ほんで、用がすんだら二度と顔出さん、か。理解はできるんやけど、その薄情さは学者やなあ」

　などと言いながら、調理器具を取り出し始める宏。それを怪け訝げんな顔で見る守護者。その様子は澪やレイニーよりはるかに表情豊かであり、守護者という名前や与えられている役割を考えると、かなり意外な印象を受ける。

「とりあえず、火ぃ使ってええ？」

「かまわない」

「ほな、伝家の宝刀、カレーパンからいこか」

　どうやら、これまでの守護者の話から好奇心が湧いたらしい。彼女に食わせるために、ファーレーンの屋台で提供していたカレーパンとアメリカンドッグ、串カツを何種類か揚げ始める。

「あ、私も何か作ろうか？」

「せやな。焼きもん系頼むわ」

「了解」

　料理を始めた宏に何かうずくものがあったらしく、春菜も急きゅう遽きょ参戦する。朝食からそれほど経っていないというのに、あたりに漂う食欲をそそる様々な匂いに、達たつ也やと真ま琴ことが思わずつばを飲み込む。案外、この時間は小腹が空すいてくる時間帯なのかもしれない。

「カレーパン、揚がったで～」

「カレーパンにあわせるような料理って思いつかないから、とりあえずは基本の卵焼きを焼いてみたよ。お肉系はもうちょっとすれば火が通るから、ちょっと待ってね」

　などと言いながら、次々と料理を仕上げていく宏と春菜。瞬く間に、守護者の前に大皿いっぱいの料理が提供される。

「カレーパン、辛い。でもちょっと甘い？　卵焼き、甘い。カレーパンとも飴とも違う甘さ。アメリカンドッグ、外と塗ってある赤いのは甘い。中はしょっぱいのと表現できない味がある」

「くっ、食いたい……。だが、今食うと昼飯が……」

「もういっそ、先に昼を食べてもいいんじゃないかしら……」

「達たつ兄にい、真琴姉、飴でも舐めて我慢する？」

「あ、私もいただいてよろしいですか？　さすがにちょっと、我慢するのが厳しくて……」

　次々と登場する料理に暴走する食欲。それをなだめるために、飴玉を口にする自制心豊かなメンバー。

「本を探しに来たってのに、なんで俺達は旨うまそうな料理を眺めながら飴玉舐めてんだろうな……」

「達兄、守護者と戦うよりはマシ」

「いや、そうなんだがよ……」

　出てくる料理を片っ端から食べながら、感想とも呼べぬ感想を述べ続ける守護者。

　それを見守りながら飴を舐めている自分達に、どうしてもやるせないものを感じてしまう達也。考えてみれば、このレベルのお預けを食らったのは、こちらの世界に飛ばされてから初めてのことだ。

「とりあえず、達也」

「なんだ？」

「気分変えるために、もう一度調べがついてることを説明してくれない？　結局移動中は、予定の確認と打ち合わせで全部つぶれちゃったし」

「ああ、そうだな。じゃあ、まずはほぼ確定してる連中からだな。ヒロと春菜も、料理しながらでいいから聞いておいてくれ」

「了解や」

「うん。説明お願い」

　真琴の提案に乗り、宏と春菜の返事を確認してから、現時点で分かっていることをまとめ直した資料をもとに説明し始める達也。

　達也の説明を要約すると、次のようになる。

　まず、ゲーム『フェアリーテイル・クロニクル』からこちらに飛ばされてきた日本人は、宏達を含めて全部で二十人、グループとしては六組だとのこと。つまり、宏達を除くと過去に十五人ほど飛ばされてきたことになる。

　そのうち、最後がどうなったかほぼ判明しているのが、約千二百年前にファーレーンに出現した三人組と八百年前にローレンに現れた四人組、それから三百年ほど前にマルクトに現れた一人。ファーレーンとマルクトの四人は、紆う余よ曲きょく折せつを経て元の世界に帰還したらしく、逆にローレンの四人はこちらで所帯を持ち、天寿を全うしたらしい。

　気になるのが残りの七人だが、まず、六百年前にマルクトとウォルディスに挟まれた小国・デーゼンに現れた魔法使い系廃人を含む四人組は、戦争とそこから派生した政治的なものに巻き込まれ、その後どうなったかの記録が不自然なまでに途絶えている。せいぜい、いくつかのおとぎ話でそれらしい話がわずかに示唆されている程度だ。

　そこから百年ほど後にデュランセルという国に飛ばされた三人も、ウォルディスがらみの戦争や外交とモンスターの大進攻の矢面に立たされた上に、こちらは逆に不自然なまでに美化されていくつものパターンでの最後が伝えられている。それだけに、経過も含めて正当な判断が難しい。

　最後がよく分からない二つのグループが、どちらもそれぞれの形でウォルディスという国に関わっているあたりがいろいろ考えさせる話である。

　禁書『フェアリーテイル・クロニクル』で確認すべきなのは、デーゼンの四人とデュランセルの三人。調べた感じどうにも謀殺されたか傀かい儡らいとして取り込まれたかして碌ろくな最期を遂げていないであろうこの七人も、アランウェンの口ぶりでは最終的には無事に日本への帰還を果たしているらしいのだが、どういう最期を遂げたかぐらいは確認しておかないと、ダルジャンに質問するには足りない。

　同じぐらいの重要度で、ファーレーンやマルクトの組がどうやって帰還したのか、その内容が記録されていないかも禁書で確認する必要がある。もっとも、こちらについては、達也としてはあまり期待はしていないらしい。

　何しろ、禁書『フェアリーテイル・クロニクル』の成立年代は四百五十年前。それ以降に飛ばされてきているマルクトの一人については間違いなく記載はなく、また、禁書指定された理由もデーゼンとデュランセルの事件について正確に記載しすぎたからだと推測される点から、それ以前の記録はそこまで詳細なものはない可能性が高い。

「というわけで、手間かける割には、いくつかのことに関して答え合わせするだけで終わりそうなんだよな」

「まあ、こっちの神様って基本的に癖が強いから、それやっとかないと話が前に進まないし、しょうがないんじゃない？」

　手間と危険度の割には収穫が少なそうだという事情をすまなそうに語る達也に、真琴が肩をすくめながらそんなフォローをする。その会話を聞くともなしに聞いていた守護者が、唐突に口を挟む。

「これを探してるの？」

　いきなり口を挟んだかと思うと、いつの間にやら一冊の古い本をかざして見せる守護者。その本の表紙には、カタカナで『フェアリーテイル・クロニクル』というタイトルが。

「……いきなり目的のものが出てくるとか、いつものことながらわけの分からんショートカットがひどいよなあ……」

「達兄、見せてもらえるとはまだ決まってない」

「そうなんだけどよ……」

　守護者が満足したら調査開始、などと考えていたところで水をさされた形になった達也のぼやきに、澪が油断するなと釘くぎを刺す。澪の言葉を肯定するように、さらに守護者が言葉を続ける。

「見せるのは構わない。他に必要な資料があれば、エリア内にあるものは全部用意する。ただし、交換条件が一つ」

「何だ？　俺達にできることなら何でもするが？」

「できるかどうかは分からない。少なくとも、記録をたどる限り、この世界には存在していなかった」

「いきなりハードルが高そうだが、ほしいものがあるのか？」

「千二百年前にファーレーンに現れた知られざる大陸からの客人達が、帰還前にやっと食べられると言っていた料理、ラーメンとチャーハン、餃子ぎょうざのセットっていうのを食べてみたい」

　そこまでの会話で持ち上げられるだけ持ち上げられたハードルが、一気に下がるのを感じるアズマ工房一行。できるも何も、こちらに来てからすでに、宏と春菜がこだわり抜いたものを何度も食べている。

「一つ確認。一口にラーメンっていっても、いろいろなバリエーションがあるんだけど、組み合わせの指定とかある？」

「帰還した客人が言っていたのは、とんこつ醬しょう油ゆこってり、麵は太麵、味玉と海の苔りを追加、だった」

「ん、了解。ちょっと待ってね、スープ作るから」

　そんな記録も残っているのか、と微妙に呆あきれつつ、守護者の注文に従ってスープの用意に入る春菜。宏はというと、すでにチャーハンと餃子の準備に入っている。

　なお、とんこつとは言っているが、この世界の豚はラードやとんこつスープを取れない。故に今作られているのは、厳密にはあれこれ代用品を集めて再現しただけの別ものである。

　もっとも、ラーメンの専門家が食べてもとんこつラーメンだとしか思えない程度には、代用品として再現されているのだが。

「師匠、春はる姉ねえ、手伝う？」

「あ、じゃあチャーシューと味玉の準備お願い」

「了解」

　春菜の指示に従い、味玉を作り始める澪。もはや場の空気は、場末の中華料理屋である。

「これだけいろいろ匂い漂わせてるのに、あっちの農夫の人達は無反応なのねえ」

「あれは単なるトラップ解除用の仕掛け」

「あ～、つまり、宏がやったみたいに交渉して許可を取るだけの相手ってこと？」

「それで正解」

　なかなかに世知辛い話を聞き、やはりここは見た目どおりではないのだと思い知る真琴。ラーメンのスープや餃子の焼ける匂いがいろいろな意味でたまらないが、ここはぐっと我慢の子、と、確認せずにランダムで飴玉を取り出し、緑色だったそれを口の中に入れる。
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　口に入れた瞬間に口の中を襲った辛さに、声にならない悲鳴を上げる真琴。飴玉とは思えぬ味が、油断していた真琴をとことんまでいじめ抜く。

「一体何味を食ったんだよ……」

「わ、ワサビ味……」

　達也に問いかけに、思わず飴玉を吐き出しながらかすれた声で真琴が答える。おろしたての新鮮なワサビを口いっぱいに突っ込まれたような辛さが、しつこくしつこく真琴をいたぶる。

「真琴姉、それ罰ゲーム用」

「罰ゲームってレベルの辛さじゃなかったわよ……」

「つうか、よく辛さ維持したまま飴玉にできたな」

「そこは職人芸」

　達也と真琴の突っ込みに対し、味玉の味を調整しながらやたらえらそうに胸を張って技術の無駄遣いを誇ってみせる澪。

「餃子とチャーハンお待ち！」

「味玉完成」

「もうちょっと待ってね。そろそろ茹ゆで上がるから」

　真琴が涙目になりながら口直しをしているうちに、次々と料理が完成していく。

　春菜が流れるような動作で茹で上がった麵の湯きりを済ませてスープに投入し、あっという間にトッピングを並べ終えると、そこにはどこに出しても恥ずかしくないがっつり系ラーメンセットが存在していた。

「一応お箸をつけてるけど、使えそう？　無理ならスプーンとフォークでも大丈夫だから」

「過去の資料で使い方は確認した。チャレンジする」

　そう言って、意外と器用に餃子をつまんでタレにつける守護者。

　この世界ではマイナーな一部の国でしか使われていない食器だが、どうやら、過去の日本人達も箸ぐらいは似たようなものを自作していたとのこと。飛ばされた地域では定着こそしなかったが、使っていた記録が残っているらしい。とはいえ、さすがにチャーハンを箸で食べるのは難しいらしく、添えられたスプーンを使っているが。

　なお、レンゲではなくスプーンを添えたのは、比較した場合にスプーンの方がすくいやすいのと、食事そのもが初めてであることを踏まえて春菜が配慮したのだ。もしかしたら、ラーメンを食べるのにも必要かもしれない、と考えたのも理由のひとつである。

「この細長いのは、どうやって食べる？」

「うちの故郷だと、基本的にすすって食べるんだ。人によっては、音を立てないように注意して、すすりこまないようにすることもあるけど」

「了解」

　春菜の説明を受け、特に気にすることなくラーメンをすする。最初の一口でラーメンを食べるのはスピード勝負だと悟ったか、音こそさほど立てないように注意してはいるが、その食べる速さは驚異の一言である。

　料理の提供から十五分。量の加減を一切せず、全て一人前として作ったラーメンセットは、あっという間に守護者の体の中に消えた。

「一言で表現できない味。でも、客人達が帰ったら絶対食べるって何度も言ってた理由は、理解した。これなら、食べたくなる」

「そっか」

　カレーと並ぶ日本の国民食は、どうやら守護者を大いに満足させたらしい。これが初めての食事なのだから、ある種の刷り込みがあったのは間違いないが、それを差し引いてもなかなかの攻撃力である。

「あの……」

「好き好きだと思うぞ。日本人とは結構好みの基準が違うから、ローレン人の味覚に合うかどうかは自信が持てん」

「そうですか」

「まあ、なんだったらあとで作ってもらえばいいんじゃないか？　正直、俺達は辛抱たまらんから、問題ないなら弁当の代わりに用意してもらうつもりだしな」

「問題ないのであれば、ご相伴にあずかりたいと思います」

　サーシャの食欲と好奇心、双方からの要請を聞き、達也が春菜に視線を向ける。

　そんな達也の視線を受けて、春菜が頷く。これで、昼飯はラーメンセットに決定である。

「約束どおり、このエリアはあなた達に全面開放する」

「いやいやいや、ちょい待ち。約束しとったん、禁書の閲覧だけやん」

「食べる前に、必要な資料は全部用意すると言った」

「あれ、そういう意味やったんや……」

　いきなり話を大きくした守護者に、非常に情けない面つらをする宏。いつものパターンとはいえ、毎度毎度料理でこういう存在をたらしこむのはマンネリ化が過ぎないかと、自分でも突っ込みを入れたくなる。

「とりあえず、写本を用意したから持っていっていい」

「早いな、おい」

「それが守護者の能力で役割」

「今までの特別書庫での苦労を考えると、泣けてくるほど便利だな、本気で」

　守護者から渡された写本に、なんとなく釈然としないものを感じてしまう達也。彼女の能力があれば、特別書庫の中をさらうのに一カ月近くかかるなどあり得なかっただろう。

「注意事項。写本は所しょ詮せん写本だから、オリジナルが持ってる特殊な能力は失われる」

「ここに収められてる本は、大半がそのほうがいいんじゃないかな？」

「否定はしない。実際、ほとんどは下手に外に置いておけないから、ここに収蔵されてる」

　春菜の感想を肯定し、さらに物騒なことを言う守護者。基本的に禁書とはそういうものではあるが、そうと分かっていてもげんなりする話ではある。

「あと、あなた達がここに来た目的はその本だけど、本当にあなた達が必要としている本、あなた達を必要としている本は、このエリアにはほとんどない」

「……それって、どういうことよ？」

「そのままの意味。必要なら、一番集中しているエリアに転送するけど、どうする？」

　理解はできるが納得はできないことを言い出した守護者に、険しい顔をする真琴。厄介事のにおいを嗅ぎつけて態度を硬化させた真琴を意に介さず、そんな提案をしてくる守護者。その提案に、割と真剣な様子で相談を始める一同。

「どうするよ？」

「気になるけど、判断には困るかな？」

「達兄、春姉。タイムリミットは今日含めて一週間」

「分かってるよ。だから判断に困るかなって」

　タイムリミットの一週間を考え、悩ましい表情をする達也と春菜。恐らく、どちらを選んでも後悔する。それゆえに、簡単に結論は出せそうにない。今日はまだ昼飯時にもなっていないが、それでも一日の半分近くは過ぎている。

「あたしは正直、あんまり気が進まないわね。宏は？」

「保留、っちゅう感じやな。行くにしても、ライムの誕生日終わってからでもええんちゃう？　っちゅう気もせんでもないし」

「確かにそうよね」

　宏と真琴の会話に、さらに頭を悩ませる達也と春菜。その様子に口を挟まないあたり、どうやら澪は宏と同じく保留らしい。

「そういえば、このエリアには、私達が本当に必要としてる本とかはほとんどない、って言ってたよね？」

　大体の意見が出揃ったところで、はたと春菜が気づく。その言葉を自身への問いかけと判断したらしく、黙っていた守護者が口を開く。

「このエリアには、あなた達が本当に必要としている本も、あなた達を本当に必要としている本もほとんどない」

「ほとんどない、ってことは、少しはあるの？」

「ある。そのうちの一冊が禁書『フェアリーテイル・クロニクル』で、それ以外に三冊ある」

「だったら、その三冊を確認してからの判断でいいんじゃない？」

　守護者から回答を得て、春菜が他のメンバーにそう提案する。

　特に異議を唱える理由のない春菜の提案は、満場一致で受け入れられた。

「じゃあ、その三冊を見せて」

「了解。今回は写本じゃなくて原本を用意する」
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　守護者の行動に、思わず濁った声で間抜けな悲鳴を上げる春菜。その後、守護者が用意した本によるスキルや知識の強制習得により、一時間ほど意識を飛ばされる一同と、巻き添えを食らって使う当てのない余計なスキルを覚える羽目になるサーシャであった。




　　　　☆




　宏達が意識を飛ばされている頃、法制局はハチの巣をつついたような騒ぎに陥っていた。

「アレクセイ陛下の就任当初からの資料はこれで終わりか？」

「こちらの部屋にもありました！」

「就任から二年は元老院と長老会議が睨にらみを利かせていたはずだよな？　なのに、なぜこんなに件数があるんだ？」

「その文句は我々でなく、前任者達に言ってください！」

　とにかくまずは現在国王に下されている判決を全部凍結、再検証するところから、と資料を確認していた法制局の局員達が、あまりに非常識な分量に悲鳴を上げながらも恐ろしい速度で案件を〝疑義あり〟と〝不当判決〟に振り分けていく。

　王の首など関係なく司法を正常化したい一派と、最後の良心として踏みとどまろうとしていた王をどうにかして救いたい一派。かつての法制局で冷や飯を食わされていた二つの派閥が手を組み、大急ぎで作業を進めているものの、まともな解釈で下された判決自体が存在していないも同然。正直、一いっ旦たん全てご破算にしたほうが早いのではないか、という体たらくだ。

　これで王を処刑するなど、自分達は法をまともに運用する気がないと言っているも同然である。

　邪神教団による司法の汚染が表に出なければ、司法局の良識派がそれを正す機会すら得られず、しかもこの期に及んでなお、王が絶対悪であることにしようとしている連中がゴロゴロいるのだ。

　ここまで情報が表になれば、恐らく子供でも国王の行動の意味は分かる。

「まったく、一部の阿あ呆ほうどものせいで、自分達が選んだ国王に見限られることになるとはな……」

「まだ陛下はご存命だ。首の皮一枚でつながっているうちに、阿呆どもを徹底的に駆除するぞ!!」

「言われなくても分かっている。では判決を出した連中を全て正しく罰するところからだな」

「その前に、合法的かつ合理的に出された命令を無視して被害を出した連中の処罰からだ。時間がないから、まずは裁判で争う必要すらない案件でさっさと拘束するぞ！」

　新生法制局の局員達が、殺気だった表情で叫ぶ。実際、冗談抜きで時間がない。

　単に解雇されただけの前任者達が法に則って余計な真似をしようとしている上、国王が最後まで無力だった自身をも見限っている。

　タイムリミットは宰相とルーフェウス学院の学院長が国王を抑えきれなくなるか、国王に罪を擦なすり付けた反逆者達が行動を開始するかのどちらか。最低でも今日中に、主だった元法務局の連中を犯罪者として逮捕しておかねば、それこそ宰相や学院長でも止められなくなる。

「諜ちょう報ほう部の連中はどうする？」

「臨時の後釜ができて軍部の解任申請が通ったら、個別に処刑だな。新しい王が気に食わないだけで他国の諜報員を素通しにするような売国奴は、弁護しようもない」

「それまで大人しくしていればいいんだがな」

「それについては正直遺憾だが、すでに臨時の後釜にファーレーンとダールの手を借りることで合意できている。今回の騒ぎ、どこの国でも他ひ人と事ごとじゃないからな。特に法体系が近いファーレーンと、最近ようやく王家が抑えとしての力を取り戻したダールにとっちゃ、ローレンに貸しを作る作らない以前の問題だ」

　手早く資料を確認し、必要な書類を作り上げながら方針と情報の共有を行う局員達。いくら長老会議の長老達や学院長がそばについて見張っているとはいえ、誰にも悟らせずに公王制とローレン王家の解体準備を完遂させてしまった男だ。油断はできない。

「おい、喜べ。新しい仕事だ」

「本当に喜ばしい仕事なんだろうな？」

「前法制局および裁判官の反乱容疑が確定した。どうやら、合法的に王制を解体したかったらしい」

「……民主派、とかいう連中か？」

「ああ。資料を当たり直したら、平の局員以外は一人残らずあの派閥の連中だった。いろいろ証拠が出てきているから、言い逃れは不可能だ」

　新たに部屋に入ってきた局員の言葉に、そうでなくても渋かった顔がさらに渋くなる。

「あの連中の言わんとしていることも、まったく理解できんわけではないが……」

「民衆のことは民衆で決める、なんてことは、民衆にそれだけの知識と覚悟がいる。それなしでそんなシステムを導入すれば、碌なことにはならんぞ」

　証拠となる議事録、その内容を見ながら増えた仕事に苛いら立だつように吐き捨てる局員達。今の状況が頭でっかちで現実を見ていない連中のせいだとなれば、いろいろきつくもなるだろう。

　全てを王や貴族のような為政者だけで決めるのも、確かに問題は多い。そんなことは当の為政者達も分かっている。だが、だからといって、民衆、もしくはそこから選ばれた代表者が全てを決めれば問題が解決する、なんて話はあり得ない。人間なんて生き物は、集団の最小単位である二人組ですら、集団としての意見を完全に統一することはできないのだから。

「そもそもの話、国王陛下から権力を取り上げるまではまだしも、完全に王家を廃止する必要はないはずだ。王家も公王家も、何も政治をするためだけに存続しているわけではないんだぞ？」

「連中の頭には、外交における王家の重要性も血統魔法の継承者としての王家の重要性も存在してないんだろうよ」

「確かに血統魔法などそうそう使う機会があってはいかんが、使う機会がなければ必要ないわけではないのだがなあ……」

　頭でっかちで視野の狭い連中に対して愚痴りながら、どんどん容疑者の拘束を指示する書類を完成させていく局員達。それを片っ端から決裁していく新法制局長。建前上は王が最上級の権力者であるため、本来なら王の命令書ほどの効力はない書類ではあるが、それでも貴族だろうがなんだろうが、とりあえず拘束することを許される程度には強い。

　国王の命令がないがしろにされ、その国王がいつ自害してもおかしくないため政務を任せることができない現状では、むしろ国で一番の効力を持った書類だといえる。

「さて、これをお願いできるかな？」

「承知した」

　犯罪者どもの処分が終わったあとは、継承権放棄の取り消しに関する交渉その他が待っている。その前段階の作業にちんたらやっている暇はない。決裁を済ませた書類の束を、いつの間にか待機していた近衛騎士団の団長に託す。彼も時間が限られていることを理解しているからか、書類を得てすぐに部下に矢継ぎ早に命令を出す。

「これで、最初のタイムリミットまでにやるべき最低限のことは、ほぼ確実にけりがつく。次のタイムリミットは鎮魂式典。それまでにせめて、陛下や宰相閣下が冤えん罪ざいをかけられる心配をせずに政務をこなしていただけるよう、徹底的に環境を改善するぞ！」

　法制局長の言葉に、局員達がぎらついた目で気勢を上げる。現王に対して忠誠心を持っているかどうかなど、すでに関係ない。法と正義に携わる集団として、何日徹夜しようが間違いは正さねばならないのだ。

　今まで理性的でかつ現実的であったがゆえに冷遇されていた集団からなる新たな法制局には、拡大解釈による恣し意い的運用で法を踏みにじった連中を許す気はひとかけらもなかったのであった。
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「学院長、忙しいのではないのか？」

「私の代理ぐらい、フルート教授がいればどうとでもなります」

「宰相、こんなところで油を売っていて、政務が滞らないのか？」

「心配なさらずとも、どうせ今日明日は、とてもまともに政務など行えぬ状況になっています。私がいてもいなくても変わりませぬ」

　ルーフェウス城の貴賓室では、会議終了後から今まで数えるのもばかばかしくなるほどの回数、このやり取りが繰り返されていた。

「今はこの部屋でもてなす必要がある人物は来ていないが、それでもいつ急な来訪者が来るか分からない。王を退き遺族に首を差し出す私が、ここを占拠するのはよろしくないのではないか？」

「このような状況で、貴賓室にておもてなしをさせていただくような方を、この国に招くことなどできません。ですので、事態の収拾がつくまでいくらでも占拠していただいて大丈夫です」

　別の切り口で監視を外そうとするローレン国王に、にべもなく却下を伝える宰相。とにかく、国王を一人にしてはいけない。これは政府全体が共有している意見である。

「いい加減不毛になってきたな」

「陛下が自害するのを諦めれば、このようなやり取りを繰り返す必要はなくなりますが？」

「こうでもせんと、誰も必死にならんだろう？」

「否定はしませんが、もう陛下が命を盾にする必要はございませんでしょう？」

「結果が出るまではいつでも喉を搔かっ切れるように準備しておかねば、そこを見透かされて骨抜きにされかねん」

「……」

　まったくもって反論できない言い分に、沈黙で答えるしかない宰相と学院長。実際のところ、今必死になっている法制局にしても、少しでも国家の被害を抑えるため自分の評価や命をかえりみずに命令書を書き続けた現王に一定の敬意を示してはいても、忠誠を誓うところまでは行っていない。

　最も危機感を持っている法制局ですらそうだ。他の部門は、恐らく国王が自害する気をなくしたと知れば、手ぬるい行動に出る可能性は否定できない。

「それにな。法制局がいかに頑張ったところで、私が命令書を乱発した事実も、命令違反が続発するのを止められなかった事実も覆せん。余程大規模な法改正でもせんかぎり、私が王であり続けるのは難しかろう？」

「それと、ご自身が自害なされることとはまた別問題です。それとも、我が国がファーレーンやダール、フォーレなどの領土となってしまってもよろしいのですか？」

「無能なお飾りに形だけの統治を続けられるぐらいなら、そのほうが余程いいのではないか？　少なくとも、ファーレーンもダールもフォーレも、そんな妙な統治はせんよ。それに、どの国の後継者も、私と違って有能な御仁ばかりだ」

「陛下！」

　徹底して自身の価値を貶おとしめ続ける王に、いい加減頭にきた宰相が怒鳴りつける。もはやここまでくれば、駄々っ子と変わらない。

「あなたは、自身を慕って支持してくれる民を見捨てるのですか!?　あなたの命を救うために、身を削って働いている者達の努力を踏みにじるおつもりですか!?」

「私がそれを考えないとでも思ったか!?　こんな王でも慕ってくれる民の存在に、私がどれほど申しわけなく思ったか！　自身の無力がどれほど情けなかったか！　国に害なす国賊をそれと分かっていて何一つ手出しできぬ最高権力者が、どれほどみじめか！」

「ですから、あなたは捨て身で国を正そうとなさったではありませんか！　あなたがただの無能なお飾りだと思われていたら、たとえ王家の存続の危機が関わっていても、誰もこれほどまで必死になりはしません！」

「国家を存亡の危機に追い込まねば国賊一人処刑できぬ王が、いつまでも権力を握っていては示しがつかんだろうが！　現行の制度では、私が死なぬ限りあと三年はこの無能な王が国のかじ取りをせねばならんのだぞ!?」

「今度こそ、今度こそ我々があなたを支えます！　たとえこの身が横暴な権力者とのそしりを受けようと、二度とあのような愚か者どもを自由になどさせません！　今更言えることではないことは重々承知です！　ですが、この老いぼれを、そしてご自身をもう少し信じてくださいませ!!」

　宰相の後悔と決意が詰まった本気の言葉。それがついに叫びとなってほとばしる。

　宰相は、否、政府の中枢にいるまともな貴族達は皆、心の底から後悔していた。若く名ばかりの権力者でしかない現王に、我が身かわいさのあまり全ての責任を押し付けていたことを。己にできることなどいくらでもあったというのに、命令書を無視されてしまえばまったく打つ手のない若き王を手伝おうともせず、根回しの協力すらせずに見下していたことを。

　本音を言えば、王が望むのであれば、王家が国家の象徴として一切の権力と責任を持たぬ制度に移行することにも否はない。これまで散々彼に甘えてきたのだ。ここから先は自分達が全ての責任を背負い、常に民からの審判にさらされる制度に作り替えること自体は、一切反対しない。

　だが、そのためにローレン王という身分を完全になくしてしまうのも、その犠牲者としてこの若き王を死なせるのも、絶対に受け入れることはできない。

　そのためなら、改めてどんな汚名でも背負おう。そこまでの覚悟を気迫とともに吐き出し、ぐったりと椅子に腰を下ろす宰相。そこへ、

「お客様～」

「重要人物～」

　空気を読まずに、もしくは空気を読んだ上であえて無視して、オクトガルが乱入してくる。

「あまり勝手に進入されると、いろんな意味で困るのだが……」

「大丈夫～、大丈夫～」

「ファーレーン常連～、ファーレーン常連～」

「ダールもフォーレもフリーパス～」

　唐突に現れた謎生物にとりあえず形だけ苦情を言った国王に、答えになってない答えを返しながら空中をふよふよ動き回るオクトガル。

「ふむ。確か、諸君らはアランウェン様の眷けん族ぞくだったか」

「Ｙｅｓ、Ｙｅｓ、Ｙｅｓ、Ｙｅｓ、Ｙｅｓ」

「ならば、人の身に過ぎぬ我々に止めることなどできんか」

「大丈夫～、大丈夫～」

　いまいち嚙かみ合っていない会話をする国王とオクトガルに、啞あ然ぜんとする宰相と少しばかりほっとする学院長。オクトガルがいる間は、さすがに王がおかしな気を起こすことはないだろう。

「それで、客人とは？」

「ちょっと待って～」

「エルちゃんカモ～ン」

「なっ!?」

　話を本筋に戻した途端、オクトガルが誰かを転移させる。そこに現れた人物に、国王以外が絶句した。

「少々はしたない格好で申しわけありません。お邪魔いたします」

「ふむ、ファーレーン王も、思い切った手を打つ」

「皆様がお困りだったご様子でしたので、勝手ながら首を突っ込ませていただくことになりました」

「そうか。こんな状況で申しわけないが、我が国はあなたを歓迎しよう、エアリス王女殿下」

　ローレン崩壊の危機に、ある意味で最終兵器が投入されたのであった。
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　一方その頃。

「やっぱとんこつラーメンはこってりしてるのがいいな」

「達也さん、とんこつが好きだって言ってたなあ、って思って、ちょっと濃い目にしてみたの。真琴さんが好きなタンメンと澪ちゃんの好きな塩は今回見送りになっちゃってごめんね」

「別にとんこつが嫌いなわけじゃないから、問題ない」

「今日は醬油とんこつの気分だから気にしなくていいわよ」

　ようやく意識を取り戻した宏達は、用意してきた弁当を夕食に回し、ラーメンセットを堪能していた。

「サーシャさん、どうかな？」

「少々しつこいのが気になりますが、好き好きでしょうね。もっとあっさりした味のものがあれば、このラーメンという料理は十分に受け入れられるかと思います。餃子もにんにくを減らしてつけダレを工夫すれば、といったところでしょう。チャーハンは普通に大丈夫そうです」

「そっか」

　女性向けに餃子以外を半分の量にしたラーメンセット。それを美お味いしそうに食べるサーシャ。そろそろ春菜も、ローレン人が好む味の傾向に確信が持てるようになってきた。

「それにしても、平和やなあ」

「禁書庫で、こんなに落ち着いてご飯食べられるとは思わなかったよね」

　知らないということは恐ろしい。外部から隔離された一行は、隔離されているがゆえにローレンを吹き飛ばしかねない事件のことなど知るはずもなく、ひたすらのんきに食事を堪能するのであった。








ローレン編　第一五話






　ローレン冒険者協会・ルーフェウス支部は、いまだに嵐の真っただ中にいた。

「それで、国王陛下を追い詰めた責任、誰が取るのだ？」

「そもそも、何をもって責任を取ったことにする？　単に誰かの首を切って終わり、で済む話ではないぞ？」

　とりあえず大本の問題となる、国王の名をかたって国賓級のチームに依頼を強要した件と、その後の根回しや連絡の不徹底で複数の組織に危機をもたらした件については、現場の受付担当を一年間七割の減俸、うち半年間は無料奉仕を科し、その後給料を三割カットしたうえでしばらく昇給停止、受付の責任者を管理不行き届きで降格するとともに、幹部級も含む渉外担当の何人かを解雇、もしくは数年の減俸で一応表向きの処分を終わらせていた。

　その後、連絡の不備による対策の不徹底で被害を出した騎士団や冒険者チームと、いろいろと強要したにもかかわらず、まだ報酬らしい報酬を払っていないアズマ工房に対する報酬金および賠償をどうするかという会議をしているところに、今回の国王陛下の暴挙である。会議が紛糾するのも無理はない。

　国王陛下の暴挙に関しては全ての原因が冒険者協会だというわけではなく、また、なくなると困る組織ゆえに解体まではいかないのだが、かといって、このままの体制で許されるかと言われると、子供ですらそんなわけはないと答えるであろう。最低でもなにがしかの改革は必要である。

「まず、大前提の共有からいこうか」

「大前提？」

「最低でも、誰の目から見ても確実に分かる形で組織を改革せねばならん。かといって、人員全てを入れ替えるような真似は不可能だ。ノウハウのない人間だけで組織を運営しても、周囲にとことん迷惑をかけた上で破綻するだけだ」

「だが、我々が居残っていては、責任を回避しようとしていると見られ、組織の信頼自体が大きく揺らごう？」

「さっきも言ったように、全員辞めてはいろいろと問題が生じる。故に、我らのうち半分が辞め、残りの半分は五年だけ時間をもらって内部の改革と運営の引き継ぎを行う、といったところか。残る人間は当然無給で、辞める辞めないにかかわらず何らかの形で、ある程度の財産を国か冒険者協会に供出して、な」

　理事の一人の意見に、難しい顔で頷うなずく他の理事。

　ここで全員が辞めるのは簡単で、アピールとしては効果的だ。だが、それでは何の解決にもならない。なので、半数が辞任、半数が改革のために無休で組織に残ることにしたのだ。

「では、誰が残って誰が辞める、というのは後回しにして、どういう形で改革をするか、それを決めるぞ」

「まずは、今回の件の問題点を抽出するところからだな。何がまずいかを理解せんことには、実効性のある改革などできん」

「そうだな。とはいえ、大本の問題ははっきりしている。情けないことに、冒険者協会と名乗りながら、まったく危機管理ができていなかった。この一点に尽きる」

「ああ。三級の冒険者が消息を絶っただけで、あそこまで機能不全を起こすのはいただけん。我がことながら、平和ボケにもほどがある……」

「経験の浅い下っ端がある程度パニックを起こすのは仕方がないにしても、我々まで動揺してやるべきことを見失ったのは、情けないだの恥だのでは済まん。この教訓を活かせなければ、被害にあった人達に申しわけが立たんぞ」

　真剣な表情で、真面目に自分達の情けなさと向き合う理事達。

「最初にするべきことは、今回の状況で少しでも冷静に行動できた人間を抽出し、各部門にそれぞれ配置した上で昇進させること。逆に、責任者なのに見苦しくパニックを起こした者は全員降格、場合によっては解雇も検討だな」

「人事が終わったら、今回の教訓をもとに再教育だ。自身を顧みても正直、百年以上にわたって染みついた平和ボケがそう簡単に払ふっ拭しょくできるとは思えんが、それでもやらねば、いろんな意味で浮かばれん」

「あとは、責任を取って辞める者が、外部の人間として組織間の横のつながりを強化するために走り回る必要があるな。今回の件は、横のつながりの薄さによる連絡の不備も被害を拡大している」

「当面のすべきことは、そんなところだな。それで、誰が保身に走った俗物の汚名をかぶって組織に残り、その改革を実行するか、だが……」

「そうだな。汚名なんぞ今更の話ではあるが、立候補でも推薦でもいろいろ角が立つ。ここは、くじ引きで公平に決めよう」

　反省点から導き出したやらなければいけないことを確認し、改革に乗り出す冒険者協会の理事達。冒険者協会なのに極端に平和ボケしていたという問題を抱えてはいても、当人達は別段腐っていたわけではなかったのであった。




　　　　☆




「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　結局移動することで意見が一致し、訪れた禁書庫の二つ目のエリア。その最初のフロアである何もないだだっ広い空間に、宏ひろしの悲鳴が響き渡る。その様子を、ちょっと気の強そうな美少女が目を丸くしながら、啞あ然ぜんとした様子で見つめていた。

　移動そのものはメンバー全員で行ったものの、このエリアの、もっと正確に言うとこのフロアの性質により、全員、ばらばらの場所に飛ばされてしまったのだ。そのため、現在ここには宏とこの気の強そうな美少女しかいない。

「えっと、あの～？」

「来るな来んといてごめんなさい来るな来んといてごめんなさい来るな来んといてごめんなさい！」

　声をかけた瞬間、完全にパニックに陥った宏が、常人には視認できないほどの速さで部屋の隅に逃げ込む。

　正直宏がここまでの反応を見せる理由が理解できず、気の強そうな美少女は完全にその場で硬直してしまった。

「……あれ～？」

　今まで遭遇したことがないほどひどい怯おびえぶりを見せる宏を見て、何かを完全に間違えたことを理解する美少女。侵入者を定められた手順で審査するため、いつものように一人ずつ分断し相手の意識をスキャン、油断を誘えそうな姿を選んだはいいが、想定と異なる反応をされてしまって、どう対応していいか分からなくなってしまったのだ。

「これが、好みのタイプで間違ってない、よね？」

　もう一度、宏の意識をスキャンして首をかしげる美少女。今までこの方法で外見を作った場合、高確率で相手から好意的な反応を引き出せた。中には警戒心全開で対応してくる人間もいたが、こんな風に怯えて部屋の端でガタガタ震えながら命乞いをしてきたケースは初めてである。審査手順としてはこのまま爪で致命傷を狙いに行くのだが、どうにもそれをするには雲行きが怪しい。

　今までの侵入者と違い、この外見なら、というほど好みの外見を特定できなかったのは事実だ。実在の人物も含め、いくつか異性として好感度の高い姿はあったが、無理に共通項目を集めてもせいぜい一定ラインより胸があることぐらいしかなく、その共通項目も例外が結構ごろごろしてた。

　そのため、比較的印象に残っている女性の外見を模してみたのだが、これがここまで劇的に間違った方向で効果を示したのは初めての事例だ。あまりにイレギュラーすぎて、少女に与えられた機能や権限では、このまま進めていいかどうか判断がつかない。

「何を失敗したんだろう？」

　空間に投影した鏡と、モデルにした女性を並べて眺め、再び首をかしげる美少女。モデルにした女性はイラストではあるが、仮に現実にいたとしたら、ほぼこういう外見になるだろう。断言してもいい。

　そんなこんなで悩みながら、別の外見にしたほうがいいかとカタログをめくるように宏の好みのタイプを精査していると、部屋の片隅でガタガタ震えていた宏がさらにおかしな行動に出始めた。

「ごめんなさい許してごめんなさい許して……」

　いつの間にか胃袋の中身をぶちまけていた宏が、土気色の顔で自分からそこに頭を突っ込んで土下座していたのだ。

（あ、私終わった……）

　後に彼女は、どういうわけかそれを見た瞬間、はっきりそう確信したと述じゅっ懐かいする。守護者相手に命乞いなど、今までを振り返ってもそう珍しい光景ではなかったというのに、だ。

　慌ててフォローしようと姿を変える前に、隔離していた空間に大きくヒビが入る。その現象をよく理解していた美少女は、自身の終わりを告げるその現象を呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　今回、彼女は非常に運が悪かったといっていい。普段なら深層心理までスキャンできるはずの方法が、今回は表層のちょっとした記憶ぐらいしか見ることができず、その結果、一番致命的な姿を取ってしまったのだから。

「宏君、大丈夫!?」

「ヒロ、生きてるか!?」

　美少女の確信を裏付けるかのように、空間の亀裂から飛び込んでくる春はる菜なと達たつ也や。その様子に気づくことなく、吐しゃ物に顔面を突っ込みながら謝罪を繰り返す宏。

　春菜の視界に宏が入った瞬間、すっとその表情が抜け落ちる。

「えっと、あの、これには事情が……」

「ギルティ」

　己の運命を悟りつつ、どうにか少しでも生存の可能性を確保するために口を開いた美少女に対し、無表情な笑顔としか表現できない表情で、春菜が有罪を言い渡す。まったく目が笑っていないところが、ものすごく怖い。

　やはり聞き入れられなかったか、と思う暇もなく、様々な属性攻撃が美少女をズタズタに切り裂く。春菜の持つ最強の技、エレメンタルダンスだ。しかも、一秒間に五セットという信じられない回数を叩たたき込んでいる。

　最初の衝撃を受けた瞬間、ああやっぱり、という思考が美少女の意識を埋め尽くす。

　意識のスキャンに失敗していたのは宏相手だけではなかった。春菜達も徹底的に神経を逆なでされて怒らされた挙句に相手を粉砕していたのだ。

　その直後に片手がやたら鋭利な鉤かぎ爪づめになっている怪しい女に宏が土下座しているとなると、許してもらえるどころか交渉そのものに入ることすら不可能である。

「成敗」

「……無茶しやがって……」
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　一瞬でズタボロにされた美少女を見ながら、呆あきれたように呟つぶやく達也。

　速すぎて彼の動体視力では何が起こったかは一切分からないが、それゆえに確信できることもある。

「オーバー・アクセラレートを使ったみたいだが、大丈夫なのか？」

「ハイパーリジェネートの回復速度を限界まで上げたから、動いてる間ずっと痛かった以外は問題ないよ？」

　しれっとこれまたとんでもないことを言ってのける春菜に、思わず頭を抱える達也。それは問題ないとは言わない。

　なお、ハイパーリジェネートとは春菜がファーレーンでオーバー・アクセラレートと同時に身につけたエクストラスキルの一つで、傷を受ける前に巻き戻して治療するリターンヒールと対になる魔法である。その名のとおり回復力を限界まで高めた上で時間加速を行い、単細胞生物顔負けの回復速度で傷を癒いやす魔法だ。日頃から怪我人があまり出ず、出たとしても女神の癒しで十分なアズマ工房一行にとっては非常に影が薄い魔法で、実際に使われたのは片手の指で足りる程度だ。

　リターンヒールと違い、熟練度を上げないと後遺症を癒すことはできず、即座の戦闘不能状態の解除も不可能、部位欠損の治療も例外を除き不可能な魔法ではあるが、その代わり持続時間が非常に長い。また、エクストラスキルだけあって、他の持続回復系魔法と比較すると一秒あたりの回復量も桁違いで、春菜ぐらいなら即死さえしなければ常に全快状態になる過剰な回復力を誇る。

　加速方法が特殊で老化現象は一切起こらないのも、エクストラスキルならではであろう。実質、死んでいなければ治療は可能だ。

　オーバー・アクセラレートのノックバックがどれほど重くても即死するわけではないので、体にダメージとして刻み込まれる前に完治するのも当然だろう。

　宏にかければ無敵なのでは？　と考えそうになるが、そもそも宏はこの魔法のお世話になるようなダメージを受けないのが難点なのはここだけの話である。

「てか今、詠唱なしで魔法発動させたよな？　しかも二種類も。いったいどうやったんだ？」

「分かんない。なんとなくできちゃったんだけど……」

「おいおい……」

　どうやら、怒りに任せて無意識に成功させたらしい。この女も宏に劣らないヤバさである。

　実際のところ、そのからくりは割と単純で、最初のエリアの禁書で強制的に身につけさせられた『積層詠唱』という、二つ以上の魔法を同時発動させるスキルが発動しただけだったりする。

　本来、このスキルに無詠唱を実現する力はないのだが、これまでの訓練で体に刻み込まれたエンチャントや錬金術の魔力が無意識に組み合わさることで、咄とっ嗟さに二つの魔法を同時に『ギルティ』の言葉で発動させてしまったのだ。春菜ならではの無駄にハイスペックな芸当である。

「むう、出遅れた」

「てか春菜、ちょっとやりすぎじゃない？」

　話が終わったタイミングで、澪みおと真ま琴ことが声をかける。その後ろでは、サーシャがあまりの惨劇に絶句している。

　実は春菜が『ギルティ』と言ったタイミングで、すでに真琴達三人がこちらの空間に割り込むための亀裂ができていたのだが、春菜と達也の会話が終わりかけていたため、口を挟めるタイミングを待っていたのだ。

「それで、宏はどうしてああなってるの？」

「正確なところは分かんないんだけど、多分、守護者だと思うあの女性の今の姿が、中学時代のクラスメイトにそっくりだったんじゃないかな？」

「あ～……」

　状況から推測できる仮説を立てた春菜に、大いに納得する真琴。

　実際に当時の宏を知っているわけではないが、当事者によく似た女性と顔を合わせれば、確かにあんな状況になっても不思議ではない。

　ただ、腑ふに落ちない点があるとすれば……、

「でも、さっきまであたしも洗礼受けてたし、みんなも受けてたと思うんだけど、今回の推定守護者って、理想のタイプとかの姿に擬態して陥落しにくる感じだったわよね？」

「それがまた、イラっとするんだけどね」

「まあ、あたしも同意するけど、そこはちょっと置いとくとして、少なくとも、相手のトラウマえぐるようなやり方は違うわよね？」

「うん。本質的には変わらないような気もするけど、違うのは違うかな？」

　という点であろう。

「でも、私の時のいろんな意味での精度の荒さを考えると、理想のタイプと誤認したとかその程度の話だとは思うよ？」

「あ～、ありそうね」

「春はる姉ねえ、真琴姉。師匠の場合、多分大丈夫な女性は大半が物理的に被害にあいようがない二次元だろうから、それが三次元になったらたまたまそっくりになった、とかも可能性としては」

「そっちもありそうね」

　達也が宏の世話をしている間に、この守護者がやらかしたであろう内容を推測していく女性陣。本来なら汚物の掃除を含めて全部春菜がやりたいところなのだが、今の宏に女が近づくのはいろんな意味でアウトだ。

「それで、この推定守護者はどうする？」

　春菜に一瞬でボロ雑巾のごとく斬り捨てられ、うわごとのように『ごめんなさいもうしません許して』と繰り返している推定守護者に視線を向け、澪が今後の対応について確認を取る。いつの間にか周囲が普通に図書館と言って差し支えない光景になっているが、それについては誰一人突っ込みを入れない。

「ここまで殴りまくっておいて今更交渉もないでしょうし、さくっと止とどめ刺すのが一番後腐れないのよね」

「でも、オーバー・アクセラレートで加速した状態でのエレメンタルダンスを五回も当てたのに生きてるんだから、止めを刺すのも結構しんどいかも」

「オーバー・アクセラレートに関する突っ込みは達也がしてたから置いとくとして、エレメンタルダンス五回も使って、魔力とかスタミナは大丈夫なの？」

「宏君が作ってくれたレイピアのおかげでコストが四分の一になってるから、問題ないよ。最近は普通の剣で使っても、二発使って割と余裕あるし」

「いつの間に、って、そういやメイキングマスタリー覚えるほど生産スキル鍛えてたものねえ……」

「多分、そういうことだと思う。で、話がそれてるけど……」

　それかけた話を、力技で引き戻す春菜。戻った話題に真琴が考え込み、答えを告げる前に、

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい書物を全部開放するのでこれで許してくださいこれ以上何も出せませんマジこれ限界！」

　完全に心をへし折られた確定守護者（言っている内容で推定から昇格）がパニックで暴走して、全ての書物の無制限使用許可を春菜達に押し付ける。結果……、

「ちょ、いきなりすぎる！　てか、あたし達はそこまで求めてない！」

「てか何？　このものすごい密度の魔力は!?」

「おい、全員腹に力入れて踏ん張れ！　油断したら精神持ってかれるぞ！」

　前のエリアに続いて、強制的に書物の力を授けられ、またも意識を刈り取られるアズマ工房一行であった。




　　　　☆




「どういう状況じゃ？」

「今、エアリスに行ってもらっておる」

「姫ひめ巫み女こ殿か。それなら安心じゃな」

　アズマ工房・和室。緊急事態ということで、いろいろなものを切り上げたダールのミシェイラ女王が、ファーレーン王と直接情報交換しに来ていた。

「それにしても、工房主殿のパーティが終わった翌日に動くとは、直前の会合でローレン王をいじめすぎたかのう……？」

「いや、それは関係あるまい。事件の後始末が終わった段階でと、覚悟を決めていたのだろう。この種の修羅場は、余にもいろいろと覚えがある」

「確かに妾わらわにも覚えはあるが、それにしても難儀なことじゃのう……」

　状況の悪さに、渋い顔をする女王。資料が残っている範囲で、という注釈はつくが、自ら王家の解体と王制の廃止を主導する王、というのは歴史上初のことである。

　王家が滅ぶこと自体はそう珍しくもない。主な原因は、隣国やモンスターとの争いに敗れて国そのものが滅んだり、内乱で自滅したりと様々だが、大概は小国や都市国家での出来事である。

　少なくとも、王家も国王も民からのそれなりの支持率を誇り、これといった失政をしたわけでもなく全員が敵対しているわけでもない大国の王が、ひそかに周りの人間全員の継承権を放棄させた挙句に、自分から首を差し出して完全に王室をなくそうとしたケースは例がない。

　もっとも、それを言い出せば、先の条件を満たしている王が、処刑が免れないほど追い詰められてしまったこと自体が前代未聞ではあるが。

「幸い、まだ騒動が始まったばかりゆえしばらく外への飛び火はなかろうが、それも時間の問題じゃ。我が国はどうにか抑えれぬこともないが、しばらくはミダス連邦をはじめとした小国家群は騒がしいことになりそうじゃ」

「王室解体とローレン王の死を避けることができればその程度で済もうが、それらが避けられなかった場合、騒がしいことになる程度では済まぬであろうな……」

「そうなると、我がダールも無傷ではいかんじゃろうのう。妾が王位を継いだ十年前ほどひどい情勢にはならぬじゃろうが、少なくとも小規模な反乱は続発しそうじゃ。我が王家がダールを束ねていること自体に不満を持っておる氏族は少なくないからの」

「その点、ファーレーンは少しましではあるな。カタリナが生きておった頃ですら、別段王家を廃するだの王権を全て取り上げるだのといった動きはなかった。それに、あの乱で王家の権威を貶おとしめようとする連中はほぼ排除されておるから、ローレンがどう転ぼうと現状では我が国が割れたり荒れたりはせんだろう」

「やはり、枷かせとなる法の問題さえ解決すれば、ファーレーンは強いのう。ほんに羨うらやましいことよ」

　ローレンがこのまま悪いほうに転がった場合の状況を予測し、ため息を漏らす女王。フォーレに至っては、この場に来ていないゴウト王が持つ絶大なカリスマ性と宴会さえできれば細かいことは気にしない国民性のおかげで、周囲がどうであれ国が割れるということはあり得ないのが羨ましい。

「とはいえ、手をこまねいて見ているわけにもいかんからな。状況が急激に悪化した場合に備えて、反乱組織から同盟者であるローレン王を救出するという口実で介入するつもりだ。もっとも、自害されてしまえばどうにもならぬから、そこはエアリス頼みではあるが」

「ならば、妾もその口実で動こうかのう。救出部隊として、腕利きを何人か待機させておくか」

「それがいいだろう。我が国も、ユリウスとエルンストを主力とした部隊を編成、即座に送り込めるようにしている。公おおやけにアズマ工房の転移陣を使うわけにはいかぬから、現在レイオットがローレン政府の協力者と協議して、不審を抱かれぬように少しずつ移動を開始しておるところだ」

「では、妾もそれに便乗させてもらおう。準備のために、これで失礼する。詳細は後でオクトガル便で知らせるので、よろしく頼む」

「ああ」

　いろんな意味で国家の危機とあって、なかなか容赦のない選択を取る王達。まだまだ緊迫した状況は続きそうなのであった。




　　　　☆




　ルーフェウス城の貴賓室は、持久戦の様相を呈していた。

「……何も言わないのか？」

　黙って外交向けの微笑ほほえみを浮かべるだけのエアリスに対し、ついにローレン王が口を開く。

「何をでしょうか？」

「あなたは、私を説得するように頼まれているのだろう？」

「父が私に要請したのは、陛下のお言葉を聞くことだけです。ただの巫女にすぎない私が今回の件で口を挟むのは、いろいろと障さわりがございますし」

　しれっと、この場にいる人間の期待を蹴散らして、無責任なことを言い放つエアリス。冗談抜きで、ローレン王を説得するつもりなど欠片かけらもないようだ。

「では、なぜ黙っておられた？」

「勝手に押しかけた身の上でこういうことを申し上げるのは大変おこがましいとは思うのですが、入室の挨拶はともかく、それ以上は国王陛下からお声をかけていただかぬかぎり、私が話をするのはあまりにも礼を失する行為ではないかと」

「……本心で言っておられるのか？」

「正直に申し上げますと、オクトガルの皆様に協力していただいてこの場に乱入した無作法自体、他に方法がなかったのかと反省しているところです」

　状況的に明らかにどうでもいい礼儀についての主張を、大真面目に展開するエアリス。どうやら本気で言っているらしいと理解したローレン王が、反応に困って沈黙する。

　厄介なことに、エアリスの主張は基本的に正しい。まだどこの国の基準でも成人していない上、聖女という名声の大きさに誤魔化されがちではあるが、彼女は本質的には未婚の女性で、身分的には国王の下に来る。

　そして一般的に、未婚の女性は、身分が下の者か既婚でかつ広く内外に親しいことが知られている相手以外に、自ら声をかけることははしたなく礼儀を知らないとされる風潮がある。無論、例外はいくらでもあるが、今回その例外が適用できるかどうかというと、かなり黒に近いグレーゾーンだろう。

　オクトガルの手によって問答無用でこの部屋に飛び込んできたことも現実にはかなり際どいラインではあるが、そっちは神の眷けん族ぞくであるオクトガルが手を貸した、という理由で正当化できるので実は問題はない。それで問題が正当化できるあたり、いろんな意味で便利な謎生物である。

（やりづらいな……）

　内心で、正直な感想をぼやく国王。そう、エアリスは噓うそも隠し事も一切する気がないのだ。その上で、最初の乱入以外は非常に常識的に対応をしてきている。この非常事態にここまで徹底されると、やりづらいことこの上ない。

「そういえば皆様、お昼はお済みでしょうか？」

　このタイミングで、おもむろに昼食の話を振るエアリス。その唐突さに、部屋の中にいる誰もが反応を決められずに動きを止める。

「実はお恥ずかしながら、急にこちらにお邪魔させていただくことが決まったもので、最低限の身づくろいだけしかできませんでした。ですので、もし差し支えなければ、食事をさせていただけたらと思いまして」

　実に恥ずかしそうに、聞きようによっては非常にずうずうしいことを言ってのけるエアリス。その言葉にあわせるように、彼女のお腹のあたりから可愛らしい音が小さく聞こえる。

　実際、エアリスは非常に空腹である。午前中のお務めでがっつり重労働をこなし、さあ昼食の準備だというタイミングでいきなり父親に頼まれたものだから、大慌てで風呂に入って汗を流し、他国の王の前に出ても問題にならないよう身づくろいをし、食事の暇もなくルーフェウス城に移動する羽目になったのである。当然といえば当然であろう。

　ニコニコとポーカーフェイスを保ってはいたが、その実内心では、国王が口を開く前に自分のお腹が鳴らないかと気が気でなかったのだ。しかも、そこまで空腹であると気がついたのが、椅子を勧められて着席してからなのだから、聖女と呼ばれている割にはいろいろ抜けている。

　この状況でそこを気にするあたり、エアリスもアズマ工房に毒されきっていると言っていいずれっぷりだ。

「こ、これは気がつきませんで……。すぐに何か用意させます」

「あ、いえ。いろいろと慌ただしい状況で皆様のお手を煩わせるのも気が引けます。ですので、重ね重ねの失礼は承知ですが、手持ちのものをこの場でいただいてもよろしいでしょうか？」

　エアリスの申し出に、どうしたものかと困惑する国王と宰相。普通なら、ちゃんともてなすためにもエアリスに失礼な振る舞いをさせないためにも、何か料理を用意するべきだろう。

　だが、最初を除けば一応常識と礼儀に従って行動してきたエアリスが、急に礼を失するような言動を始めた。そこに何か意味がありそうで、迂う闊かつに却下もできない。

「そうですな。厨ちゅう房ぼうに客人のための料理を頼む、となると、どうしても時間がかかります。エアリス様は相当空腹であられるご様子ですので、お待たせするわけにもいきますまい」

「そうだな。気が利かず申しわけない。遠慮なく食べてくれ」

「ありがとうございます」

　許可が出たことにより、外交用の作り笑いではない、素の笑顔を見せるエアリス。どうやら、相当空腹がつらかったらしい。このあたり、まだまだ年相応なのかもしれない。

「私だけいただくのも気が引けますし、皆様がまだお昼を済ませておられないのでしたら、ご一緒にいかがですか？」

　慣れた手つきでどんぶりを取り出し、流れるような動きで元祖鳥ガラのインスタントラーメンと卵をどんぶりに投入しながら、そんなことを聞いてくるエアリス。そのまま、質問に困惑する国王達をきっちりスルーしつつ、どんぶりにお湯を注ぎながら反応を待つ。

[image: ]

　これでもかというぐらい食欲を刺激する鳥ガラスープの匂いが貴賓室を包み込み、自分達も非常に空腹であったことを実感する国王達。三人のうち誰のものとも分からぬ、生唾を飲み込む音がやけに大きく響き渡る。匂いにつられ、思わず国王が席を立ち、エアリスの手もとを覗き込みに行った。

「やはり、皆様もお昼はまだだったようですね。すぐに用意しますので、少々お待ちください」

　国王達の反応を見て、新たに三つのどんぶりと元祖鳥ガラスープのラーメン、フォークのセットを取り出し、せっせと準備を始める。自分の分が完成する前に三人の分を用意し終え、自身の分に手をつけようとどんぶりの蓋ふたを開けるエアリス。単にこれ以上空腹に耐えられないというのもあるが、自分が持ち込んだものなので、毒見の役割も兼ねての行動である。

「これはいったい、どのような食べ物なのかな？」

「インスタントラーメンといいまして、今後ファーレーンの特産品の一つとして生産を始める予定の食べ物です。携行しやすく、お湯を注いで数分待てば食べられるので手軽です。他にもお鍋で煮込むタイプのものもありまして、いろいろな具材を乗せて楽しむこともできます」

　国王の問いかけに、卵を溶いて麵に絡めながら解説するエアリス。ついでに砂時計にちらりと視線を走らせ、国王達に用意したラーメンのでき具合を確認する。

　実際には今回のインスタントラーメンも、鍋で煮込んで食べる食べ方は存在するのだが、説明するとややこしいので省略している。

「そろそろ、皆様のものも食べ頃かと思います」

　エアリスに言われ、どんぶりの蓋を取る国王達。その様子を見ながら、音を立てないように一口すするエアリス。何度食べても幸せな味が口の中に広がり、知らず知らずのうちになかなかの笑顔になる。

「我々の分は、どうやって食べればいいのかな？」

「フォークに麵を食べやすい分量絡ませて、軽く冷ましながら口にしていただけたらと思います」

「なるほど、こんな感じか」

　エアリスに解説されたとおり、卵の黄身を潰つぶしたあと、軽く麵をフォークに絡めてみる国王。エアリスが食べているものとは異なり、麵の長さがフォークでも食べやすいように調整されていて、さほど苦労せずに適量を巻き取ることができる。余熱でいい具合に半熟に固まった黄身が、非常に食欲をそそる。

　エアリスが実に美う味まそうに食べていることに加え、部屋に漂う匂いが辛抱を許さないほど暴力的な威力を持ち始め、思わず警戒心の欠片も持たずに最初の一口分を口に入れる国王達。地味に限界に達していた空腹と相まって、熱いインスタントラーメンはこの上ないご馳ち走そうのように感じる。

　もうすでに昼食どころか午後のお茶の時間だが、宰相と学院長は早朝に、国王に至っては昨日のパーティで食べたのが最後だ。状況が緊迫していたために空腹感を感じる余裕はなかったが、いい加減体の方が何か食べたいと訴えて当然であろう。

「……美味いな」

「気に入っていただけたようで、何よりです」

　すでに三分の一以上食べ終わっているエアリスが、そんな国王達の様子を笑顔で見守る。ちゃんと食事をする気になった国王達に気をよくして、さらに言葉を続ける。

「お腹が空すいていては、碌ろくなことを考えません。逆に、お腹がいっぱいでご飯が美お味いしければ、大体の悩みは解消するものです。ですから、空腹がひどい時に難しいことを考えるのはよくありません」

「……そう、単純な話でもなかろう？」

「生き物である以上、ご飯を美味しく食べられるかどうか以上に大切なことはありません。不幸になっている方は、大体ご飯を美味しく食べることができなくなっていますし」

　妙に哲学的な、だがそこまで単純な話かと言われると首をかしげざるを得ない主張をするエアリスに、またしても反応に困る国王達。とはいえ、ここまでくればエアリスが失礼を承知で行ったこれまでの行動の意図も察することができる。

　恐らく、エアリスが本当にしたかったことは、食事を忘れてもめ続けていたであろう国王達に、何でもいいから食べさせ、ついでに頭を冷やさせることだったのだろう。

　城の料理人に食べ物を用意してもらった場合、食事を取るのはエアリスだけになる。宰相と学院長の分は最初から用意しなかっただろうし、国王は料理に手をつけなかった可能性が高い。それに、料理人が用意した料理は、間違いなく何重にも毒見を重ね、冷めた上に見た目にも食欲をそそらない状態になっていた可能性が高い。そんなものが出てきたとして、エアリスに釣られて食事をする気分になどならなかったことは、間違いなく断言できる。

　そういう意味では、この場にいる三人は、エアリスの策略に見事に引っかかったといえる。

「……偉そうに言ったところで、人間などというのは単純なものだな……」

「勝手に複雑に考えているだけで、実際には世の中も案外単純なものではないか、と思います」

「だが、先ほどと何も変わっていないというのに、単に腹を満たしただけで全て解決した気分になっているというのは、あまりに単純ではないか？」

「お腹を満たした時点で解決した気分になるのであれば、解決したということでいいと思います」

　現況はそこまで単純ではない、と言いかけて、実際のところはどうなのか、と自問する国王。

　すでに国も自分も後はないが、それゆえにやらねばならぬことははっきりしている。そして、そのやらねばならぬ改革のために心ある者達は動き始めているので、解決していると言えば言えなくもない。

「結局、私が何一つできなかった事実は変わらないのだが、な」

「やり方がどうであれ、民が飢えずに安全で健康な暮らしができるのであれば、その国の為政者は素晴らしい人なのではありませんか？　実際のところ国レベルで起こる問題はほぼ全て、突き詰めれば食べていけない、安心して眠れない、健康を維持できない、が原因になっているのですから」

　エアリスの言葉に思い当たる節があるのか、思わずうめく国王達。

　現実問題、景気がよく大きな疫病も災害も発生していなければ、多少の失策ぐらいで政権が揺らぐことはない。政権が崩壊するきっかけというのは、外からの離反工作に嵌はまったり、国民が潔癖になりすぎた結果、完璧を求めすぎて自滅する、といったケースを除けば、大体は不景気で食っていけなくなったとか、大災害や疫病で大勢の死人が出て安全が確保できなくなったとか、その類たぐいの原因から発生するものである。

　現在のローレンは、ある種の災害で大勢の死人は出ているが、それで国全体の安全が確保できなくなるところまでは追い込まれていない。初動の遅れや命令系統の不備で被害が拡大したのは事実だが、そもそも対処に失敗していれば国自体が壊滅していた可能性すらある事態だったのだ。むしろこの程度で済んだのは不幸中の幸いであり、王の首を挿すげ替えねばならないようなことではない。

　確かに政治面ではこの後むちゃくちゃにされかねないという危機を迎えてはいたが、その芽を多少とはいえつぶせたのだから、混乱はあっても国民が食えなくなるところまでは行かないだろう。

　それに、せめて民が食えなくならないように、三大国家の王にわざと情けないところを見せて危機感を煽あおったのだし、その結果が目の前のエアリスなのだから、そっち方面でローレンが危機に陥ることは避けられたはずだ。

　そう考えれば、辛うじて為政者として最低限の仕事はしたと言っていいのではないだろうか。そんな風に多少は自己評価を良くするローレン王。もっとも、良くなったところで最下位から順位が一個上がった程度なのだが。

「何もできないことが気になるのでしたら、まずは現場のことを気にかけてはいかがでしょうか？」

　そうエアリスが口にしたのと同じタイミングで、転移してきたオクトガルがいくつかの報告書を持ち込んでくる。どうやら、現在の貴賓室の状況に遠慮して入口で待機していた担当者達から、連絡資料を引き継いだらしい。

「伝令～、伝令～」

「ほう？　……ふむ、なるほどな。新しくなった法制局は動きが速いな。もう、何組か捕縛を済ませたらしい。冒険者協会も、なかなか本気で身を切ろうとしているようだ」

「丁度いいタイミングだと思いますので、現場で頑張っておられる皆様にも何か振る舞ってはいかがでしょうか？　現状では、ちゃんとした食事は難しそうですし」

「そうだな。宰相、頼む」

「かしこまりました」

　エアリスの提案を受け、現場にその場で簡単に食べられてかつ気合いが入るものを差し入れることにする国王と宰相。

　結局、最後にちょっとだけ提案と自分の考えを言った以外は欠片たりとも説得らしい言動を取らず、最初から最後まで徹てっ頭とう徹てつ尾び、インスタントラーメンを食わせる以外は何一つしないまま、なんとなく状況を解決したような感じに持ち込んだエアリスであった。




　　　　☆




「こう、いろいろえらい目におうたなあ……」

「宏君、大丈夫？」

「まあ、いっぺん気絶したから何とか立て直せたわ……」

　その日の深夜。いろんな意味でようやく再起動した宏達は、とりあえず夕食の準備をしながら状況確認を行っていた。

「そんで結局、何があったんやっけ？」

「宏君は、守護者に遭遇してパニックを起こしたんだよ」

「なるほど。どんなんやった？」

「言ってぶり返すのが怖いから、秘密。久しぶりに正体を失うほど錯乱してたから……」

「……」

　それを聞いて、いろいろ察して黙る宏。まったく記憶がないわけではないが、はっきり思い出そうとすると微妙に体の震えが抑えられなくなるため、そこから踏み込もうという気にはなれない。

「エアリス様からお聞きしてはいましたが、あそこまで深刻だとは思っていませんでした。申しわけありません」

「最近はかなり良くなって、普段はちょっと身構えて距離を取る程度になってたからなあ。初対面の人間が気がつかなくても当然だろう」

　自分の態度が負担になっていたのではないかと深く反省するサーシャを、達也が慰める。

　実際、最近は宏の恐怖症が随分と良くなってきており、その上アズマ工房自体の発言力も強くなっていることもあり、ここまでの症状を見せることはなくなっていた。背景を知らなければ、もしくは先ほどのような姿を見る機会がなければ、女性が苦手な男、ぐらいにしか思わないだろう。

「それにしても、皆割と怒っとるみたいやけど、何があったん？」

「それこそさっきのことをほじくり返す羽目になるから詳しくは言わないけど、守護者のやり方がものすごい不愉快だったんだよ」

「あれに引っかかるとか、あり得ない」

「そうだな。人の神経をあそこまで効率よく逆さか撫なでするとか、ある意味感心したぞ」

「ホントホント。あたし達をどう思ってるのか小一時間ほど問い詰めたあとで、復活できないぐらいきっちり止め刺しときたいぐらいだわ」

　いったい何が出てきたのか、普通の人間でも部屋の隅でガタガタ震えながら命乞いしたくなるほど獰どう猛もうな表情を浮かべる春菜達。その表情を見て、さっきの余波がまだ残っている宏が本当に部屋の隅に逃げ込みそうになる。

「あ、あの、非常に怖いのでもう少し怒気を抑えていただけると……」

　宏同様部屋の隅に逃げ込みそうになりながら、恐る恐る要望を告げるサーシャ。その様子にはっとして、深呼吸してどうにか心を落ち着かせる春菜達。

　まあ、嫁だの惚ほれた男だのの姿を丸々コピーした挙句、下手くそな芝居で本人が絶対言わないであろう言葉を言ってきたとあっては、このメンバーなら本気で怒って当然ではある。怒りこそしなかったが、サーシャもいろいろ呆れたのは事実だ。

　もっとも、出てきたのが実在の人物ではないだろうと思われる真琴まで本気で怒っている件については、なんとなく触れてはいけない気がするので誰も追及できないのだが。

「とりあえず、ご飯にしよう」

「そうだな。それで、飯はなんだ？」

「リヴァイアサンの白身を照り焼きにしたんだ。サーシャさんの口に合うかどうかは分かんないけど……」

「その食材を使った料理に文句を言えるほど、私の身分は高くないのですが……」

　豪快に余っているリヴァイアサン。焼け石に水だと知りつつ、少しでも消費しようと隙すきあらば料理に使う春菜であった。








ローレン編　第一六話






　宏ひろし達が禁書庫に潜り、ローレン王が議会で王室の解体を宣言した翌日。ルーフェウスにある貴族階級の居住区では、あちらこちらで兵士達が詰めかけて大騒ぎになっていた。

「なぜだ、なぜこんなことに……」

　ローレン王国議会の議員、オーレル子爵がそんな風に頭を抱えながら、屋敷の地下にある通路を速足で進む。すでに屋敷の中には、裁判所からの令状を手にした兵士達が乗り込んできている。ここで捕まってしまえば、最悪物理的に自身の首が飛ぶ。

「あんな無能な若造が首を差し出すと言っただけで、なぜ私が犯罪者扱いされねばならんのだ……」

　自領でどうしても子爵自身が出ていかねばならぬ問題があったため、昨日の会議には欠席した。故に、その場で何があったのかは、比較的友好的な関係を築いている中立派の別の貴族から伝え聞いただけではあるが、その流れで自分達が犯罪者扱いされるのにはどうしても納得ができない。

　子爵からすれば、命令無効の申し立てをした上で、法制局や裁判所から申し立ての受理と命令の破棄の連絡を受けてから行動しているのに、反逆者と言われること自体がおかしい、となる。

　無論、これはあくまで子爵側の物の見方であり、現実にはそもそも、議会で決まった命令まで命令無効の申し立てをした挙句、結論が出る前に勝手に無視した案件などが山のようにある。

　現王が宏達を引き入れるまでまったく実績がなかった原因の半分は、この子爵のような連中がしでかしたことの後始末に議会が振り回されて、建設的な話がほとんどできなかったことにもある。

　自分達のせいで実績が積めないのに、それを口実に無能だから国王に従わないと公言する子爵。普通にマッチポンプである。それも、かなりレベルの低い。

「第一、我が領地でどんな改革をしようと、王家に口出しされるいわれはない！」

　いくつか、国王の手によって妨害された産業改革を思い出し、憎々しげに吐き捨てる。子爵の中では、国王が妨害しなければ、今頃いくつかの改革は成果が出始めているはずだったのだ。それを潰つぶされて、恨み骨髄に徹すなのである。

　しかし実際には、土地の性質にあわぬ改革でむしろマイナス面の方が大きかったり、食料自給率に問題が出て下手をすれば飢き饉きんの引き金になりかねなかったり、ものによってはそれをやると成功しようが失敗しようが他の貴族の領地に大きな被害が出るのがはっきりしていたりと、黙って見過ごすわけにはいかない内容が多かったため、必然的に中止命令が頻発されることになったのだ。

　その証拠に、オーレル子爵が行っていた改革の全てに中止命令が出されたわけではない。中には国王から奨励金が出ているものもある。

　あくまで、問題があることが分かっているものや実際に問題が出ているもの、領民から直訴があって中止したほうがいいと判断せざるを得なかったものに対して中止命令を出していただけなのだ。

　だが、そもそも現王をただの無能だと思っている子爵からすれば、口を挟んでくること自体が許せない所業。故に、似たような境遇にある他の貴族と組んで、法に記された権利に従って徹底的に抵抗したのである。正当な理由で待ったをかける王に抵抗するということが、どれほど国を危うくするかなど考えもせずに。

「さすがに、この道までは見つけられまい」

　いくつかの分岐を通り抜け、一時間ほど歩いてようやく出口に到着したところで、安あん堵どのため息とともにそう洩もらす子爵。妻子を残し自分だけ逃げてきたことに関して一抹の後ろめたさはあるが、逃げると決めて声をかける前に兵士が突入してきたため、どうにもならなかったのだ。

「さて、この後どうやって領地に戻るか、だな」

「それを考える必要はないですよ、父上」

　今後について考えようと呟つぶやいた子爵の独り言に、よく知った声が答える。慌てて顔を上げると、そこには置いてこざるを得なかった妻と息子の姿が。その後ろには、大勢の兵士が控えている。

「ゲンナジー、お前！」

「先に申し上げておきますが、私は最初から国王陛下の味方ですよ。なぜなら、中止命令のいくつかは、私が領地の視察の際に、領民から直訴されたものを陛下にお伝えしたことにより発せられたのですから」

「なんだと!?」

　嫡男であり最愛の息子であるはずのゲンナジーの、まさかの裏切り。それにショックを受けていると、次は同じぐらい愛している妻が口を開く。

「あなた、もうやめてください。ヴィラスコーの治水工事もエルランドの産業転換も、先代の陛下の頃から中止命令が出ていたではありませんか」

「先代の陛下は、時間をかけて念入りに調査をしその上で再検討せよ、との理由での中止命令だ！　私はそれに従い念入りに調査した上で、今回の決定を出したのだ！　オーレル領のことを何も知らぬ若造が勝手に決めた中止命令なぞ、なぜ聞き入れねばならん！」

「ルーフェウス学院の複数の教授から、提出された調査結果に疑義ありと報告を受けています。対立する複数の派閥から疑義が出ている案件なのですから、たとえ誰が国王であっても中止命令を出すはずです」

「そんなもの、愚かで無能な若造の小こ賢ざかしい策略に決まっているだろうが！　そもそもあの若造は、失政で自国の民を大量に殺した虐殺犯だぞ!!　処刑されて当然の愚王が出した報告書など、信用するに値せん!!」

　あくまでも現王を認めようとしない夫に、どこか諦めた表情を見せる子爵夫人。小さく首を左右に振った後、兵士に一つ頭を下げると、夫人の意向を受け兵士が一歩前に出て罪状を宣告する。

「ルードリッヒ・オーレル子爵。あなたを反逆罪で拘束する」

「反逆だと!?　正当な権利を主張しただけで、反逆だと!?」

「父上。あなたのやり方は、他の国では、いえ、このローレンでも正しい法解釈をするならば、普通に反逆行為なのです」

「このようなやり方をすれば、ローレンは滅ぶぞ！　いや、すでにローレンは滅んだ！　無能な若造の圧政と独裁で！」

　裏切り者の息子の言葉に、顔を怒りで真っ赤に染めて絶叫する子爵。あくまでも己が正しいと言い張って引かぬ父に、失望の色を隠せない息子。

「親の罪は息子の罪です。私も出頭しましょう」

「夫と息子を差し出して、私だけがのうのうと生き延びることなどできません。どうか、私も裁いてください」

「いえ。あくまで捕縛命令が出ているのはオーレル子爵のみです。子爵をかばって逃亡の手引きをしたのであればともかく、全面的に協力なされたお二人が罪に問われる理由などありません」

「ですが……」

「陛下には味方が少のうございます。協力したものまで処罰しては、また元の木もく阿あ弥みですので」

　兵士の言葉に、微妙に釈然としないながらも受け入れるしかないことを悟るオーレル子爵夫人とゲンナジー次期オーレル子爵。

　結局、この日は同じような立場の貴族十五人が拘束され、うち三人が一族あげての抵抗を試みようとしたため取りつぶしに、残りの十二家はとりあえず情勢が落ち着くまで謹慎ということでけりがついたのであった。




　　　　☆




「こらまた、えげつないなあ……」

「サーシャさん、最初のエリアで言ってた天変地異って、これのこと……？」

「はい。間違いなく、これです」

　ルーフェウスのあちらこちらで大きな捕り物が行われていたその頃、宏達は天地創造を再現したと思われるエリアに足を踏み入れていた。

　ありがたいことに、現在立っている場所は安全圏らしく、多少振動と騒音が伝わってくる以外は特に影響はない。だが、視界内に断続的に隕いん石せきが落ち、地割れが起こり、マグマが噴出し、火山弾が飛び交う光景が広がるスペクタクルな状況は、いろいろと勘弁してほしいものである。

　前回の内容が内容だけに、禁書『フェアリーテイル・クロニクル』も手に入れているのだから引き上げるべきかも、といった意見も出たのだが、いろいろな事情を鑑みて、あと二日ほどは探索を続けよう、ということになっていた。

　最初の守護者から聞いていた、一度発生した試練は外に出てダンジョンをリセットするまでは二度と発生しない、という情報が一番の決め手だったのだが、早くも微妙に後悔したくなる内容にぶち当たるあたり、いつものこととはいえ振れ幅の激しい連中である。

「……なあ、これのどこに本があるんだ……？」

「このフロアに関しては……書物の探索は一切行われておりません。この環境では調べようがありませんので」

「なるほどなあ……」

　サーシャの解説に、納得する以外の反応を返すことができない達たつ也や。正直なところ、これのどこが書庫なのかと小一時間ほど問い詰めたい。

「で、今まではこういうフロアに来た時、どうしてたんだ？　情報が分かっている以上、足を踏み入れはしてるんだろう？」

「はい。実はこういう厄介なフロアに限って、全員が安全圏を離れて一定時間探索をしないと、脱出できないというルールがありまして……」

「ものすごく殺意が高い話だな……」

　ある意味においてあまりに都合のいいルールに、達也が呆あきれたような声を出す。

「まあ、こういう時のお約束とか今までのパターンやと、どうせ前の守護者がつないだフロアやねんから、十中八九はここにこのエリアの守護者がおるはずや。そいつ探せば話は終わりやろ？」

「そりゃまあそうだけど、どうやって探すのよ？」

「さすがに、ボク達でもあの隕石の直撃は危険」

「そんなもん、いつもの漢おとこ探知しかあらへんやん。僕やったらフル装備で行動すれば地割れとか溶岩とか隕石とか、大して問題にならへんしな」

　もはや、自分が生存能力の面で人間のカテゴリーから外れていると割り切ってか、宏がそんな宣言とともにフルプレートモードを起動する。

「とりあえず、僕は僕で適当にうろうろするから、兄貴らは生存最優先で注意して安全圏の近場を探索しとって」

「……正直、あんまりそれを良しとはしたくねえんだがなあ……」

「残念やけど、いろいろ無茶せなあかんから、兄貴らは足手まといやねん。状況が悪いっちゅうことで割り切ってや」

「割り切れるかよ。てか、脱出可能な時間まで安全圏の近くを探索して、仕切り直したほうがいいと思うぞ？」

「それでまた守護者のおる可能性高いフロアを引き当てる保証はあらへん。どっちみちしばらくは探索せなあかんねんから、ちゃんと探さな時間がもったいない」

　時折、ものすごく男前になる宏に、どう説得したものかと頭を抱える達也。さすがにこの手の天変地異真っ最中な環境だと、半ば不死身の宏とはいえ、一人で送り出すのは心配なのだ。

「……そうだな。だったら、タイムリミットは脱出可能になるまで。その時間を過ぎたら、問答無用で脱出するからな」

「了解や」

「それと、こっちからも声はかけるが、できるだけ頻繁に連絡よこせ。あまり長時間無言だと、心配で俺達も集中力を欠きそうだ」

「せやな。なるべく声かけるようにするわ」

「頼む」

　結局説得をあきらめ、タイムリミットを設定することで良しとする達也。

「で、脱出可能になるまで、どれだけ探索する必要があるんだ？」

「そうですね。おおよそ四時間というところでしょうか」

　サーシャの回答に、宏を除くメンバーの顔が絶望に染まる。

　結果的に、このフロアではタイムリミットぎりぎりで宏が地割れの中に隠れていた守護者を発見するのだが、その間、達也達は必死になって大災害や正体不明の攻撃をやり過ごす羽目になるのであった。

　なお、もはやテンプレの域ではあるが、このエリアでも守護者からまとめて本の中身を押し付けられ、あっさり気絶することになったのは言うまでもない。




　　　　☆




「まったくもって、愚かなことをしたものじゃのう」

「愚か、ですか……」

「諜ちょう報ほう部隊が国を売るなど、愚か以外の何物でもあるまいて」

　日暮れ時、ルーフェウス郊外のとある屋敷。そこでは一人の老人が諜報部隊の隊長相手に呆れたような口調で語りかけていた。

「我々は、国を売ってなどいません。現陛下があまりにも我々の重要性を理解しておられない様子でしたので、その重要性を知っていただいたまでのこと」

「今きん上じょう陛下が諜報部隊の重要性を理解しておらんと、なぜ断言できる？」

「重要性を知っておられるのであれば、我々を冷遇することなどあり得ない。違いますか？」

「冷遇？　先代と同じ待遇であったと思うが？　それとも、他のルートから上がってきた情報と照らし合わせたり、複数の立場の人間を使って裏付けを取ったことを冷遇だというのか？」

「命をかけて持ち帰った情報を信用してもらえぬこと以上の冷遇など、我々にはありません」

　隊長の言葉に、深く深くため息をつく老人。現国王を試すために、意図的に偏った情報を流した男が言っていい言葉ではない。

　そもそも、重要な案件に関しては、先代も同じことをしていた。本人達に悟られる形で実行した国王の未熟さは否定しないが、複数の情報ソースを確保するのは、上に立つ者としては絶対の鉄則である。

「どうせ、鵜う吞のみにしたらしたで見限るつもりであったのだろう？」

「……」

「そもそも、今上陛下が最悪の場合に備えて王室解体の準備を整えていたことにすら気がつかなかったくせに、よくもまあ冷遇などと言えるもんじゃて」

「それはっ！」

「最初から見限るつもりだと見抜かれておったのじゃから、お主らが信用されんのも当然じゃろう？」

　その言葉に反論しようとし、だが老人の眼力に押されて押し黙る隊長。

「どちらにせよ、お主らは処刑以外はありえんよ。たとえ今上陛下が気に食わんにしても、わざとあからさまに気配を漏らして侵入してきたファーレーンからの密偵を、阻止するどころか完全に無視するような諜報員など、どこにどんな情報を漏らすか分かったものではないからのう」

「我らにも誇りがあります。自分から情報を言いふらしたりなど、しません」

「そんな空手形、今更誰も信用せんよ。お主らは、自分の手で自分の誇りをドブに捨てたのじゃ。そもそも、自分達で他の国のスパイを王宮に招き入れておきながら、誇りがあるなどとは笑わせる。こんな密偵を使っていたなど、先王陛下も案外人を見る目がなかったようじゃのう」

「我が陛下を侮辱するのは、たとえ閣下でも許しません!!」

「お主らがしたことは、そういうことじゃ」

　主と決めて心からの忠誠を誓った主をけなされ、本気で怒りだす隊長。そんな隊長の言葉を、一言で切り捨てる老人。

「どうやら、最後までお主らは自分がどれほど取り返しのつかんことをしたか理解する気はないようじゃな。仕方あるまいか」

　元諜報部隊の構成員達を見て、小さく小さくため息をつく老人。その態度を合図に、庭に控えていた何者かが全員を拘束する。

「さて、こやつらがどこまで我が国の内情を外にばらまいたか、じっくり確認せねばな」

　抵抗する暇もなく拘束された諜報員達の処遇を、どこかあきらめの表情を浮かべながら容赦なく決める老人。そこへ、

「終わった？」

　こっそり隠れていたレイニーが顔を出す。

　実のところ、レイニーは情報収集の一環として、堂々と正面からこの老人の邸宅を訪れていた。隠れて一部始終を見ておくように指示を出したのは、老人の方である。

「見てのとおりじゃ。レイオット殿下には、見たままを報告してくれて構わんよ」

「了解。でも、私に見せてしまってよかったの？」

「お主らの手を借りんことには、立て直しもできぬからのう。今上陛下がすでにファーレーンの介入を認めておられることじゃし、それ以前にやつらの体たらくを考えれば、今更じゃよ。事ここに至れば、むしろこの程度の些さ事じを隠し立てするのはマイナスに働きかねんでな」

　納得できるような、納得できないような老人の回答。それに微妙に首をかしげつつ、どうせこの程度の情報なら、何らかのルートでレイオットに届くだろう、と考え直すレイニー。

「それで、お主が知りたいのは、陛下の王制解体のための手回しがあまりにも良かった、そのからくりじゃろう？」

「うん。あそこまで一斉に継承権を放棄してて、誰も気がつかなかった理由が腑ふに落ちなかった。やっぱり、あなたが手を回していたの？」

「極秘に準備を進めていたのは儂わしではあるが、計画を立てて指示を出したのは陛下じゃぞ。むしろ、この短期間で全ての公王家の合意が得られるほど、今上陛下と他家とのつながりが深かったことに驚かされたぐらいじゃ」

「もしかして、王さまの情報源って……」

「どうやら、他の公王家および、そこからのつながりのようじゃな。公王選で競い合った他の候補達と仲良くやっておる、その一点だけ取ってみても、とても無能とは言えんよ」

　知られざる現王の素顔。聞けば聞くほど、今の議会を制御できない理由が分からない。

「陛下は、権力や権威だけでは政治ができんことを知っておられる。己の権力基盤の弱さをいやというほど理解なさっておられる。故に、何をするにも情報収集と根回しを重視し、意見集約を徹底して行ってから実行しようとしておられた。その手間暇のかかるやり方が弱腰と見られて、一部の声の大きな連中に付け込まれたというわけじゃ」

「……やっぱり、微妙に腑に落ちない」

「人間なんぞ、そんなもんじゃて。それに、一度愚か者どもが好き勝手をやり始めてしまうと、それを止めるだけで手いっぱいになるからのう。被害を出さぬ、もしくは最小限に抑えるための後ろ向きな命令ばかりを重ねる羽目になれば、実績を積むための前向きな政策など実行する余地もなくなるものよ」

　どうにも理解できないらしいレイニーに、人間のどうしようもなさを語る老人。

「腑に落ちないといえば、今、王さまの足を引っ張ってる連中、どうして最初から排除しなかったの？」

「そこは儂らの愚かな点じゃ。今上陛下の基盤の弱さを知っていながら、それを軽く見すぎた。陛下の手腕なら、少数の老害なんぞどうとでもできる、下手に儂らがやつらを排除して陛下の実績を奪ってしまってはいかん、そんな風に考えてしまったのじゃよ。それこそ、その程度の実績などあってもなくても、陛下の統治に何の影響もなかっただろうにのう」

　レイニーの質問に、長老会議と元老院の最大の失敗を正直に答える老人。

　恐らく最初から愚か者を全て排除していれば、現王は順調に実績を重ねて、先代に劣らぬ賢王として名をはせたであろうに、過大な期待をした上で愚か者達の影響力を過小評価して、全てを駄目にしてしまったのだ。彼らにとっては、悔やんでも悔やみきれぬ失敗である。

「まあ、何にせよ、ありがたいことに落ち着くところに落ち着きそうじゃて、レイオット殿下にはありのままを伝えてくれればええ。時に、明日あたりに今の騒動がどれほど民の間に広まっているか、それを調べる予定はないかの？」

「普通に調べる予定」

「では、この老いぼれにも教えてもらえればありがたい。これだけの騒ぎじゃて、秘密にしようとしたところでどこかで漏れていようからのう」

「了解。また明日」

　お互い、現時点では必要な話は終わった。そう判断して立ち去るレイニーに、頭を一つ下げる老人。地味に、ローレンでも大物に人脈をつないでいるレイニーであった。




　　　　☆




「いくらなんでも、急展開すぎるわよ!!」

　見ているだけでＳＡＮ値が削られていきそうな巨大生物を前に、真ま琴ことが涙目になりながら叫ぶ。

　二日目後半に足を踏み入れた四つ目のエリアは、最初のフロアに入ってすぐになかなかの急展開を見せていた。

　安全圏を出てすぐに妙な連中に問答無用で拘束され、抵抗むなしく宏の怪力でも引きちぎれない謎のロープで縛りあげられるという、仮にも図書館の中とは思えない展開に、さすがに即座には対応はできなかったのだ。それだけならまだしも、どう考えても生いけ贄にえにするためにしか見えない怪しげな儀式の後に洞穴の中に叩たたき込まれ、落ちてすぐ目の前にこの謎生物がいたとなれば、真琴が涙目になるのも仕方がない。

　いつの間にか拘束が解けていたため、逃げようと思えば逃げ回れるのが不幸中の幸いではあるが、あまりそのあたりが慰めにならない状況ではある。

　その程度には、目の前の謎生物がやばい。なにしろその生物は、人間の語ご彙いでは言い表せないほど邪悪で名状しがたい姿をしていたのだ。

「なんかこう、これだったら確かに生贄ぐらいは捧ささげるよね……」

「春はる姉ねえ、そういう問題じゃない」

「てか、とっとと応戦するぞ！　ヒロ、武器よこせ！」

「了解や！」

　達也に言われ、予備の武器を取り出して全員に渡す宏。最初に拘束された時に武器は全て取り上げられているため、フォーレで新調する前の一世代前のものを使わざるを得ない。防具までは奪われていないため、防御力は変わらないのがせめてもの救いだろう。

　などと深刻そうに書いているが、一世代前の武器でも十分すぎるほど高性能な上、真琴はメインのヒヒイロカネの刀を奪われはしたが、同等性能のオリハルコン刀があるためまったく問題にならない。

「ほな、来いやあ!!」

　全員に武器をいきわたらせると同時に、フルプレートモードを展開して相手にプレッシャーをかける。その瞬間、なぜか女性陣を優先して狙おうとしていた名状しがたい何かの触手が、全て宏に殺到する。

「支援行くよ～」

「聖天八極砲、行くぞ！」

「牽けん制せい牽制」

「てか、ちんたらやる気はないわ！　イグニッションソウル！」

　ＳＡＮ値がガリガリ削られていく音を聞きながら、割と本気の攻撃に移る一行。正直、ただでさえ敵が気持ち悪いのに、そいつと宏の触手プレイなど誰得なのでさっさと終わらせたいのだ。

　結局、見た目に反してさほどの戦闘能力もタフさもなかった名状しがたい何かは、真琴が放った疾しっ風ぷう斬ざんであっという間に解体され、試験用の姿から本来の守護者の姿に変わる。

「お約束とはいえ、こういう乗るかそるかのパターンはやめてほしいものがあるわね……」

「それに巻き込まれ続ける私は、明らかに貧乏くじを引いていると思うのですが、いかがでしょうか？」

　守護者を見ながらの真琴の苦情ともぼやきともつかない一言に、サーシャがため息交じりに感想を述べる。さっきの守護者の姿は、戦闘要員ではなく精神力もそこまで高くないサーシャには、非常につらかったのだ。

「って、そこの推定守護者！　その不穏な書物を何も言わずに展開するんじゃないの！」

　ＳＡＮ値直葬気味の姿からライムと変わらないぐらいの歳の、性別不詳の人間の姿に変化した守護者が、淡々と書物を展開しているのに対して大慌てで突っ込みを入れる真琴。

「これが仕事」

「一言いえばいいってもんじゃ!!」

　真琴の突っ込みが終わるより早く、守護者が全書物の展開を終える。またしても、意識を狩り取られる宏達であった。




　　　　☆




「私の勤め先、取り潰しが決まったのよ……」

「もしかして、陛下が王室を解体するって言いだした件？」

「そうそう。所しょ詮せん下っ端に過ぎない私とかには詳しい話は伝わってこなかったけど、うちのご主人様、相当いろいろやってたみたいなのよね……」

　宏達が禁書庫に侵入してから三日目の昼。要望により学院が休みであっても営業中のアズマ食堂では、失業が確定したメイドのエイラが、学院のメイド仲間であるケイに愚痴っていた。

　あれだけ派手に慌ただしく動けば、隠し事など不可能だ。昨日の朝の時点ではほとんど外に漏れていなかった王室解体騒動も、今ではルーフェウスの住民ほぼ全てに知れ渡っていた。

「そういえば、他にも取り潰しが決まった家があったみたいね」

「実権移譲が済んでからいろいろごたごたしてたのも、結局はうちのご主人様と同じようなことをしてる貴族がたくさんいたからって話なのよ」

　勤め先の男爵家が取り潰しになる説明を受けた際に教えてもらった、やや扱いに困る情報を、ケイに披露するエイラ。平時であれば守秘義務が発生する類たぐいの内容だが、もはや隠す意味などないからか、説明をした政務官も『誰かに話しても特に罰則はない』と、しゃあしゃあと言ってのけた。

「ひどい話なのが、うちの場合は若様も一緒に調子に乗っていろいろやってて、お嬢様以外の一族郎党全部が何らかの形で関わっていたらしいから情状酌量の余地がなかったんですって」

「あなたの勤め先、ここ半年ほどいい話を聞かなかったものねえ……」

「さらに救いようがないのが、ご主人様が独断でやって失敗した事業を、全部陛下の命令を聞いてやったことだって言い張って、法制局に認めさせてたそうなのよ」

「うわあ……」

「本当に、情けないったらありゃしないわよ。貴族だってふんぞり返って贅ぜい沢たくな暮らししてたんだから、自分がやったことの責任ぐらい自分で取りなさいって言いたいわよ、もう」

　憤ふん懣まんやるかたない、という風情でシカ肉のローストを切り分けるエイラ。こんな気分でも、アズマ食堂の食事は美う味まい。

「というか、そこまでとなると、よくあなた処刑されなかったわね……」

「こんな下っ端が関与してるとか、普通にあり得ないからって言ってたわね。代々仕えてるわけじゃなくて、成人してから雇われたまったく無関係な下働きだってのが効いたみたい。それで助かったのが、いいことなのか悪いことなのかは分からないけどね……」

「あ～、就職先？」

「うん。反逆者の家で働いてたメイドなんて、どこが雇ってくれるのかしらね……」

　お先真っ暗、という感じで頭を抱えるエイラ。それでも、王室や政府に対して恨みを言う気はないらしい。

「とにかく、しばらくはここで一日一食みたいな生活になるかもしれないし、覚悟しないと……」

　没収された男爵家の財産からそれなりの退職金は貰もらっているが、何もせず一生食べていけるわけもなく、思わず考えこむエイラ。当然ルーフェウス学院に通うのも無理だ。

「……私、うちのお館やかた様に掛け合ってどこか働き口がないか探してもらっておくわ」

「……いいの？」

「ええ。だって、友達じゃない」

「……ありがとう」

　麗しい友情を見せる二人のメイド。

　結局、捨てる神あれば拾う神ありと言うべきか、友人や国の支援を受けてなんだかんだで夏休み中に新たな勤め先を見つけたエイラは、どうにか学院を辞めずに済むのであった。
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「あと何問や!?」

「あと三問！」

「了解や!!」

　崖に片腕でぶら下がりながら、春はる菜な達が問題を解き終るのを待つ宏。下は底が見えないほど深い谷になっており、一瞬でも力を抜けばすぐに奈落の底へまっさかさまである。

　今いるエリアは、ダールの地底遺跡を思い出させるアトラクションを、命がけでクリアするのが課題となっていた。

　現在は、禁書庫に入ってから三日目の昼過ぎ。いけにえエリアの守護者から食らった書籍攻撃が、思った以上に威力があったようで、宏達が目を覚ましたのは二時間ほど前のことだったりする。

「二問解けました！」

「サーシャさん、すごい！」

「この手のパズルは得意ですので！」

「こっちも終わり！」

　春菜が一問解く間に、サーシャが二問解答する。彼女達の獅し子し奮ふん迅じんの活躍により、宏が次に移動するための手がかり足がかりが出現する。

「次は数学の問題……」

「幾き何かはサーシャさんの方が速いみたいだから、私は方程式いくね！」

「了解しました！」

　出された問題を即座に解き始めながら、サクッと役割分担を決める春菜。さすがに全国順位三桁代の才さい媛えんだけあって、解答速度はかなりのものだ。もっとも、一筆書き系のパズルや複雑な図形の計算などは、ほぼ直感で解答を導き出せるサーシャにはかなわない。

「これは、しばらく出番はないわね……」

「問題が高等すぎて、ボクの学力じゃ無理……」

「てか、春菜が解いてるの、多分普通に大学院レベルの高等数学だぞ……」

　どうやら守護者が意地になっているらしく、単なるパズルやひっかけ問題なんて次元を超えた、日常生活では何ら役に立たない高難易度の問題が続々と出題されている。

　最初の頃は普通のなぞなぞだったり、算数レベルのひっかけ系だったり、ローレンの風習や昔話を知らなければ解けない類のものだったりと、それなりにバラエティ番組っぽいレベルの出題内容で収まっていたのだが、あまりにサクサク解かれ続けたからか、いつの間にやら問題の難易度がうなぎ登りに跳ね上がっていた。

　気がつけばもはや、考古学者レベルの知識がなければ分からないような歴史問題だの、物理学の教授になれるんじゃないかと言いたくなるほど高度な科学問題だとか、これを解けたからといってどうなんだと言いたくなるほど難しい幾何の問題だとか、欠片かけらも手加減した様子のない内容のものが出題されている。

　この世界の人間が知るわけないだろう！　と突っ込みを入れたくなる程度の考古学の問題はまだしも、それ以外に関しては見ただけで頭がパンクしそうな問題ばかりで、それを平気で解く春菜やサーシャの頭の中がどうなっているかが理解できないところまできている。

「次の問題は……、澪みおちゃん、お願い！」

「えっ？　……なるほど……了解」

　春菜に呼ばれて問題を見て、意図を理解する澪。そこには、落ち物系パズルゲームの、スタート時の状況から特定の手数で特定の回数の連鎖を成立させよという問題が。

「こうしてこうしてこうで三手」

「澪ちゃん、速い！」

「こういうのだけは、サーシャにも負けない自信あり」

　画面を見た瞬間に解答を出し、サクッと正解をもぎ取ってドヤ顔をして見せる澪。

　パズルなので、いずれ春菜やサーシャでも答えは出せただろうが、ゲームは『フェアクロ』くらいしかプレイしていない春菜や、そもそも落ち物パズルなんて知る由もないサーシャが、澪より速く解答できるはずがない。どうしても、ルールを理解するためのタイムラグが発生するからだ。

　こんなネタをどこから引っ張ってきたのか、などは地底の時の例もあるので考えないことにする。

「次の問題は、ロボ系詰め将棋？　……ああ、ＭＡＰ攻撃で味方巻き込んで汚い忍者を呼び出して、龍型ロボになるよう合体させて……」

　いろんなロボットアニメのロボットが登場する某シミュレーションゲームの、一部の作品におまけとして収録された詰め将棋的パズルを淡々と解く澪。これも、ルールや登場作品を理解していないと解きようがない。特に今回のは妙なひっかけがあるのでなおのことだ。

　先ほど以上にネタの出どころが気になるが、突っ込んだら負けなので無視する澪。

「次のアトラクションや！」

「真琴、俺達も出番みたいだぞ」

「了解。さぼってた分、頑張りましょうか」

　ようやく出番が回ってきたと、とりあえず気合いを入れる達也と真琴。肉体的に一番きつくてリスクのある役割は宏がやってくれているが、かといってサポート的な作業をやらされる二人も、それなりのリスクは背負う。

「目標、全部撃墜！」

「任せといて！」

　くるくる回る細い丸太の上を渡り、天井からぶら下がっている問題を回収しに行く宏を妨害するために射出されるとげとげの弾。それを道具と体を使って撃墜するのが達也と真琴の役割である。

「問題とったで！」

「ちょっと待ってね！　……解けた！」

「了解、次のん行くわ！」

「慌てなくてもいいけど、結構これきついからあんまりのんびりはしないでよ！」

「分かっとる！」

　こんな感じで全員一丸となって全てのアトラクションを終え、心地いい疲労に浸っているところで守護者から例の書物一斉開放攻撃を食らう宏達。正直、そろそろ諦めの境地に達しつつある一行であった。




　　　　☆




「どうやら自害も処刑も回避できそうだ。ありがとう、無理を言ってすまんな」

「お気になさらないでください、お父様。ローレンの国王陛下に何かありましたら、アズマ工房の皆様が気になさりますし」

　午後のお茶の時間。ウルスに戻ってきたエアリスからあらためて報告を受け、心の底から娘をねぎらうファーレーン王。彼女という最終兵器の活躍なしには、ここまでの事態の好転は望めなかっただろう。

「それにしても、邪神教団による思考誘導などがあったとはいえ、王が代替わりしただけでここまで国がガタガタになるとは、ローレンも外から見るよりは腐敗が進んでおった、ということか……」

「腐敗、というのとは少し違う印象でしたが……」

「ほう？　どういうことだ？」

「あくまでも私の印象なのですが、恐らく、問題を起こしていたほうも反乱を起こしているつもりなどなく、純粋に国のため、領地のために行動していたのではないかと、そんな気がするのです」

「……それで、どうして王の命令に逆らうという発想になるのだ？」

「若い王が、頼りないと思い込んでしまったのでしょう。命令を聞いていれば国が滅ぶ、そんな思い込みのもと、自身の正義と理想に従って真っすぐに突き進んでしまった。それが積み重なって、現状につながってしまったのではないか、そう思います」

　エアリスの分析に、しばし沈黙する国王。

　全体的に潔癖症気味なローレン人の気質を考えるなら、この分析も正しいような気がしなくもない。ルーフェウス学院の学食のような事例もあるので、まったく腐敗がないとは言い切れないところではあるが、単に腐ってああなったと判断するには、少々違和感が強いのは事実だ。

「……結局、潔癖すぎるのもいかん、ということだな」

「完璧を求めすぎれば、息が詰まってしまいます。ローレンの国王陛下にも、そんな兆候が出ていました」

「まあ、ローレンのはまだまだ若い。手を抜くべきところも分からぬだろうし、周囲もまだ手抜きを許してくれはしまい。今回の状況はそれ以前の問題ではあったが、な」

　ファーレーン王の言葉に、小さく頷うなずくエアリス。

「それにしても、ライムの誕生日ぐらいまでは抑えこむと言っておったが、なぜいきなり早まった真似をしたのか、結局分からずじまいだ。本来の国の姿を考えれば当然なのだが、レイオットの方でも詳細な情報が上がってきておらんらしい。エアリスは、そのあたりの話は何か聞いたか？」

「私はそういう話は一切しませんでしたので、これといって情報は。ただ、陛下は、時間がない、というようなことを何度か口になさってはいましたが」

「ヒロシの誕生日パーティの時点で、いろいろと抑えきれなくなったといったところか。どこの国にも、急進的に全てを変えようとする輩やからはいるからな。それのカウンターとして急進的なやり方を突きつけるしかなかった、というのが難儀な話だが」

　恐らく、三日前の時点でローレン王が自ら言い出さなければ、王の責任でさらに致命的なことをしでかしそうな状況だったのだろう。そこまで捨て身でなければ、ドルテ島の事件が起こった後ですらなんだかんだで静観を決め込んでいた議会を動かすことができなかったのかもしれない。

　どちらにせよ、王が王制の廃止と王室の完全な解体にまで踏み込まなければ、何一つまともに動かなかったことだけは事実である。

「何にしても、まだまだ頭の痛い問題が残っておることを考えると、少しでもローレンの情勢が安定しそうな兆候が見えたのはありがたいことだ。エアリス、例の亜種のポメについて、アルフェミナ様は何か解決策をおっしゃってくれてはおらんか？」

「ヒロシ様に頼めば解決するだろう、としか」

「……三級の万能薬を量産する、などと言われても、まったく解決にならんのだがな……」

　アルフェミナの身も蓋ふたもない回答に、小さく肩を落とすファーレーン王。

　どうやら、なんだかんだで、ローレンの問題は宏達に知られる前に無事に解決できそうな雰囲気を見せるのであった。
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「振り返ってみれば、いろいろとひどい目にあったよね……」

　エアリスとレグナス王が話しているのと同じ頃、そんなぼやきを春菜が漏らしていた。

　というのも、六つ目のエリアに突入して初めて、最初から普通の図書館っぽい見た目で迎えてくれるエリアに遭遇し、ここまでのあれやこれと比較して、ついそんな感想が出てしまったのだ。

「春菜、気持ちは分かるけどまだ終わってないわよ？」

「分かってけど、つい、ね」

「まあ、最初とさっきのエリア以外は、いろいろひどかったのは認めるけどねえ……」

「あと、いい加減、全書物の中身を強引に押し付けるのはやめてほしいかな。さすがに、そのたびに一時間も二時間も気絶するのは疲れるし……」

「あ～、それは確かに思うわねえ……」

　春菜の主張に、窘たしなめようとしながらも結局は同意してしまう真琴。毎回毎回、最初から守護者のいるフロアに転送してもらえるのはありがたいが、大人しかったのは一番最初の農村エリアくらいで、それ以降は正直どうなのかと思うギミックばかりだったのも事実である。

　もっと言うなら、毎回毎回同じパターンで書物の内容を押し付けて、きっちり気絶オチに持っていくのはいろんな意味で禁じ手だと言いたい。ワンパターンが許されるのは黄門さまの印篭をはじめとした時代劇の展開、変身や合体のシーン、必殺技や決め台詞、あとはとある国民的フーテンが実家を飛び出すまでの流れとヒロインに振られる、もしくは身を引くまでの流れだけだろう。

　同じネタは三度まで、は、いろんなところに通じる鉄則のはずだ。

「で、ここの守護者は、どんな試練を用意してるんだろうなあ？」

「そらもう、会うてみんことには分からんやろう。ただ、個人的にはちゃんと会話ができる、できれば男型の守護者やったらええんやけどなあ」

　春菜ほどではないが、どうにも気が抜けたような感じでこのエリアについて語り合う宏と達也。油断しているわけではないが、前々回からの三回が問答無用な展開だったため、相対的に緩い感じになるのは仕方がないのかもしれない。

「皆様は、本当にタフですね……」

「伊だ達てにこれまで、あっちこっちでトラブルに首を突っ込む、もとい巻き込まれてない」

　割と平常運転ですでにここまでのあれこれを吹っ切った感じのする宏達を見て、感心したような呆れたような声を漏らすサーシャ。

　そのサーシャに、まだまだ小ぶりな胸を張って自慢できないことを威張って見せる澪。

　正直、サーシャの心は半ば折れかけている。

「まあ、次の試練が始まるまで時間がかかりそうだし、念のためにここまでで押し付けられたスキルの確認をしといたほうがいいんじゃないかしら？」

「せやな。ほとんど使いそうもないもんが大半や、っちゅうても、確認はしとくべきやろう」

　真琴の提案を受け、各々ができるようになったことを確認し直す。いろいろ言いたいことはあるが、何ができるようになったか、何を身につけたのか、というのがスキル名とセットで簡単に分かるようになっているのだけはありがたいと、感謝しなくてもいいことに感謝してしまう一同。

　しばし頭の中で整理した後、口火を切ったのはサーシャであった。

「恐らくこのなかで一番能力が劣っているのは私でしょうから、私が身につけたものは基本的に、皆様全員が身につけたかここに来る前にすでに身につけていたかのどちらかだと思われます。ですので、まず私から発表するのが話が早いのではないでしょうか？」

「戦闘系に関しちゃせやろうけど、言語解析とかその類は、最初からできたんちゃう？」

「学術系の能力に関しては、恐らくそうなるでしょうね。さすがに、専門分野で全面的に劣るのは我ながらどうかと思いますし。でもまあ、戦闘系に関しては私から話を始めるのが早いことには変わりないと思いますので、先に発表させていただきます」

　宏の指摘を認めつつ、恐らくメインが戦闘系、それも魔法関係に集中しているという実感から、サーシャが自身の得たスキルについて話し始める。

　といっても、実際サーシャが得たスキルは大したものではない。全分野の初級魔法スキルとなぜかスマッシュとブレイクヒットを覚えただけで、これといって特別なスキルは特になかった。恐らく、サーシャは特別なスキルを得る条件を満たしていなかったのであろう。

　戦闘系以外のスキルにしても、一度読んだことがある本が部屋のどこにあるかがなんとなく分かるとか、一度読んだことのある本の読みたいページを一発で開けるようになるとか、何時間立ち読みしても一切疲れないとか、左右どちらの手でも片手で本を持ったままページをめくることができるとか、そんな活字中毒でもなければまったく役に立たないものがやたら多い。そのため、暗黙の了解でそこら辺はサクッと割愛した。

　禁書庫や特別書庫にある本を自由自在に検索し、手元に取り寄せることができる魔法も身にはつけたが、今更それを身につけたという事実を達也に告げるのはいろいろと気が引けたため、黙って心の底に仕舞っておくことにしたのはご愛あい嬌きょうであろう。

「まあ、予想どおりといえば予想どおりね。あたしも魔法関係はそんなところで、ちょっと特殊なところでは練気法と集気法を使えるようになったぐらいかしら。他にも、あたしが修めた刀の流派に絡んでいくつか派生技みたいなのは覚えたけど、どれも大体中級ぐらいって感じ」

「あ、練気法と集気法は私も使えるようになった。あとは鎌系の妙な攻撃スキルを二つと積層詠唱っていう詠唱スキル、それから看破と風水にいくつかの中級魔法かな？　もしかして禁呪の類かもって魔法もあるんだけど、ちゃんと把握できてないからちょっと後回しで。それ以外では言語解析と考古学。遺跡見るだけで、大体の年代は絞れるようになったと思う」

「了解や。僕の方も春菜さんと変わらん感じやな。積層詠唱の代わりに特殊陣っちゅう地形いじるスキルとサークルガーダーっちゅう広域防御魔法が使えるようになったんが、ちゃうとこやな。それと、生産に便利な魔法もろもろ、っちゅう感じや。あと、一応ブレイクヒットもできるようになったけど、あんまり差ぁないからこれはどうでもええか」

「なるほど、ヒロもサークルガーダーはできるようになったか。俺の方は練気法と集気法が使えない代わりに、積層詠唱と魔力圧縮ってスキルが増えた。あと、一般的な上級攻撃魔法は全部できるようになったな。アブソリュートバニッシュも使えるようになったから、そこそこ火力は上がった、と思いたいところだ」

「ボクは大体師匠と同じ。ただ、サークルガーダーと特殊陣は覚えてない。その代わり、インフィニティミラージュっていう弓の攻撃技ができるようになった。百五十体ぐらいの分身を出して相手を全天周で囲んで、時間差をつけながら一斉射撃する技。コストはそこそこ」

　全員、なかなかのスキルを身につけているようだ。もっとも、積層詠唱と魔力圧縮、特殊陣、気功関係だと思われる二種にインフィニティミラージュを除き、ぱっとしないスキルが大半だと言われれば否定の余地はないのだが。

「とりあえず、どれもこれも要検証ってところだと思う。特に達也さんの魔力圧縮は、本人が把握してる概要と実際の効果とでずれがありそうな感じだし、集気法も初めて聞くスキルだからどんなものかは分からないし」

「そうだな。そういや春菜、二カ所目の守護者の時に無意識でオーバー・アクセラレートとハイパーリジェネートを同時発動してたって言ってたが、あれもしかして積層詠唱じゃねえか？」

「あ、言われてみればそうかも。エンチャントとかのやり方を応用して詠唱を組めば、一言で二つ以上を同時に発動とかできる感じだし」

「やっぱりか。だとすれば、検証項目がものすごいことになるな……」

　便利だが恐らくピーキーな仕様になっていると思われる特殊スキル。その検証項目の多さと訓練の面倒くささに、思わずため息が漏れる達也。ゲームの時の経験と今までのエクストラスキルのことを考えるに、この手のスキルは熟練度が上がるまで非常に扱いづらいはずだ。

「それはそれとして、今まで気がつかなかったが、真琴は練気法を覚えてなかったんだな」

「あれ、まだ条件が確定してないのよ。仙人とかあのへんのＮＰＣが嚙かんでるのは分かってるんだけど、ＮＰＣが関わると途端に検証が難しくなるのがねえ……」

「あ～、確かになあ……」

　『フェアクロ』で未発見、もしくは習得条件不明のスキルは、高確率でＮＰＣが関わっている。ＮＰＣに使われているＡＩが限りなく人間に近い思考能力を持つ『フェアクロ』の場合、定型文での会話しかしない昔のゲームのように、好感度だのフラグだのが分かりやすく判別できないため、検証がほぼ不可能なのだ。人間関係なんて、数字で表せるものでもないのだから当然である。

「まあ、検証するにしても、ここから出んと話にならんからなあ……っちゅうわけで、そろそろええで」

「これはこれは、お気遣いありがとうございます」

　宏に声をかけられ、いつの間にか待機していたらしい初老の執事風の男性が、隠れていた本棚の陰から出てくる。

「はじめまして。わたくしめは、本禁書庫の守護者を統括させていただいている個体でございます。今後ともお見知り置きを」

「こら丁寧に。アズマ工房の工房主、東あずま宏です」

「はい、存じ上げております。皆様のことは、我が主あるじから伝えられておりますゆえ」

「ふむふむ。っちゅうことは、最初の守護者との遭遇も、その主さんの仕業でっか？」

「いえいえ。そこは純粋に偶然でございます。どうにも皆様は、こういう状況で確率を無視した結果を引き当てる傾向がある、と主が申しておりまして」

　守護者のその一言に、なぜか春菜に視線が集中する。付き合いが浅く、春菜の妙な引きを経験していないはずのサーシャまで同じような目で見ているあたり、どうやらこちらの世界の人間ですら何か感じいるものがあるようだ。

「ちょっ、それ濡ぬれ衣ぎぬ!!」

「師匠も大概だけど、確率論を無視した結果って、大抵春姉が関わってる」

「だから濡れ衣だって!!」

「で、統括個体さんが出てきたっちゅうことは、試練の準備ができとって、それをクリアすればこの禁書庫全部をノーリスクで自由に閲覧できるようになる、っちゅうことでええんですか？」

　無罪を主張する春菜をスルーし、話を元に戻す宏。何気に、宏のくせにひどい扱いをしている。

「半分肯定で半分否定、ですな」

「っちゅうと、その心は？」

「まず、試練をクリアすれば、この禁書庫全てをノーリスクで自由に閲覧できるようになるという点と、試練のために出てきたという点は正解です。ですが、申しわけないことに、肝心の試練を行うことができないと先ほど判明しまして」

「できん、っちゅうと、うちらになんぞ足りんもんがある、っちゅうことでっか？」

「いえいえ。皆様に不足があったわけではなく、むしろ我々の問題でございます」

　守護者サイドの問題と聞き、嫌な予感がひしひしとする一同。聞くと後悔するだろうと思いつつ、聞かねば話が進まないと、宏が恐る恐る口を開く。

「えっと、その問題っちゅうのは？」

「わたくしからの試練というのは、皆様自身と戦っていただくというものでして。これまでと違い、失敗したから死ぬということはありませんが、その分単純に戦うだけでなく、皆様自身の心の弱いところも容赦なくつかせていただく、その予定でございました」

「……なんか、自分自身との戦いってあたりであたし理由が読めた気がするんだけど、どうしてその試練ができなくなったのかしら？」

「はい。恐らく予想されたとおりだと思われますが、残念ながらお二方ほど、わたくしめの能力ではコピーすることが不可能な方がおられまして、まことに申しわけないことに、試練の実行は不可能となりました」

　予想どおりの回答を受け、真琴が宏と春菜に視線を向ける。どうやら先ほど同様、全員意見は一致しているらしく、他のメンバーの視線も宏と春菜を捉えて離さない。

「濡れ衣や!!」

「濡れ衣だよ!!」

「やかましい！　二名って断言してんだから、他に該当者がいるわけねえだろうが!!」

　無罪を主張する宏と春菜を、その一言で切り捨てる達也。否定のしようがないので、サーシャですら弁護しない。先ほどの春菜に対する扱いが見事にブーメランとなって突き刺さった宏は、微妙に涙目である。

「それで、結局どうなるんですか？」

「先ほど主と相談した結果、試練を乗り越えたという扱いで問題ないということになりまして」

「ってことは、禁書庫の本は全部好きに閲覧していい、ってことですか？」

「はい。ですが、わざわざ何度も足を運んでいただくのもどうかと思いますので、この場で皆様が必要としている書物、皆様を必要としている書物全てを開放いたします」

「ちょい待ち!!　同じパターンは三度までや!!」

　これまで守護者に認められるたびに繰り返してきたパターン、それを統括個体まで踏襲しようとする。それを聞いた宏が思わず待ったをかけるが、

「これが終わったら、わたくしの主が皆様に話があると申しております。ですので、あまり時間をかけることはできません」

　聞く耳など持っていないらしいこの個体は、その抗議を完全に無視して淡々と処理を続ける。

「いや、せやからって、なんぼなんでも毎度毎度乱暴すぎるわあああああ!!」

　宏の叫びもむなしく、あっけなく開放される書物。今までの数倍に及ぶ暴力的なエネルギーに、あっさり意識を持っていかれる一同。

　結局宏達は、丸一日眠り続けることになるのであった。








ローレン編　エピローグ






　目が覚めた時、そこは図書館ではなくなっていた。

「ふむ、目が覚めたかね？」

　宏ひろしが目覚めてすぐ、禿とく頭とうで筋肉質な肉体を持つ、どうにも人間だとは思えない老人が声をかけてくる。もっとも、決して狭くはない部屋一面を完全に浄化し、神域として成立させるだけの力を常に発散し続ける老人を、人間だと思えるようではいろんな意味で先が思いやられるのだが。

　とりあえず状況を確認するため、ざっと周囲に目を走らせる宏。まだ目を覚ましてはいないものの、他のメンバーも無事にこの場に来ていることを確認し、安あん堵どのため息を漏らす。

「えっと……」

「ここは儂わしを祀まつる神殿の神域で、お主らは丸一日寝とったから、今は突入から四日目ということになるのう。とりあえず、知らない天井だ、とかその手の定番らしい台詞は言わぬほうがよい。定番は滑りやすい上に、滑った時のダメージは大きいからの」

「目ぇ覚めた途端に初対面の神様に言うてもない台詞の駄目出しされるとか、どうなんやろう……」

「それがお主の宿命じゃ」

　妙な宿命を押し付けられ、思わずげんなりした表情を浮かべる宏。現時点で直接対面した男の神に、まともな性格をした者がいないのはどういうことか。

「それはそれとして、我が巫み女こがまだ起きてこんようだから、一応自己紹介といこうかのう」

「あ、それやったら、他の人間も起こしますわ」

「いや、我が巫女以外は、すぐに起きてくるじゃろう」

　神の言葉が終わるか終わらないかのタイミングで、妙に色っぽいうめき声を小さく漏らしながら、春はる菜なが身を起こして頭を軽く振る。ほつれて頰ほおにかかった髪が日頃の残念さを完全に覆い隠して、普段は欠片かけらも存在しない妙なエロスを感じさせる。

　もっとも、宏が色気だのエロスだのに惑わされるわけもなく、むしろそんな春菜の姿に湧きあがる恐怖を抑えるので手いっぱいで、それ以外の何かを感じる余裕など一切ない。

「……えっと？」

「今から、神様の自己紹介聞くとこや。っちゅうても、この状況で出てくる神様っちゅうたら決まっとるけどな。サーシャさんのことを我が巫女とか言うてはるし」

　起きぬけで状況を把握しきれていない春菜に、とりあえず簡単に現状を説明する宏。

　春菜に続いて起きてきた澪みお達も、夢うつつという表情で宏の言葉を聞く。押し付けられた情報やらスキルやらの量が多く、まだ馴な染じみ切っていないのであろう。どうにも反応が鈍い。

「さて、全員起きたことじゃし、自己紹介じゃな。まあ、予想はついておろうが、儂がダルジャンじゃ。一応、知の神なんぞをやらせてもらっておる」

「ああ、やっぱり。僕らも自己紹介したほうがええですか？」

「いや。お主らの情報は、アルフェミナを通して全て手元に来ておるからの。時間ももったいなかろうし、そこは省略でよかろ」

　くだけた態度で、サクサクと話を進めていくダルジャン。せっかち、というわけではないようだが、処理すべき案件の多さから、宏達に一定の配慮をしてくれているのだろう。

「さて、まずは、過去にこちらに来た異世界人、そのうちお主らと同じ立場の連中について、答え合わせといこうかの？」

「了解です。兄貴、頼むわ」

「おう」

　ようやく頭が冴さえてきた達たつ也やが、宏の要請を受けて前に出る。

「まずは、最初にファーレーンに現れた三人組からじゃな」

「そうですね。ファーレーンに現れたのは千二百三十一年前、男性が三人。赤あか阪さか俊しゅん司じ、十六歳。古こ賀が隆りゅう太た郎ろう、二十五歳。松まつ波なみ航こう平へい、二十一歳。現れた場所は当時のウルス城中庭。すぐにアルフェミナ神殿に保護され、一カ月ほど神殿で当時の社会情勢や一般常識などを教育された後、当時のアルフェミナ様の姫巫女、エルザ様の巫女、レーフィア様の巫女と一緒に大霊峰での異変の解決を行う。その後邪神教団の起こしたいくつかの事件を解決し、当時のバルドを近衛の団長や宮廷魔術師、姫巫女などと協力して討伐。大霊峰中腹にあるかつての神域にて帰還の儀式を行い、無事日本に帰還。こちらの世界での滞在期間は、大体全部で十年ぐらいですね」

「うむ。では、ローレンでは、何があった？」

「ローレンに現れたのは八百十九年前、男性三人、女性一人。男性は高たか岡おか信のぶ輝てる、三十六歳、常とき田た彰しょう吾ご、十九歳、水みず島しま豊ゆたか、二十五歳。女性は横よこ山やま美み希き、十七歳。場所はルーデル湖北部のセーレ村。村で保護された後、普通に村人の生活に馴染みながら常識を学ぶ。何度かのモンスター大発生からセーレ村と近隣の村を守りぬき、村がある地方の領主の後ろ盾を得て出世。全員村や地方都市で伴侶を得て、最年長の高岡信輝が八十三歳で、最年少の横山美希が八十五歳で残り二人が七十九歳でこの世を去るまで、ローレン人として過ごす。騎士団のトップと比較すれば劣るといえど、当時としては頭二つ飛び抜けた戦力として地域の治安を安定させることに尽力したため、今でも伝説の冒険者チームとして語られる」

「正解じゃ。ちゃんと知識は得られているようじゃな。では、デーゼンとデュランセルの連中がどうなったかも、知っておるな？」

　ダルジャンからの問いかけに頷うなずく日本人一同。あまり知りたくはなかった最期に、表情が硬い。

　デーゼンに飛ばされた男女二組は、バルドの暗躍とウォルディスの進攻、その両方に対して矢面に立たされた挙句、終戦協定の時にウォルディスに引き渡されて大罪人として男は拷問、女は凌りょう辱じょくの限りを尽くされた上で見せしめにかなりひどい方法で処刑されている。

　記録が不自然に消されているのは、その処刑の仕方とそこに至るまでの経緯が、何百年経とうと国そのものの品性やら倫理道徳やらを疑われるほどのものだったからだ。特に、魔法使い系廃人としてどちらの勢力にも致命的なダメージを与えた女子高生・楠くす本もと千ち秋あきの最期は壮絶で、口にするのもおぞましいとしか言いようがない殺され方をしたのだ。

　まったく面識がない相手であり、何があったかの詳細情報を文章として淡々と知らされただけとはいえ、同郷の人間のむごたらしい最期は宏達にとって非常にショックが大きかった。春菜達女性陣など、場合によっては自分達も同じ立場に立たされていたかもしれないと思うと、他ひ人と事ごとではすまない内容である。

　デュランセルの三人も似たようなもので、またしても領土欲に駆られたウォルディスの王を己の身の安全のために全力で阻止した結果、もう少しで帰還できるというところで最後の最後で日ひ和よったデュランセルの手で罠わなにはめられ、国を守るためという口実で生いけ贄にえにされている。

　妙に美化された伝承が残っているのは、デュランセルが自国のために頑張ってくれた日本人を裏切った、という事実を隠すために、真実を捻ねじ曲げたからである。

　もっとも、どちらの件でもそれぞれの国は相応の報いを受けている。ウォルディスは当時の首都二カ所とそれ以外の三カ所に生き物が立ち入ることすらできず、アンデッドやモンスターすら発生しない土地が生まれているし、デーゼンはすでに人口数百人の都市一つとなって国としては滅んだも同然、デュランセルも穀倉地帯が使い物にならなくなって常に飢餓にあえいでいる。

　『フェアリーテイル・クロニクル』が禁書となったのは、これ以外にもとても後世には残せない出来事が多く記載されており、ファーレーンとフォーレ、ローレンの三カ国以外全ての国がすねに傷を持っているために、利害が一致して禁書として封印することにしたのだ。

　記載された事実に関して、実際に起こったことを追体験できるという書物の特殊機能も、禁書指定をせざるを得なかった理由である。

「最後、マルクトの一人は、予想どおり禁書には記載がありませんでした」

「そちらの方は、現地に行けばすぐに分かるじゃろう。マルクトには正確な記録が完全な状態で残っておるからの」

「マルクトは、そこまで厳重に記録を管理しているんですか？」

「あやつは、マルクトにとってはヒーローじゃからの」

　ダルジャンのヒーローという言葉に、微妙な表情を浮かべざる達也。禁書庫で押し付けられた情報によると、とある踊りを広めた功績で歴史に名を残したようなのだが、それでなぜにヒーローになるのか、どうにも理解できないのである。

「とりあえず、当時の事件については横に置いておこう。今更お主達にできることなど何もない。特にデーゼンとデュランセル、ウォルディスの件は、もはや大地に呪いとして深く刻み込まれておって、時間を巻き戻したところで、どうにもならん状態になっておるしの」

「時間を巻き戻す、ですか」

「アルフェミナなら可能じゃからな。もっとも、世界そのものに呪じゅ詛そとして刻み込まれておる以上、仮に事件を完全に阻止したところで、それだけでまともな状態になることはあり得んがの」

「そこまで、ですか……」

「そこまで、じゃ。無論、刻み込まれた呪詛を祓はらい、土地を清浄化する手段もあるが、愚か者どもに手を差し伸べると、また同じことになりかねん。理性など持たぬ邪神が触れられぬほどなのじゃし、邪神をどうにかするまでは放置でよかろう、ということで一致しておる」

　余程ウォルディスは恨まれたらしい。第三者の手で淡々と記されただけの禁書の文章ですら鬼気迫るものがあったのだから、当然といえば当然なのだろうが、何とも切ない話である。

「話を戻すとして、こちらの世界で死んだ異世界人がどうなったか、じゃがな。ザナフェルが健在の頃はザナフェルの手で、ザナフェルが邪神の破片とともに封印されて以降はアルフェミナが、こちらに飛ばされてくる直前の状態まで巻き戻した上で、可能な限り双方の世界に影響が出ない形で元の世界に戻しておる。ウォルディスに殺された日本人達も、あの国に負わされた魂の傷を全て癒いやし、あったことを全て忘れさせた上で、ほぼ元どおりの時間軸に戻しておる」

「……そんな真似が、できるのですか？」

「今は不可能じゃ。じゃが、たかが舞台装置とはいえ、儂らも神じゃからな。この世界の住民はともかく、よその世界の住民は死後のルールの適用範囲外じゃから、魂の保全さえしておけば、蘇生して戻すことはさほど難しくはないんじゃよ」

「今は不可能、というのは？」

「簡単じゃ。月に邪神が居座っておる影響でお主らの世界との道が閉ざされておる上、お主らの中に、魂の保全が完全ではない者がおる。あえて明言はせんが、保全が完全ではないのが誰のことかは想像がつこう？」

「……なんとなくは」

　ダルジャンの言葉に、宏と春菜を見ながら乾いた声で答える達也。最終試練の件を考えれば、この二人はいろんな意味で毛色が違うのが確実だ。

「道については、月に至った邪神をどうにかせんと、こじ開けるのも難しい。お主らのおかげで状況がこちらに傾きつつあるから、お主らが天寿を全うするまでにはどうにかできようが、なかなか時間がかかりそうではある」

「その場合、向こうでの我々はどうなっています？」

「今は時間軸が切り離されておるからのう。十分程度経過した時間軸に戻る、ということになるはずじゃ」

　つまり、ほとんど影響は出ない、ということだ。

「逆に、何らかの形で今から戻った場合、どないなります？」

　話を黙って聞いていた宏が、気になっていたことを切りだす。向こうでの経過時間は十分ほどでも、こちらで過ごした時間は、最も短い達也と澪ですらもうすぐ一年だ。特に澪は、いろいろ厄介な齟そ齬ごをきたす羽目になりかねない。

「つじつま合わせのために、肉体的にはこちらに飛ばされる直前の状態に巻き戻されることになる。お主らの前に戻ったファーレーンの三人とマルクトの一人も、元の世界での十分後の状態に肉体を変更されておるからの」

「こっちで身につけた能力とかは、どないなります？」

「魂に馴染んでしまったものは、肉体を巻き戻した程度では消えぬ。戻った者もこちらで死んだ者も、一割から三割ほどは向こうの世界に戻ってからも持ち続けておるはずじゃ」

「澪の体とかは……」

「安心せい。戻ることさえできれば、いずれファーレーンにおった頃ぐらいには動けるようになる。時間はかかるがの。その程度には、こちらでの肉体の情報が魂に定着しておる」

　向こうに戻る選択をする上で、一番懸念となっていた澪の体。それについて、非常に明るい未来を聞かされ、表情を明るくする一行。

「まあ、チビちゃんにとっては、全面的にプラスというわけでもないじゃろうがの」

「……美お味いしいご飯と怠惰でただれた生活、確かに悩ましい問題」

　折角の明るい情報を、当の本人が残念な発言で叩たたき潰つぶす。照れ隠しもあるとはいえ、結構少なくない割合で本音なのが本当に残念である。

「しかし、何らかの形で戻った場合、というのを聞くということは、戻る当てがある、ということじゃな？」

「正確には、行き来できるかも、っちゅう話ですけどね」

「行き来をする、ということに覚悟はできておるかの？」

「覚悟？」

　いきなり物騒で重々しいことを言い出したダルジャンに、怪け訝げんな顔をする宏。単に道具を作るだけの話なのに、なぜ覚悟を問われなければいけないのかが理解できない。

「行き来をする、ということは、お主に限っては今の力を百パーセント魂に定着させる、ということじゃ。定着させてしまって、向こうで元どおりの生活なんぞできるのかの？」

　ダルジャンの重い問いかけに絶句し、パニックに陥りそうになる思考をどうにか御して結論を出そうとする。

「ねえ、宏」

「……なんや？」

「普通の人間に近い状態で戻れるに越したことはないのは事実だけど、今の宏の能力で一割定着と全部定着だと、向こうに戻った時の差ってそんなに大きくないんじゃない？」

　結論になっていない結論を口にしようとした宏に、真ま琴ことが妙な指摘をしてくる。

　言われた意味を理解できずにしばらくぽかんとする宏。

　その宏を差し置いて、他のメンバーが先にその言葉の意味を理解する。

「言われてみりゃヒロの場合、一割でも普通に超人だわな」

「師匠の一割って、慎重に隠さないと変な組織に目をつけられるレベル」

「ごめん、宏君。否定したいけど全然否定できない……」

　真琴の指摘を受けた達也と澪の言葉に、春菜が申しわけなさそうに同意する。

　もっとも、当の宏ですら、

「確かに、包丁で刺されて死なんのとミサイルとか食らって死なんのは、日本で日常生活する分には大差あらへんなあ……」

　などと納得してしまったりするのだが。

「ふむ。まあ、それもお主の宿命か」

　妙な方向で納得してしまった宏達を、ダルジャンが生温かい目で見守る。

　実際のところ、変な組織に目をつけられるとかそんなちゃちな問題ではないのだが、手遅れになってみないと実感できない種類のものでもあるので、ここでごちゃごちゃ言うのはやめておく。

「ダルジャン様。とりあえず何でもかんでも宿命で片をつけるのは、あなたの悪い癖かと思いますよ？」

「おお、起きておったか、我が巫女よ」

「答え合わせが始まった時点で起きていましたよ。口が挟めるような状況ではなかったので黙っていましたが」

　重々しく呟つぶやいたダルジャンの台詞に、サーシャから鋭い突っ込みが飛ぶ。

「あ、サーシャさん、体は大丈夫？」

「ええ。なぜ今更と言いたくなる魔法を覚えたおかげで動けるようになるまでに時間がかかりましたが、とりあえず特に問題はありません」

「そっか、それならよかった」

「やはり皆様と違って、基礎能力の低さがもろに響いてきます。守護者のやり方で大きな魔法とかを身につけさせられると、なかなか体に定着しません……」

「多分、あのやり方がおかしいと思うんだ、私……」

　毎回目覚めるのが最後になることを、地味に気にしているサーシャ。もっとも、そもそも巫女の中で冒険者並みの身体能力を持っている人間など、アルチェムと辛うじて新米のジュディスぐらいなものなので、宏達と比較すること自体がおかしいのだが。

「まあ、それはそれとして皆様、ダルジャン様の宿命という言葉については、あまり真に受けないほうがよろしいかと思います。ダルジャン様は、何でもかんでも宿命の一言で片づける癖がありまして、言ってしまえばオクトガルの〝遺体遺棄〟という言葉と同じようなものなのです。仮にも神の一柱たる方から宿命と言われて気にしないというのは難しいでしょうが、どうせ大抵のことには大して意味がありません」

　サーシャのかなりひどい言葉に、思わずあっけにとられる宏達。いくらなんでもオクトガルと同じというのはひどくはないか、と思うのだが、あいにくサーシャの顔は百パーセント本気である。

「お主、儂の巫女の割に言うことがきつくないかの？」

「いちいちいちいち何でもかんでも宿命宿命と言い放って、言われた人が何か意味があるのかと困惑したり悩んだりするのを見てにやにやしている方に、優しくかける言葉はございません」

「別ににやにやなぞしとらんぞ？　どのような選択も、それが宿命じゃと言っておるだけじゃ。それによってどんな影響を受けようが、それこそそやつの宿命じゃろう？」

「それは要するに、ダルジャン様のおっしゃる宿命という言葉にまったく意味がない、と白状しているのと変わらないということです。それとも、知の神を名乗っていながらそんなことも分からぬとおっしゃりますか？」

「本気で、お主はきついのう……」

「それこそ、歴代の巫女の宿命です」

　なかなかに遠慮のないやり取りをする神と巫女に、口を挟めずにぽかんとしてしまう宏達。割と気安いやりとりをしている神と巫女はこれまでにもいたが、ここまで一方的に自身が仕える神をぼろくそにこき下ろした巫女は初めてである。

「儂にはきついくせに、小僧にようアタックせんのはどういうわけじゃ？」

「どうアタックすればいいのか、情報を集めているのです。女性恐怖症の方に、むやみやたらとアタックしても碌ろくなことがありませんので」

「その結果、目立った動きができずに埋没するわけじゃな」

「うっ……」

　ダルジャンからのきつい突っ込みを受け、言葉に詰まるサーシャ。自分でも思っていたことだけに、反論ができない。分の悪さを悟ったサーシャは、話題を変えて話を進めることにした。

「それで、ダルジャン様。一応皆様は試練を乗り越えられたのですが、その程度の情報だけでお茶を濁す、ということはありませんでしょうね？」

「それこそまさかじゃ。それに、まだ情報提供自体、全て終わったわけではないからの」

「では、宿命だなんだと遊んでいないで、さっさと全部済ませてください」

「そうじゃの。お主らがなぜこちらに飛ばされてきたか、そのからくりを説明せねばならん。そこそこ長い話になるから、サーシャは茶でも用意してきてくれんかの？」

「分かりました」

　ダルジャンに頼まれ、お茶を淹いれに神殿から出ていくサーシャ。自身の巫女が出ていったのを確認したあと、神が再び口を開く。

「お主らがこちらに飛ばされてきた理由じゃが、先に断っておくと、ゲームの開発や運営は一切かかわってはおらぬ。お主らが遊んでおったゲームとこの世界が酷似しておるのは、単純にデザイナーの中にこの世界と波長が合った人間がおった、それだけの話じゃ」

「波長が合う？　そんなことが起こりおるんですか？」

「お主らの世界でも、創作物に対するアイデアが浮かぶことを、電波を拾うだの神が降りてくるだのと言うことがあるじゃろう？　あのゲームのデザイナーの場合、その拾った電波、もしくは降りてきた神というのが、この世界を俯ふ瞰かんした情報じゃった、というところじゃ。架空の物語全てがそうではないが、創作物に関してはこのパターンは割と多くての」

　説得力があるのかないのか、いまいちよく分からないダルジャンの説明に、どう返すべきか悩む宏達。そんな宏達の反応を無視し、話を続けるダルジャン。

「ただし、ゲームがお主達をこの世界に結びつけた、その因果関係は否定せん。何しろ、あれだけ精緻に作られた電脳世界じゃ。縁をつないで引きずり込むのにうってつけじゃからな」

「引きずり込む、ということは、人為的な何かが関わっていると考えていいんですか？」

「うむ。とはいっても、この世界ではなく別の世界の神で、しかも犯人は完全に滅んでおるがな」

「滅ぶ？」

「自身の世界で生まれた邪神をよう御ぎょせずに、よその世界、つまりこの世界に押し付けた挙句に偶然を装ってゲームの中でたまたま波長が合ったお主らをこちらに引きずり込み、後始末を全て丸投げした、というのが大雑把なことの真相じゃ。ゲームのグランドクエストというやつがこちらの現状に酷似するようにデザイナーを誘導したのも、そやつのやったことよ」

　無責任にもほどがある話を聞かされ、絶句するしかない日本人一同。押し付けられたこの世界も、後始末に巻き込まれたプレイヤー達も、正直たまったものではない。

「元々この世界は少々境界が緩くての。昔から違う世界の人間が流れ着きやすい面はあった。そこを見事に利用されたというわけじゃな」

「そこまでやって、その神様は何で滅んだんです？」

「愚かにも、世界の共通ルールを犯した挙句に、お主らをこちらの世界に引きずり込む術式が暴走したことで、ゲームの時の能力がお主らに宿る、という形で力を大きく奪われての。自身の存在を維持するのが怪しくなって、邪神の破片が戻ってきた時に対応できず、共倒れしおった」

　達也のもっともな問いに、ダルジャンが身も蓋ふたもない事実を告げる。その情けない終わり方に、再び絶句する日本人一行。

（まあ、実際にはそれだけではないが、わざわざ言わんでもええじゃろう。知る必要があるなら、しかるべき時に自然に知るのが宿命というものじゃろうて）

　宏達の反応を見て、そんなことを考えながら、いくつかの重要な情報をあえて伝えないことにするダルジャン。特に、創造神の最後に春菜の関係者が深く関わっていることは、相手方の反応が分からないためうかつに口にできない。

　もっとも、春菜の関係者が関わっている、といっても、当人が意図してのことではない。正直、それで創造神が滅んだのは、誰にとっても割と想定外の事態だったのである。

　というのも、ひそかに人間ではない関係者がいる春菜を引きずり込もうとしてしまったため、予防線として張られていた防御システムに盛大に引っかかり、ものすごいエネルギーを浪費させられたのだ。迂う闊かつにも一度発動するとキャンセルできない種類の方法を使ってしまったため、随分身を削らされてしまったのである。

　術式が暴走したのも、その防御システムと相互干渉を起こしたためだ。結果、妙な相互干渉により、二十人もの英雄級、およびその手前の人間を生み出すこととなり、春菜を引きずり込もうとした消耗と合わせて存在を維持すること自体怪しくなるほどの力を持っていかれたのだ。

　その中に、職人でも高難度のエクストラスキルをいくつも有していた宏や、エクストラスキルに加え高レベルならではの高い能力値を持つ真琴と楠本千秋といった、神に匹敵しかねない力を持った者が三人も紛れ込んでいたことも、犯人の神にとっては運が悪かったといえる。

　自身の手に負えなくなった邪神をよその世界に追い出し、複数の世界に対して余計なちょっかいを出したのだから、滅ぶのも自業自得といえなくもないだろう。

「なんか、ひどく都合のいい話に聞こえるんですが、単にゲームやってて引きずり込まれたってだけで、そんな力を得るほどの影響なんて出るもんなんですか？」

「これが、ＶＲ技術を使わぬ、普通にコントローラーやキーボード、マウスなどで遊ぶ種類のゲームであれば、お主らがそれほどの能力を得ることもなかったじゃろうな」

「ＶＲだと、違うということですか？」

「うむ。特にお主らの世界のものは、精神にダイレクトに接続するタイプじゃからのう。魂に対する影響力も大きいんじゃよ。その上、お主らが遊んでおったゲームは、他のゲームに比べても自分の体を動かして様々な事柄を蓄積する比重が高い仕様じゃ。必然的に、単なるデジタルデータとしてだけでなく、いろいろな情念を伴った情報として魂や世界に刻み込まれやすくなるんじゃ」

　達也の問いかけに、ダルジャンが観念的な要素を伴う説明をする。

「お主らの世界のネットワークシステムとＶＲ技術は、もはや新たな世界を作り上げていると言っても過言ではない。故に、こういった事件や事故が起きた時、複数の世界にまたがっている存在と定義されやすく、ゲーム側の影響を受けやすくなる。それ以前に、お主ら自身も日常生活で肉体的にゲームの影響を受けていると実感したことがあったのではないか？」

「……確かに、思い当たる節はありますわ。それも結構ようさん」

「まあ、本来なら、思い当たる節がある、程度で大したことにはならんが、そこに下級とはいえ創造神の行いが絡めば話は別じゃからな」

　そこまで話したところで、サーシャが血相を変えて戻ってこようとしていることを察するダルジャン。どうやら、全ての話をするには少々時間が足りないようだ。

「さて、本来なら邪神についても詳細を話しておきたいのじゃが、どうやら今日は時間切れになりそうじゃ。話は変わるが、今ローレンがいろいろとややこしいことになっておっての。アルフェミナの姫巫女のおかげである程度落ち着きはしたが、まだまだ火種が残っておる。お主らも無関係とはいかんがゆえに、このあとはそちらを優先せねばならんかもしれん」

「そんなややこしい状況になっとるんですか？」

「おう。詳細は我が巫女や関係者から聞いておくれ。儂が話すと、余計な情報まで流してしまいそうじゃからな。で、時間がないので、先にお主らに必要となるであろう技を伝授しておく。まあ、正確に言うなら、すでに習得しておってロックがかかっておる技を、解除して使えるようにするだけじゃがな」

　そう言って、どこからともなく取り出した杖つえを軽く掲げて、宏達全員に光を浴びせるダルジャン。光を浴びた宏達が、どこか戸惑った視線をダルジャンに向ける。正直なところ、変わったような感じがまったくしないのだ。

「これで、自分の意思で一時的に心身双方のリミッターを外せるようになったはずじゃ。小僧のタイタニックロアのように、自由に使えなかった技も使えるようになるじゃろう」

　長らく使用条件不明であった宏のエクストラスキル、タイタニックロア。その使用条件が大した盛り上がりもないまま明らかになる。さらに、

「あ、私も使えなかったアルフェミナ様の魔法、使えるようになったみたい」

　ウルス城の禁書庫で押し付けられたエクストラスキル。その四つのうちの最後の一つ、今までどうやっても発動しなかった障害魔法が使えるようになる春菜。

「要するに、宏のも春菜のもリミッターを外せないから使えなかった、ってことかしら？」

「多分そうだと思う」

「そうなんやろな」

　恐らく、今まで宏が発動できていたのは、無意識に一瞬だけリミッターを外していたからなのだろう。そう結論をつける。

「どうやら、無事にロックが外れたようじゃな。それ以外にも、禁書庫での最後の試練で神の技を身につけておろうから、落ち着いたら確かめておくといいじゃろう。中には、儂から伝授するつもりじゃったものもあるからの」

　ダルジャンのその言葉が終わると同時に、サーシャが駆け込んできた。

「ヒロシ殿、皆様！　私達が禁書庫に突入した日に国王陛下が王室の解体と王制の廃止を宣言なさり、その責任を取って自害する、と！」

「そらまた、えらい騒ぎやな……」

「幸い、エアリス様のご尽力により、陛下は自害の意思を取り下げてくださっておりますが、情勢はまだまだ流動的です！　おかしなことに巻き込まれぬよう、情勢が落ち着くまでウルスにお戻りください！」

「ダルジャン様の話、全部聞いてからやとあかんの？」

「申しわけありませんが、すでに私が戻ってきていることが知られてしまっています。今戻らねば、神域を出た瞬間に妙な勢力に捕まる可能性があります！」

　宏達が禁書庫に潜っている間、ローレン全域を揺さぶっていた一連の騒動。必要な粛清は大方終わっているのだが、処刑せねばならぬ大物が一部行方をくらませていたりとまだまだ全てが終わっているわけではない。

「こちらの話は情勢が落ち着いてからでも間に合おう。……そうじゃな。現在仮免中の新たなエルザの巫女が、もうじき本免許の試験を受けることになる。その試験にお主らも立ち会うことになるじゃろうから、それが終わったあとにエルザ神殿に儂が出向いて話すとしようかの」

「ええんやったらそれでお願いしますわ。このままやとなんぞ面倒なことに巻き込まれそうやし」

「うむ。あと、これは出血大サービスじゃ。ルーフェウスの工房まで送ってやろう」

　ローレンの些さ事じに宏達をあまり拘束してはいけない。そういう判断が働いたか、空間系は専門外のダルジャンがそう申し出る。専門外といえども、自身が直接守護するルーフェウス内ぐらいなら、どれほどガチガチに転移防御がかかっていても人を送り込む程度のことは問題ない。

　そのまま、宏達がその申し出に対して返事をする前にさっさと転移を発動させて避難させる。

「さて、サーシャよ。あえて小僧達にローレンの情報を遮断しておった意味、分かるな？」

「はい。とりあえず、自分の目で現状を確認した上で、ダルジャンの巫女として態度を決めさせていただきます」

「うむ」

　どうやら、サーシャもローレンの中枢に関わる話に宏達を関わらせるつもりはないらしい。さっさとけりをつけるべく、巫女としての毅き然ぜんとした空気を身にまとって神域を出ていく。

「さて、此こ度たびはどんな宿命なんじゃろうな」

　あとに残されたダルジャンの意味深な呟きは、誰にも聞かれることなく神域に溶けていくのだった。




　　　　☆




「とりあえず、どうにか目途はたったな」

「これで、陛下が心を煩わされる必要もなくなりましたな」

「まだ、けりがついたわけではないから、油断はできんが……」

　宏達が禁書庫から出てきた翌日の午後。ローレンの国王の執務室では、穏やかな表情になった国王が学院長相手にようやく終わりが見えた王家の問題について語っていた。

「一カ月後から一部を除く権限と責任を三年かけて議会に譲渡、緊急時の指揮権および外交に関しての権限と責任は十年を目途に各省庁へ譲渡。それ以降国王は議会および各省庁への監視のみを仕事とする、か。連中がよく飲んでくれたものだ」

「王家がなくなるよりははるかにマシですからな」

「そこまで王家の存在に依存するのであれば、あれほどまで命令無視を繰り返さねばいいものを」

「まったくです」

　一部の処刑が始まった反乱勢力と、彼らに対して日和っていた連中を思い出しながら、ため息交じりにぼやきあう国王と学院長。

「なんにしても、私の役目はあと十五年程度だ」

「そうなりますな」

「ここまで、何の力もなかった若造を、よく支えてくれた」

「いえ。この老いぼれは、結局何一つできませんでした。陛下があそこまで追い詰められていながら、後ろ盾としてルーフェウス学院すらまとめられなかった無能な爺じじいです。今の結果は、陛下自身が捨て身の覚悟でもぎ取ったものでございます」

「だが、学院長がいなかったら、私は恐らくあそこまでの覚悟は決められなかった。国を見捨てて、さっさと自害していただろうな」

　自身の無力を懺ざん悔げし、国王の捨て身の行いこそが難局を切り開いた。そう告げる学院長に、本音のところを漏らす国王。

「学院長。政治の場において、あなただけが、この後ろ盾のない若造に常に味方してくれた。正直、あなたがいなければ、ローレンなんてどうなってもいいと投げ出していただろう」

　国王は知っていた。学院長だけは、常に国王の味方をしてくれていたことを。陰に陽に、国王のために動いてくれていたことを。

　いかに各方面に影響力があるルーフェウス学院の学院長といえど、所しょ詮せんは学者でしかない彼の力では、人の言うことを聞かない連中をどうにかすることはかなわなかったが、王が最後まで国に対するダメージを最小限に抑えようと努力したのは、そんな学院長の献身があったからである。

「学院長、今までありがとう」

「いえ、いえ。そのお言葉だけで十分です。無能な老いぼれに、そのお言葉はあまりにも過分です……」

　王の心からの言葉に、感激の涙をこらえる学院長。実の祖父と孫のような空気を作り上げる二人をオクトガルが観察していたことに、彼らは最後まで気がつかなかった。




　　　　☆




「……何や、留守中にえらいいろいろあったんやな」

「本当に、いろいろあってな……」

　ローレン王達が一息ついていたのと同時刻。余計な厄介ごとに巻き込まれないようにウルスの工房でまったりとしていた宏達は、状況を伝えるためにやってきたレイオットの説明に疲れたようなため息を漏らしていた。

「ほんで、結局のところどないなん？」

「まず、国王陛下の自害、もしくは処刑の目はなくなった。制度に関しては混乱を避けるため、十年ほどかけて徐々に権限と責任を移行しながら王制を廃止。ただし、王家および公王選は、伝統ということもあって今後も続ける予定だ。要するに、王を単なる象徴として政治と切り離す選択をしたらしい」

「それで、自殺まで考えた王様は納得しとんの？」

「あの御仁の切羽詰まった思いが、そのまま言葉になった結果だろう。責任逃れのための自害宣言ではないし、王家の解体を言ったのも、国家の屋台骨が揺らぐ可能性を重々承知の上だ。今回は、そのリスクを取ってでも王家や貴族どもの腐敗を正さねばならなかったらしい」

「なるほどなあ。でも、そこまで話がまとまっとんねんやったら、僕らがここに隔離される必要あらへんのんちゃう？」

「お前らが下手に何かを言うと、今回粛清される連中がその言葉を捻じ曲げて都合のいいように利用しかねんのでな。粛清されるといっても、現時点ではあくまで身柄の拘束と、せいぜい潰すことが決まった家の財産の没収が終わった程度だ。そいつらの処罰が完了するまでは、日和ひより見みしている連中がどちらに動くか分からん」

　レイオットの解説に、うへえという顔をする宏。正直、高校も卒業していない人間には手に余る事案である。

「とりあえず、僕らは蚊帳の外、っちゅうこっちゃな」

「ああ。さんざん政治利用した私達が言う話ではないが、本来ならお前達の立場で政治に関わるなど、あってはいけないことだからな。エアリスを保護した関係上、否が応でも関わらざるを得なかった我が国と違い、ローレンの政治家のために骨を折る必要もあるまい」

「あの王様は嫌いやないから、多少骨折るぐらいはええんやけどなあ……」

「少なくとも利用され尽くすだけだった状況から抜け出すきっかけをお前達が与えたのだから、すでに多少骨を折っていると思えばいい」

　今までの流れからか、ある程度政治がらみのことでも動く必要があると思い込んでいる節がある宏を、どうにかなだめようとするレイオット。自分達の影響力を過小評価しすぎている宏が下手に動くと、余計な方向でこじれそうなのが厄介だ。

　本人は自覚がないが、ルーフェウス学院にはすでに宏の派閥がそれなりの規模でできている。特別講義で金を作り出したのが決定打で、一部の教授を除き、対抗派閥ですらその存在と実力、および発言内容について、一定以上のラインで認めているのだ。恐らく彼がルーフェウス学院に対して何か発言すれば、学院の教授や学生の七割はその言葉を支持するだろう。

　ルーフェウス学院において七割の支持を得られる、ということは、それだけでもローレンの政治に対して無視できないインパクトを与える。

　故に今、宏に下手なことを言わせてはいけないのだ。

「っちゅうか、そこまで引き際もわきまえてへん連中を、先代とかは何で野放しにしとったん？」

「先代は急病でそこまでの余力がなかったらしい。元老院は現王の能力を知っていたがゆえに、下手に自分達が解決して実績を横取りすることを恐れたとのことだ。自分達が実権を握っている間に、司法の連中がそこまで狂っていたとは思わなかったらしくてな」

「またええ加減やなあ……」

「そんな事情でもなければ、あの王の実力であの馬鹿どもを排除できないわけがなかろう？　国の内外問わず、どの勢力にも一切悟らせずに王家解体の準備を完了させるような王だぞ？」

「まあ、せやねんけどなあ……。そもそも、そんなアホどもが国の上層部にひしめいとったこと自体が理解できんで」

「少なくとも、十年前は有能だったようだ。父上やフォーレ王が、その有能さにいろいろ苦労させられたと言っていたから間違いないだろう。昔は有能だったが、時代の流れについていけず偏った思想で周囲を認めずに暴走する、やたらと影響力と実行力だけはある無能な働き者の年寄り、なんてものはいつの時代、どこの国にも珍しくはない。たまたま、そういう連中が集中したのだろう」

　正直、国としてはたまったものではない話を淡々とするレイオット。実際にありそうな話である上、そういう人間ほど後進に道を譲らないために上がつかえてしまうのが難儀な話である。

「それにしても、結局僕らは、何のために王様の頼みごと聞いたんやろうなあ……」

「彼に馬鹿と戦うための実績を与えるためだろう？」

　宏のぼやきに、身も蓋もないコメントをするレイオット。結局、宏達が最後まで蚊帳の外のまま、ローレンの政治に吹き荒れた嵐は深い爪痕を残して去っていくのであった。






ローレン編　後日談その一






「なあ、先に一つ確認したいんやけど、ちょっとええ？」

　禁書庫の攻略を終えた数日後のウルス工房。ローレンが落ち着くまでどうするか、という話し合いの席で、真っ先に宏ひろしが口を開いた。

「なんだ？」

「誕生日プレゼントっちゅうことで一週間自由にもの作ってええ、っちゅう話になったやん」

「ああ、なってたな」

「それ、船作って大だい霊れい窟くついっぺん踏破したあとにずらしてええ？」

　いきなり物騒なことを言い出す宏に、表情が固まる一同。

　大霊窟を攻略する、などという難易度の高い目的を提示してきたこともさることながら、そのあとで、というのが怖い。特に素材的な意味で。

「いつその権利を使うかは宏君の自由だけど、何か理由があるの？」

「素材がなあ、今あるやつやと微妙に足りへん感じでおもろないねんわ」

「……素材が足りない状態で好きに作っていいって言われても、って思うのは当然だろうし、そもそもその権利は宏君の誕生日プレゼントなんだし、好きにしていいとは思うんだけど……」

　宏の言い分に大きな不安を覚えながらも、一応表面上は物分かりのいい言葉を告げつつ、他のメンバーの顔色をうかがう春はる菜な。他のメンバーも、なんとなく頷うなずきづらいものを感じ、かといって反対するのも、といった風情で口をつぐんでいる。

　その様子を見て、とりあえず話を先に進めることにする春菜。この点を追及しても、どうにも不毛な話にしかならないと判断したようだ。

　内心では、せめて大陸を吹っ飛ばすようなものは作らないでほしい、などと考えていたのだが、恐らくこの思考は関係者全員に共通するであろう。宏にベタ惚ぼれで、基本彼の言葉に異を唱えない春菜ですらこの認識であるあたり、関係者から宏がどう思われているかがよく分かる。

「後ろにずらすんだったら、何か今やろうって思うことがあるの？」

「そら、まずはライムの誕生日プレゼントやろ」

「それはもう用意するのが当たり前だから別枠として、他に、だよ？」

「一応、優先順位がむちゃくちゃ高い頼まれごとはあるで」

　優先順位が高い頼まれごと、と聞き、春菜が不思議そうな表情を浮かべる。

「どんな頼まれごと？」

「あの亜種ポメへの対策や。できる限り特別な技能とかなしで継続できる手段が欲しいんやと」

「あ～……」

　宏の答えに、全員揃そろって納得の声を上げる。確かに優先順位がとてつもなく高い。

「確かにそいつは優先順位が高いが、どうにかできる当てはあるのか？」

「やってみんと分からんとこやけど、一応当てはあるで」

「そうか。だったら、ライムへのプレゼントと並行でそっちをやるのか？」

「そうなるなあ。ただ、実験っちゅうか検証用に、亜種ポメをそこそこの数用意せんとあかんねんわ。それがちょっと怖い感じでなあ」

「あ～、確かになあ……」

　この種の研究開発に常に付きまとう、危険物の管理。特に今回必要なポメ（亜種）は、直接的な破壊力こそ皆無ながら、発生させる精神系状態異常の強烈さと状態異常をばらまく範囲の広さから、都市一つを余裕で壊滅させうる危険性を持ち合わせている。

　しかも、手早く数を増やせる生産方法が一歩間違えれば被害をばらまくやり方になるため、もしもの時のためにいろいろと準備をした上で、細心の注意を払って進めていかなければならない。

　さらに、上う手まくいったかどうかを確認するために、人体実験をする必要がある。人の体を使って実験をするのだから、どのような方法で行うのか、誰が実験台になるのか、実験台になった人に対しての報酬その他をどうするのか、問題があった時にどういう対処をするのか、など、事前にきっちり決めておかねばならないことが山ほどある。

　実験台になる人間の選定もまた、厄介な問題だ。程よく丈夫で子供並みに状態異常耐性が低い人間を選ばねば、必要なレベルで効果が出ているかどうかの検証にならない。

　優先順位が高く、可能な限り急いで対策を打つ必要がありながら、そのための準備がなかなか大変なのは、実に頭が痛い話である。

「そういえば宏君、亜種のポメは確保してるの？　あの島にいたのは、見つけ次第片っ端から結界で隔離して爆破してたと思うんだけど」

「バルドが持ち込んだっちゅう記録見つけた時点で、こういう話が来るっちゅうんは予測しとったからな。三つほど確保しとるよ」

「そっか。ってことは、まずやらなきゃいけないのは……」

「事前に実験その他のための根回しやな。増やすんはそれ済んでからや」

　宏の言葉に、全員が頷く。内容が内容で、ものがものだ。そこをおろそかにしては、不要なトラブルを巻き起こしかねない。

「で、師匠。根回ししたら、どこで増やしたり実験したりするの？」

「安全策を取るんやったら、ダールの地底か灼熱砂漠の中心付近やな。地底は一層目の遺跡借りて、一層目と二層目をしばらく立ち入り禁止にしてもらっとけば、もし結界とかに不備があっても変な被害は出えへんはずやし。灼熱砂漠の中心付近に至っては、そもそも誰も足踏み入れたことあらへんしな」

「師匠。砂漠は環境の誤差が大きく出すぎる」

「せやから、本命は地底やな」

「ん、了解」

　宏の方針に納得し、口を閉ざす澪みお。実際、広大な地底の遺跡、その第一層目の端の方ならば、第三層以下に住んでいる大地の民には影響は出ないだろう。

　地表までは何キロもないため、地面を貫通するのかどうかは検証が必要ではあるが、なんとなくそこまでの貫通力はない気がする。

「で、そこらへんの調整が必要になるから、今日は根回しだけで、本格的な作業は明日以降になると思うで」

「じゃあ、そっちの根回しはあたし達で動くから、宏はライムの誕生日プレゼントに専念ね」

「せやな。頼むわ」

「了解。任せて」

　この一言で、とりあえずの方針が決まる。現在午前九時半。今から動くと考えるなら、ある意味ちょうどいい時間帯である。

「じゃあ、ちょっとあっちこっち行ってくるわ。ファーレーンの王宮は春菜に任せるとして、あたしと達たつ也やはダール方面かしら？」

「そうだな。春菜、いけるか？」

「うん。ついでにエルちゃんとエレーナ様のところにも顔出してくるよ」

「ボクはいつものように弟子達の教育。たぶん亜種ポメ対策のためにも必要になってくる」

「おう、頼む。そっち方面は俺達にはどうにもできんし、ヒロには他のことをさせておいたほうがいいしな」

　などと、効率を考えながら役割分担を決めて出ていく達也達。

「さて、ライムの誕生日プレゼントの前に、一応結界具の類たぐいは準備しとかんとな」

　何事も準備は前倒しにしておくに限る。ポメ（亜種）対策の準備を済ませるべく、倉庫内の素材リストを再確認する宏であった。
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「地底？」

「うん。何かあった時に、どこが一番安全かって考えて、地底の遺跡で実験作業することにしたんだ。ダールの女王様や大地の民の人達にも許可は取らなきゃいけないから、達也さんと真ま琴ことさんが確認に行ってるんだけど……」

「まあ、確かにあそこならば、居住区の対角で作業をすれば、余裕で十キロ以上離れはするが」

「灼熱砂漠の真ん中あたりだから、もし地面を貫通しても、あんまり人に影響しないかな、っていうのもあるんだ」

「なるほどな。他国の領土内の話だけに、ファーレーンとしてはダールの決定に従うことしかできんところだが、理にはかなっているな」

　ウルス城。早速話を通しに来た春菜を迎え入れたレイオットは、エレーナとエアリスを同席させて茶飲み話に興じていた。

「それで、いつからの予定だ？」

「許可が出たらすぐに、だと思う。ただ、ダールの人達の都合もあるだろうから、明日すぐにってわけにもいかないかな、って」

「だろうな。あそこでは時々、大規模な訓練も行われている。その日程調整も必要になるからな」

　春菜の言葉に頷き、ティーカップに口をつけるレイオット。昼食が近いこともあり、出されているのはお茶だけだ。昼食は、この場にいるメンバーで一緒に済ませることで話がまとまっている。

「ねえ、ハルナ」

「何？」

「詳しい話を聞いていないから何とも言えないのだけど、そこまで警戒しないといけないほど、その亜種のポメって厄介なものなの？」

「対策に不備が出たら、それこそたくさんの死人が出るほど危険。実際、あのポメが原因で、港が三つもある大きな島が壊滅してるし」

「……今まで、よく被害が出なかったわね……」

　一瞬絶句し、その後どうにか絞り出したエレーナの感想に、無言で頷く春菜とレイオット。

「毎回毎回この手の面倒事の対策を押し付けて申しわけないが、現実問題として、すでに人が生活していた地域に持ち込まれてしまっている。あれがどの程度の範囲に拡散しているか分からない上、ばら撒まく状態異常が強力すぎて、我々の力では対策の打ちようがない。情けない話だが、アズマ工房に頼らねばどうにもならない」

「分かってるよ。それに、あれを放置しちゃダメだってのはみんな骨身にしみてるから、宏君も各所への確認が終わったらすぐに始めるつもりみたいだし」

「それはありがたいな」

「だけど、対策を形にしたとして、どうやって上手くいってるかを検証するかが問題なんだよね」

「実験台が必要、か……」

「正直、気が進まない話だけど、絶対に必要なことだし……」

　内容が内容だけに気が進まない様子の春菜に、小さく頷くレイオット。自身の立場として、部下の命を使い捨てることを受け入れているレイオットですら重い口ぶりなのだから、この手の案件に不慣れな宏や春菜の気が乗らないのも当然であろう。

「お兄様、ハルナ様。そのことについてご報告申し上げることがあります」

「何かあるのか、エアリス？」

「はい。その件については、アルフェミナ様の神託により、神殿から十五名がすでに選定済みとなっています。見習いの方から司祭級まで幅広く指名されていますので、精神系状態異常に対する耐性も丁度いい具合に分散していると思います」

「……本当に、アルフェミナ様の神託か？」

「はい。アルフェミナ様としても、邪神教団が持ち込んだ亜種のポメで大きな被害を出されるのは、いろいろな意味で困るそうです。ですので、本来越権行為であると承知の上で今回の神託をくださったそうです」

　少しずつ話が大おお事ごとになっていくポメ（亜種）対策。アルフェミナがわざわざ乗り出す程度には、人の生活圏に持ち込まれ広げられるのは困る存在なのだろう。

「実験に協力してくれる人が決まってるんだったら、とりあえず、亜種ポメに関係する話はそんなところかな？」

「そうだな。騎士団や文官からもある程度人数は出すことになるが、それはこちらの話だ。この場で話す必要があるのはこんなものだな」

「だったら、今ローレンがどんな感じなのか、聞いてもいい？」

「それはかまわないが、さして時間が経っているわけではないから、ヒロシに話したこと以上は話せんぞ？」

「分かってるんだけど、ルーフェウスでの用事が終わってるようで終わってない感じだから、目途だけは知っておきたいんだ」

　春菜のその言葉に頷き、ローレンの現状について話し始めるレイオット。とはいっても、三日後に迫った追悼式典までは目立った動きはない。自覚なき反逆者達を拘束する仕事は終わり、すでに主要な連中の処罰は決定しているが、全員の裁判が終わるまでにはやや時間が必要だ。

　罪が確定したうち、一族郎党全ての死刑が決まった連中に関しては、追悼式典前に血なまぐさいことは避けるべき、という理由で刑の執行は先送りにされている。口実はそれだが、実際には追悼式典と裁判で手が足りておらず、やるならまとめてということで放置されているだけだ。

　そんな状況ゆえ、宏達がローレン国内に足を踏み入れても大丈夫、と胸を張って断言できるまでとなると、二カ月ぐらいはかかりそうな情勢である。

　ただし、影響力がある連中の処分さえ終われば、そこまで警戒する必要もなくなる。そのラインであれば、二週間もかからないところだろう。

「あと、そいつらの処分が終わったところで、まず議会による決定に対する王の権限と責任を大幅に減らすことが確定している。一応議会の暴走に対するブレーキ役として、責任を負わないある程度の拒否権は与えられるようだが、これまでのように命令書による強制までは不可能になる」

「その拒否権って、ちゃんと効力があるの？　乱発されたらどうするの？」

「効力については、正直何とも言えないところだな。結局、最高権力者などといっても、周囲が命令に従わなければ単なる空手形に過ぎんと今回の一連の騒ぎで証明されているからな。ただ、乱発に対しては議会からも司法からも独立した外部組織や長老会議、元老院などが乱発に至った経緯を含めて検証し、問題があった側に対して警告や制裁を行うシステムを構築する予定のようだが」

「……よその国のことをどうこう言えるほどえらい人間じゃないけど、今までの経緯を聞いてる感じだと、どうしても不安になるよね」

「所しょ詮せん人間がやることだ。どんなに優秀な制度を構築したところで、トップに碌ろくでもない人間が来ることを完璧に防ぐことはできん。できることがあるとすれば、なるべく被害が大きくならんよう迅速に不適格者を排除することだけだ」

　もはや完全に信用を失っているローレン政府に対する春菜の不安、それに対してある種の諦めが混ざった口調でレイオットが答える。

　他国のことだというのもあるが、どう頑張ったところでこの種の問題を防ぐことはできないことを、ファーレーンの事例からいろいろと思い知っているというのが実情だろう。

「あまり楽しくない話はこれぐらいにして、ライムの誕生日の話をしたいのだけど、いいかしら？」

「あ、うん。そうだね。追悼式典が終わった次の日にやるつもり。今回は私と宏君と澪ちゃんでお料理頑張って、プレゼントは宏君に一任、って感じかな」

「だとしたら、一週間好きにものづくりをする権利は、ライムのプレゼントと亜種のポメに対する対策でほぼつぶれることになるわけね」

「それなんだけど、船を作って大霊峰の山頂にある大霊窟の探索を終わらせてから、ってことになったんだ。素材的にちょっと物足りないから、って言ってた」

　春菜が白状した危険な話に、思いっきり絶句するファーレーン王族一同。

「……我々にやるなと言う権限はないが……」

「……大陸が無事だといいわね……」

「大霊峰の素材まで使いたいなんて、ヒロシ様はどんな素敵なものを作られるのでしょうか？」

　乾いてひび割れた声で不安を吐露するレイオットとエレーナ。そんな二人とは正反対の、いろいろ期待して目を輝かせまくっているエアリス。そんな彼らの態度に、こちらも乾いた笑みを浮かべるしかない春菜であった。
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「なるほど。第一層で実験であるか」

「そうなんだよ。ものがものだけに、迂う闊かつな場所でやるわけにはいかなくてなあ」

「妾わらわとしても、ウルスや首都周辺で行われるのはまずいのでな。お主達が反対せん限りは反対する理由がないのじゃ」

「正直、ものすごく勝手な話をしてる自覚はあるんだけどねえ……」

　春菜がレイオット達と話をしているのと同時刻。地底の遺跡では、大地の民の代表であるモグラ男とダールのミシェイラ女王が、達也と真琴が持ち込んだ話について打ち合わせをしていた。

「第一層は一辺が五十キロはあるのであるから、場所を選んでもらえれば特に問題はないのである。それとも、その広さ全部に被害が出るほど物騒な実験なのであるか？」

「効果範囲は、分かってる限りでおおよそ半径五キロ程度みたいだから、そこまで広くは影響しないはずよ」

「ならば、このあたりで普通に実験すればいいのである。ここからなら、大地の民の居住施設まで三十キロは離れているのである」

　真琴からもたらされた影響範囲から、大地の民にとって安全な場所を提示するモグラ。それを受けて地上との位置関係を検討し始める日本人二人。

「確か、ヒロがここに設置した転移陣の位置が、地上の位置関係でいえば大体街道から十キロほど砂漠に入ったところ、だよな？」

「そうそう。で、そこから大体四十キロぐらい南西に進んでるから……」

「陽炎かげろうの塔ともイグレオス神殿本殿とも離れてるな。そっちに向かう街道ともかなり離れてるし、ここなら衝撃波が岩盤を貫通しても問題ないか」

「そうね。特に何かがある場所でもないし、迷子になった人でもなきゃこんなところはうろうろしてないでしょ」

　自作の地図をもとに、そんな風に結論を出す達也と真琴。国土としては正直厄介なことこの上ない灼熱砂漠だが、こういった実験の際には非常にありがたい土地である。

「問題なさそうだから、あとは作業を始めていい日程を決めてくれると助かる」

「我々はいつでもいいのである。女王の日程にあわせてくれればいいのである」

「そうよのう。念のために現在演習中の部隊を引き揚げるとして、日程で言うと少々半端なところなのがのう」

　達也から振られて、日程のすり合わせを行う女王とモグラ。大地の民は基本的にどうとでもなるため、主にダールの日程が問題になる。

「のう、魔術師殿。今ここでやっておる演習が、どれも明後日で終了予定なのじゃ。中止をしてもいいが、できれば終わらせてしまいたいのじゃが、かまわんかのう？」

「別にこちらはそれでも構わないのですが、実験開始が後ろにずれるのは大丈夫なのですか？」

「正直、何とも言えんところではあるがのう。ローレンで活動しておったバルドが、なぜルーフェウスで直接あれを破裂させなかったのかが分からんだけに、早く終わらせるに越したことはないのは事実じゃが……」

「研究日誌から見るに、十年以上はあの島で研究開発を続けていたはずですから、多分何か直接破裂させられない理由があったとは思いますが……」

「まあ、ポメの類はそうでなくとも不安定じゃからのう。お主らのように安全に貯蔵や運搬ができる手段がなければ、運用は難しかろうがのう」

　女王の言葉に、苦笑しながら頷く達也。実際、ポメ（亜種）は普通のものよりさらに破裂しやすく、バルドもドルテ島に持ち込むまでに千個単位で破裂させていたりする。

　実のところ、ポメ（亜種）は上級の採取スキルを習得していない人間が触ると、簡単に破裂してしまう特性がある。絶対にとまでは言わないが、少なくとも持ったまま空を飛ぼうとすればまず間違いなく破裂するだろう。バルドがドルテ島に持ち込めたのは、ある種の奇跡のようなものだ。

　むしろ、これだけ運搬に難があるからこそ、発見した時にそのまま兵器として使おうという考えを打ち砕かれ、ドルテ島に研究施設を作ってから運び込むという手間のかかる真似をしたのである。

　わざわざドルテ島に運んだのは、自生していた場所がとても研究施設を作れるような場所ではなく、かといって研究施設を作れて培養するための温泉が湧いている場所は、ドルテ島以外は距離が遠すぎてバルドの能力では破裂させずに運びこめなかったのだ。

　そういう条件ゆえ、邪神勢力側もすぐにポメ（亜種）爆撃が可能になるわけではないのだが、そんな裏側の事情など女王もアズマ工房一行も知るはずがない。なので、あまり後ろにずらしたくないという思惑は一致する。

「そもそも、今回の演習は大規模なものでのう。軍を引き上げるのに、どうしても二日ほどかかる。演習で使い潰つぶす予定であった道具類の処理も考えれば、引き上げ作業がもう一日延びる可能性もある。どのみち今日は動きようがないことを考えれば、大した差はないと思うのじゃが……」

「荷物を置き去りに、というわけには？」

「機密に抵触するものやデリケートなものもあるゆえに、放置するのは気が進まぬ」

　非常に納得できる女王の言葉に、反論も思いつかずに沈黙する達也。

「ライムの誕生日も近いことじゃし、申しわけないがしばしそちらに注力しておいてはもらえんかの？」

「そうですね。引き上げ含めて四日なら、ライムの誕生日の準備に丁度いい」

「すまんのう。妾達から頼んだくせに、こちらの事情を優先させてしまって」

「理由が理由ですから、仕方ありませんよ」

　状況的に心苦しそうな女王に対し、気にしないように告げる達也。現実問題として、ダールの軍がここでよく演習を行っているのは前々から知っていたことだ。それゆえに交渉と日程調整に動いていたのだから、この程度の問題は最初から想定内である。

　むしろ、中止できない種類の演習中、なんて状況でなくてよかった。そう思ってしまうぐらいだ。

「じゃあ、日程はそういうことで、帰って伝えておきます」

「うむ。頼む」

　話もまとまり工房へと戻ろうとしたところで、モグラが達也達に声をかける。

「ついでだから、ヘタレ男にこれを渡しておいてほしいのである」

「……これは？」

「特殊鉱の鉱石と宝石の原石なのである。幼子の誕生日プレゼントに使ってほしいのである」

「了解。ヒロに渡しておく」

　モグラ男からプレゼントの材料を受け取り、ついでにコーヒーも補充して今度こそ工房へ帰る達也と真琴であった。
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「……師匠、それ何？」

　十一時半。ウルスの工房。そろそろ昼食の準備を、と思って宏に声をかけようとした澪は、師が手に持っている物を見て、思わずそう確認を取ってしまった。

「魔法のバトンやけど？」

「それぐらい、見れば分かる」

　手の中にある縁起物ゴテ盛りのアイテムを魔法のバトンという宏も大概だが、それを見れば分かると切り捨てる澪もなかなかのものだろう。

「ライムの誕生日プレゼントにな、自衛手段も兼ねていろいろこねくり回しとるんよ。これは全部、デザイン見本やな」

「……師匠、微妙に路線ずれてるのもある」

　宏が大量に作ったデザイン見本。古今東西の変身ヒロインものを網羅したと思おぼしきそれらの中から、美少女戦士系統やカテゴリー分けの難しいものを手に取り、澪がそう突っ込みを入れる。

「あと、これとかこれとかはライムじゃなくて、むしろ春はる姉ねえの領分」

　美少女仮面など実写系の変身アイテムを指し、さらに澪が指摘を続ける。実際のところ、特に美少女仮面は変身ヒロインのパロディネタとしては鉄板と言えるものの一つだから、春菜に押し付けて変身させて、羞恥プレイに走るのは基本中の基本であろう。

「まあ、そのあたりは最初からあんまり採用する予定はあらへんかったし、単にこんなんも作れんで、っちゅうだけの話やからな」

「ん、了解。他にとりあえず駄目出しするのは……」

　そう言って手に取ったのは、魔法の杖つえというにはやけにメカニカルでやたらとごつい、魔法少女と言うより魔砲少女と言ったほうが正しい作品に出てきた風の杖。

「年齢は誤差の範囲だから置いておくにしても、これを持たせると話し合いより先に砲撃に走りそうで教育に悪い」

「さすがにそれは誤解やと思うけど、言わんとしとることが妙に納得できるんは何でやろうなあ……」

　この手の作品について世間一般に広がっているイメージをもとに駄目出ししてくる澪に、微妙な反論のしづらさから苦笑する宏。

「ほな、とりあえずこの辺も省くとして、残るんは古典の作品系列か基本肉弾戦の作品系列かのどっちかやな」

「古典系列でいいと思う」

「変身パターンはそれでええとして、ステッキとか、日頃のライムの行動パターン考えたらものごっつ邪魔やない？」

「……そこは縮小で」

「それでもええんやけど、普段使わへんもんやと存在忘れんでな」

「……確かに」

　宏の指摘に、しぶしぶ頷く澪。ライムの普段の生活は、同年代の友達と遊ぶ時間を除けば、宏達生産廃人と大差ない。そのライフスタイルに、縮小したところで魔法のステッキが割り込む余地などなさそうだ。

「でも師匠」

「何や？」

「それ最初から分かってるんだったら、何でわざわざデザイン試作品？」

「そら、ライムの行動パターンやと邪魔になるんに気ぃついたんが今やからに決まってるやん」

　ものすごく駄目なことを、ものすごく力いっぱい断言する宏。いろんな意味でアズマ工房の未来が心配になる発言である。

「まあ、ブレスレットかペンダント、ネックレス、ブローチあたりがええとは思うんやけど」

「いっそ、ペンダントにして魔法のステッキ」

「せやなあ。首から下げといて、いざという時はオートモードで変身っちゅう感じか？」

「バンク入って決めポーズから決め台詞まで全自動？」

「その手のは、今はええけどちょっと育ったらすごい黒歴史になるからなあ……」

　宏の言葉に、言われてみればと納得してしまう澪。この手の遊びが痛くないのは、せいぜい自分の歳まで。中二病の気がゼロではないとはいえ、それぐらいのことは澪にも分かる。ついでに言えば、恐らく自分が今の歳で変身ヒロインをやったとして、今はそれほど恥ずかしいとは思わないが、十年後には自分の行いが黒歴史になるのも大体想像できる。

「……春姉と真琴姉で実験」

「何物騒なこと言ってんのよ、澪」

「せやで。さすがにやめたげようや……」

　黒歴史という言葉から余計なことを思いついて口にした澪に、地底から戻ってきてすぐに顔を出した真琴が即座に突っ込みを入れる。いくらなんでも真琴にやらせるのはどうかと思ったらしく、宏も澪を窘たしなめに回る。

「危ないところだったわね……」

「まあ、別にやる気はないからええんやけどな。っちゅうわけでおかえり、真琴さん、兄貴」

「おう、ただいま」

「ただいま」

　帰宅の挨拶を済ませ、疲れをにじませながら達也と真琴が椅子に腰かけた。

「つうかヒロ、俺ですら生まれる前のネタがやたら多いんだが、どこで仕入れてきたんだ？」

「どこでっちゅうか、テレビとか動画サイトで特集やっとんのを見た程度やで。内容知っとんのはごく一部やし、形状も大半はうろ覚えや」

　宏の言葉に首をかしげながら、デザイン制作の各種アイテムを観察する達也。確かにデザイン的に怪しい、無理やり誤魔化している雰囲気が漂っているものが結構多い。

「言わんとしてることは分かるんだが、その割には種類が多いよな？」

「昔な、職人で集まってる時、ゲーム始めたばっかりの身内から魔法少女とかできるんか、って聞かれたって言っとったやつがおってな」

「つまり、その時に集められるだけの資料を集めて再現できるものを片っ端から再現した、と」

「そういうこっちゃな。まだ当時は持っててエクストラスキル一種類とかやった頃やし、正直オリジナルほどの性能は再現できんかったけどな。そんなんでも結構難しい仕事やったから、熟練度もバカスカ上がったわ。それに、目標もなしに漫然とやっとってもおもろなかったし、そういう意味でも丁度ええ遊びやったんよ」

　宏の言葉に、納得する達也。今までに聞かされた逸話から考えれば、今回の話はそれほどおかしなことでもない。というより、ある程度生産物の自由度が高いゲームだと、まず一度は目指すのが有名キャラクターの再現であろう。

　ただ、そういうイベント的なものが、職人プレイヤーだけの内輪で完結してしまっているのがもったいないといえばもったいない。

　なお、この当時はそこまで大したものを作れなかった上にアバターの外見年齢および体格体型を一時的に変えるようなエンチャントは存在自体していなかったため、大人に変身するタイプのアイテムは最後まで再現できなかった。

　また、ゲーム内でわざわざキーワードで装備変更する必要はなかったのでは？　という外部からの突っ込みに誰も反論できず、最終的に職人プレイヤーが引きこもらざるを得なかったこともあって、折角作った装備も結果として大して活用されなかったという落ちが付いている。

「で、結局はどのカテゴリーのを作るのよ？」

「一応は魔法少女変身アイテムや。できたら大人になってからも使えるように、衣装のデザインは年齢にあわせて自動でいじるほうがええかな、とか思ってんねんけど、肝心の変身前のアイテムをどうするか、でちょっと話しとったんよ」

「そうね。普段の行動を考えるなら、ステッキとかはアウト。作業するから指輪は駄目、って考えたら、腕輪かペンダント、ブローチなんかになってくるわね」

「やっぱそうなるやんなあ」

　真琴が出した結論は、宏と澪が出したものと同じだった。

　意見を求めて達也に視線を向けると、同意するように頷く。やはり、共同生活をしていると似たような認識になってくるらしい。

「ほな、とりあえずペンダント、それもスリとかに目ぇつけられへんように、見た目だけはチャチい感じで作るわ」

「まあ、そんなところでいいんじゃない？」

「で、や。変身する先の衣装は縫わんとあかんから、型紙起こすんに真琴さんと澪にも手伝い頼みたいんやけど」

「デザインね、了解」

「ん、分かった」

　現在着ている服のデザインを担当したこともあり、あっさり宏の頼みを聞く真琴。

「師匠、やっぱり系統は魔法少女系？」

「別に魔法少女だけでなく、変身ヒロイン系なら何でもいいんでしょ？」

「せやな。そこは二人のセンスに任すわ。あと、ライムに着せるやつやから、真琴さんは澪があんまり暴走せんようにしたって」

　宏の指示に頷く真琴と澪。ライムを可愛く着飾らせるのは、望むところである。

「そういや、今回は宏はデザインやんないの？」

「今回はパスやな。なんっちゅうか、僕一人で幼女向けの服大量にデザインして縫うんって、なんか自分が変質者になったみたいな気分になってなあ……」

「それは子供服デザイナーに対する偏見が混ざってるとは思うが、確かにヒロ一人でやるのはどうかってのはあるよなあ」

「せやろ？　しかも、今回は魔法少女系やからなあ」

「男が魔法少女ものの服を大量にデザインしてリアルに縫うとか、向こうの世界だったら、『おまわりさん、こっちです！』ってネタにもろ直撃しそうだよなあ……」

「あくまで掲示板でのネタの範囲には収まるとは思うけど、世の中世知辛いから、本気で変質者扱いしそうな人もいるわよね、実際……」

　世知辛い世の中に対する愚痴も込めて、宏の言いたいことに同意する年長者二人。

　ただ着せているだけなら、どこのブランド？　などと聞かれる程度で済むだろうし、当の子供が喜んでいれば特に問題にもならないだろう。ただし、それを自分でデザインした自作の服だと言った時点で、残念ながら好意的な視線が消える可能性がないとは言えない。

　宏達の暮らす日本は、その程度には世知辛いのだ。

「まあ、そういうわけやから、頼むわ」

「了解。方向性とかある？」

「せやな。とりあえず年齢とか体格体型とか雰囲気に合わせて自動で切り替えるから、思いつく限りのバリエーションで作ったって。サイズに関しては、自動調整のエンチャントでどうにかするからあんまり気にせんでええで」

「ＯＫ、任せといて。ライムをプリティでラブリーで完璧な魔法少女にしてあげるわ！」

「目指せ、小さい女の子の憧れ」

　どうやら、そういうのも大好物らしい。真琴と澪が妙に気合いを入れる。

「ほな頼むわ。僕はコアになるペンダントと、変身後に装備する武器もしくは魔法のステッキの類を先作っとくわ。ついでに、リヴァイアサン素材いじって、使えるもんないか試してみてっちゅう感じや」

「了解。デザインは明日までにそれなりの枚数用意するわ」

「その前に師匠、真琴姉。まずは今日のお昼ご飯」

　すぐにでも作業にかかりそうな宏と真琴を、澪が制止する。

「……ねえ、澪。このアジフライみたいなの、何？」

「リヴァイアサンのアジって部位から作ったアジフライ。素材がどう見ても普通にアジに見えた」

「……リヴァイアサンって、そういう生き物だったかしら……」

　結局昼食は、リヴァイアサンのアジフライ定食となった。




　　　　☆




　そして迎えたライムの誕生日当日。前哨戦ともいえるアランウェン神殿での昼の部を終え、パーティは本番である夜の部が始まろうとしていた。

「ライムちゃん、誕生日おめでとう！」

　ギター片手にハッピーバースデーの歌を歌い終えた春菜の、祝いの言葉を合図にパーティが始まる。乾杯が済んですぐ、参加者が次々と祝いの言葉を告げていく。

　今回は宏の時とは違い、パーティ自体の参加人数は控えめだ。まだあれこれ混乱が続いているローレンからは誰も顔を出していないし、ダールの女王も急な予定が入って涙をのんでいる。ファーレーン王室にしてもローレン関連の案件に対応するためにレイオットが欠席しているし、昼間にアランウェン神殿でお祝いをしたからという理由で、オルテム村からは神殿代表も兼ねてアルチェムが来ているだけ、オクトガル達も昼間に騒ぐだけ騒いだので、夜の部には不参加だ。

　工房の管理人達もオルテム村に行く前に存分に可愛がってお祝いをしたからということで、今はパーティ料理のおすそわけで夕食を済ませ、職務に励んでいる。会場がウルスの工房の食堂なので、彼女達まで参加するとかなり手狭になるからというのも理由の一つだ。似たような理由に加え、王族が来る場に同席したくないというたっての希望により、ジノ達新人もダールの工房でご馳ち走そうを食べている。

　そのため、ライムの誕生日祝いに関しては、ウルスの工房の食堂で普通にまかなえる人数に収まった。もっとも、ゴヴェジョンとフォレダンが来るようになった際の改装で、食堂をかなり広めに拡張してあったからどうにかなったのであって、元の広さのままだと全然足りないのだが。

「ライム、プレゼントや」

「ありがと～、親方!!」

　参加者からの祝いの言葉が一段落したところで、宏からライムにプレゼントが渡される。例のペンダントだ。

「おお、かっこいい!!　親方、これ何!?」

「ライムのためのお守りみたいなもんや。首から下げたらちょっと立って、そのまま手に持ってセットアップっちゅうてみ」

「えっと、せっとあっぷ？」

　宏に言われて席を立ち、皆から見える位置に移動して言われたとおりにするライム。次の瞬間ライムの全身を光が包み、光が消えるとすっかり服装が変わっていた。どうやら変身バンクの類は存在しないらしい。存在していたら宏の立場は地に落ちるので、なくて当然なのだが。

「おお？　おおお？」

「よっしゃ、ばっちりやな」

　一瞬で服装が変わったことに驚いているライムを見て、実にいい笑顔で上手くいったことを宣言する宏。一応真琴と澪でテストはしたのだが、本人でどうなるかがちょっとだけ不安だったのだ。

「まあ！」

「さすがあたし！　完璧なコーディネイトね！」

「ライムちゃん、可愛い!!」

「ボクお持ち帰りしたい……家ここだけど……」

　フリルたっぷりのフェミニンな、だがそれでいて上品なデザインの服装になったライムを、女性陣が目をハートマークにしながら褒めたたえる。いわゆる由緒正しき魔法少女の風貌であり、髪を飾る大きなリボンがプリティでビューティフルな感じである。

「それはそうと、ヒロシ様……」

　ライムの可愛らしい変身っぷりに興奮する面々。そんな中、落ち着きを取り戻したエアリスが宏に声かける。さすがというべきか、ライムが身につけている服のすごさに気がついたのだ。

「随分ととんでもない素材をたくさん使っているようなのですが、解説していただいてよろしいでしょうか？」

「せやな。っちゅうても、生地は大体予想つくやろうから、それ以外のパーツとかを解説したらええ？」

「はい、お願いします」

　待ってましたと言わんばかりのドヤ顔で解説を始める宏。

「まず、衣装とステッキ、武器の金属部分は、リヴァイアサンの胆石からとれた神鋼を使うて、そこに各国の王家とか大地の民とかから貰もろうた宝石とか、エルとアルチェムから事前に貰うた石を魔力結晶化したやつをふんだんに組み込んでんねん」

「リヴァイアサンから、神鋼が取れるのですか？」

「鍛か冶じ用ハンマーと金床作ったら、ライムの服のパーツ作る程度の量しか残らんかったけどな。で、貴金属部分は、これまた王様とかから貰うた金とかプラチナを特殊加工して組み込んであって、ステッキの木材部分はイビルエント材を使うてあんねん。リヴァイアサンとベヒモスの骨を錬金術で昇華させたら割と幻想的な感じの謎の結晶素材になったから、丁度ええかってことでデザインを強調するためのアクセントと全体的な機能の補強にぶっこんでみてん」

「つまり、現時点で作ることができるほぼ最高の品物が、このライムさんの衣装、と」

「せやねん。ライムにこれ作るんは最初っから大体決まっとったからな」

　宏の言い分に、非常に納得してしまうエアリス。

「それにしても、ものすごい神力を発しているのですが、ヒロシ様はいつの間にこの力を？」

「大図書館の禁書庫でな、最後にまとめて押し付けられた中に、『神力付与』っちゅう神力とやらの扱い方があったから、今回練習も兼ねていろいろ頑張ってみてん。エンチャントも触媒要らずでできるようになったから、すごい便利や」

「まあ！」

　巫み女こでもないのに直接神の力を付与できるようになった宏に、本気で目を丸くするエアリス。

「ほんで、衣装に話戻すけど、スペックはまあ、詳しい説明はパスするわ。バルド第二段階ぐらいまでやったらどうにかできる、でええと思うし」

　ついに装備の力だけでどうにかされるようになってしまったバルド。凋ちょう落らくが止まらない彼の立場に、内心で思わず十字を切ってしまう真琴。もはや、ボスの威厳どころか雑魚としてすら存在意義がなくなりつつある。

「で、もう一個機能があるんよ。ライム、グローアップっちゅうてみ」

「ぐろーあっぷ？」

　疑問交じりのライムの声に反応し、再び光がライムを包みこむ。そして

「まあ！」

「お～、ライムは将来、こう育つんや。予想はしとったけど、すごい美人さんやなあ」

「なんか、ちょっとミステリアスな雰囲気があるよね。ライムちゃんっていうより、ライムお嬢様とかライム先生って感じ？」

　一瞬にして十代後半から二十代前半ぐらいの歳に成長したライムが、大人になるタイプの変身ヒロインの定番的な衣装に身を包んでたたずんでいた。清せい楚そな感じの衣装だが、意外とはっきりと体のラインが分かるのは、割と最近の変身ヒロイン、それも大きなお友達向けのものの傾向にあわせたからだろうか。

　言うまでもなく、こういうデザインをするのは澪である。当初はそれこそ未成年お断りなシーン続出になりそうな、一見ひらひらで可愛らしいデザインに見えて、その実やたらとセックスアピール過剰な妙に露出度の高い衣装をデザインしていたが、初級の着火型攻撃魔法を覚えた真琴が片っ端から焼却したため、一番際どくても今ぐらいのデザインに落ちついている。

「むう、ボクが変身した時よりかなりおっぱい大きい……」

「てか、下手すると春菜より大きくない？」

「うん。アルチェムさんほどじゃないけど、私よりは多分大きいと思う」

「抜かれなくてほっとするような、結局私は胸だけ扱いなのが悲しいような……」

　背も胸も驚くほど成長したライムを見て、そんな風にコメントする女性陣。中身が所詮六歳になったばかりの子供なので色気はないが、それでもメリハリの利いたボディというのは、それだけである種のエロスを発散させることは否定できない。

「親方、タツヤさん。できるだけ早い段階から、ライムに男を見る目を鍛えさせたほうがいい気がするのです」

「いろんな意味で、ライムには変な男が寄ってきそうな感じがします」

　あまりに美しく魅力的に育つことが確定したライムに、早くも将来の心配を始めるノーラとテレス。美人だといっても、いいことばかりではない。

「そこらへんの教育はまあ、必要になったら自分らとかレラさんとかがちゃんとやるっちゅう信頼を持っとるわけやけど」

「恋愛経験もないノーラ達に丸投げされても困るのです。というか、その方面は現状、レラさんしかあてにならないのです」

「最悪、城の女性騎士のみなさんとかメリザさんとか、そういう教育ができそうな人間の心当たりはいくらでもあるし、それ以前に、子供の頃からレイオット殿下みたいな一流どころと日常的に接してるんだから、心配しなくても普通に人を見る目は磨かれるんじゃねえか？」

「アタシとしては、それはそれでライムが嫁いき遅れそうで不安なんだけど……」

　人を見る目が厳しくてもゆるくても、身内としては心配が尽きない。ファムとしては人を信用しすぎて悪い男に引っかかりすぎるのも嫌だが、かといって厳しすぎてずっと独身だったり、春菜のように善良ではあるがものすごく難儀な男にいれ込んだりするのも困る。

　どうせ稼ぐだけならライム一人でいくらでも稼げるようになるだろうから、貧乏でぱっとしない容姿でもいいから、他人に騙だまされない程度に賢明で悪いことに手を出す心配が必要ないぐらいに善良でまともな男と結婚して、幸せな家庭を築いてほしい。それが、偽らざるファムの本音である。

　言うまでもなく、安定志向が大量に滲にじみ出たその男性像は、ファムにとっての現時点での理想であって、他のメンバーが同意する意見ではない。

「まあ、細かいことは置いとこうや。詳しい機能とか性能は明日実地で説明するとして、とりあえずまだ使用者限定かけてへんから、ちょっとかけてまうわ」

「親方、今ならまだ他の人も使えるのですか？」

「そら、テストは真琴さんと澪がやっとんねんから、当然使えんこたないで」

「だったら、ファムやエル様が大人になったところも見てみたいのです」

「や、そうやけど、ライム。お姉ちゃんらにちょっとの間だけ貸したってくれるか？」

「うん！」

　ノーラの要望に快く応え、宏の指示に従って変身を解除してファムに渡す。受け取ったファムが変身した姿は、スレンダーなそこそこの美人、といった感じであった。

　具体的に言うなら、辺境の村ならほぼ間違いなく、地方都市でも高確率で指折りの美人と呼ばれるレベルだ。ウルスレベルの都市では美人とか可愛いという扱いを受けるかどうか微妙なラインだが、ブスとだけは絶対言われないタイプである。全体的に、意外とあか抜けた感じの雰囲気になっているのがプラス要素であろう。

　春菜やライム、エアリスのような誰の目にも明らかな高たか嶺ねの花ではなく、手が届きそうな範囲で高レベル。故に結果的に何となくもてる感じの女性。それが、大人になったファムである。

　因ちなみに衣装はボーイッシュな感じながらフェミニンなデザインのクロスレンジ型美少女戦士風。真琴の力作の一つだ。

「むう。大きくても邪魔そうだから別にいいんだけど、案外育たないんだなあ……」

「それでもテレスや今のミオさんより大きいのです。ウルスの下町の平均には届いているのです」

「まあ、確かに今のノーラよりは大きいけど、さあ……」

　意外ともてそうな外見に育つファムだが、妹に胸のサイズまで大きく水をあけられていることには、いろいろと内心複雑なものがあるらしい。顔で負けるのは大体分かっていたため気にもならないが、それ以外の要素で勝負できるのが身長ぐらいなのはちょっと悲しい。

「エル様の前に、ノーラも変身して見せてよ。まだ成長止まってないんだよね？」

「確かにノーラはまだ成長期なのですが、多分それほど変わらないと思うのです」

　と言ってノーラが変身した姿は、やけにアダルトなお姉さん。カップサイズで一つぐらい春菜に届かないバストは、バニーガール的な方向で無駄に色気とエロスがたっぷりである。露出が少ないながらボディラインが分かりやすい衣装に化けたのも、その印象を補強している。

「……なんか、異常に恥ずかしいのです……」

「ヒロがビビってるから、エアリスにチェンジだな」

「はい、がんばります！」

　色気づく歳かどうかの違いが如実に出ている反応に苦笑しながら、さっさと本命のエアリスに話を進める達也。

　余談ながら、テストで変身した澪は、一見物静かな和風美女に育っていた。本人が気にしていた胸のサイズは、ＤとＥの境界線からそこそこＤよりぐらい。背は結局百五十センチにぎりぎり届かず、小柄さと華きゃ奢しゃさゆえにカップサイズほど胸が大きい印象も与えないが、その分儚はかなげでやたらと保護欲をそそる女性に育つことが確定していた。

　これで中身が手遅れなのは詐欺もいいところだ、というのは達也と真琴の一致した意見である。

「それでは、参ります」

　おごそかにそう宣言し、大人モードを起動するエアリス。そこに現れたのは、まさに聖女と言わんばかりの雰囲気と容姿であり、ライムを除く参加者全員が息をのむ。

　大人になったエアリスは、現在の春菜とまったく同じ背丈と体型になり、春菜同様若干の幼さが残る以外は完璧と言っていい容姿に化けた。その優しげで神秘的な顔に浮かぶ微笑ほほえみは、見る者全てを虜とりこにして離さない。本気で真面目に、かつ全力で歌を歌っている時の春菜に通じる神々しい雰囲気は、余程の自信家でも後ろ暗いことがある時点で声をかけることを躊躇ためらわせるだろう。

　言ってしまえば、親しみやすさと引き換えに隙すきのなくなった春菜。それが、大人になったエアリスの印象である。

　衣装がネットゲームでよくある聖職者系上級クラスのものに近いデザインだったのも、その印象に拍車をかけていたのは間違いない。

「エル様かっこいい！」

「ありがとうございます、ライムさん」

「……我が娘ながら、これはまた……」

「何が何でもヒロシに貰もらっていただかないと、私とは違う意味で嫁ぎ先に困るわね……」

　無邪気にエアリスをほめたたえるライムと、ライムの感想にどことなく嬉うれしそうに微笑むエアリス。そんなエアリスを見ていたファーレーン王とエレーナが、頭を抱えながら乾いた声でそんなやり取りをする。

「エル様、だっこ！」

「はい」

　大人達の困惑をよそに、大人モードのエアリスの膝を占拠してご満悦のライム。実の母親より春菜やアルチェム、今のエアリスの膝の方が好みだったりするあたり、恐らく後頭部のフカフカした感触が気に入っているのだろう。無論、そこに性的な意味はまったくない。

「まあ、折角だし、ライムが健やかに一つ大人になったことを祝おうではないか、の」

「せやな。つい余興的なことで盛り上がってもうたけど、腹減ったしまずは飯やな」

「ごはん、ごはん！」

「きゅっ！」

　フォーレ王の一言により、ようやく食べる前に中断した食事を再開する運びになり、空気を読んで大人しくしていたひよひよが食べ物を要求し始める。

「ほな、ライムがこれからも元気で健康に育つことを願って、いただきますや」

　大人モードのままのエアリスの存在にやりづらさを感じつつ、食事に入る宏達。そのやりづらさも、結局中身が変わるわけではないことを証明したエアリスの言動のおかげで、食事が終わる頃には解消し、

「折角ですので、ハルナ様やマコト様、ミオ様が変身しているところも見てみたいです」

「ライムもみたい！」

「きゅっ！」

　というエアリスの要望で日本人女性三人も変身を披露させられ、

「普通に痛い真琴と普通に問題ない澪はともかく、春菜は何でこう、いろんな意味で歌っている時以外は直視しづらいんだろうな……？」

「あの清楚な衣装で下品にならない形で色気とエロスを発散するのは、ある種の才能じゃな」

　オーソドックスな露出少なめ、フリルたっぷり、ボディラインが割と綺き麗れいに出つつ胸などのサイズはいまいちはっきりしないという系統の魔法少女衣装に身を包んだ春菜が、一曲要望されて思わず本気で歌ったあとにその感想をぶつけられて、がっくり地面にうなだれる羽目になるのであった。








ローレン編　後日談その二






「そういえば、今年も結局海水浴に行かずに終わりそう」

　ライムの誕生日も終わったある日のこと。スパイダーシルクで下着を作っている最中に、ふと春はる菜ながそんなことを漏らす。

「海水浴……」

「まあ、水着とかもないから、行けないなら行けないでいいんだけど……」

　どこか諦めたような春菜の言葉を聞き流し、じっと何かを考え込む澪みお。実のところ、澪は小さい頃から虚弱体質で海やプールで遊んだ記憶がない。小学校時代は水泳の授業は全て見学。それどころか普通の体育ですら半分ぐらいは休んでいたのだから、当然といえば当然だろう。

　夏の直射日光も冬場の冷たい海風も天敵であったため、海辺に遊びに行ったこと自体数えるほどしかなかった澪にとっては、海水浴というのはあこがれの一つだ。

　ダルジャンの話によれば、澪は向こうに帰ってからしばらくすれば、今ぐらいには動けるように劇的に体が治るらしい。だが、今までが今までゆえに過保護になっている彼女の両親が、健康体になったからといって簡単に海水浴などに行かせてくれるかどうかは未知数だ。

「……春はる姉ねえ。ボク、こっちにいるうちに海水浴行きたい」

　そんなことを考えているうちに、ついついぽろっとそんな希望が口からこぼれ落ちる。そんな澪の望みを聞いた春菜が、目を丸くしていた。

「澪ちゃん？」

「向こうに戻ったら、海水浴なんか行けないかもしれない。だから……」

　いつになく真剣な澪の様子に、しばし考え込む春菜。

　春菜は、澪が海水浴に行きたいとねだる理由を十分に理解しているので、できるだけかなえてあげたいとは思っている。なので、実現するために問題となる事柄を整理しているのだ。

「まずはみんなに確認からかな。まあ、これは問題にならないとして」

「うん」

「あとは場所はどうするのかと、最低限水着と日焼け止めはいるよね」

「日焼け止めは問題ない。水着は頑張って作る」

　澪の決意に満ちた宣言に、結論を予測していた春菜が小さく頷うなずく。

「じゃあ、許可を貰もらうのは晩ご飯の時にするとして、先に水着の材料集めちゃおうか？」

「ん」

「何が必要で、どのあたりに行けばいいかな？」

「スパイダーシルクをマナイーターの表皮で加工すればいいから、マナイーターを狩れば問題ない」

「了解。私だとオキサイドサークルは熟練度低すぎて役に立たないけど、大丈夫かな？」

「今回はコアは必要ないから、どうとでもなる」

　海水浴実現のための算段を立て、できるところから実行しようと話をまとめる。

「マナイーターって、ゲームの時は湿地帯にしかいなかったけど、こっちだとどうだったっけ？」

「ボク達の足で、アドネから二時間ぐらい歩いたところにいた」

「……達たつ也やさんに手伝ってもらったほうがいいかな？」

「ん」

　マナイーターの居場所という致命的な理由で、二人だけで先にある程度作業を進める計画がいきなり頓挫する。残念ながら、春菜はこちらではマナイーターを狩りに行ったことはなく、澪は長距離転移の魔法が使えない。

　もっとも、ポメ（亜種）の対策手段を鋭意開発中の宏ひろしはともかく、達也や真ま琴ことの力を借りてはいけない理由などどこにもないのだが。

「……達也さんに手伝ってもらうとして、とりあえずこの下着、仕上げちゃおうか」

「了解」

　達也に協力してもらう、と決まったあたりで若干クールダウンし、手元の作りかけのブラジャーを見てそんなことを言い合う春菜と澪。

　結局、行動開始はブラジャーが完成する十五分後になるのであった。




　　　　☆




「海水浴？」

　昼食時。誰も手を出そうとしない放置依頼を片付けて戻ってきた達也に対し、早速春菜が海水浴の相談を持ちかけていた。

「うん。澪ちゃんがどうしても行きたいみたいなんだ。私も行けるなら海に遊びに行きたいし」

「なるほどな。ダールあたりの海は水温も高いって話だし、モンスターの少ない場所を教えてもらえば問題ないんじゃねえか？」

「私もそのあたりに目星つけてた。で、水着用意しなきゃってことで、素材にマナイーターの表皮を使うから、狩りに行こうって話になって……」

「移動手段がないことに気がついた、ってか？」

「うん。さすがに運転免許もなしにワンボックス運転するのは、いろいろ抵抗があるんだよね」

　飲酒同様、律儀に日本の法律を守ろうとする春菜に苦笑する達也。

　もっとも、元の世界に戻ったら、年齢的には飛ばされる直前からやり直すことになるのが分かっているのだ。下手に今から運転や飲酒に手を出して習慣化すると、日本に帰ってからが厄介だ。

　そういう意味では、春菜の慎重姿勢は堅実と言えよう。

「まあ、どうせ暇だし、そういうことなら手伝おう」

「ありがとう」

「こっちと向こうじゃいろいろ違うが、それでも澪に海水浴ぐらいは経験させてやりたいしな」

　宏とは別の意味で、あまりにもついてない人生を送ってきた澪。普通なら経験してしかるべきことをいくつも諦めてきたその人生ゆえに、生粋のダメ人間になってしまった部分はあるが、それだけに、こういう健全なわがままはかなえてやりたいと思う。

　海水浴のような健康的な楽しみを経験すれば、少しはギャルゲーなどから足を洗えるのではないか、という淡い期待もないではないが、そちらはついでである。

「それで、他に必要な素材はないのか？」

「うん。ビーチパラソルもレジャーシートも今ある材料で作れるし、足りなかったのは水着の素材だけ」

　春菜の答えに頷くと、出発の準備をしに自室へ戻る達也。

「あれ？　真琴さん？」

「あたしも暇だから付き合うわ」

「明らかに人数が過剰だけど……」

「大図書館で貰ったスキルとか、まだちゃんと検証してないのよね。丁度いい機会だから、ちょっといろいろと試しちゃいたいのよ」

「あ～」

　真琴のその一言に、そのへんのことをすっかり忘れていた事実に思い当たる春菜。

「ただ、マナイーター程度に使うには過剰すぎる技もあるから、悩ましい部分はあるのよね～」

「確かにそうだよね」

　真琴の言葉どおり、大図書館で貰ったスキルの中には、それこそ灼熱砂漠のど真ん中で検証する必要がありそうなものがいくつか存在する。宏の手がふさがっているからとそれらの大技は検証をあとに回しているが、練気法などの習得難易度が高い便利スキルに関しては、いい加減さっさと検証しておいたほうがいいだろう。

「だったらいっそ、ガルバレンジアとかも狩りに行く？」

「それもありかもしれないわね。時期的に、とっくに復活してるでしょうし」

　春菜の物騒な台詞に、あっさり同意する真琴。こちらの世界の人間に聞かれたら、正気を疑われそうな会話だ。

　所しょ詮せんフィールドボスとはいえ、何かのきっかけで人里近くまで下りてきたら甚大な被害が発生するガルバレンジア。それを新しく覚えた技の実験のために狩ると言い出すあたり、春菜もいい具合に廃人思考に染まっている。

「まあ、まずはマナイーターで、練気法ぐらいの消耗が軽くて影響が少ないスキルの実験だね」

「そうね。にしても、普通の材料で水着作ったりできないの？」

「私もまだ勉強中だから詳しくはよく分かってないんだけど、日本で着てた水着と触感が近い生地を作るのに、マナイーターの表皮を使うのが一番手っ取り早いみたい」

「なるほどね」

　春菜の説明を聞き、いろいろと納得する真琴。そこへ準備を終えて下りてきた澪が、補足説明のために口を挟む。

「触感だけでなく、耐久度や防御力の面でも、マナイーターの表皮は必須」

「その心は？」

「普通の生地だと、霊布でも使わない限りはモンスターの攻撃に耐えるには弱い」

　これまた非常に納得できる説明に、感心したように頷く真琴。

「クラーケンあたりに春姉のポロリをやってもらうのなら、別に普通の生地でも問題ない」

「それ、普通に春菜が命の危機にさらされてるからね？」

　例によって自分の欲望に忠実に余計なことを言い放つ澪に、一応きっちり突っ込みを入れておく真琴。頭の中ではひそかに、『それってどちらかっていえばアルチェムの役目じゃないか』などと思っているのは公然の秘密である。

「ま、準備できたんだったらさっさと行こうや。フィールドボスマラソンもするんだったら、あんまり時間ねえしな」

「了解。戸締まりだけ確認して、出発だね」

　現在職員達はクレストケイブで採掘中。一応レラともう一人の管理人は待機しているが、ほぼ無人になるため、ちゃんと戸締まりをしておくに越したことはない。

　こうして、手が離せない宏抜きで、海水浴の準備兼スキルの検証が進んでいくのであった。




　　　　☆




「なるほど、そんなことしとったんか」

「うん。で、海水浴に行くのは、問題ないよね？」

「別にかまへんけど、僕は行かんで」

「え～!?」

　その日の夕食。いつものようにファム達も含めたフルメンバーで囲む食卓。いろいろ仕留めて回ったモンスターの食材とリヴァイアサンを使った各種高級料理に舌鼓を打ちながら、海水浴の話を進めようとする春菜。そこに水を差すような宏の返事に、思わず本気で驚いた声を上げてしまう。

「いや、普通に考えて、僕が水着姿の女体がうろうろしとる恐怖ゾーンに足踏み入れるとか、できるわけあらへんやん」

「……そっか。そうだよね、ごめん」

　当然といえば当然の理由で断ってきた宏の言葉に、配慮不足を感じて思わずへこむ春菜。最近普通に接していたこともあり、なんとなく大丈夫だろうと根拠もなく思い込んでいたのだ。

　もっとも、これに関して春菜を責めるのは、さすがに酷というものだろう。最近の距離感に加え、澪にとって初めてとなる海水浴だ。楽しみで浮かれていた部分があったとはいえ、それらの条件が重なれば、当然参加するものと思い込むのも無理はない。

　この場合問題なのは、あくまでも露出の多い水着姿の女性が多数いる、という点である。単に多少大勢の女性がいるぐらいなら、時間帯を調整するなどして参加できていた可能性は低くない。そういう意味では、春菜の思い込みもさほど間違っているわけではなかったのだ。

「まあ、それ以外にも、そろそろ亜種ポメ関連の対策の方が大詰めやから、もうしばらくはそっちに手ぇ取られる、っちゅうんもあるけど」

「そうそう。そっちについても聞こうと思ってたのよね。宏、今どんな状況？」

「せやな。とりあえず明日明後日ぐらいに試作品で最初のテストやな。予想どおり、衝撃波が地底の地面ぶち抜くような性能がなかったから、大分話が進むん早かったし」

「へえ、もうそんなところなのね。で、結局どういう対策を取ることにしたのよ？」

「結界やな。結界内部でポメ系統の爆発による状態異常を無効化する方向でやっとる。爆発そのものの波長は亜種も原種も同じやったからできるやり方やな」

　結局ある程度無難なところに落ち着いた対策内容に、いろいろ納得してみせる真琴。他のメンバーも、それが妥当だろうという認識である。

「それにしても、宏君。波長なんてよく拾えたよね」

「さすが師匠」

「まあ、散々爆発させとったしな。あんだけ何回もぶん投げて爆発させとったら、なんとなく分かるようになんで」

「いや、普通ならねえよ」

　いろいろ感心している春菜と澪に対し、常識を投げ捨てたことを言ってのける宏。その非常識な発言に、即座に突っ込みを入れる達也。これだから、度を越した力量を持つ職人は困る。

　もっとも、世界最高峰の職人が、感覚だけで精密加工用の自動機で作った製品の精度を超える精度を叩たたきだしたり、精密測定器でないと分からないような誤差を嗅ぎ分けたりするのは、地球でもそれなりに事例がある話だ。

　どこの世界でも、極めると普通に機械を超えることがあるのが、人間の実に奥の深いところである。

「まあ、それはそれとして、スキルの検証もしとったみたいやけど、どないなん？」

「魔力圧縮とかあの辺は、十分な検証はできなかったな。本気でやるなら、ベヒモスクラスを相手にせにゃまともなデータは取れそうになかった」

「スキル名からして、いかつそうやもんなあ」

「凄すさまじくいかつかったぞ。とりあえずはっきりしてるのは、オキサイドサークルと組み合わせた場合は、ほとんどのモンスターを秒殺できるってことだな。今まで無理だった、相手の体内の酸素濃度をゼロにする、なんて真似もできちまったし」

「うわあ……」

　達也からの報告を聞き、どん引きする宏。そうでなくても極悪な魔法であるオキサイドサークル。それがさらに極悪になっているのだ。引かないわけがない。

「まあ、一応いくつか欠点は分かってるんだがな」

「欠点？」

「まず、魔力の消費量が増える。次に、少しばかり詠唱が伸びて、発動までのタイムラグも大きくなる。で、多分一番致命的なのが、魔力を圧縮しても魔法抵抗を貫通する力は変わらねえ、ってのがある」

「要するに、純粋に威力の向上にしかつながらん、っちゅうことでええん？」

「まあ、そんなとこだな。で、積層詠唱の方は非常に単純。一つの音に複数の詠唱キーワードを重ねて、詠唱時間を短縮したり複数の種類の魔法を一回の詠唱で発動したりするスキルだ。これで詠唱しても魔力の消費量は変化なし。ただし、余程上う手まく重ねないと、ファンブル扱いで発動しないってリスクもある」

「そっちは大体名前から予想したとおり、っちゅう感じやな」

　宏の言葉に頷く達也。魔力圧縮と積層詠唱を上手く組み合わせれば、達也の手持ちの魔法だけでも決定力不足は随分解消できそうな感じである。

「でも、正直なところ、俺のスキルより春菜の四つ目のエクストラスキルの方がえげつなかったがな」

「そうなん？」

「うん。抵抗さえされなければ、下手をすればこれだけで勝負が決まりそうな感じだった」

「どんな魔法なん？」

「ウルトラスローっていう名前で、オーバー・アクセラレートのちょうど反対の性質を持つ魔法だった。相手の速度を百分の一以下にする、だとちょっと違うかな？　相手の時間が一秒経つ間に、こっちの時間が百秒経つようになるの」

「そらまたえげつないなあ……」

　話を聞くだけでも極悪な魔法に、宏が呆あきれとも感心ともつかないコメントを漏らす。正直、使った時に春菜も同じ感想を持ったものだ。

　さすがにエクストラスキルだけあって、気軽に使えるほど消費量は軽くない。また、現状での効果時間は自分達の時間で三十秒前後と、オーバー・アクセラレートと比べるとさほど長くはない。そもそも、抵抗されてしまえば一切効果を発揮しないという、障害魔法全てに共通の弱点もある。

　それでも、決まればその時点で圧倒的に優位に立てるのは間違いない。

「ただ、なんとなくだけど、あまり使わないほうがいいかも、っていう気はしてるんだよね」

「まあ、こういう強力な魔法はこっそり厄介なペナルティとかあるんが普通やしなあ」

「そうなんだよね。しかも、変なロックがかかってた魔法だから、余計に気になるんだよ」

「せやなあ……」

　便利そうな魔法だけに、何か裏があるかもしれない。そんなことを考えつつ春菜に同意する宏。

　変なロックがかかっていた、というだけなら宏のタイタニックロアも同じだが、どうにも習得した経緯が経緯だけに乱用するのが怖い。しかも、同系列であるオーバー・アクセラレート、リターンヒール、ハイパーリジェネート、ウルトラスローの四つ全てを使いこなせば、限定的に時間を操れるのだから、タイタニックロアにはない副作用やペナルティがあっても不思議ではない。

「そういうわけだから、練習するのもちょっと怖い感じ」

「せやな。生なま温ぬるいこと言う感じやけど、使うんはいざっちゅう時だけにして、不発やったらそん時はそん時っちゅう感じで割り切ろか」

　宏の提案に、達也達三人も頷く。同意がとれ、ほっとした様子を見せる春菜。勘の範囲でしかないものの、検証で何度か発動させた際に、自分の中の何かが書き換えられていくような感じがして嫌だったのだ。

　その感覚が進んだところで、恐らく人格が変わるとかそういう方向での問題はないだろう。完全に変わってしまったところで、一般的な意味で有害な要素がある感じでもない。だが、有害でなければ、もしくは有益であればいいのかといえば、必ずしもそうではない。

　春菜が感じているのは、そういう説明しづらい種類のものだ。実際に害はなかろうが、それでも後悔することになりそうな要素が感じられて仕方がないのである。使わないで済むなら、使わないに越したことはない。

「で、真琴さんの方はどないな感じ？」

「練気法はまあ、ゲームの方で検証されてたとおりって感じね。自己能力増幅系でイグニッションソウルほどの増幅率はないけど、通常スキルだけあって制御も難しくないし、体に対しても大した負担はなかったわ。練習すれば増幅率も上がりそうだし、格闘ゲームの飛び道具みたいな攻撃もできそうな感じ」

「集気法はどないやった？」

「性能だけを言うなら、達也の地脈接続のスタミナ版ってところかしら。現段階での制御の難しさもそんな感じ。ただ、地脈接続ほど体に負荷はかからない代わり、そんなに多くのスタミナを外からは補えない感じね。多分、これも練習次第なんだろうけど」

「さよか。そういえば、外からエネルギー集めてスタミナ消費を補うんやったら、周囲に瘴しょう気きが溜たまっとったらヤバいんちゃう？」

　宏の指摘に、微妙に眉をひそめて考え込む真琴。

「そうね。その可能性は十分にあるわね。ゲームの方でも邪仙だとかなんだとかいう話があった気がするし」

「っちゅうことは、瘴気対策を考えんと、環境次第では使いもんにならんわけやな」

「そうなるわね。春菜の歌の浄化能力にも、限度ってものはあるし」

「あと、もしかしたら、瘴気とか関係なく外からエネルギー集められる環境と集められへん環境とか、集められる環境でも集められるエネルギー量の上限とかはありそうやな」

「そうね」

　使いこなせば間違いなく便利であろうスキルの、その特性ゆえの落とし穴。外部からエネルギーをかき集める魔法や技にありがちな欠陥とはいえ、宏に指摘されなければ気がつかずに使いすぎて、致命的なことになっていた可能性が高い。

　やはり、そういった面でも余裕がある時に検証しておくのは重要である。

「で、結局検証してへんのは？」

「細かいのはたくさんあるけど、重要そうなのだけに絞るなら、私はダルジャン様と会う直前に覚えさせられたサンシャインレイとルナティックレイっていう攻撃魔法かな？」

「あたしは大量にある小技と、疾しっ風ぷう斬ざんの次の派生二つね」

「俺の方はゲームの段階で大体の検証が済んでる魔法とエクストラスキル・エナジーライアットだな。エクストラスキルはどうにもコストが異常に重い上に、ぶっ放したらガルバレンジアごときは一瞬で消滅させそうな感じだったから、怖くて使えなかった」

「ボクは新技の検証は何もしてない。春姉達の検証だけで結構時間かかったから」

　どうやら、まったく情報がない技の大半は、まだ未検証のようだ。

　もっとも、ほとんど未検証になること自体は、宏も大体予想していた。ゲーム時代には存在すら知られていなかったものは、自分が覚えたスキルだけに絞っても大半がファーレーンの領土内で使うのははばかられるものだったのだから、ある意味当然ではあろう。

　そもそも未検証のスキルの大半は、使いどころがよく分からないという残念な理由もあるが、これについてはあえて触れないことにする。効果時間中は砂糖と塩を絶対間違える呪いなど、くだらない嫌がらせ以外にどう使えというのか、という話である。

「僕のスキルもまったく触ってへんねんし、そこら辺はそないに急がんでもええやろ。使いそうなやつだけ、ぼちぼちやろや」

「そうね。集気法とか春菜の魔法とかの危険性に気がつけただけでも、十分でしょうしね」

　宏の結論に、真琴が同意する。あまりのんびりしていると忘れそうだが、慌てて検証する必要もない。

「で、や。海水浴は僕は行かんけど、ファムとライムは連れてったって。テレスとノーラ、新人ズは任意で」

「了解」

　宏の要求にあっさり頷く春菜。正直、宏一人に仕事をさせて遊び呆ほうけるのは抵抗があるが、今更取りやめにするのも気を使わせる。それに、澪に海水浴を経験させてあげたい気持ちも噓うそではない。なので、春菜は予定どおりに話を進めることにしたのだ。

「親方～、かいすいよく、って何？」

　いきなり話が飛び火して硬直しているファムを尻目に、基本恐れを知らないライムが堂々と質問する。

「浜辺で遊んだり、そこから浅いところまで水に入って遊んだりするねん」

「楽しい？」

「人それぞれやな。まあ、いっぺん行ってみ」

「うん！」

　遊びに行く、と聞いて目を輝かせるライム。工房のお手伝いも大好きだが、やはり遊ぶのは格別なのだ。

　港湾都市であるウルスで生まれ育った割に海水浴を知らないライムだが、スラム育ちで遊ぶという言葉と無縁だったのだからしょうがない。ウルス出身といっても、スラム生まれの子供は海をまともに見ずに大人になるケースも珍しくないのだ。

　それに、ウルス近郊はそれほど砂浜がない。結構距離がある砂浜に泳ぎに行くような、金銭的にも時間的にも余裕がある人間はそれほどいないため、案外海水浴なんて言葉は広まっていない。

　もっとも、泳ぐに適した川は街の至るところにあるため、ウルス育ちで泳げない人間も少数派ではあるが。

「で、テレスらはどないする？」

「私達は、お仕事します」

「ジノが、もうちょっとで等級外ポーションの作成が安定しそうなのです。なので、びしばし指導しておくのです」

「ジェクト達も、カレー粉はそろそろ大丈夫そうですし、ポーション類の下ごしらえも大分安定してきたので、指導しながら次のステップ、というところですしね」

　海で遊ぶ、という言葉にひかれるものはあったが、全員で遊ぶと納品が厳しいと考えて、今回は見送るテレスとノーラ。新人達もいい感じで腕を上げてきている現状、遊び呆けている時間がちょっともったいない気分である。

「なるほど。ほな、テレスとノーラは次の機会、っちゅうこっちゃな」

「そのうち、みんなで遊びに行けたらいいよね」

「水着とかは勘弁やけどな」

　宏の言葉に苦笑する一同。成り行き上、女性の比率がかなり高くなってしまったアズマ工房で、全員で水遊びに行くとなると大量の水着姿の女体を見ることになる。普通の男なら大歓迎だろうが、宏にとってはお化け屋敷や心霊スポットなど目ではないほどの恐怖体験になる。

「で、正直、俺がいても微妙に肩身が狭いわけだが、行ったほうがいいか？」

「状況次第だけど、男の人もいたほうがいいかな、とは思う」

「達也だと、外見的にもある程度ハッタリ効くしね」

「了解」

　微妙に気が進まない様子ながらも、春菜と真琴の要請を受けて同行を決める達也。宏とは別の理由で春菜達と一緒に海水浴になど行きたくない達也だが、かといって武器も持てない水着姿の春菜達を放置するのも気が引ける。

　この方面では宏に頼れない以上、達也がある程度壁になるしかないだろう。

「とりあえず護衛みたいなもんだし、俺は普段着だな」

「付き合い悪いわねえ……」

「二十代も折り返すと、女房子供以外との海水浴って面倒なんだよ……」

　少々げんなりした様子でそう答える達也に、思わず同情的な視線が集まる。

「まあ、そういうわけだから、俺の分は水着なしでいいぞ。お前さん達に作らせるのもどうかと思うし、かといってヒロの手を煩わせるのもな」

「了解。多分暑いだろうから、熱中症対策だけはちゃんとしててね」

「分かってるって」

　そんなこんなで、海水浴行きの具体的な話が固まるのであった。




　　　　☆




「ライムの水着、こんな感じでどうかしら？」

「あ、可愛い」

「真琴姉、グッジョブ」

　翌日、水着作り。昨日の夕食後に水着用の生地や糸はすでに完成させており、あとはデザインを決めて縫っていくだけ、という段階である。

　ライムの誕生日プレゼントの一件でそこそこ光るデザインセンスを見せた真琴も誘い、日本人三人でワイワイ話しながら水着のデザインを決めていく。一番最初にライムのものが決まったあたり、微妙に力の入れどころが間違っている感じだ。

　なお、ライムの水着は数カ所にフリルをメインにいろいろな飾りをあしらったワンピース。ポイントは胸元のリボンとウェストまわりに配置されたスカート状のフリルである。色は瞳に合わせた鮮やかな緑。子供らしい魅力を全面にアピールした、なかなかのデザインだ。

「ライムがこうだから、ファムはこんな感じ？」

「あ、いいかも」

　真琴が完成させたデザイン画をもとに、ファム用にアレンジをかける澪。ワンピースなのは同じだが、色を青系に変え、フリルを減らして若干大人しく、大人っぽいデザインにアレンジしている。とはいえ、ファムもまだまだ子供の範はん疇ちゅう。ロリータ系衣装のポイントを押さえた可愛らしいデザインなのは変わらない。

「じゃあ、先にこの二つ、縫っちゃうよ」

「了解。じゃあ、あとはあたし達のデザインね。って澪、それは狙いすぎの上に自虐が過ぎない？」

「基本に忠実」

　春菜がファムとライムの水着の縫製に入ってすぐぐらいのタイミングで、自分が着る予定の水着デザインを描き上げる澪。ただし、そのデザインがいろいろな意味でいただけない。

「……澪ちゃん、何でスクール水着？」

「基本に忠実」

「てか、旧スクなんてもはや漫画とかでしか見ないような前世紀の遺物みたいなもの、わざわざ選ばなくても」

「お約束」

　澪が起こしたデザイン画は、旧型のスクール水着という思いっきり狙ってるとしか思えない代物であった。胸元に「１─Ｃ　みずはし」とあえてひらがなで書いた名札を張っているあたり、自虐ネタも含めていろいろ突っ込みどころ満載である。

　厄介なのが、似合わなくもないかも、という気が微妙にしなくもない点である。体格も体型も、中学年から高学年ぐらいの早熟な小学生と言い張っても通じるため、海でその水着でも違和感がないあたりがコメントに困る。

　言い張れば通るような容姿をしている割に、最近ずいぶん第二次性徴が進んできて、もはや薄着なら女性の体つきになっているのがはっきり分かるのも、罪作りな部分であろう。学校の水泳の授業ならともかく、海や川、公営のプールなどだと無駄に露出が大きいビキニでも着せておいたほうが下手をすれば性的な意味で健全に見える可能性があるのは、そっち方向でダメ人間である澪の本領発揮なのかもしれない。

「とりあえず、プライベートな時に海や川でその水着は却下、ってことで」

「そうね。春菜に同意するわ」

「残念」

　あっさり却下されて残念そうにしながら、次に自分に似合いそうな水着をデザインしていく澪。ネタが潰つぶされてやる気がなくなったからか、無難なトロピカル柄のワンピースをさらさらと描く。

「ん～、澪だとこう、もうちょっとシックな感じが似合うんじゃないかしら？」

「そうだね。扇情的なデザインも、子供っぽいのも、変に可愛らしいのもちょっと違うかな？」

「そうねえ。たとえば……、こんな感じとか」

　そう言って、黒をベースにところどころ白いラインを入れた、ゴシックベースのちょっと上品なイメージのあるセパレートタイプの水着をデザインする真琴。あまりダイレクトに体型が出ないようにトップスにそう見えないようにフリルで飾りを入れ、両脇のリング状のパーツでボトムと接続することであまり露出が大きくないように印象付けるデザインである。

「あ、いいかも」

「でしょ？」

「だったら、真琴さんはこんな感じ？」

　いつの間にかファムとライムの水着を縫い終えていた春菜が、デザイン画を起こす。真琴や澪に比べれば絵の腕前では劣るが、それでもフリーハンドで描くと若干デッサンが狂う程度で、見られないほど下手でもない。本腰を入れて学べば、イラストで副収入ぐらいは得られるのでは？　という程度の腕である。

　こんなところでも完璧超人の片へん鱗りんを見せるあたり、やはり春菜は根っからの主人公、もしくはヒロイン体質なのだろう。もっとも絵に関しては、全力で打ち込んだところで真琴には到底及ばないであろうことも明白だが。

「上はこんな感じのタンキニで、ビキニのショーツの上にホットパンツ風のボトムを穿はいて、わざと下のビキニショーツが見えるようにする感じ」

「あたしだったらまあ、こんなところでしょうね。ビキニとかどうせ悲しいことになるし、無難なワンピースとか面白みがないし」

「真琴姉は、こういう女の子っぽくてかつ活発な感じがすごく似合うと思う」

「ありがとう」

　春菜がデザインしたのはどことなくフェミニンな感じのタンキニと、それとは対照的にシンプルでユニセックスなデザインのボトムであった。美人ではないが愛あい嬌きょうがあり、ころころとよく表情が変わるのが魅力の、活発ながら実に女性らしい真琴にピッタリの水着である。

　確かに色気だのエロスだのに訴える力はほとんどないが、元々真琴の魅力はそっち方面ではない。そういうのは色ボケ状態の時の春菜かエロトラブル発動時点でのアルチェムに任せておけばいいのである。

「じゃあ、真琴さんのはとりあえずこれでいいとして……」

「あとは春菜ね」

「もう、こういうのでいいよ」

　そう言って春菜が起こしたのは、彼女達の時代の日本で少し前に流は行やった、水着代わりにできる普段着、というデザインの、それもどちらかというと干物女よりのものであった。

　ぱっと見た目は若干シースルーの夏物のワンピース。その下にあまり露出面積の大きくないビキニを身につけるタイプだが、とにかくワンピースのデザインが面白みに欠ける。はっきり言って、自分が女性であることを投げ捨てている女が着るような、ダサいを通り越してある種のストイックさすら感じる代物である。

　恐らく、春菜的には、普段着を水着仕様にする程度でも良かったのだろう。一応水着を縫うということで、せめて少しは水着らしくするべき、という義務感でそれっぽくしただけ、という思考でデザインしたのが丸わかりである。

「あんたねえ……」

「春姉、見せたくて褒めてほしい相手がいないからって、これはどうかと思う」

「こっちの世界の今の時期のダールの海水浴場にどれだけ人がいるかは知らないけど、正直宏君がいないのにあんまりおしゃれして、勘違いしてる鬱うっ陶とうしい男の人をひっかけたら面倒くさい」

「経験者は語るって感じ？」

「うん。普通の海とかプールに友達と遊びに行くと、大体は二度と誘ってもらえなくなるし」

「うわあ……」

　地味に灰色っぽい春菜の夏事情に、嫉妬と同情の入り混じった複雑な視線を向けてしまう真琴と澪。真琴はともかく澪は漫画や小説、ゲームなどからの情報しか持ち合わせていないが、それでも春菜がまともな水着を着て浜辺をうろつけば、水遊びどころではなくなるのは想像に難くない。

　これまで碌ろくな男が寄ってこなかったという春菜の、交際なんて考えたこともないらしい男性遍歴が垣間見えた瞬間であった。

「まあでも、私の方から親戚の持ってるプライベートビーチとかプールに誘った時は、みんな普通に付き合ってくれたけどね」

「そりゃ、プライベートビーチとか個人所有のプールなんて、一般庶民からしたら好奇心の対象なんだし、誘われて断る理由も特にないわよね」

「他にも、タダ券もらったリゾート施設とかに誘った場合、男子何人かをボディーガード代わりに誘う条件で乗ってくれることはあったよ。大体はうちの従兄弟いとことか親戚とかその友達とか、私と絶対そういう関係にならないのがはっきりしてる男の子に頼むことになるけど」

「……澪も大変だけど、春菜は春菜でいろいろ大変だったのねえ……」

「正直、みんなが思ってるほど外見で得したことってないよ、私。むしろ、外見に関しては余計なトラブルの引き金になることの方が多いし」

　いろいろ大変そうな人生を送っている春菜に、心の底から同情する真琴と澪。美人で健康で才能あふれていて家庭環境が恵まれているからといって、必ずしも勝ち組の人生を送っているわけではないらしい。

　少なくとも、健康体でずっと共学の学校に通っていて、別にぼっち気質というわけでもないのにこの歳までまともに恋愛したことがないどころか、別にハードルを上げているわけでもないのにいいなと思う男子に巡り合えなかったことについては、間違っても勝ち組とは言えないだろう。

　しかも、恋愛とか性的なことに関しては微妙に男性不信の気配があるあたり、これまで寄ってきた男というのがどんな連中だったのか、非常に気になるところである。むしろ、エロトーク全開な男の方が春菜から信用されやすい節すらあるのが面白いところだろう。

　春菜本人はオープンスケベに寛大というだけで、エロトークにがっつり食い付くわけではないのだが。

「まあ、そういうわけだから」

「ねえ、春菜」

「ん？」

「材料は十分にあるんだし、別に作る水着一枚でないといけない理由はないわよね？」

「もし宏君が行く気になってくれたら、材料ないと困ると思うんだけど？」

「マナイーターぐらい、いくらでも狩ってくるわよ。それに、宏が海に行く気になったとして、その水着じゃそれこそ作りなおしになるわよね？」

　どうにも干物女に徹しそうな春菜を、必死になって説得する真琴。もう一度海水浴に行く機会があるかどうかはともかくとして、素材集めの過程で水着が必要になるシチュエーションが出てくる可能性は否定できない。

　その時に今のデザインの水着しかないとなると、春菜は間違いなく後悔することになる。

「春姉だと、こんな感じ」

「澪、人が見てるところで着れるデザインにしなさいよ。これ、どう見ても紐ひもじゃない」

「正式名称はスリングショット、だったはず」

「名前とかどうでもいいから」

「誘惑しやすくて脱がしてもらいやすい、春姉の狙いにぴったりの水着」

「宏なら、間違いなく部屋の隅でガタガタ震えて命乞いするわね、その水着だと」

　真琴が春菜を説得している間に、碌でもない水着のデザインを起こす澪。間違いなく、全年齢の作品には登場させられない。

「じゃあ……」

「貝殻とか絆ばん創そう膏こうとかも駄目だからね」

「こんな感じのマイクロな……」

「ビキニにすべき、ってのはあたしも同意見だからいいけど、こういうほとんど裸なのに裸よりいやらしいデザインは却下」

「真琴姉、頭かたい」

「密室で二人きりの時に相手を襲うか相手に押し倒させるかする以外に使い道ないような、不特定多数の前で着てたらただの変態か痴女にしかならないデザインをするなって言ってんの!!　それとも、あんた春菜と同じ体型だったとして、それ自分で着れるの!?」

「……さすがに無理」

「自分でも着れないようなデザインするんじゃないわよ!!」

　真琴の正論に、しぶしぶデザインを破棄する澪。結局春菜の水着は、過剰にエロスを強調するデザインにしなくてもビキニタイプってだけで十分だという真琴の主張により、ビキニという表現で語るにはやや露出が控えめな白い水着と、同じデザインで色違いの青い水着に落ち着くのであった。




　　　　☆




　そして、海水浴当日。

「うみ～!!」

「きゅきゅっ！」

「あ、こら、ライム！　準備運動！」

「え～!?」

　青い海とダールの気候にテンションが上がっているライムとひよひよを、必死になって制止する真琴。

　ダールではまだまだシーズンだからか、それとも海水浴といえばここ、という程度には有名な村だからか、この日の浜辺には、それなりの人数が繰り出している。ライムを単独行動させるには、いろいろと怖い。

「結局、春姉はその水着？」

「見せたい人がいないのに、本命を着てもね」

「なんか、ボクと真琴姉が変に気合い入れてるみたいで寂しいことになってる」

「まあ、ちゃんと水遊びはするから」

　ライムに準備運動としてのラジオ体操を仕込んでいる真琴を見ながら、自分達も準備運動をしつつ春菜の水着について語る春菜と澪。

「ん～」

「どうしたの、ファムちゃん？」

「今のライム見てると、いずれハルナさんより背も胸もおっきくなるのが、どうにも不思議な感じだなって」

「まあ、必ずあの姿になるわけでもないみたいだし、将来のことは分からないから」

　子供全開で迂う闊かつに目を離せない妹を見ながら、腑ふに落ちないという主張を続けるファム。

「おね～ちゃん！　それ！」

「わっ！　やったな、ライム！」

　だが、そんなのんびりした時間はそれほど長く続くわけもなく、波打ち際での水の掛けあいから遠泳、スイカ割りなどの海ならではの遊びにすぐに発展する。

　そんな様子を見守りながら、時折春菜や真琴、澪に誘われてふらふらと寄っていこうとする男を牽けん制せい、ご飯などでひよひよごとライムを釣ってお持ち帰りしようとするおっさんや若い女性を阻止し、と、いろいろ大忙しな達也。ついてきて正解だったとしみじみ思いながらも、今回は割食っているという意識がぬぐいきれないのは仕方がないだろう。

　もっとも、そんな気持ちも澪とファムとライムの非常に楽しそうな姿と、時折起こる珍妙なハプニングを見ているうちにだんだん収まって、見守っているだけというのもそれなりに楽しくなってくるのだが。

　なお、結局達也も水着姿になっている。そのほうが行動しやすいだろうとの配慮で、宏が用意したのだ。

「……春姉、何でボク埋められてるの？」

「日頃の行い？」

「真琴姉、春姉が地味にひどい」

「それも海の醍だい醐ご味みよ」

「ファム、ライム、助けてほしい」

「ミオおねーちゃん、楽しそう！」

「たまにはいい経験だと思う」

　埋められている澪を誰も助けない、という光景を苦笑しながら見守り、

「そろそろ十分遊んだし、変なのが寄ってこないうちに帰るぞ」

　頃合いを見て帰宅を促す達也。

　達也の言葉に素直に従い、帰る準備を始める一同。ゴミを回収した後、携帯用コテージのシャワーで汗と海水を流し、普段着に着替えて帰路につくのだった。




　　　　☆




「お帰り。どないやった？」

「そこそこ人はいたけど、達也さんのおかげで大体のトラブルは避けられた感じ」

「達也には申しわけないことになっちゃったけど、おかげで子連れでも安心して遊べたわ」

「まあ、そこは向こうに帰って子供できた時の予行演習だと思って、それなりに楽しんでたから気にすんな」

　夕方、ウルスの工房。出迎えた宏の問いかけに、微妙にずれた答えを返す春菜と真琴、達也。その返事に苦笑しつつも、質問を変える宏。

「ちゃんと楽しんできたか？」

「楽しかったのは楽しかったんだけど、宏君が参加できないのに楽しんでるのが、どうしてもちょっと引っかかって」

「初めてだからすごく楽しかったけど、師匠がいたらもっと楽しかったと思う」

　宏が本当に聞きたかったことに対する答えは、微妙なものであった。チラッと後ろに待機しているファムとライムに視線を向けると、二人揃そろって何度も首を縦に振る。

「ライム、親方と一緒に遊びたかった！」

「やっぱり、職員なのにアタシだけ遊んでるのって、ちょっと気が引けたよ。親方が一緒に来てくれてたら、多分あんまり気にならなかったと思うし、それにやっぱりアタシも親方と遊びたい」

「さよか」

　ライムの本能に忠実な答えだけでなく、ファムのちょっとプロ意識が混ざった答えに内心目を見張る宏。

　トップが仕事をしている時に、養われている意識がある人間が遊んでいるのは、意外と居心地が悪い。故に、ファムがそのことに言及するのはある意味予想範囲内だったが、それ以外に素直に一緒に遊びたいと甘えてきたのは、少しばかり予想外だった。

「親方～！　ライムといっしょに海にいこ！　おね～ちゃんたちもいっしょに！」

「せやなあ。機会があったら、人のおらんところにみんなで海行くんも考えるわ」

　宏の答えに、内心でライムを応援していた春菜と澪の表情が明るくなる。

「せやけど、今年はさすがにもう、ダールでもシーズン的に厳しいやろうから、来年以降に機会があったら、やな」

「じゃあ、その時こそ、宏君にちゃんと私達の水着姿を見てもらわないとね」

「そっちは微妙に勘弁してほしいんやけど……」

「無理にとは言わないけど、乙女心としてはやっぱり、ね。それに、海水浴ってそういうものだし、私達なら練習として丁度いいと思うし」

「そら分かってんねんけど、な」

　久しぶりの、それなりにちゃんと楽しめた海水浴に気分が浮上しているからか、珍しく妙に強引な春菜。そんな春菜に微妙に引き気味の宏。それを見た達也が、

「まずは、このメンバーなら水着姿見ても大丈夫だと、ヒロが心の底から納得するのが第一ステップだな」

　と、まとめる。その結論に神妙な顔で頷く春菜。

　だが、春菜が宏相手に水着姿を披露する機会が意外とすぐに訪れるとは、シーズンオフが近いこの時期には思いもよらないのであった。








ローレン編　後日談その三






「結界の起動および安定確認。ようやく最終実験やな」

　結界の起動を確認し、ため息をつきながら宏ひろしがレイオットに告げる。

　春はる菜な達が海水浴に行った二日後。ノーラ達が作った結界具によるポメ（亜種）対策実験が、ついに始まろうとしていた。中にはジノ達新人が指導を受けて作ったものもあるので、それらが問題なく機能するのであれば対策として実効性があると言い切って大丈夫だろう。

「一週間程度で基礎理論の構築から新人レベルでも作れるアイテムの開発まで完了させるとは、相変わらずとんでもない話だな」

「ある程度誰でも作れんと意味あらへんからな。ジノぐらいの腕でもいけるようにするんに、大分苦労したで」

　呆あきれたような感心したようなレイオットの言葉に、微妙に疲れをにじませながらそう答える宏。一番手間取ったのが、一般的な魔道具職人なら確実に作れる量産品の開発で、量産型の完成に至るまでにびっくりするほどの種類の失敗作が生まれている。

　特に期限の設定がなく、宏がものづくりにおいては失敗をネガティブにとらえないタイプだから問題にならないが、失敗の経験がないエリート官僚タイプの人間がこの仕事を割り当てられていたら、間違いなく正気を失うか首を吊つるかしていると断言できるほど、失敗に失敗を重ねた。

　それだけ、今回の仕事が高難易度だったと言えよう。

「これで問題なく行けたら、あとはそっちの領分や」

「分かっているさ。だがまずは、実験が上う手まくいかねば話にならん」

　そう言って、三人ほどの死刑囚が拘束されているスペースに視線を向ける。同一サンプルによる比較実験のために連れてこられた、万一問題が起こっても誰からも文句が出ない連中である。

　情状酌量の余地もなく司法取引もできない種類の、殺す以外に禍根を断つ手段がない連中なので、こういう実験に使うにはいろんな意味で都合がいい。現行犯で拘束されているので冤えん罪ざいの可能性もなく、文句を言ってくるような身内も存在しないという格好の実験台だ。

　さすがにそこまでの扱いを受ける凶悪犯だけあって、拘束されていてもふてぶてしくレイオット達を睨にらんでいるが、隔離結界で閉じ込められているため、拘束が解けたところでレイオットや宏に害をなすことはできない。

　もっともこの隔離結界、囚人達の監禁はついでで、メインの目的はポメ（亜種）の衝撃波を遮断することなのだが。

「ほな、さっくりいこか」

　中央の温泉プールにぷかぷか浮いているポメ（亜種）。その中の適当な一匹に石をぶつけて破裂させる宏。宏達の側からは結界内部に自由に干渉できる仕様なので、いろいろな実験をかなり気楽に行える。

「ふむ。凶悪犯といったところで、所しょ詮せん一般人を相手にするしかできん小物か。前回同様、あれの衝撃波には抵抗できていないようだな」

「むっさ暴れとんなあ。霊糸ロープで縛っといて正解やったな」

　ポメ（亜種）が破裂した瞬間にきっちり状態異常にかかった死刑囚達を見て、そんなどことなくのんきで、かなり非人道的な感想を漏らすレイオットと宏。隔離結界で監禁しているのにわざわざロープで縛っていた理由は、暴れた挙句に内部で殺し合いをしたら面倒だからである。決して、レイオット達の身の安全を考慮してではない。

　いくら凶悪犯だといっても、殺し合いなど見ても気分がいいわけがない。その点は、目の前で死人が出ることに慣れていて、自身が手を汚すことに何の感慨も抱かないレイオットですら同じだ。

　それに、レイオットはともかく宏は、この種の人体実験を平気で行えるほど感覚はマヒしていない。なので、死なないようにあれこれ下準備をしてから実験を行っている。

　それでも、世の中に絶対ということはない。だからこそ、その万が一が起こっても問題にならないよう、わざわざ処刑間近の死刑囚を実験台にするのである。

　そこまで徹底しても平気になるわけではないため、わざとのんきな反応をして現実逃避をせざるを得ないところが、宏の複雑な内心を表しているといえる。

「ほな、正気に戻してジノ謹製の結界具いってみよか」

　あまり長々と見ていたいものでもないため、さっさとポメ（亜種）の状態異常に特化したポーションで被験者を正気に戻す。そのままジノが作った試作品で結界を張り、気絶した一人を魔法で覚醒させて次のポメ（亜種）を割る。

　魔法具作りで一般的に半人前以上一人前未満と扱われるぐらいの腕を持つジノ。彼が作った結界具が普通に効果を示すのであれば、ウルスにある魔道具の工房全部で量産することが可能になる。テレス達が作ったものが必要となると、二割程度の職人が基準を満たさなくなるため、ここで上手くいくかは結構重要なラインだ。

「……多分、正気やな」

「問題ないのであれば、次は騎士団、その次に文官、侍女、神官見習いの最年少組、その他子供と年寄りの志願者、の順番でテストか」

「気は進まんけど、子供と年寄りが大丈夫やって確認しとかんと、意味あらへんからなあ……」

　絶対必要ながら、できることならやりたくない種類の実験に、非常に嫌そうな顔をする宏。死刑囚の時の、罪悪感を抱く必要すらないかばう余地が存在しない悪人相手で、ここで死ななくても近いうちに処刑される、という自己欺ぎ瞞まんが使えないのがきつい。

　もしもの時を想定して、スケープドールをメインにできうる限りの下準備はしてある。実験に参加する人間はアルフェミナの神託で選ばれた者か志願者のどちらかで、各国からかなりの金額の報酬が出る。さらに、運悪く命を落としても、志願者の家族にさらに報酬を上乗せし、その上である程度の名誉を与えることも約束している。

　再起不能になるほどの、いや、そこまで行かなくても生活に何らかの支障が出るほどの精神ダメージを受けた人間は、一生涯国が生活の面倒を見ることも契約書には明記されている。

　地球での製薬会社の治験よりも好条件であり、志願者も命を落としたり心に傷を負う可能性についてちゃんと覚悟している。事故が起こったところで、宏を恨むことはしないだろう。

　頭ではそれぐらい分かっているが、それでも老人と子供を実験台にすることを割り切るには、宏は倫理的にまともすぎた。自身が女性恐怖症で苦しんでいるだけに、いくら必要だといっても、他人に同じような苦しみを与える可能性があることをすることにはどうしても抵抗がある。特に子供相手にやるのは、影響が長期にわたるかもしれないだけに躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「どうしても抵抗があるなら、ここから先は私の責任で実験を行うが、どうする？」

「えっ？」

「今回の件は、我々三大国家およびローレン首脳部が、国を守るためにお前に頼んだことだ。全ての結果について責任を持つべきは我々だし、外部の協力者に無理強いをして実験を続けるようなことがあってはならない。いや、責任の所在を明確化するため、ここから先は国家首脳部が主体となって実験を行うべきだ」

「……いんや。やっぱり僕がやるわ。経過がどうであれ、目的が何であれ、人死にが出るリスクのある実験をやるんやから、開発者が逃げたらあかん」

「無理する必要はないぞ？」

「ここで逃げたら、好き勝手にもの作る資格はあらへんで」

　そう言って、武装を解除した状態の騎士達が入った結界内部に石を投げ込む。石は見事なコントロールでポメ（亜種）を直撃、しっかり破裂させる。

「……大丈夫か？」

「はっ！　これといって異常はありません！」

「念のため、医師と神官に検査してもらえ。次、頼む」

　少なくとも見て分かるような異常が発生していないことを確認し、実験台になった騎士達を医師と神官にゆだねて次のグループを促すレイオット。上司の命令に従い、上は六十歳前から下は二十歳直前まで、六人ほどの文官が結界内部に入る。

　全員が結界に入ったことを確認し、できるだけ感情を出さないようにポメ（亜種）を破裂させる宏。淡々と実験は進み、最後の市井の老人と子供に見て分かる範囲の異常がないことを確認したところで、レイオットがとんでもない行動に出る。

　無造作に結界内部に侵入し、無警戒にポメ（亜種）を摑つかんで破裂させたのだ。

「ふむ。意外と強い衝撃波が出るのだな」

「ちょい待ち、レイっち！」

「どうした？」

「いきなり何するんよ！」

「王族でも人体実験をしておく必要があるだろう？」

　いきなりの行動に慌てる宏に対して、一瞬正しいと錯覚しそうな、その実、絶対頷うなずいてはいけない種類の返事をするレイオット。

　そのあまりの主張に顔を引きつらせ、周囲をぐるっと見渡す宏。志願者の最終グループである老人と子供以外、誰一人驚いていないことから、これが最初から予定されていた行動だと認識する。

「王太子が自分から実験台とか、普通にあかんと思うけど、誰も反対せんかったん？」

「当然、猛反対を食らった。だが、最悪私が廃嫡になっても、マークもいるし母上が男女の双子を生んだからな。父上も、新しく生まれた男児のレドリックが成人するぐらいまでは在位しておられるだろうし、極論エアリスさえ健在なら、ファーレーンは問題ない。それに、私が独断で強引に実験台になったのだから、何かあったところでこの場にいる人間に咎とがが及ぶことはない。そう簡単に止められるほど、どんくさい動きをするつもりもなかったしな」

「いやいやいや……」

　自身を捨て駒扱いする王太子殿下に、力なく首を左右に振る宏。

　確かに現状のファーレーンは、エアリスという象徴のおかげで実に堅固な体制に移りつつある。だからといって、レイオットほどの人材がこんな実験で使い物にならなくなっていいわけはない。

　だが、もはや済んでしまったこと。今更グダグダ言っても無意味だ。諦めて、レイオットの状態を診察する宏。

「そんで見た感じ問題なさそうやけど、大丈夫なん？」

「ああ。少なくとも自覚症状の類たぐいはないな。念のためにあとでエアリスに見てもらうが、今までの連中に問題がなかったのだから、恐らく問題はあるまい」

「……とりあえずチェックした感じ問題なかったからええけど、ほんま勘弁してや実際……」

「すまんな」

　泣きそうな顔の宏に、心底すまなそうに答えるレイオット。必要があってのこととはいえ、不意打ちでやられるほうにはたまったものではないのも理解している。それが分かっているがゆえに、本気で心配し苦情を言ってくる親友に対して、素直に謝るしかない。

「経過観察は必要だが、少なくとも騎士団や神官を守るには十分か。とりあえず、この結界具は増産を進めておいてくれ。見た感じ、あの事件のように即座に社会が麻ま痺ひするようなことにはならんだろうから、最低でも応急処置にはなる」

「了解や。まあ、こっから先改良するにしても、経過観察の結果と実際に運用してみての問題点抽出がないと触りようあらへんし」

　レイオットの指示に頷き、ざっと必要そうな数をメモする。

　当面は主要な大都市と規模の大きな農村を優先するだろうが、それでもアズマ工房での生産量の一カ月分では全然足りない。ウルスやダール、スティレン、ルーフェウスは宏が最初に作った強力な結界具で守られているため勘定に入れていないが、それらの都市も数に入っていたとしたら、人口十万人を超える都市の半分以上が、最初の一カ月のロットから漏れることになっただろう。

　これだけに専念すればもっと作れるだろうが、カレー粉や各種ポーションなど、一カ月も生産を止めると阿あ鼻び叫きょう喚かんになりかねないものが多い。それに、経過観察で問題を見極めるのにも一カ月ほどはかかる。あまり前のめりに大量に作って、致命的な欠陥が出ては目も当てられない。

　緊急性があるものゆえに大急ぎで作る必要があるが、まだ検証段階なので量産試作程度にとどめておく必要があるのだ。

「ほな、とりあえずテレスらに製造指示出したら、僕はラーメン工場にライン設置したあと、本命の船作りに入るわ」

「ああ、頼む」

　優先順位の変更があったため、工場の建物が完成したにもかかわらずライン設置が後ろにずれていたインスタントラーメン工場。それがポメ（亜種）対策の一応の完了により、ようやく話が進む。

　三日後。奇くしくもラーメン工場の本格稼働開始と、カルザス、メリージュの結界展開が、同時に行われるのであった。




　　　　☆




「もうここまでできたのか……」

「こんな大きな船なのに、すごいよね……」

「素材が元々でかいからなあ。そないに加工せんでもいけるから、骨組みまでは早いんよ」

　ラーメン工場が本格稼働した日。ウルス港の造船ドックを見に来た達たつ也やと春菜は、すでに骨組みができて外側の組みつけに入っている船を見て目をむいていた。

　宏が作っている船は全長五十メートルほど。リヴァイアサンのろっ骨を竜骨に据えたため、それ以下の大きさにするのは面倒だったらしい。一般的な漁船に比べればはるかに大きいが、豪華客船や軍艦と比較すれば小型といえる微妙なサイズである。

　といっても、乗るのは基本的に宏達五人だけ。人が増えてもエアリスやアルチェムのような神殿関係者かレイオットを中心とした一部王宮関係者、あとは工房職員およびオルテム村の関係者なので、最大で見積もっても五十人はいかないだろう。

　つまり、はっきり言ってこんなに大きな船は必要ない。全員が一度に乗ることなど基本あり得ないのだから、せいぜい普通の漁船の倍程度の大きさと収容人数があれば十分なのだ。

「で、装甲とかはどういう素材でやるんだ？」

「オリハルコン、アダマンタイト、ヒヒイロカネで作った板と、ベヒモス、リヴァイアサンの革を交互に張った複合装甲で、表面はリヴァイアサンの鱗うろこで埋める予定やで」

「そりゃまた、硬そうだな」

「天地波動砲ぐらいは、鱗でほぼ弾はじけるはずや」

　ソファーとレザーアーマーぐらいでは使いきれなかったベヒモスの皮を、ここぞとばかりに使い倒すことにしたらしい宏。全長五十メートルクラスの大型獣三頭分だ。ほぼ同じぐらいの大きさの船を覆うぐらいは余裕でできる。リヴァイアサンに至っては、一頭でこの船を何隻でも飲み込めそうな大きさがある。この程度の使い方で使いきれるようなものではない。

「で、今は一番最初の、オリハルコン板をはっつけとる最中でな」

「どうでもいいけど、よくそれだけの量のオリハルコンとかを確保できたよね」

「亜種ポメ対策の報酬の一部として、だぶついとった鉱石を根こそぎ確保したからな。ヒヒイロカネに言うこと聞かすんはかなり手間取ったけど、問題はそれぐらいやったで」

　ヒヒイロカネに言うことを聞かす、と聞いて、言葉責めをする宏を想像してしまう春菜。背伸びしてドＳ風に振る舞う宏もそれはそれでいいものだが、金属相手にそれをやっているというのは正直微妙なものがある。人間相手でも演技でなければ引くが、金属相手に演技でやってるのは何とも言い難い印象を受けてしまうのだ。

「ヒヒイロカネに言うことを聞かすって、どういうことだ？」

「兄貴、世の中には知らんほうがええことがあんねんで」

「そうそう。知らないほうが幸せになれる知識って、普通にあるから」

　ヒヒイロカネの作り方を知らない達也の問いかけに、宏と春菜が揃そろって回答を拒否する。鍛か冶じや精錬を触る気がない人間に、説明したい内容ではない。

「で、オリハルコン板をはっつけたら表面にリヴァイアサンの革を張ってな、その上にアダマンタイト、ベヒモス、ヒヒイロカネ、リヴァイアサン、鱗の順番で重ねていくねん。表面がリヴァイアサンなんは鱗との兼ね合い、ヒヒイロカネが表層に来るんは柔軟性と革との親和性、自己修復能力やな。いちばん内側にオリハルコンなんは金属特性的に一番バランスええから、表面の四層がやられても十分な性能を確保できるようにっちゅうわけや。そこに張る革がリヴァイアサンなんは革の分量の都合と防水の問題やな」

「いちばん内側、アダマンタイトやヒヒイロカネだと何が駄目なの？」

「アダマンタイトは硬度が高すぎて、他の二種類に比べるとちょっと割れやすいねん。自己修復のエンチャントとの相性もあんまりようないしな。ヒヒイロカネは逆に硬度に若干不安があるんと、性質的に性能が不安定な面があるから、船とかの最後の砦とりでにするんは勇気がいるねん」

「あ～、なるほどね」

　宏の説明に、大いに納得してみせる春菜。オリハルコンの極端に特化した要素がない、ありとあらゆる面で魔鉄以下の素材を凌りょう駕がする性能は、造船においても使いやすかったらしい。

「アミュオン鋼とかが十分にあるんやったら、全部それでやるんやけどな。さすがにそのクラスの鉱石は、僕がクレストケイブのダンジョンの一番深いあたりを掘りに行かんとあかんから、今回は見送ってん」

「そこまでの時間はなかった、ってわけか」

「せやねん。まあ、神鋼が十分な分量確保できるんやったら、全員の装備更新したあとに鉄板全部神鋼に交換するつもりやけど」

「そこまで行くと、もはや移動要塞の類だな」

「この程度やと、まだまだやで。ちゃんと上には上があるんやし」

　まだ上があるという宏の言葉に、思わずめまいを感じて額を押さえる達也。

　現時点ですでに、あちらこちらから小さな国ぐらい単独で蹂じゅう躙りんできる、などと言われているのに、これ以上となると世界に対する脅威と見られかねない。

　それ以上に今までの流れから、そのさらに上、というやつが必要になってくることが分かってしまうのが、達也にとって頭が痛い点である。

「まあ、それは置いといて。これっていつ完成？」

「一週間後ぐらいやな。内装にもうちょいかかるかもやけど、単に船として使えるようにっちゅうんはそんなもんや」

　頭を抱え始めた達也に気を使って話題を変えた春菜の問いに、いつの間にか片側のオリハルコンプレートを張り終えた宏が、正直にそう告げる。

「一週間って、すごく早いよね」

「材料が揃っとって、スキルも充実しとるからな。大図書館で神力付与のスキル覚えられたんが、大分おっきいわ」

「そんなに違う？」

「触媒なしでエンチャントできるっちゅうんも大きいんやけど、今まで限界があった錬金術との組み合わせによる反応の加速が、ほとんど限界なしになったっちゅうんがものすごく効いてんで」

　何とかに刃物みたいなことを言い出す宏に、微妙に危機感を覚える達也と春菜。この調子で一週間野放しにしたら、一体何を作るのか想像もできない。

　とはいえ、一週間程度で作れる限度がこの船だと考えると、逆にそこまで警戒する必要はないのかもしれないが。

「とりあえず、エルザ様からいつぐらいに体が空くかって質問が来てるから、十日後ぐらいって言っておくね」

「せやな。試験飛行も考えたら、そんなもんやな」

　エルザの質問の意図を察し、春菜の言葉に頷いておく宏。十日後なら、試験飛行のあと直接飛んでいくのにちょうどいい。

「ほんで、まだ見てく？」

「そうだね。私はもうちょっと見学していくよ」

「俺はそうだな……。ラーメン工場とメリザさんのところに顔出してくる」

「了解。ほな春菜さん、ついでやから軽く手伝ってや」

「は～い」

　宏の要請に、嬉うれしそうに従う春菜。

「ねえ、宏君。これ、飛ぶんだよね？」

「飛ぶで」

「楽しみだよね」

「せやな、楽しみやな」

　次々に取り付けられていく甲板や装甲板に、わくわくするものを隠せない春菜。後にアズマ工房の移動手段として有名になる、天駆ける船。その船の完成は、着実に近づいているのであった。




　　　　☆




　一方その頃。マルクト最南端の港町ドロワーテ。その町で中の上ぐらいの宿に、怪しげな風体のくたびれきった三人組の旅人が宿泊していた。

「ここまでくれば、とりあえずは一安心ですな……」

「まだ、安心はできません。確かに追っ手は引き離しましたが、この国に連中の手が及んでいない保証はありません」

　戦いを生業なりわいにしているであろう中年男の言葉に、身なりのよさそうな女性がそう反論する。どちらも身につけているものはあちらこちらが傷んでおり、ここに到着するまでの旅がいかに苛酷であったかがよく分かる。

「せめてローレンまで、可能であればファーレーンまで行き、騎士団に接触してお嬢様をお任せして、ようやく一安心といえるのですよ」

「ですが、さすがにウォルディスといえど、マルクトまで直接手を伸ばすことはできますまい。今ぐらいは気を緩めても問題ないでしょう。もちろん、油断はできませんがね」

「ウォルディスという国を、そんな常識的な考え方で判断できないことぐらい、あなたが一番よくご存じだと思っていましたが？」

「それを言われると、つらいところではありますが……」

　これまでの過酷な逃避行ですっかり疑心暗鬼になっている女性が、ピリピリした態度を崩さずに男に詰め寄る。

「……それで、明日からはどうするの？」

　どんどん険悪になっていく二人の雰囲気を察して、ずっと黙って座っていた少女が口を開く。年の頃は九歳から十歳、エアリスより若干年下といったところか。どことなく厭えん世せい的な雰囲気は漂わせているものの、完全に世の中を拒絶しているというわけでもなさそうな、少々内面が難しそうな印象を与える少女である。

　だが、そんな少女でも、同行者が仲たがいするのはありがたくないらしい。口くち喧げん嘩かをしている二人の、というより一方的にヒートアップして攻撃的になっている女性の頭を冷やさせるため、今後の予定を聞くことで状況を落ち着かせようとしたのである。

「この国の首都アルファトに向かい、宰相閣下と面会させていただいて、ファーレーン王家に対する紹介状をいただく予定です」

「……そんな偉い人に、そんなに簡単に会えるの？」

「そこは、某それがしのちょっとした伝つ手てを使って何とかします。なに、約束自体はすでに取り付けてありますゆえ、あとは我々が無事アルファトに到着し、日時を調整するだけですな」

「……そう」

　すでに根回しは済んでいる。その言葉に特にこれといった反応を見せず、淡々と予定を受け入れる少女。今日船を下りたばかりなのにどうやって連絡を取って約束を取り付けたのか、とか、そもそもなぜそんな伝手を持っているのか、とか、普通の神経をしていれば気になることが山積みなのだが、少女にとってはどうでもいいことらしい。

「アルファトまで、どれぐらいかかるのです？」

「船を使えば普通なら十日程度ですが、連続して海路を使うのは避けたほうがいいかと思われます。それに、この時期は海が荒れやすく、途中の寄港地で足止めを食らう可能性も高くなります。ですので陸路を使う予定で考えておりますな。念のために普通なら使わないルートを不自然にならない範囲で通る形にしますので、一カ月ほどは見ていただければ」

「いくらなんでも、それはあまりにも時間がかかりすぎます！」

「お嬢様の身の安全を最優先にするなら、どうしてもこれぐらいの日程になってしまいます。何しろ、お嬢様を守れるのは、今となっては某とあなただけなのですからな」

「だからこそ！」

「……一カ月で、本当に到着する？」

「絶対とは言い切れませんが、まあ、それほど大きなずれもなかろうかと」

　再びヒートアップしそうになった女性を遮り、少女が男に確認を取る。男の返事に少し考え込み、さらに質問を重ねることにする。

「倍はかからない？」

「余程の問題が起こらぬ限り、そこまでのずれは起こりませんな」

「短縮は可能？」

「それも状況次第ですが、回り道をしても一週間程度ならどうにかできるかと思われます。逆に海路では、十日より伸びることはあっても短縮することはほぼあり得ません。先ほども言いましたとおり、寄港地で足止めになる可能性も考えれば、最終的にさして到着までの時間は変わらないということもあり得ます」

　男の回答を聞き、結論を出す。

「じゃあ、陸路で行く。どうせマルクトのことは何も分からないから全部任せるけど、確実に到着することを最優先にした上で、可能な限り早く到着できるようにお願い」

「承りました」

　少女の結論を聞き、一つ頭を下げる男。不服そうな女性を無視し、自分の仕事は終わったとばかりに外がい套とうを脱ぎすて、無作法を承知でベッドに横になる。

　少女のその態度にまなじりを釣り上げ、小言を言おうとする女性をおどけた態度で窘たしなめる男。それを無視してうとうととまどろみ始める少女。

　女性がいちいちいろいろわめきたてるのは逃避行のストレスもさることながら、少女が男の意見ばかりを重用し、女性の言動をスルーしがちなところも大きいのは分かっている。さらに言えば、女性が男をまったく信用していないことも。

　だが、少女からすれば、自分と同じ世間知らずの女性の意見など危なっかしくて取り入れられないし、女性と違って男が自分を裏切らないと確信もしている。

　別に忠誠心がどうとか、そういう話ではない。男の目的を考えれば、自分を裏切って死なせるわけにはいかないことを少女が知っている、ただそれだけだ。それだけだが、自分の肩書だけに頭こうべを垂れている女よりは信用に足るのも、当然といえば当然であろう。

　ついでにいえば、いくら男が裏切らないといっても、それとどんなわがままも受け入れることとは別問題だ、というのもちゃんと少女は理解している。故に、最低限の要望を口にする以外は、少女は男の提案を全面的に受け入れているのである。

（ウォルディスの王女なんて、碌ろくなものじゃないのにね……）

　ウォルディス王国の王位継承権第二位を持つ第三王女、リーファ。その名を持つ少女は、ベッドの中でうつらうつらしながらそんなことをぼんやり考えるのであった。








ローレン編　真エピローグ






「師匠、この船カッコイイ……」

「綺き麗れいな船ね～」

　着工から一週間後。ついに完成した船を前に、澪みおと真ま琴ことが感嘆の声を上げる。白と青をベースにしたその船は、そこかしこにある流線型のラインとスクリュー状の巨大なプロペラがとりつけられたマストのバランスが美しい、ファンタジックなフォルムをしていた。フィンスタビライザーにサイズの合うリヴァイアサンのヒレを使っていることもあり、全体の印象はクジラをはじめとした大型海洋哺乳類を思わせるものがある。

　造船のエクストラスキル『神の船』を用いて作られただけあって、まさしく神の船と呼ぶにふさわしい船であった。

「にしても、案外普通の船の形してるんだな。飛行機とか宇宙船みたいな形になるかと思ってたぞ」

「別に、翼とかで飛ぶわけやないからな」

　マストにとりつけられているのがスクリュー状のプロペラであること以外、見た目にはデザインに優れた普通の帆船とほとんど変わらない船を見てそう呟つぶやいた達たつ也やに、宏ひろしが答えになっているようななっていないようなコメントを返す。

「それで、この船ってどれぐらい速いの？」

「せやなあ。離着陸の時間を考えへんねんやったら、ここからフォーレのエルザ神殿まで最大速度で五分かからんぐらいやな」

「すごい！」

　宏の回答に驚く春はる菜な。大だい霊れい峰ほうを迂う回かいする必要がないとはいえ、驚異的な速度である。

「……ちょっと待て、ヒロ」

「ん？」

「ここからエルザ神殿まで五分って、どう計算しても音速なんてちゃちなスピードじゃねえぞ？」

「そらそうやん。自力で大気圏突破できるスペックがあるんやから、大気圏内で出せる速度に限界あるっちゅうてもそれぐらいは行くでな」

　ファンタジーの世界に持ち込むな、と声を大にして言いたくなるスペックを口にする宏に、どっと疲れる達也。最終的に月にいる邪神に喧けん嘩かを売りに行くことになる可能性があるとはいえ、神々の力を借りて月までの道を作るのではなく、ドライに物理的に宇宙船で飛んでいくというのは、主に風情の面でいろいろ突っ込みたいところである。

「まあ、机上のスペックはそんなもんやけど、制御できるかどうかの問題があるからな。今日は試験飛行やし、最大速度のテストは三秒程度、あとはアドネぐらいまで飛んでそのまま周囲を軽く一周する予定や」

「高度はどれぐらい？」

「とりあえず、ちょっと大きめに安全マージン取って海抜二千メートルぐらいやな。あんまり高く飛ぶと変なモンスターひっかけたりするし、あんまり低いと建物とか森とか山とかに引っかかりかねへんしな。この程度の高さやから当然、大霊峰の方には行かんで」

「なるほどね」

「それに、みんなフライト使えるはずやから、高さ二千メートルぐらいやったら、なんかあっても無事に着地できるしな」

　宏達は地味に、全員生身で飛行する手段を持っている。元々飛行魔法のフライトは、空を飛べるという魅力から、使いこなしている人間こそごくわずかだが習得しているプレイヤーは結構多い。その例にもれず、春菜と達也は向こうにいた頃からフライトの魔法を習得しており、熟練度こそ低いが十分空を飛べる能力は持っていた。

　逆に、宏と真琴、澪は当初は飛行魔法までは手を伸ばしていなかったが、禁書庫で大量に覚えさせられたスキルの中に飛行魔法があったため、これまた着地するぐらいなら問題ない。

　熟練度初期値だと、真琴の魔力では五キロも飛べば枯渇するほど燃費が悪いが、本格的に飛ぼうと考えないなら十分に使い道はあるのだ。

「ほな、そろそろテスト飛行始めよか。皆乗り込んでや」

「乗り込むって、どうやって？」

「乗ろうと思ったら勝手に船内に入るで」

　宏の説明と言い難い説明を受け、言われたとおりに船に乗ろうと念じてみる春菜。

　次の瞬間、春菜の体は船の甲板に移動していた。

「わわ！」

「ＳＦなのかファンタジーなのか、割と悩む転送シーンね……」

　あっさり甲板に移動した春菜を見ていた真琴が、解せぬという表情で感想を漏らす。

　転送された春菜には分からなかったが、その転送シーンはＳＦなどでよくある、光に包まれたと思ったら上下から圧縮するように消失し、転送先で逆回しの流れで出現する、という手順を踏んでいた。ファンタジー作品にまったくないわけではないが、イメージとしては主にＳＦのものと言い切れる転送シーンゆえ、真琴の感想も微妙なものになったらしい。

「まあ、細かいことは置いといて、じゃんじゃん乗り込んでや。因ちなみに転送範囲はこのドックの中いっぱいぐらい、許可がない人間は乗り込めん仕様になっとるから、僕らが騙だまされて敵に許可出したとかでない限りは、内部から乗っ取られる心配はあらへんで」

「なるほど、便利ね」

　宏の追加説明に頷うなずき、春菜をまねて甲板に移動する真琴。傍はたで見ているのと実際に体験するのとでは大違いで、乗り込もうと思った次の瞬間にはもう甲板にいた、という印象が強い。見ていた時は消失と出現で合計二秒あるかないかぐらいのタイムラグがあったが、自分が移動した場合はそんなタイムラグは一切感じなかった。

「これ、ちょっと時差があるんじゃない？」

「見た感じ、多少はあるかもなあ。気にするほどでもないとは思うんやけど、どない？」

「そうねえ。ってか、最終的に日本に帰った時点で巻き戻るんだし、何日ってレベルで時差が積み重なるほど乗り降りすることもないだろうし、多分実害はないわね」

　意識の上だけでの時差か、それとも肉体的にも時差が生じているのかは無視できない違いではあるが、それでも所しょ詮せん二秒未満。二秒で計算しても、一時間の時差が生じるのに千八百回の乗り降りが必要になるのだから、気にする必要があるほどではないだろう。

　それに、今回たまたま疑問を覚えただけで、その微妙なタイムラグが転移魔法による移動で発生していないとは誰も言い切れない。

　結局、真琴の疑問に関しては、ほぼ同じような思考の流れで全員が気にする必要はないと判断するのであった。

「ほな、全員乗り込んだところで、船内の案内より先に飛行テストいこか」

「いきなりかよ」

「飛ぶんに失敗したら、基本作りなおしになって船内の構造関係ないからな。まず飛んでからでええやろ？」

「まあ、いいんだが……」

「因みに、最重要になる機関部のユニットは、なんかあって墜落した時に自動的に工房の倉庫に転送させるようにしてあるから、墜落の原因が機関部を破壊されたとかの機関そのものが消失してるケース以外は、回収不能っちゅうことはあり得へんから」

　細かいところでしっかりセキュリティを固めてある宏に、感心すべきか呆あきれるべきか判断に迷う達也。確かに機関部を回収されて悪用されてしまえば大騒ぎだが、宏の手で作られた、それも部品の一部分にしか過ぎないものを悪用できる存在がそうそういるとは思えない。

「とりあえず出発するから、念のためにちょっとの間、椅子に座っとって」

　操そう舵だ室に移動した宏が、船内通信機を起動して春菜達に声をかけながら、何やら他の操作を同時に進める。すると、言葉が終わると同時ぐらいに、甲板にシートベルト付きの座席がせり上がってきた。

「凝ったギミック仕込んでるわねえ……」

「多分、師匠は甲板での戦闘、考慮してる」

「ああ、なるほどね」

　座席に座ってシートベルトをしながら、そんな言葉を交わす真琴と澪。海上でも空中でも、船の武装では対処しきれない小型モンスターに襲われることは十分に考えられる。そんな時に甲板に椅子が固定してあると、邪魔どころの騒ぎではない。

「師匠、進水式は？」

「作法分からんし、どうせこの船で普通に水面を航海する機会なんざほとんどあらへんやろうから、省略でええんちゃう？」

「ん、了解」

　船に絡む割と重要な儀式、それに対する身も蓋ふたもない宏の言葉に、澪が素直に同意する。わざわざ進水式に言及したくせに、澪自身どうでもいいと思っていたようだ。

「ほな、今から飛ぶで」

　ドックから出て、ある程度港から離れたところで、宏がそう告げる。それに対して、再び澪が待ったをかける。

「師匠。進水式省略したんだから、空飛ぶ時には発進シークエンスぐらいはやるべき」

「せやな。ほな、まずは飛行系各機関にエネルギー充じゅう塡てん開始」

　澪に言われ、少しでも盛り上げるように発進シークエンスをスタートする宏。本来必要のない手順を踏み、まずはプロペラをはじめとした各機関に森羅結晶からのエネルギーを送り込む。

「充塡完了。ジャイロスタビライザー展開」

　続いて、離陸のために必要なスタビライザーを展開。といっても、単にエネルギーの流れを安定させるだけのものなので、外観上は特に変化がない。

「保護フィールド発生。規定範囲への展開確認。外周および甲板の保護完了」

　大空を舞うため、そして外敵や風圧から船を守るための、高密度保護フィールドが、船全体を覆う。これで、神の船が空を飛ぶための準備は完了だ。

　本来なら、こんな仰々しい発進シークエンスなど必要なく、離着陸レバーを離陸の方へ押し込めば一瞬で飛び上がるのだが、今回は風情を優先しているので、そこを気にしてはいけない。

「プロペラマスト回転開始、離陸！」

　空を飛ぶための最後の工程を宣言し、離着陸レバーを離陸の方へ一気に押し込む宏。マストのプロペラが回転し、静かに海面から浮かび上がり、ついに神の船が空を舞う。十メートルほどの高さから一気に大空へ飛ひ翔しょうする。

「わ～!!」

「すごいわね、これ!!」

「……速い!!」

「こんな風に空から地上を見る機会って、あんまりねえよな!!」

　瞬く間に高度二千メートルまで到達する神の船。結界で適度な強さに軽減された風を受けながら、空からの眺めに興奮してはしゃぐ春菜達。達也の言葉どおり、高度二千メートルを飛ぶ物体の開放的な空間から地上を見下ろす機会など、地球ではほとんど存在しない。

　宏達の地球では天才の手によって安価で安全な個人飛行手段が開発されてはいるが、国防や法的な問題から、一般庶民が自由に空を飛ぶところまでは至っていない。

　この光景、この体験は、物理法則に対していろいろな抜け道があるファンタジーだからこそ可能だったといえる。

「二千メートルにもなると、ウルスも小さくなるわね～」

「それでもあの大きさだから、やっぱりウルスは広いよね」

「大霊峰は高いよな。さすがにヒマラヤ山系と互角レベルの山だ」

「二千メートルだと、平均してまだ中腹」

　シートベルトをはずしてもいいといわれ、甲板の手すりから地上を見下ろしてワイワイと語り合う一同。そのままメリージュからアドネを回り、山沿いを南下して広大な農地を堪能した後、カルザスおよび周辺都市を空から観光するルートで三十分ほど空の旅を続け、ウルス上空に戻ってきたところで再び宏が甲板にいるメンバーに声をかける。

「そろそろ、最高速度のテストするから、また椅子に座るか船の中入っとって」

「了解」

　船内にも興味はあるが、やはりここは最後まで外で景色を楽しむべきだろう。そう意見が一致し、全員いそいそと椅子に座る。すでに皆、すっかり空の旅に魅了されている。

「ほな行くで」

　全員着席したのを確認し、海に向かって最大速度で飛ぶ。音速をあっさり超えた神の船は、数秒でウルス湾を抜け、ファーレーンが面するローランディア海を飛び去り、ファーレーンと海を隔てた隣国であるファルダニアとの中間地点であるリドーナ諸島を越え、ファルダニアに向かうための最後の難関であるリドーナ海を半ばまで突破したところで停止する。

　これは直線距離に直すと、ウルスからルーフェウスまでよりもさらに先、ワンボックスで二日ほどかかるローレンを抜けてマルクトの国境近くの都市まで到達できる距離を飛んだことになる。エルザ神殿まで五分はかからない、なんていう温ぬるい速度ではない。

「速すぎて景色なんてまったく見れなかったよ……」

「てか、どっち見ても海だよな。戻れるのか？」

　あまりに予想外のスピードに、目を白黒させる春菜と達也。この速度では、景色を楽しむ余裕などはない。結界に完全に阻まれ、風を感じることもなかった。もはやこれは、高速に移動するための手段のみに特化したものであり、移動の過程を楽しむなど不可能な速度である。

　それ以上に、これだけのスピードでは現在位置の把握などまともにできる気がしない。少なくとも、海上にいる今は目印がまったく存在しないため、どちらに行けば戻れるのかはっきりしない。

「ヒロ、今どこにいるか分かるか？」

「大体の現在位置は分かっとるから安心し」

　あまりに何もない周囲に不安になった達也の問いかけに、平然とそう言い出す宏。

　操舵室には現在位置を正確に表示する地図とレーダーが存在しているので、そう簡単に迷子になることはない。だが、それは操舵室にいる宏だからで、基本的に甲板から動いていない春菜達にそんなことが分かるはずもなく、不安は一切解消されない。

「まあ、こんな何もないところに浮かんどってもしゃあないから、とりあえずウルス戻ろっか。最高速で行くか？　それともさっきぐらいの速度で飛ぶか？」

「さっきぐらいの速度で、どれぐらいかかる？」

「正確には分からんけど、何時間かはかかるで多分」

「だったら、とっとと戻ろうか」

「了解や」

　さすがに、延々と水平線が続く景色を何時間も、というのは勘弁してほしい。そう考えた達也の返事を受け、再び最高速度で飛んできたルートをまっすぐ引き返す宏。数秒で見慣れたウルスが見え、安あん堵どのため息を漏らす一同。

　今日はこれ以上のテストはいいか、と考え、東門の外の草原あたりの上空に停止。そこから五百メートルほど高度を落としたところで、澪が口を開く。

「で、師匠」

「何や？」

「さっきのところ、どのあたり？」

「最高速度でさらに何秒か飛べば、多分ファルダニアが見えたと思うで」

「……つまり、ゆっくり飛んでもファルダニアまで一日かからない？」

「そうなるな」

　神の船の恐るべき移動性能に、思わず沈黙する澪。

　ゲームの時は、ファルダニアまでの船旅が平均四日前後、リアル時間で大体一日かかった。しかもこの移動速度、プレイヤー特権ということで超快速船を使わせてもらっての移動時間なので、自力で船を調達したりＮＰＣの護衛任務などで普通の船に乗ったりした場合は、数倍の日程となる。

　相対的に移動距離が短いゲームの時ですらそれだ。広さで比較するとさらに数倍となるこちらの世界でとなると、もはや物流やら何やらを破壊しかねない速度である。それが最高速度ではないどころか、相当控えめに飛ばしてのものだというのがいろいろとひどい。

「でもまあ、大気圏内での最高速度はほとんど使いもんにならんな。正直、オーバー・アクセラレートでも貰もらわんと、コントロールできる速度やあらへん」

「だろうなあ……」

「多分、月に行く時しか使わんやろうな、あれ」

　テスト結果を踏まえ、とりあえず最高速度は基本的に使わないという結論を出す宏。はっきり言って、人間に扱える速度ではない。

「ねえ、宏君」

「何や？」

「最高速度でエルザ神殿まで五分かからないぐらいって言ってたけど、その根拠はなんだったの？　どう考えても、最高速度だと数秒だと思うんだけど……」

「あ～、上昇下降の時間と進路設定の時間を踏まえたっちゅうんもあるんやけど、ここまでスピード出るとは思ってへんかってん」

　着陸作業に入りながら、春菜に対して正直に見積もりの甘さを白状する宏。大気圏内では、もっとスピードが落ちると思っていたのだ。

　もう一つ予想外だったのが、あれだけのスピードでも予想された負荷の三分の一未満、最大耐久度の一割にも満たなかったこと。イナーシャルキャンセラーが想定した以上にしっかり仕事をしたのもあるが、複合装甲とリヴァイアサンの骨が、予想以上に強度があったらしい。

　これでもまだ最大性能ではないのだから、神の船の名は伊だ達てではないようだ。

「そういやミスったんやけど……」

「ミスったって何よ？」

「武装のテスト、するん忘れたわ」

　宏の台詞に、顔が引きつる真琴。今までの過剰すぎるという言葉すら温ぬるい性能から、搭載されている武装も絶対に自分はおろか宏の予想すら超えた性能に化けているに違いないと思ってしまったのである。

「参考までに聞くけど、武装って何搭載してたのよ？」

「魔導レーザーが弾幕用のバルカンタイプと拡散レーザータイプ二十門ずつ、艦首と艦尾に高出力の収束タイプ二門ずつ、魔導ミサイルがロングレンジの十連装を四門、ショートレンジの六連装を四門、あとは艦首に天地波動砲二門と天地開かい闢びゃく砲を一門やな。テストしたかったんは主にミサイルとレーザーで、波動砲と開闢砲はシステムがちゃんと起動するかどうかだけチェックして終わりのつもりでおるねん」

「……どこの国に喧嘩売るつもりの武装よ、それ……」

「今までの流れとか歴史とかからして、高確率でウォルディスに喧嘩売ることになりそうな予感はしとるで」

「あ～……」

　これまでの歴史で、たびたび大きな戦禍を起こしてきたウォルディス。比較的領土的野心が薄く、寄らば大樹の陰という形で大きくなった国が多いこの世界において、戦争で領土を拡大し続けているのはウォルディスだけだと言っていい。

　ウォルディスが絡まない戦争に関しては、そのほとんどが単純に仲の悪さによる子供の喧嘩レベルの衝突だ。その流れも実に子供っぽく、売り言葉に買い言葉から偶発的な事故を経ての、純粋に憎み合いからの衝突である。むしろそちらの方がたちが悪いと言われればそうかもしれないが、絶対に引けない理由が薄い分沈静化も早く、ほとんどは数回の衝突後に目の前の被害に我に返り、お互いに捨て台詞を吐いて数年は矛を収めるというパターンで紛争が終わる。

　最近では最初から模擬戦用の武器でぶつかり合うことの方が多く、軍事行動にかかる費用以外に特に被害が出ないことも珍しくはない。

　だが、ウォルディスが絡むと、そんなある種の牧歌的なイメージすらある衝突では終わらない。そもそもウォディスは相手国家を滅ぼして、その土地を全て自国のものにするために戦争を仕掛ける。目的が目的だけに、一度戦争が始まってしまうと話し合いの余地などなく、どちらかが再起不能になるまで戦争を続けざるを得なくなるのだ。

　こんな国なのだから、最終的に宏達も武力衝突する可能性についての覚悟と、そのための備えは絶対必要であろう。

「まあ、人に向けて撃たんですむならそれが一番なんは間違いあらへんけどなあ……」

「そこはもう、考えないことにするしかないわね……」

　禁書『フェアリーテイル・クロニクル』の力で見せられた光景、それを思い出して小さくため息をつく真琴。ウォルディスが絡んだおとぎ話の原型は、どれもこれも凄せい惨さんなんて言葉で片がつくものではなかった。宏達の同胞が絡んでいたのは二件だけだが、それ以外にも他の世界から来た人間を巻き込んだ事件は多数あった。

　世界中で邪神教団が暗躍していることも考えると、いざ撃たねばならないとなった時は、相手が同じ人間ではないと割り切るしかない。

「まあ、人に向けて撃つかどうかみたいな考えたくないことはその時になってから考えるとして、他のチェックも済ましてまおか。エネルギーの消費量は……、今日ぐらいやと森羅結晶からの一分頭のエネルギー精製量の一パーセントにも満たんわけか。普通に移動に使う分には、エネルギー消費は考えんでよさそうやな」

「そうなんだ。森羅結晶って、すごいんだね……」

「そらもう、エネルギー源としては最強の代物やからな」

「で、もう一つの森羅結晶は何に使う予定なの？　小さいほうでも、結構な出力はあるんだよね？」

「ん？　この船に使うてんのは小さいほうやけど？」

「[image: ]っ？」

「っちゅうか、たかが船ごときにあんなデカイ森羅結晶つけたら、大惨事になんで」

　予想以上に出力が大きいらしい森羅結晶。小さいほうはかなり大ぶりながら指輪につけられなくもないサイズしかなかったというのに、この船をずっと賄えるだけのエネルギーを放出しているとは、正直怖すぎる。

「でかいほうもちゃんと使い道はあるけど、ちょっとばかり建材とかが足らんからなあ」

「……もう私、細かいことを考えるのはやめておくよ」

「春はる姉ねえ、エクストラスキルで作るようなものを、常識で判断しちゃダメ」

「うん。今思い知ったよ」

　快適で楽しい空の旅の終わりに、肝が冷える話を聞かされてどんよりする春菜。そんな空気を察した宏が、気分を変えるために次の話題を振る。

「とりあえずこの船、このまま運用しても大丈夫そうやから、船内案内するわ。移動中に使う部屋とか決めたら、船の中に欲しい設備とか意見もらえると助かるわ」

「了解。でも、そんなに長時間、この船に乗ってることってあるのかな？」

「空の状況次第やろ。あんまりスピード出せん状況もあるやろし」

「そうだね」

　宏の解説を聞き、納得して船内を巡る。

　家具を含めた内装はまだほとんどなされていないが、それでも居心地のよさそうな船内にまたテンションが上がっていく一同。あれが欲しいこれが欲しい、あーでもないこーでもないと希望を言い合っているうちに、草原に着陸した状態で結構な時間が経過する。

　その間、多くの旅人や採取に来た人間にじっくり船を観察されることになるのだが、船体に描かれたひよひよをモチーフにしたアズマ工房のトレードマークにより、話題にはなれどそれほど騒ぎにはならなかったりする。

　このあたり、良くも悪くも日頃の行いというやつであろう。

「それはそれとして、折角だからもうちょっとあっちこっち飛びたい気分ね」

「そうだね。なんとなく、これで終わりってもったいない気がするよね」

「せやなあ。テストっちゅう観点ではこれで十分やねんけど、観光もかねて、もうちょいあっちこっち飛び回るか？」

「賛成。師匠、どこ行く？」

「別にどこでもええけど、誰か行きたいところとかあるか？」

　もう一度空の旅を、という話になったところで、宏が目的地になりそうなところについて話を振る。それを聞いて何やら思いついたらしい達也が、意見を言うべく手を挙げる。

「兄貴、行きたいところとかあるん？」

「行きたいところっていうか、一度オルテム村を空から見てみたいと思うんだが、どうだ？」

「あ、それ面白そうね」

「そうだね。っていうか、オルテム村だけじゃなくて、そもそも南部大森林地帯全体、一度空から見てみたいよね」

「ん。南部大森林地帯、絶対いろいろ変なもの隠れてる」

　達也のリクエストに、予想以上に大きく食いつく春菜達。それを聞いて、宏が小さく頷く。

「ほな、最終目的地はオルテム村、目当ては南部大森林地帯の空からの観光、っちゅうことでええ？」

「うん。それでいこう」

「了解や。飛ぶ前はちゃんと席について、シートベルトしとってや」

「は～い」

　宏に言われるまでもなく、すでに甲板の椅子に座って、シートベルトを締め終えている春菜達。窓越しに見えたその様子に思わず吹き出しそうになりながら、再び船を大空へと飛び立たせる宏。

　様式美に関してはすでに一度済ませているため、今回はためも何もなしで出発である。

「まずは、南部大街道付近までやな」

「ルートは任せるよ」

「任された」

　コースを一任され、上機嫌で船にウルスの上を横切らせる宏。そのまま、車よりは速いが観察自体は十分可能なスピードであえて街道沿いに船を移動させる。

　いくつかの街を通り過ぎること約一時間。南部大街道が見えてきたところで、移動方向を東へと変える。

「さて、いよいよヒューマン種未踏の地・南部大森林地帯やで」

　宏の言葉に遅れること数秒、眼下に一面の緑のじゅうたんが敷き詰められた。




　　　　☆




　空から見た南部大森林地帯は、驚きと大発見の宝庫であった。

「わあ！　あんなところに湖があるよ！」

「近場に集落らしいところもねえし、下手すりゃ人類未踏の地だな、ありゃ」

　まず最初に発見したのは、大森林地帯の西端から三十キロほど、大街道から五十キロほどの地点にあるそこそこの規模の湖。ひそかに首長竜などがいてもおかしくない雰囲気が、実にそそる。

「ねえ、春姉、真琴姉。あれ、ダンジョンになってない？」

「どれどれ？　……周囲の森のせいで微妙にカモフラージュされてるけど、あからさまにダンジョンになってるわね、あれ」

「……引くほどがっつりダンジョンだよね。瘴しょう気きの量とか大したことないから、多分そんな難易度もいい素材もないと思うけど」

　次に見つけたのが大霊峰の尾根に近い位置にある、位置やら雰囲気やらのおかげで何とも言えない胡う散さん臭い匂いが漂っているのが魅力の、恐らく未踏破であろうダンジョン。十中八九がっかりダンジョンだとはっきりしているのに、ゲーマーとして純粋に攻略してみたくなる逸品である。

　他にも、明らかに何か人間系種族、それも割と大型の種族のものと思われる集落や、サイクロプスなどの十メートル超級の巨人種族が暴れている魔境など、大霊峰と南部大森林地帯に囲まれていなければとっくの昔に騒ぎになっていなければおかしいあれこれが次々に発見され、そのたびに宏達のテンションを上げていく。

「さすがにこれ全部回るんは、今やとちょっと時間足らんなあ」

「そうだね」

[image: ]

「とりあえず、この辺確認するんやったら、まずはサイクロプスとかあの辺の巨人種族が、話し合いが通じる相手かどうかからやろうな」

「今回の発見で一番気になるの、そこだもんね」

　今回のセンスオブワンダーに満ちた数々の発見。それらについて、そんな風に結論付ける宏と春菜。正直、今日がすでに昼を回っていて、明日以降も優先順位が高い用件が詰まっている状況でなければ、今すぐにでもしらみつぶしに確認して回りたいところだ。

「問題は、このあたりの確認に回れるの、いつになるかだな」

「そうよね。正直なところ、ものすごく気にはなるけど、多分回らなかったからって問題になるようなことって一切ないのよね」

「正直、日本に帰るための手段探しを後回しにするほど気になるってわけでもねえんだよな」

　ものすごくそそる数々の発見を前に、どうにか力技で冷静さを取り戻してそんな会話をする達也と真琴。

「まあ、現実問題として、エルザ様の神殿に顔出すんと装備アップグレードするための素材掘りが最優先になるやろうし、素材的にもここらのんとか今はいらんしなあ」

「ん、いっそ全部終わってからでも問題ないと思う」

「そうだね。いくら空から行けるっていっても移動も結構大変だし、それでいいと思うよ」

　一通り騒いで興奮が去ったからか、妙に冷静にそんな結論を出す学生組。素材的な意味で確認しておきたいダンジョンはともかく、他の要素はまちがいなく後回しでも問題ない。

　結局、全部後回しでいいだろうという結論で一致する一同。そのまま、最終の目的地であるオルテム村上空にたどり着く。

「……なあ、思ったんだが」

「あ、多分あたしも同じ感想だと思うから、一緒に言いましょっか？」

「そうだね。間違いなく同じ感想だしね」

「ん。っていうか、多分これ見て他の感想は思い浮かばない」

　空からオルテム村を見下ろして、口々にそういう春菜達。船を操作している宏も、口には出さないが似たようなことを考えているのは間違いない。

「「「「南部大森林地帯のど真ん中に、こんな大きくて文化的な集落があるのはすごい違和感」」」」

　タイミングを合わせて思ったことを口にする、宏以外の四人。あえて語尾などを揃えやすいように言葉を選んだようで、全員の言葉が一言一句変わらず揃そろう。

「だよな。俺以外でも、同じこと思うよな普通」

「というか、これまでのセンスオブワンダーが全部吹き飛ぶほどの不思議発見よ、これ」

「私、村を歩いていても全然おかしいと思わなかったんだけど、上から見るとすごい光景だよね」

「正直、この規模、あの人数で貨幣経済もほとんど発達してない普通の農村って、不思議をとおり越して異常の領域」

　空から見たオルテム村の景色に、圧倒されながらも突っ込みを入れまくる宏以外の四人。

　さすがに、密林のど真ん中、道が外部のどこにもつながっていないような環境で、下手な都市より広大な村がせっせと平凡な一日の営みを続けているのだ。

　しかも、その村の敷地内に存在する田んぼや畑は、人類という存在の力強さを示すがごとく、実に美しく整然と並び、そこで育てられている作物は元気よく青々と輝きを放っている。

　考えようによっては、世界最大の滝や大霊峰の頂上から見る朝日のような、大自然が生み出す奇跡ともいえる景色よりも、空から見下ろしたオルテム村の方が神秘的にすら思える。

　そんなことを考えつつ、そろそろ着陸しようと、宏が高度を落としながらゆっくりオルテム村中央の広場へと神の船を進めたところで、地上を見ていた春菜が知り合いを発見し声を上げた。

「あっ、ゴヴェジョンさんとフォレダンさんがいる」

「ん。こっち見て目を丸くしてる」

　ある意味当たり前ともいえるゴヴェジョンとフォレダンの反応に、思わず吹き出してしまう春菜達。立場が逆であれば、自分達も同じ反応をしていたであろうことが、何よりおかしく感じるのである。

「今思ったんやけど、この船がオルテム村の上空に浮かんどんの、下から見上げたら、ものすごいファンタジーな感じの光景やったんちゃうかなあ」

「だなあ。俺らにしちゃ珍しく、純ファンタジーって感じかもなあ」

　そんなことを言いながらも、着陸作業を着々と進めていく宏。オルテム村の村人達が見守る中、神の船はゆっくりと広場に着陸する。

「ひよひよのマークさ見えてたから、おめえらだとは思ってたが……」

「さすがにこんなでけえ船が空から来たのは、いくらなんでもおったまげただよ……」

　降りてきた宏達に対し、フォレダンとゴヴェジョンが村人を代表して苦情をぶつける。もっともそんな苦情も、

「それにしても、こげなおもろい光景が見られるとは、長生きさするもんだでな」

「今日は空から船が来た記念に、大宴会だべ！」

　娯楽に飢えた村人達の前では、単なるポーズ以上のものにはなりえない。

　こうして、神の船の初飛行は、オルテム村あげての大宴会とともに終わりを告げ、南部大森林地帯の景色とともに宏達の胸に新たな旅への希望を植え付けるのであった。
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